















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに




　みなさんこんにちは、鈴吹太郎すずふき・たろうです。本書ではじめてわたしを知った方には、はじめまして。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』の読者の方にはお久ひさしぶりです。

　本書はＴＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』（以下、『ＡＲ２Ｅ』）のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』というリプレイシリーズに連なる一作品です。




　まず最初に、本書についての簡かん単たんな解かい説せつから始めさせてもらいます。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Role-playing Game）の略りやく称しようで、文字通りゲームの一種です。ゲームマスター（ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーが文字通りテーブルを囲んで進めるゲームなのです。

　ＴＲＰＧはゲームですから、ルールがあります。本書で使っているのは、『ＡＲ２Ｅ』というルールです。『ＡＲ２Ｅ』はケルト神話をモチーフにしたファンタジーＴＲＰＧで、〝剣けんと魔ま法ほうの世界〟を舞ぶ台たいとした、冒ぼう険けん物語を体験することができます。

　本書は、その『ＡＲ２Ｅ』というルールに基もとづいて行なわれたゲームの様子を読み物として書き起こしたもので、これをリプレイと言います。

　最後に『アリアンロッド・サガ』について説明しましょう。

『アリアンロッド・サガ』は、『ＡＲ２Ｅ』の中でも戦せん乱らんの大陸アルディオンを舞台とした戦記もののシリーズのことを言います。『サガ』は複数のシリーズが交差、あるいは連動することで、大きな物語を生み出してきました。本書もまた、そんな『サガ』の一エピソードとなります。他シリーズをご存ぞんじない方のために、ここで本書と関係が深い四つの作品を紹しよう介かいをさせてもらいます。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ　菊きく池ちたけし

　通つう称しよう、『無印』。著者は『ＡＲ２Ｅ』のデザイナーきくたけこと、菊池たけし。

　フェリタニア王国の女王ピアニィと第一の騎き士しアル・イーズデイルらを主人公とした、『アリアンロッド・サガ』のメインシリーズです。現げん在ざい、八巻かんまでが発売されています。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ　田中信二たなか・しんじ

　通称、『デスマーチ』。著者は〝かわいそうな〟田中こと、田中信二。

『無印』では描えがけなかった隙すき間まを埋うめるために始めたシリーズ。最新の第六巻が発売中。市川丈夫いちかわ・たけおさんによるノベライズ、『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ』（全三巻）も好こう評ひよう発売中です。なお、本書で『デスマーチ』と書いてある場合、リプレイを指します。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ　藤井忍ふじい・しのぶ

　通称『ゲッタウェイ』。著者は愛らしい言動の中に、腹はら黒ぐろさも秘ひめる藤井忍です。

　さまざまな事じ情じようから、『無印』の主人公のひとりピアニィの打だ倒とうを目指すことになったＰＣの戦いを描えがくシリーズ。最新の第三巻が本書と同時に発売されていますので、そちらもよろしくお願いします。




▼アルディオン レボリューションガイド　菊池たけし

『ＡＲ２Ｅ』のサプリメントで、Ｂ５判型の書しよ籍せき。アルディオン大陸の種族・地ち域いきクラス、戦闘員百人以上の大だい規き模ぼ戦せん闘とうのルール、ＰＣに特別な設せつ定ていや能のう力りよくを与あたえるレジェンドデータ、帝紀八一五年時点での国こく際さい情じよう勢せいと人物の状じよう況きようなどのワールド解説などが掲けい載さいされています。

　なお、本書は帝紀八一三年が主しゆ舞ぶ台たいとなるため、『アルディオン レボリューションガイド』とは国際情勢が異ことなります。くわしくは本ほん編ぺんで解説していますので、ここでは割かつ愛あいします。




　これ以外にも『サガ』関連書籍は多数ありますし、これからも次々と刊かん行こうされる予定です。なお、右記の商品はすべて、富ふ士じ見み書しよ房ぼうから発売されています。

　少し解説が長くなりました。それでは、本編をお楽しみください。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆コードネームは〝Ｊ〟




　改めまして、みなさんこんにちは、鈴吹太郎すずふき・たろうです。

　リプレイ本編に入る前に、なぜこのリプレイが書かれることになったのかという経けい緯いを、ちょっとだけ説明しましょう。

　某ぼう月げつ某ぼう日じつ、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社内。Ｇゲーマーズ・Ｆフイールド誌し編へん集しゆう長ちよう〝かわいそうな〟田中信二たなか・しんじこと、かわたながやってきて──。




かわたな：社長、少々よろしいですか。今度出しゆつ版ぱんするＧＦ別べつ冊さつのことで、相談したいことがあるのですが。

鈴吹：なんだ？

かわたな：掲けい載さい予定の『アリアンロッド・サガ』のリプレイを執筆できる人がいません。

鈴吹：むっ、それは大変だな。

かわたな：ええ。それでですね、社長。リプレイを執筆してもらえませんか。

鈴吹：……えっ？

かわたな：『ブレイク』が無事に終しゆう了りようしましたし、今、担当しているリプレイはないですよね。社長ならできると信じています！

鈴吹：シリーズじゃなくて、単発だよね？

かわたな：その予定です。

鈴吹：なら、できるかな。やりたいこともあるし……。

かわたな：なんです？

鈴吹：『アリアンロッド・サガ』の展開もけっこう進んできたよね？　リプレイはたくさん発表されているし、ゲーム内の時間も数年経って、世界情勢もどんどん変化している。

かわたな：そうですな。

鈴吹：でもさ、あんまりちゃんと扱われていない材料が───国家、地域、人物、事件、組織、そういったものがたくさん残っていると思うんだよね。そういうネタを扱った、隙間を埋めるようなリプレイが欲しいなぁ、って思ってたんだ。

かわたな：隙間を埋める……ですか？

鈴吹：大陸の未来をかけて展開していくメインストリームとは違った遊び方の例になるだろうと思ってね。

かわたな：『イフ』みたいな？

鈴吹：あれはさ、すでに語られた物語の都合のいい所だけとって、好きに変えちゃっても面白いよね、ってやり方でしょ？　それとは逆の方向かな。

かわたな：はぁ。

鈴吹：こことここの間が空いているから、オレの話で埋めちゃうね、っていう感じ（笑）。

かわたな：で、うまくつなげてみよう、ですか？

鈴吹：いやいや、つながったらラッキー！　ぐらいかな（笑）。その方が遊びやすいだろ？

かわたな：はぁ。

鈴吹：……まぁ、とにかくそのリプレイは、わたしがやろう。

かわたな：ありがとうございます！

鈴吹：それで、決まっていることはあるのかな？

かわたな：コードネームは〝Ｊ〟！　それだけです。

鈴吹：じゃあタイトルは…………まぁ、詳しよう細さいは後で詰つめるとして、ひとつだけ決めたことがある。

かわたな：それは？

鈴吹：ＰＣ①はかわたな、お前だ！







◆Preplay 02◆集まった四人




　そして、瞬またたく間まに時間は過すぎ──。

『アリアンロッド・サガ』のリプレイ〝Ｊ〟を収しゆう録ろくする日がやってきた。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には、わたしを含ふくめた五人が集まっている。まずは、本リプレイを彩いろどる、参加者の面々を紹しよう介かいしていこう。




▼大おお竹たけみゆ（以下、大竹）

　フリーの女じよ性せい声せい優ゆう。

　常つねににこにこと笑顔を浮うかべているが、その裏うらにゲーマーという名の修しゆ羅らを潜ひそませているという。

　ＴＰＲＧ部ルティナスの部長であり、精せい力りよく的てきにセッションを行なっている人物でもある。

大竹みゆblog*Primlog+*

　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス

　http://lutinus.jugem.jp/




▼藤井忍ふじい・しのぶ（以下、藤井）

　フリーの女性ライター。可愛かわいらしいキャラクターを演えんじることが多く、言動もまた可愛らしいが、時折腹はら黒ぐろ（？）な面が顔を出したりすることも。

　著ちよ書しよは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）、『アルシャードガイア　リプレイ　美少女★女神と黄金の林りん檎ご』（エンターブレイン刊）など。




▼田中信二（以下、かわたな）

　ゲーム製せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員。ＤＴＰからライティングまで幅はば広ひろく活かつ躍やくし、彼かれなしでは会社が回らないほど。〝かわいそうな田中〟、略りやくしてかわたなと呼よばれることが多い。

　著書は『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（富士見書房刊）、『アルシャードffリプレイ　時計仕じ掛かけの破は壊かい神』（エンターブレイン刊）などがある。




▼緑谷明澄りよくや・あきすみ（以下、緑谷）

　ゲーム製作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属の新しん進しん気き鋭えいのライター。前ぜん述じゆつのＴＲＰＧ部ルティナスの部員でもある。

　著書は『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』（富士見書房刊）、『アルシャードffリプレイ　天使がくれた世界滅めつ亡ぼう』（エンターブレイン刊）など。




▼鈴吹太郎（以下、ＧＭ）

　ゲーム製作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取締役。『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズ、『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズを世に送り出したデザイナー。リプレイの執筆も行なっており、代表作には『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』などがある。また、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．デザインのＴＲＰＧのほとんどのプロデュースを手がける。

　ＧＭ担当にして本リプレイの著者、つまりわたしのことである。




ＧＭ：では『アリアンロッド・サガ』の新リプレイ──『イェーガー』の収録を始めます。

一同：わ───（パチパチ）。

ＧＭ：『アリアンロッド・サガ』も、ずいぶんとシリーズが増ふえて、ついに〝Ｊ〟となりました。〝Ｊ〟で始まる単語をいろいろ考えて……。

緑谷：『イェーガー』ですか？

ＧＭ：はい。〝イェーガー（Jaeger）〟とは猟りよう兵へいという兵種を意味する言葉です。ライフルを装そう備び、狙そ撃げきなどによって、敵てき軍ぐんにダメージを与あたえる兵士のことです。

大竹：なるほど。

ＧＭ：なぜ『イェーガー』なのかというわけはおいおい説明するとして、まずは、今回どんなお話かを簡かん単たんに解かい説せつしましょう。

緑谷：よろしくお願いしま～す。

ＧＭ：時期は帝てい紀き八一二年一一月から八一三年五月にかけて。舞ぶ台たいはゴルフォード王国になります。

藤井：帝紀八一二年一一月というと、メルトランド戦役の真っ最中ですね。

ＧＭ：はい。今回は同時期に起きた、ゴルフォードによるカムロートへの侵しん攻こうが物語の発ほつ端たんとなります。
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　帝紀八一二年のアルディオンは、激動の中にあった。

　二大強国のひとつ、東の雄グラスウェルズが大陸中部に位置するメルトランドへ電撃的に侵攻したのをきっかけに、周辺国である西の大国レイウォールや、新興国フェリタニアまで巻き込んだ大規模な争乱が勃発した。これをメルトランド戦役という。

　また、その裏では、錬金術の大家たるゴルフォード王国が、国力強化のために、錬金術の触媒になる〝賢者の石〟を産出する隣国カムロートへと攻め込むなど、さまざまな事件が起きていたのである。




大竹：「カムロート侵攻」って、話題に上がったことがありますけど、ピックアップされたことはないですよね。

ＧＭ：だからこそ、今回の題材にしました。カムロート侵攻の裏で起きた事じ件けんを背はい景けいに、クールでハードでシビアなリプレイを目指すつもりですので、よろしくお願いします。

一同：はーい。

ＧＭ：では、今回予告とハンドアウトを読み上げます。




●今回予告とハンドアウト

　帝紀八一二年──。

　ゴルフォード王国のカムロート侵攻作戦は、将しよう軍ぐんエイリンの戦死によって失敗に終わった。

　だが、それは真実ではない。将軍は暗殺されたのだ。〝右みぎ腕うでが銃じゆうの男〟によって。

　真実を知った四人の兵士は、罪ざい人にんの烙らく印いんを刻きざまれ、地下に潜せん伏ぷくを余よ儀ぎなくされる。しかし、彼らはそれで終わる者たちではなかった。

　時は流れて、帝紀八一三年──逆ぎやく襲しゆうの物語が、今ここに始まる。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』

　第一話「悪あく魔まの赤き雫しずく」

　───すべては、竜りゆうの石の導みちびきの下に。




かわたな：ふーむ、のっけからハードな出だしですな。

ＧＭ：まあ、クールでハードでシビアなリプレイを目指してますから。今回予告も重めにしてみました。

藤井：濡ぬれ衣ぎぬ着せられて逃とう亡ぼうすることになるのは、確たしかにハードですね（笑）。

緑谷：どうなっちゃうのか、ドキドキです。

ＧＭ：くわしくはプレイしてのお楽しみということで。それでは、次にハンドアウトを読み上げます。




▼ＰＣ①用ハンドアウト

コネクション：右腕が銃の男　　　関係：憎ぞう悪お

　キミはかつて錬れん金きん騎き士し団だん所属の兵士だった。しかし、カムロート侵攻中、将軍暗殺の濡れ衣を着せられ、逃亡生活を余儀なくされてしまう。

　それから半年後──。

　キミは将軍暗殺の真しん犯はん人にん、右腕が銃の男を追っている。彼は今、ゴルフォード領りよう内ない、カームヒル村にいるらしい。

　一いつ刻こくも早く向かわねば。




ＧＭ：これはずばり、かわたな用です。さあ、受け取りたまえ。

かわたな：はっ！

ＧＭ：『イェーガー』なので、ＰＣ①は猟兵っぽいキャラがいい、と思って、事前にかわたなに頼たのんでおいたのです。

かわたな：舞台はゴルフォードなので、錬金銃のライフルを持った、クールでハードでシビアな猟兵のキャラを考えてきましたよ。

緑谷：わーい。かわたなさんのＰＣ①は、かっこいいから楽しみだな！

藤井：（←経けい験けん者しや）そうですね。

大竹：（←経験者）うんうん。

ＧＭ：ＰＣ②から④は、あとの三人で相談して選んでください。

緑谷＆藤井＆大竹：はーい。




▼ＰＣ②用ハンドアウト

コネクション：エルマ・アレント　　　関係：恩おん人じん

　将軍暗殺の濡れ衣を着せられ逃亡した後、キミは空くう腹ふくと疲ひ労ろうで倒たおれ、命を落としかけた。それを救ってくれたのが、カームヒル村の神官エルマだ。

　あれから半年。久ひさ方かたぶりにカームヒル村を訪たずねたキミは、変へん貌ぼうした村の様子に驚おどろく。村人はみな虚うつろで、恩人であるエルマもいなくなっている。

　村に何があったのだろうか……。




かわたな：これは、やばい臭いがぷんぷんですな。

藤井：このエルマさんは、どういう人物なんですか？

ＧＭ：カームヒル村の神しん殿でんを管理している神官ですね。思し慮りよ深ぶかく、温おん厚こうな性せい格かくのエルダナーンの女性で、外見年ねん齢れいは五〇代前半になります。

緑谷：あら、エルダナーンでその外見だと、結けつ構こうなお歳としっぽい。

ＧＭ：そうですね。長生きしてるだけあって、村一番の知ち恵え者しやであり、何かと頼たよりにされている人物です。村長も彼かの女じよを頼りにしているぐらい。

緑谷：そんなエルマさんを捜さがすことになると……。

ＧＭ：そのとおりです。




▼ＰＣ③用ハンドアウト

コネクション：オーレリー・カルマン　　　関係：忠ちゆう誠せい

　将軍暗殺の濡れ衣を着せられ、錬金騎士団を追われたキミは、その後、グラスウェルズ王国へ逃のがれ、〝王おう蛇じや会かい〟の首しゆ領りようオーレリーに拾われた。

　そして半年が過ぎ、キミは再ふたたびゴルフォードの地を踏ふむことになる。

　オーレリーの命令を受け、ゴルフォードの犯はん罪ざい結社〝胡こ狼ろう会かい〟を潰つぶすことになったのだ。




藤井：わっ、オーレリーだ！

大竹：フィルボルの女の人ですよね。『デスマーチ』でよく出てくる。




オーレリー・カルマン

　グラスウェルズの犯罪組織〝王蛇会〟の首領。外見こそ愛らしい少女だが、その実態は強面の戦士も裸足で逃げ出す女ボスである。
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ＧＭ：はい。というわけで、ＰＣ③はオーレリー率ひきいる犯罪結社、王蛇会の一員になります。

藤井：これはちょっと惹ひかれるなー。

緑谷：王蛇会は分かりますけど、この胡狼会というのは？

ＧＭ：ゴルフォード王国に拠きよ点てんを持つ裏うら組そ織しきで、系けい統とうとしては王蛇会と同じになります。ちなみに胡狼は、ジャッカルのこと。

大竹：へー。

かわたな：ジャッカル・ギャング……何か獰どう猛もうそうなイメージが湧わきますな。

ＧＭ：実じつ際さい、命知らずな連中ですよ。王蛇会のシマを荒あらして目をつけられるぐらいなので。

藤井：オーレリーって、身内には優やさしいんですけど、敵てき対たい者しやには容よう赦しやしないんですよね。

ＧＭ：はい。なので、ＰＣ③に組織を潰せと命令が下されるわけです。




▼ＰＣ④用ハンドアウト

コネクション：ゲオルグ・ゲルリッツ　　　関係：取引

　将軍暗殺の濡れ衣を着せられ、錬金騎士団から脱だつ走そうしてから約半年。キミは、逃亡生活を続けていた。

　そんなキミの前に錬金騎士団の将軍ゲオルグが現あらわれ、取引を持ちかけてくる。自分に協力するならば、濡れ衣を晴らし、錬金騎士団に復ふつ帰きするのを助けようと。




かわたな：ＰＣ④はゲオルグですか。これはまた大物がきましたね。




ゲオルグ・ゲルリッツ

　ゴルフォード王国の国軍、錬金騎士団の将軍を務めるエクスマキナの男。有能な軍人であり、部下からの信頼も厚い。
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藤井：これってつまり裏うら取とり引ひき？

ＧＭ：そうですね。

かわたな：ゲオルグは清せい濁だく併あわせ呑のむ度量のある男。目的のために、裏取引ぐらいしますよ。

藤井：『デスマーチ』で、ゲオルグにそういう演えん出しゆつをさせたかわたなさんが言うと、説得力がありますね（笑）。

緑谷：なんかどれも、かっこいいハンドアウトばっかりですねー。

ＧＭ：そこは狙ねらって、かっこいい枠わくを用意したので。

大竹：ハードでクールでシビアなリプレイを目指すために？（笑）

ＧＭ：はい（笑）。




＊　＊　＊




ＧＭ：ハンドアウトは以上です。ＰＣ①がかわたなという以外は、こちらからの指定はないです。残りＰＣ②～ＰＣ④は、お三方でそれぞれ好きなものを選んでもらってかまいません。

緑谷：はーい。

藤井：みなさん、どれがいいですか？

大竹：私わたしはＰＣ④かな。リプレイだとＰＣ④やったことがないんで、やってみたいなー（笑）。

藤井：なるほど。緑谷さんは？

緑谷：私は……ＰＣ②かな。考えてきた〝設せつ定てい〟でＰＣを作成しても、問題なさそうなので。

ＧＭ：考えてきた〝設定〟ですか？

緑谷：ふふふっ、どんなものかは後のお楽しみということで！

ＧＭ：分かりました。楽しみなような、ちょっと怖こわいような……（笑）。

大竹：藤井さんはどうしますか？

藤井：そうですね、じゃあ、私はＰＣ③で。オーレリー好きですし。

ＧＭ：さくっと決まりましたね。では、ＰＣ①はかわたな、ＰＣ②は緑谷さん、ＰＣ③は藤井さん、ＰＣ④は大竹さんということで。

一同：はーい。

かわたな：やりましたね、大竹さん。念願のＰＣ④ですよ。

大竹：ＹＥＳ、ＰＣ④！（一同笑）

ＧＭ：喜んでいただけて何より（笑）。では、ハンドアウトが決まったので、キャラクター作成をお願いします。

一同：はーい。




●ＰＣの作成

　ハンドアウトを選んだプレイヤーたちは、ルールブックやサプリメントを開き、キャラクター作成を開始する。

　今回はＰＣが一時、錬金騎士団に所属することになるため、ある程てい度ど成長したＰＣを使用することにした。事前に誰だれがどのメインクラスを担当するかを決めてもらい、それぞれどんなＰＣにするかのイメージを組み立ててきてもらっている。

　キャラクター作成のレギュレーションについては、次のとおり。




・キャラクター作成方法はコンストラクション、もしくはフルスクラッチで行なう。

・キャラクターレベルは３とする。

・ボーナス経けい験けん点てん５点を使って、一いつ般ぱんスキルを追加でひとつ取得してもよい。

・地ち域いきクラスはエリンディルのものは不ふ可か。アルディオンのものは使用してもよい。




ＧＭ：さて、みなさん、キャラクター作成が終わったみたいですね。それでは、順番にＰＣの自じ己こ紹しよう介かいをしていきましょう。




▼ファング──田中信二

ＧＭ：まず、かわたなから。

かわたな（以下、ファング）：名前はファング。種族はヒューリン、二○歳さいの男です。

ＧＭ：ファング！　ずいぶんストレートに攻せめてきたなぁ（笑）。いや失礼、紹介を続けてください。

ファング：メインクラスはシーフ、サポートクラスはアルケミスト。寡か黙もくを装よそおいながら、心の内に激はげしい感かん情じようを滾たぎらせる熱い男になる予定！

ＧＭ：いいですね。

ファング：昔むかしは錬金騎士団所属の兵士でしたが、濡れ衣を着せられ脱走。今は傭よう兵へい稼か業ぎようで命を繋つないでいます。相あい棒ぼうは身みの丈たけほどもあるライフルで、ハウリングと名づけて大事にしています。

ＧＭ：咆哮ハウリング？

大竹：武ぶ器きに名前……実は面白い人？

ファング：失礼な！（一同笑）

ＧＭ：演出の仕方によっては、面白くなっちゃうかもしれないですね（笑）。

ファング：いやいや、格かつ好こいいじゃないですか。ちなみに、ハウリングって名前にはちゃんと意味があるんです。銃じゆう弾だんに特とく殊しゆな加工がしてあって、獣けものの咆哮にも似にた特とく徴ちよう的てきな銃じゆう声せいが鳴る。だから、咆哮。

緑谷：おー、格好いい！

ファング：ありがとう（笑）。出自は［放ほう浪ろうの民］で、アルディオン各地を放浪する一族の出身ということにしました。

大竹：放浪の途と中ちゆうでゴルフォードに立たち寄よって、腰こしをすえた感じ？

ファング：ええ。ただ、そうなったのには悲しい背景がありまして。

大竹：それはどんな？

ファング：放浪中に事じ故こに遭あい、父親が死んでしまったのです。そして、自分は天てん涯がい孤こ独どくの身の上に。

藤井：はうっ!?

ファング：そして、ひとり途と方ほうに暮くれていたところを錬金騎士団のエイリン将軍に拾われたのです。

緑谷：いい話じゃないですか。

ファング：そうでしょう（一同笑）。というわけで、エイリンと個こ人じん的てきな交友があったことにしたいのですが、いいですかね？

ＧＭ：かまいません。むしろ、その方が助かります。復ふく讐しゆうのモチベーションが上がるでしょうから。

ファング：ありがとうございます。境きよう遇ぐうは［師し匠しよう］。エイリン将軍から錬金銃の手ほどきを受けて、立りつ派ぱな兵士として鍛きたえてもらいました。

藤井：将軍みずからですか！

ファング：そう。彼は優やさしくも厳きびしい男で、「自分の力で生きていられない男は、男ではない！」と錬金騎士団式の射しや撃げき術じゆつを、私に叩たたき込こんだのです。

ＧＭ：そして、成長したファングは、錬金騎士団の一員になり、エイリンの部下として戦うようになったと。

ファング：そんな感じです。しかし、師匠のエイリン将軍は暗殺された上に、裏うら切ぎり者ものの烙らく印いんを押おされ、復讐のために生きる今日きようこの頃。なので、目的は［復讐］にしました。
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▼エメロード・ローリングスター──緑谷明澄

ＧＭ：次は緑谷さん。

緑谷（以下、エメリー）：はい。名前はエメロード・ローリングスターです。エメリーと呼よんでください。

ファング：……ローリングスター？

藤井：それは、ユーノス・ローリングスターとなにか関係が？

エメリー：実の妹です。




ユーノス・ローリングスター

　エリンディルを舞台としたリプレイ『レジェンド』『ブレイド』の二シリーズに登場したＰＣ。世界各地を旅する詩人で、天使を自称する不思議な青年である。プレイヤーは田中信二。
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一同：実の妹!?

エメリー：そうです。年齢は一七歳。兄と同じ銀の髪かみに、緑の瞳ひとみ。外見は清せい楚そ系けいで、おっとりした美人ですね。種族はドゥアンの天翼族オルニスです。尊そん敬けいする人はお兄様！

ファング：えっ、マジで？

エメリー：マジです。人間的に尊敬していて、自分も兄のようになりたいと思ってます。

ファング：担当した自分が言うのもなんだけど、あいつ変な奴やつだよ？　自分のこと天使とか言ってるし。

エメリー：でも、エメリー的には自じ慢まんの兄なんですよ。だから、エメリーも出自は任にん意いで［天使］にして、一いつ般ぱんスキルは《ブラフ》を取りました（笑）。

ファング：うおっ、わざわざユーノスと同じにしたのか（笑）。

エメリー：はい（笑）。というわけで、ユーノスお兄様に憧あこがれています。趣しゆ味みはポエムを書くことです。

大竹：うわー（笑）。

エメリー：アルディオン大陸には、兄と同じような、波は乱らんに満ちた冒ぼう険けんがしたいと思って流れてきました。

ファング：ユーノスが東にいったから、自分は西へ、みたいな感じ？

エメリー：ですね。基き本ほん的てきには人ひと懐なつっこい性格で、どんな場所でも物もの怖おじせずに生活できますよ。で、ここから設せつ定てい入ってきます。

大竹：ここから？

ＧＭ：ハンドアウトを選ぶ時に言っていたやつですか。どんなです？

エメリー：こんな感じです！




　ここで緑谷さん、おもむろにＡ４用紙を取り出す。

　一体なんだと覗のぞき込こんでみれば、細かい文字でぎっしりと書かれた設定の数々が乗っているではないか！




ファング：こ、これは!?

エメリー：脳のう内ない設定集です！

大竹：つまり妄もう想そう？

エメリー：そうとも言いますね（笑）。

ＧＭ：どんなキャラクターを作成するかはあらかじめ考えてきて貰もらいましたけど、わざわざそんなものまで用意してきたんですか（笑）。

ファング：ちなみに、どんな設定が？

エメリー：前ぜん世せは天界にいた癒いやしの力を持つ聖せい女じよであり、封ふう印いんの力を持った姫ひめでもあります。

一同：イタいっ!?

エメリー：クラスがアコライト／ウォーリアなので、《ヒール》が使えるんですけど、本人は聖女だった時の力が残ってると言いい張はっています。

ファング：うっ……ぐっ……！（胸むねを押おさえて、机つくえに突つっ伏ぷす）

藤井：ああ、田中さんが心の痛いたみに！　しっかり！

ファング：だ、大だい丈じよう夫ぶです。続けてください……。

エメリー：さらに封印の姫という設定により、自分の体内にはすごく邪じや悪あくな何かが封印されているのだとも思っています。なので翼つばさが黒い。

ＧＭ：く、黒いんだ？

エメリー：まあ、染せん料りようで染そめてるだけなんですけど。

ファング：染めてるだけかい！（爆ばく笑しよう）

藤井：設定のために？（笑）

エメリー：設定は他にもありますけど、多すぎるので、タイミングみて出していきますね。

ＧＭ：まだあるんですか!?

エメリー：あります（笑）。あと……そうそう口くち癖ぐせがあるんですよ。困こまったりすると、「うゆぅ」って鳴きます。

ＧＭ：うにゅう？

エメリー：ノンノン、「うゆぅ」です。「うにゅう」とは違ちがうんです！

ＧＭ：そ、そうですか……（笑）。

ファング：突つっ込こみどころが多すぎて、突っ込みきれない……（笑）。

藤井：さすが緑谷さんの作ったキャラクター。ただ者じゃない（笑）。
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▼ルナ・チャンドラ──藤井忍

ＧＭ：では、次は藤井さんで。

藤井（以下、ルナ）：名前はルナ・チャンドラです。年齢は一五歳。ちょっと斜しやに構かまえた、歳のわりにおとなびた言動をする女の子です。

エメリー：クールな感じですね。

ＧＭ：王蛇会に所属することになりますから、いいと思いますよ。

ルナ：その王蛇会なんですが、錬金騎士団に入る前から所属してたことにしてもいいですか。

ＧＭ：といいますと？

ルナ：出自を［犯はん罪ざい組そ織しき］、境きよう遇ぐうを［師匠］にして、もともと王蛇会に所属してて、オーレリーの許もとで研けん鑽さんを積んでたことにしようかなと思って。

ＧＭ：ふむ……それは面白そうですね。ＯＫです。ちなみに王蛇会から錬金騎士団に移うつった理由は考えてますか？

ルナ：修しゆ行ぎようの一いつ環かんですね。荒あら事ごとに命をかけるんなら、戦争のひとつでも経験してこいと放り出されて、流れ流れてゴルフォードへ。

エメリー：修行のために軍隊って、すごいスパルタ教育だ（笑）。

ルナ：あと、外で身を立てて、いずれは組織に何らかの形で利り益えきを出せればというのもあったんですが、どうも罠わなにはめられて、出で戻もどりすることになるようです（笑）。

ファング：ちなみに、王蛇会でオーレリーの弟で子しだと、ギィと知り合いだったりする？




ギィ

　フェリタニアの王国軍師ナヴァール直轄の部隊エンジェルファイヤーの隊員をしている男。元王蛇会の構成員で、お調子者だが決めるときは決める男である。
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ルナ：兄弟子として慕したっていました。ただ、オーレリーの許を去ったんで、今は複ふく雑ざつな気持ちを抱いだいてます。

ＧＭ：となると、こじれた関係は修しゆう復ふくされてなさそうですね。今回のシナリオは、時期的にギィはオーレリーとまだ再さい会かいしていないので。

ルナ：そうですね。ただ、『デスマーチ』だと、ギィとオーレリーはいい関係ですし、話す機会があれば変わると思います。今はまだ反はん抗こう中。思春期の娘むすめみたいな感じ。

ファング：ふむ……。

ルナ：メインクラスはメイジ、サポートクラスに『レボリューションガイド』で追加された地域クラス、ファランクスを取得しました。

大竹：新クラスだー。

ＧＭ：ファランクスは重い防ぼう具ぐを装そう備び可か能のうにする他、防具を使ってさまざまな効こう果かを得る、アルディオン大陸の地域クラスですね。

ルナ：はい。なので、メイジですけど、スキルの効果で、シルバーチェインやガントレットといった、本来なら装備できない防具を装備できます。

エメリー：重じゆう装そう魔ま法ほう兵へいみたいな？

ファング：それ、かっこいいね。ゴルフォードっぽい感じがするし。

ルナ：操あやつる魔法の種類は〈風〉属ぞく性せいのものです。あと《マジックブラスト》で範はん囲い化かしたり、一部の防具の重量をダメージに上乗せしたりもできます。

ＧＭ：了りよう解かいしました。
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▼チャイ・ガーリー・ブレンド──大竹みゆ

ＧＭ：じゃあ、最後は大竹さん。

大竹（以下、チャイ）：名前はチャイ・ガーリー・ブレンドです。エクスマキナのウォーリア／モンクで、乙おと女め心ごころにあふれた女の子です。

ルナ：乙女心、あふれてるんだ（笑）。

チャイ：ボディに収おさまらなくて、あふれまくりです（一同笑）。元々は遺い跡せきに放ほう棄きされてたんですけど、錬れん金きん術じゆつ師しの夫ふう婦ふが拾って修しゆう理りしてくれて、実の子こ供どものように育てられました。

ファング：いい話だ。

エメリー：でも、それがどうして錬金騎士団に入ることに？

チャイ：それは……憧あこがれの人に振ふり向むいてもらうためです！

ルナ：憧れの人？

チャイ：はい！　ある日、突とつ然ぜんの雨に困っていたところを助けてくれた、素す敵てきな男だん性せいがいたんです。せっかくだから、既き存そんのＮＰＣにしようかな……えーっと、リシャールで！

一同：リシャールっ!?
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ファング：グラスウェルズの幻竜騎士団団長、そして大陸最強の武人！

ルナ：でも、あの人だと普ふ通つうにありえそうで怖い（笑）。

ファング：（リシャールになり）「お嬢じようさん、大だい丈じよう夫ぶですか？　これ以上、雨に濡ぬれたら、綺き麗れいなお肌はだが錆さびついてしまいますよ」

チャイ：そうそう、そんな感じで助けられたんですよ。それで憧れを抱いだくようになったんですけど、大きな問題がひとつあって。

ＧＭ：ほう。

チャイ：チャイは、こう……容よう姿しが特とく徴ちよう的てきなんです（笑）。

ルナ：容姿が？

ＧＭ：どんな姿すがたをしてるんですか？

チャイ：バスケットボールがふわふわと空中に浮ういてるみたいな。

一同：バスケットボールっ!?（笑）

チャイ：あと頭……頭？　えーっと、球形ボディの上の方にリボンがついてたりするんですよ。こんな感じです！（自分で描えがいたイラストを見せる）

ＧＭ：これは……（笑）。

ファング：たしかに、この姿だと、自信が持てなくても仕方ないな（笑）。

ルナ：これ、手足はどうなってるの？

チャイ：普ふ段だんは身体からだの中に収しゆう納のうしてて、必要に応おうじて伸のばします（笑）。

ＧＭ：ＰＣのエクスマキナは、基本的に人型でないといけないんですが、機き能のうが人間と同じなら、演えん出しゆつは自由にしてもらってかまいません。

チャイ：そうです。フワフワ浮いてるのは演出で、足で歩いているのと同じ効果ってことで。

ファング：飛行してるわけじゃないのか（笑）。

チャイ：それで、ちゃんとした人間の形をしたボディが欲ほしいって両親に頼たのんだんですけど、チャイのボディはブラックボックスになってて、大事なコアの部分が開かないので、その願いを叶かなえることができなかったんです。

エメリー：なんと！

ファング：球体ボディの中に隠かくされた秘ひ密みつ……興きよう味みをそそられますな。

チャイ：自分も知らない、両親にも分からない、不思議な秘密です（笑）。

ＧＭ：それで、自分のことを研究してもらうために、錬れん金きん術じゆつの大家でもあるゴルフォード王国にきた感じですかね。

チャイ：そうです。両親に「ゴルフォード王国なら、お前の秘密を解といて、きちんとした人型のボディにしてくれるかもしれない」って言われてきました。

ルナ：なるほど。でも、なんでその後、錬金騎士団に？

チャイ：ブラックボックス部分の研究にはお金がかかると言われて、お金稼かせぎのために入りました。あと、騎士団で出世すれば、優ゆう先せん的てきに研究してもらえるかもって思ったのもあります。

ルナ：でも、濡れ衣かぶせられたせいで、そこら辺、御ご破は算さんになっちゃうね。

チャイ：そうなんですよね。憧れの魅み惑わくボディまでの道どう程ていは長そうです。

エメリー：魅惑ボディ！（爆ばく笑しよう）

チャイ：あっ、そうだ。語ご尾びには〝～っちゃ〟ってつけます。

ＧＭ：ちゃ!?（一同笑）

チャイ：「うち、ちゃんとした人の形のボディが欲ほしいっちゃ！」みたいな感じでがんばります（笑）。

ＧＭ：りょ、了解しました。
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●ギルド作成

ＧＭ：では、ＰＣの自己紹介を終えたところで、ギルドを作成します。オープニングでばらばらに逃亡後、ミドルフェイズで再会して、チームで動くことを決めた時点で結成することになりますが、先にデータは決めておきましょう。

エメリー：はーい。

ＧＭ：ギルドレベルは２です。名前は特に決めなくてもいいです。たまたま再会して、助け合うという状じよう況きようで、事件が終わったあとは、またバラバラになるかもしれないので。




　相談の結果、以下のように決まった。

・ギルドリーダー：ファング

・ギルドサポート：《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》




ファング：名無しの権ごん兵べ衛えだと不便だから、仮か称しようはつけておきましょうか。

エメリー：じゃあ、シリーズタイトルから取って、〝Ｊ〟でどうでしょう。

一同：オッケー！

ファング：では、ギルド〝Ｊ〟（仮かり）ということで。

ＧＭ：了解しました。それでは、オープニングフェイズにいきましょう。










ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆逃とう亡ぼうと復ふく讐しゆうの始まり




　ゴルフォードとカムロートの国こつ境きよう。

　大雨の下、両国の軍ぐん団だんがにらみ合い、小こ競ぜり合いをしている。

　当初、ゴルフォード有利と思われた戦いは、カムロートの奮ふん戦せんにより膠こう着ちやく。泥どろ沼ぬまの様相を呈ていし始めていた。




ＧＭ：では、オープニングを始めます。最初はみなさん合同のシーンになるので、全員登場してください。

一同：はーい。

ＧＭ：時は帝紀八一二年一一月、舞ぶ台たいはカムロート侵しん攻こう作戦の一場面。みなさんはゴルフォード錬れん金きん騎き士し団だんの新兵として、第七伝令小隊に配はい属ぞくされ、前線に置かれています。

エメリー：名前からだいたい想そう像ぞうできますけど、どんな部隊です？

ＧＭ：新兵を集めた部隊で、その名のとおりに伝令が主しゆ任にん務むです。前線と本ほん陣じんの間を取り持つため、さまざまな命令を運んでいます。

チャイ：分かりやすいっちゃ（笑）。

ルナ：なんとも退たい屈くつそうな任にん務むだね。

ファング：だが重要だ。前線と本陣の意い志し疎そ通つうが失敗したら、大変なことになるからな。

ルナ：まあね。それで、戦せん況きようはどんな感じなんだい？

ＧＭ：大おお降ぶりの雨の中、両軍がにらみ合っています。互たがいの距きよ離りは一〇〇メートルほどですが、雨で足場がぬかるんでいるため行軍が難むずかしく、大だい規き模ぼな戦せん闘とうには発はつ展てんしていません。散発的に小競り合いは起きていますが、戦況を動かすほどのものではないです。

ルナ：思い切り膠着してるじゃないか。自分から戦争を仕し掛かけたのに、しまらないねぇ。

ＧＭ：上じよう層そう部ぶにとっても、この状じよう況きようは予定外でして。本当ならば、新兵器を投入して、一気に勝負をつけるつもりだったんですよ。

チャイ：新兵器？

ＧＭ：今回のシナリオでは、あくまでも背はい景けい情じよう報ほうにすぎません。実は『ブレイク』シリーズの二巻かんに出てきた、自じ爆ばくゴーレムです。

一同：ああ～。

エメリー：懐なつかしいですね～。




自爆ゴーレム

　鉛なまりと混まぜると大だい爆ばく発はつを起こす鉱こう石せき、焔えん硝しよう石を内ない蔵ぞうした、山をも砕くだく威い力りよくを持つゴーレム兵器。『ブレイク』二巻で試作機が破は壊かいされた後、開発は停てい滞たいすることになった。




ＧＭ：ゴルフォード軍は当初、この自爆ゴーレムを使って、カムロートを蹂じゆう躙りんする予定でした。ところが、肝かん心じんの新兵器は実験に失敗。投入は見合わせることになったわけです。

エメリー：ふむふむ。

ルナ：頼たのみの綱つながこないことになって、攻せめあぐねているわけですか。

ＧＭ：はい。そんなわけで、予定外の状況に上官の騎き士したちも苛いら立だちを隠かくしきれていません。「新兵器はまだ届とどかないのか！」「噂うわさでは開発に失敗して、実戦への投入は遅おくれるそうですよ」「なんだと!?」といった、やりとりが聞こえたりします。

ルナ：やれやれだね。

チャイ：なんだか、うち不安になってきたっちゃ。

ＧＭ：では、漠ばく然ぜんと不安を感じているところ、馬に乗った騎士がひとり、近づいてきます。

エメリー：あら、どなたでしょう？

ＧＭ：前線の指し揮きを執とっている百人隊長のひとりですね。銀の髪かみが目を惹ひく、たくましいエクスマキナの青年です。名前はゲオルグ・ゲルリッツ。

エメリー：おおっ、ゲオルグさん！

ルナ：百人隊長……そっか。この時点ではまだ将しよう軍ぐんにはなってないんだ。

ＧＭ：ええ。この時期の彼かれが指揮するのは、傭よう兵へい隊あがりの部隊で、隊員の大半がエクスマキナ、残りも大半が外国の出身者で構こう成せいされています。

ルナ：ということは、私わたしたちの部隊も彼の指揮下なのかな？

エメリー：アタシたちみんな、外国人かエクスマキナですもんね。

ＧＭ：そうですね。外国人が多い部隊なので騎士団での立場は微び妙みようなんですが、ゲオルグが常つねに激げき戦せん地ちへの配置を志し願がんし、苛か酷こくな戦いを生き抜ぬいてきたため、実力は折り紙付きです。

チャイ：おおー！

ルナ：伝でん統とう的てきなゴルフォード貴き族ぞくじゃないのに百人隊長にまで上のぼり詰つめたんだから、本当に優ゆう秀しゆうなんだろうね。

ＧＭ：本当に優秀です。エイリン将軍は彼のことを非ひ常じように買っていて、将しよう来らい的には錬金騎士団を支ささえる人材になると見み込こんでいますから。

ファング：親父おやじ殿が頼たよりにしてる男か。そいつはすごい。

ＧＭ：そんなゲオルグが、みなさんに任務を与あたえます。「お前たちは……第七伝令小隊の者か。丁度いい、本陣のエイリン将軍への伝令を頼たのむ」

ファング：「はっ！」と敬けい礼れいを返して話を聞こう。

ＧＭ：「カムロート軍は本ほん格かく的に攻めてくる様子がない。予よ報ほう士しによれば、雨は夜明けには上がるらしい。我われ々われ、前線部隊は夜明けと共に進軍。敵てきの本陣へ総そう攻こう撃げきを仕し掛かける！」

エメリー：ついにですか！

ファング：今聞いた内ない容ようを復ふく唱しようした上で、任務を了りよう承しようしたと伝えます。第七伝令小隊所しよ属ぞくファング以下四名、任務、拝はい命めいいたしました！

ＧＭ：「必ずエイリン将軍に直ちよく接せつ伝えてくれ。いいな」

チャイ：分かったっちゃ！

ＧＭ：「いい返事だ。任務が終わった後はエイリン将軍の指し示じに従したがうこと。では、行け！」

ファング：はっ！（敬礼）　じゃあ、四人で本陣へ向かおうか。

ルナ：あいよ。

チャイ：急ぐっちゃよ！

エメリー：ああ、みんな待って！

一同：ん？

エメリー：翼つばさの羽根が雨水を吸すって重いんです。もうちょっとゆっくり！

ファング：たためよ（一同笑）。

エメリー：そんな～。天使として翼をしまうなんて、できないですよぉ。

ルナ：翼をしまわないと、染せん色しよくしたのが落ちるんじゃないか？

エメリー：はっ!?　本当だ！　ち、違ちがうんです！　これは染そめてるわけじゃないんです！　ああ、頭が痛いたい！　静まって、アタシの中の邪じや悪あくな力!!

ファング：お前……（笑）。

チャイ：いきなり大だい惨さん事じ（一同笑）。

ＧＭ：ＧＭの心の中も不安でいっぱいです（笑）。ともあれ、みなさんは走り続け、本陣に無事到とう着ちやくします。入り口には衛えい兵へいがいて、みなさんに気づくと、気さくに話はなし掛かけてきます。「おや、第七小隊の……」

ルナ：おやおや。新兵なのに、衛兵に顔を覚えられてるのかい？

ＧＭ：伝令として人と接せつする機会は多いので。あと、やはり顔ぶれが個こ性せい的てきですし（笑）。

ファング：そう……だな……。

チャイ：なんかファングがどんどん遠い目になっていってるっちゃ（笑）。

ルナ：気持ちは分かるけど、しっかりしな。大事な任務の途と中ちゆうだ。さっさと将軍のテントに行こうじゃないか。

ファング：分かってる。分かってるんだが……（ちらりとエメリーを見る）。

エメリー：ぱーっ！（奇き妙みようなポーズを取りながら輝かがやいてる）

ファング：くそっ……！（ぷるぷると震ふるえながら突つっ伏ぷす）

ルナ：だから、見るな！（一同笑）

ファング：えーっと、ルナに引きずられるようにして、親父殿のテントに向かおう（笑）。

ＧＭ：では、本陣を進み、エイリンのいる大きなテントまでやってきました。護ご衛えいがいますが、認にん識しき票ひようを見せると通してくれます。

ファング：失礼します！

チャイ：お邪じや魔まするっちゃ！

エメリー：エイリンさん、いらっしゃいますぅ？

ＧＭ：天てん幕まくを開けて中に入ると、灯りがついていて、エイリン将軍の後うしろ姿すがたと、さらに奥おくに別の人ひと影かげが見えます。

ファング：うおっ、まさか──。

ＧＭ：そして、みなさんがその姿すがたを見つけるのと同時、エイリンが叫さけびます。「き、貴き様さまは──!?」




　突とつ然ぜんのエイリンの叫び声ごえ。

　それに応こたえるように、人影が右みぎ腕うでを持ち上げる。銃じゆうの形をした右腕を。

　鳴なり響ひびく銃じゆう声せい。

　エイリンの身体がぐらりと揺ゆれて、そのまま地面に倒たおれる。




ファング：いきなりか！　これは平静ではいられない。思わず「親父殿！」と叫さけんで駆かけ寄よる！

ルナ：こっちはエイリンを撃うった男を確かく認にんする！

ＧＭ：灯りがあると言っても、現げん代だいのものと違ちがい、離はなれると途と端たんに暗くなるため、顔は陰になっていて見えません。

ルナ：なら、特とく徴ちようはないか確認！

ＧＭ：では、体型的に男だということ、右腕の肘ひじから先が銃になっていることから、エクスマキナだと推すい測そくできます。彼は奥の天幕をめくり上げて、さっと外に飛び出して逃にげてしまいます。

チャイ：あっ、逃げたっちゃ！

ファング：逃がすか！　急いで後を追いかけ──。

ＧＭ：そこでエイリンのうめき声が聞こえます。「う、うう……」

エメリー：はっ！　ファングさん、彼、まだ息がありますぅ！

ファング：くっ!?　あ、う……ダメだ。まだ生きてるなら放って置けない。慌あわてて戻もどって、親父殿を抱だき起おこす。

ルナ：エイリンの様子はどんなだい？

ＧＭ：胸むね……心しん臓ぞうを銃じゆう弾だんで貫つらぬかれています。致ち命めい傷しようですね。
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チャイ：あわわ！　ち、血が止まらないっちゃよ！

ファング：しっかりしてくれ！

ＧＭ：懸けん命めいの呼よびかけが効きいたのか、エイリンはうっすらと目を開き、必死に何かを伝えようとします。

ファング：何だ？　何が言いたい？　耳を口に近づける。

ＧＭ：「……罠わなだ。バル……ム……」と伝えたところで、彼は事切れます。そして、それと同時、外に控ひかえていた護ご衛えい兵へいがテントの中に入ってきます。

ルナ：これは誤ご解かいされるね（笑）。

ＧＭ：そのとおり。息いき絶たえたエイリン、彼の胸に刻きざまれた弾だん痕こん、ファングの背せ負おうライフルと確認して、先頭の護衛兵が口を開きます。「貴様！　何故なぜ、エイリン将軍を！」

ファング：違う！　オレじゃない！

チャイ：そうっちゃ！　エイリンさんをやったのは別の人っちゃ！

ＧＭ：「ぬう、ならば誰だれがやったというのだ！　くわしい話を──」と護衛兵が言ったところで、テントの外……本陣にこんな叫び声が響ひびき渡わたります。




「て、敵てき襲しゆうだ───っ」




一同：な、なにぃいいい!?

ルナ：ここって本陣だろう！　なのに、いきなり敵襲!?

ＧＭ：どんな手しゆ段だんを用いたのかは不明ですが、カムロート軍が奇き襲しゆうを仕し掛かけてきたようです。本陣に大量の砲ほう弾だんが撃うち込こまれ、無数の爆ばく発はつが起こります。

一同：どひぃいいいっ!?

ＧＭ：砲弾はみなさんのいるテントの近くにも着ちやく弾だんします。爆ばく風ふうが吹ふき荒あれ、テントごとみなさんをなぎ倒たおします。

ファング：ぐぐっ！　邪魔な天幕をどけて外に出る。んで、本陣の様子を確認だ。

ＧＭ：すると、最前線さながらの光景が視し界かいに飛とび込こんできます。強い雨が降ふる中、そこら中で戦闘が起きていて、銃声や剣けん戟げきの音、怒ど号ごうや悲鳴などが聞こえてきます。

チャイ：あわわっ!?　だ、だだ、大パニックだっちゃ～！

エメリー：ああ、あの時にみた夢ゆめはやはり！

ファング：こんな時だってのに、お前は本当にぶれねえな！　寝ね言ごとは寝てから言ってくれ！（一同爆ばく笑しよう）

ルナ：ファング！　ツッコミ入れてる場合じゃないよ。マジでやばい！

ＧＭ：戦場をぱっと見れば、新兵でも分かります。少なくとも、この陣じん地ちにおいて、ゴルフォード軍は壊かい滅めつです。

ファング：くうっ、きついな。

ＧＭ：将軍の死し亡ぼうに、予想外の奇襲が加わり、軍の命令系けい統とうはズタズタです。誰が敵で、誰が味方かも判はん別べつできず、次々と兵士が死んでいく。護衛兵たちも最初の砲ほう撃げきで死にました。

チャイ：これはやばすぎるっちゃ！　逃にげた方がいいっちゃよ！

ルナ：チャイの言うとおりだ。ここにいても死ぬだけ。ここはひとまず、ずらかった方がいい。

ファング：しかし、親父殿をこんな場所に放っては……。逃げなくちゃいけないのは分かってるんだけど、やはり未練を感じてしまう。

ルナ：なら、ファングを叱しつ咤たしよう。しっかりしな！　ここにいても無む駄だ死じにするだけだよ。あんた、大事な人の仇かたきも討うたずに死ぬ気かい！

ＧＭ：ああ、いいセリフですね。

ファング：そこまで言ってくれるなら、後うしろ髪がみを引かれながらも親父殿の遺い体たいを横たえよう。そして、指にはまっている家か紋もんの指輪を外して握にぎりしめる。親父殿、仇は必ず……！

ＧＭ：そうそう。形見の品は忘わすれずに。

ルナ：祈いのりを捧ささげるようなファングをちらりと覗のぞき込こんで言うよ。別れはすんだかい？

ファング：ああ、行こう。

ＧＭ：ちなみに戦場があまりにも混こん乱らんしているため、四人で一いつ緒しよに脱だつ出しゆつするのは不ふ可か能のうだと思ってください。途中でバラバラになってしまいます。

ファング：なら、いっそのこと別々に逃げようって提てい案あんしようか。

ＧＭ：いいですね。

ファング：じゃあ、みんなに言おう。固まって動いても、まとめてやられるだけだ。バラバラに逃げよう。

ルナ：固まって行って、ひとりも生き残れなかったら笑えないからね。私はファングに賛さん成せいだ。

チャイ：離はなれ離ばなれは寂さびしいけれど、仕方ないっちゃね。

エメリー：では、アタシが敵てき兵へいの気を引きましょう。みなさんは散り散りになってくださいな。

ルナ：えっ？

エメリー：エメロードウイング！　翼で空高く舞まい上あがり、戦場で戦う兵士に言います。お願いですぅ、アタシのために争うのは止めてくださ～い！

一同：ちがーう（爆笑）。

ＧＭ：そんなことしたら、四方から弾だん丸がんが飛んできますよ（笑）。

エメリー：えっ？

ファング：（兵士になって）「なんだ、あいつは！　撃うて、撃ち落とせー！」バン、バババンッ！（銃声）

エメリー：きゃぁあああっ!?

ＧＭ：……というわけで、無数の銃弾に曝さらされるわけですが……。

エメリー：アタシはひゅるる～と戦場の外へ墜つい落らくします。これでハンドアウトの内容に繋つながるはず！

ＧＭ：そうですね（笑）。

チャイ：エメロードが囮おとりになってくれたおかげで、注意が空に向いてるっちゃ。今のうちっちゃ！

ルナ：そうだな。エメリーの犠ぎ牲せいは忘わすれないようにしよう。

ファング：ああ。あいつの分まで、生いき延のびてやるさ。

エメリー：死んでません！　死んでませんよ！（一同笑）

ＧＭ：緊きん迫ぱくした場面なのに、面白くなってしまった（笑）。

ファング：ともかく、オレたちも行くぞ。

ルナ：運が良かったら、また会うこともあるかもね。

チャイ：きっと会えるっちゃよ！




　別れの挨あい拶さつを交わし、第七伝令小隊の面々は別々の方向へ逃げていく。

　彼らは必死に戦場を駆かけ抜ぬけ、幾いく多たの屍しかばねを乗のり越こえて、それぞれが生きる道を突つき進すすんだ。




ＧＭ：どれぐらい走ったのか……気づけば、みなさんは戦場から脱出しています。その後どうなったかは、個こ別べつのオープニングで演えん出しゆつしましょう。




　帝紀八一二年。

　ゴルフォード王国のカムロート侵攻作戦は失敗に終わった。

　エイリン将軍の死と本陣強きよう襲しゆうにより、ゴルフォード軍は壊滅。

　前線に残された部隊とわずかに生き残った兵士たちは、百人隊長ゲオルグによってまとめ上げられて撤てつ退たいした。

　この記録的大敗でゴルフォード王国の国力は低下。

　錬金騎士団は撤退戦で活かつ躍やくしたゲオルグを新たな将軍に迎むかえ、再さい編へんされることとなる。




　そして、時は流れて帝紀八一三年。

　新たな物語が幕を開ける──。







◆Opening 02◆カームヒル村




　戦場で気を失ったエメリーは、気づくと清せい潔けつなベッドに寝ねかされていた。

　──ここは一体どこなのか。

　状況が分からないエメリーが、周囲をキョロキョロと見み渡わたす。




ＧＭ：ここから個別のオープニングになります。まずはエメリーから。

エメリー：はい！

ＧＭ：戦場の空を飛んで撃げき墜ついされた後、気き絶ぜつして目が覚めると、とある部屋で寝ています。

エメリー：はっ!?　こ、ここは!?

ＧＭ：ちょっと古いですが、掃そう除じの行いき届とどいた清潔な部屋です。どうも、神しん殿でんの一室のようですね。神殿といっても一階が礼れい拝はい堂どう、二階が生活スペースになっている小さなものですが。

エメリー：状況が呑のみ込こめずに、周囲をキョロキョロしちゃいます。

ＧＭ：すると、エメリーはふと視し線せんを感じるんですよ。

エメリー：おや？

ＧＭ：視線を感じた方を見ると、扉とびらに隠かくれるようにして、六～七歳さいの少女がエメリーの様子をうかがっています。

エメリー：あなたは？

ＧＭ：少女はエメリーと視線が合うと、部屋からパッと離はなれます。そして、外からこんな声が聞こえてくる。

チャイ：（少女になり）「エルマ様ー！　天使さんが起きたよー！」（一同笑）

ルナ：ちょ、ちょっと（笑）。

ファング：天使って、おい（笑）。

エメリー：そうアタシは天使！　あの子、いい子ですねぇ！

ＧＭ：では、それで（笑）。しばらくして、少女と一緒にエルダナーンの老ろう婆ば──エルマが現われます。彼かの女じよはエメリーを見て、にこりと微笑ほほえみます。「よかった、目が覚めたんですね」

エメリー：うゆぅ、あなたがアタシを助けてくださったんですか？

ＧＭ：「いえ。この子、マリーが川かわ縁べりで倒たおれていたあなたを見つけたんです。彼女がいなければ、助けられませんでした」エルマは後ろに隠かくれている少女──マリーの頭を撫なでます。

エメリー：そうだったんですか。

ＧＭ：「無事でよかった。三日も目を覚まさなかったから、心配で心配で……」

エメリー：三日も……。ちょっと考かんがえ込こんでから、一いち応おう確認を。隊のみんなの特徴を挙げて、こんな人たちを見ませんでしたかと。

ＧＭ：エルマは首を横に振ふります。残念ながら、発見できたのはあなただけのようです。

エメリー：そうですか……。みなさん、無事だといいんですけど。とりあえず、現げん状じようを把は握あくしたいので、いろいろと話を聞きたいですねぇ。

ＧＭ：では、エルマから話を聞いたということで簡かん単たんに説明を。今いるのはカームヒルという山間にある小村です。家は一〇〇件けんほどで、住民は四〇〇～五〇〇人程てい度ど。

チャイ：本当にちっちゃい！

ＧＭ：村人の半分ぐらいが山で狩しゆ猟りようを、残り半分が畑で穀こく物もつなどの栽さい培ばいをする農家を生業にしています。近くの街でも徒歩で数日かかり、街道からも外れているため、外の人間が訪おとずれることは滅めつ多たにありません。

ルナ：いかにも田舎いなかって感じだね。

エメリー：なんか寒そうなイメージが湧わいてきましたよぉ。

ＧＭ：カムロート侵攻は一一月。怪け我がをした兵士が一ひと晩ばん放置されて凍とう死しする、とかあるかもしれません。そう考えるとエメリーが助かったのは奇き跡せき的てきです。

エメリー：奇跡！

ＧＭ：エルマは手を組み、「もしかしたら、神様のお恵めぐみがあったのかもしれませんね」と祈りを捧ささげます。

ルナ：ダメだ！　そんなこと言ったら、こいつが図に乗る！（一同爆笑）

エメリー：ひどいですよぅ。まあ、調子に乗りますけど！

チャイ：乗っちゃうんだ（笑）。

エメリー：私も手を組んで、ひとり心の中でつぶやきます。「運命から逃のがれることはできないんですね。だって、アタシは聖せい女じよだから！」（一同爆笑）

ファング：ダメだ、こいつ……（笑）。

ＧＭ：少し恍こう惚こつとしているエメリーに、エルマは困こん惑わくします（笑）。

エメリー：はっ！　いけないいけない。本当に死ぬところだったのを認にん識しきして、改めてお礼を言いましょう。危あぶないところを助けてもらって、ありがとうございますですぅ（ぺこり）。

ＧＭ：「お気になさらず。困こまっている者、傷きずついている者を助けるのは、神に仕える者の役目ですから」

エメリー：でも、助けられっぱなしというのも何です。アタシにできることがあれば……。

ＧＭ：エメリーはまだ怪我が治りきってないので、身体を動かすのは難むずかしいですね。上半身を起き上がらせるのがやっとというところです。

エメリー：こういう時のお約束ですね。起き上がろうとして、「いたっ！」と痛いたみに苦しむ。ああっ、これがみんなが受けた痛みっ！

ファング：オレたち関係ないぞ。

ルナ：ないね。

ＧＭ：わざわざ戦場の空を飛んで、自じ己こ主しゆ張ちようした結果ですからね。

チャイ：自業自得で受けた、自分の痛みだっちゃ（一同笑）。

エメリー：そうとも言いますね（平然）。でも、アタシは、あくまで運命のもたらした試練として堪たえ忍しのぶのです！　ああっ、神よぉー！

ファング：やかましい！（一同爆笑）




　どこまでもブレないエメリーだった。




ＧＭ：普ふ通つうに助けられるだけのシーンのはずが、どうしてこんな面白いことに……（笑）。

ルナ：エメリーだからねえ。

エメリー：てへ♪

ＧＭ：まあ、いろいろありましたがエメリーは一週間ほど、カームヒル村で療りよう養ようします。怪我で動くのは難しいですから、基き本ほん的てきにエルマの神殿で生活することになりますね。

エメリー：となると、できることは祈いのることぐらいですか。

ＧＭ：はい。エルマが村人に頼りにされているため、彼女の世話になっているエメリーも親切にしてもらえます。

エメリー：おおっ、エルマ様すごい！

ＧＭ：そして、瞬またたく間まに一週間が過すぎ、エメリーは無事に快かい復ふくします。

エメリー：そうしたら、村から旅立ちましょう。お世話になりました。お別れはつらいけど、アタシには使命があるので、行かなくてはなりません。

ＧＭ：エルマとマリーも別れを惜おしみますが無理に引ひき留とめはしません。ただ、「村の近くに来ることがあったら、ぜひ立たち寄よってください」と言います。

エメリー：もちろんですぅ！　再さい会かいを約束して、いざ行かん。はぐれた仲間を捜さがす旅へ！

ＧＭ：旅立ったエメリーは、その後、かなり苦労することになります。具体的には、脱だつ走そう兵へいとして錬金騎士団から指名手配されているためです。

エメリー：な、なんですとー!?

ルナ：エメリーが指名手配されてるってことは、もしかして私たちも？

ＧＭ：みなさん指名手配されてます。

一同：ぎゃー!?

チャイ：な、なんで？

ＧＭ：指名手配書に書かれている罪状は敵てき前ぜん逃とう亡ぼう。そのため、エメリーは行く先々で、錬金騎士団の兵士に追いかけられるわけです。「第七伝令小隊の聖女だ！　捕つかまえろー！」

エメリー：さめざめと泣きながら、空を飛んで逃にげます。……ああっ、またこのようなことに。アタシの中に眠ねむる魔まの部分が、みんなには分かってしまうのねぇ（一同爆笑）。

ファング：だから、違うって！

ＧＭ：とまあ、そんなこんなで半年ほどが過ぎ、あちこちを巡めぐったエメリーは、カームヒルの近くまで戻ってきます。

エメリー：錬金騎士団の追っ手は？

ＧＭ：今はいません。近くに騎士団の駐ちゆう屯とん地ちもなく、ひとまず安全です。

エメリー：それなら、村に寄っていきましょう。エルマ様、マリーさん……元気にしてるでしょうか～。

ＧＭ：懐なつかしのカームヒル村。ところが、エメリーが神殿を訪たずねても、誰もいません。

エメリー：あれ？

ＧＭ：扉に鍵かぎはかかっておらず、開けっ放し。長く放置されていたのか、そこら中に埃ほこりが積もっています。ないです。埃の積もり具合から、数ヶ月単位で放置されているかと。

エメリー：嫌いやな予感がして、よよよと膝ひざをつきます。ま、まさか、アタシが関わったせいで、呪のろわれた運命がエルマ様とマリーさんにまで!?

ＧＭ：あの……念のため言っておきますが、関係ないですからね？（笑）

エメリー：あっ、はい。分かってます。すみません（一同笑）。ひとしきり嘆なげいてから、エルマ様がどうなったのか、村人に聞きに行こうと思います。

ＧＭ：ならば、エメリーが神殿を後にしたところで、シーンを切りましょう。







◆Opening 03◆取引




　薄うす暗ぐらい部屋の中、チャイは身体を拘こう束そくされて、椅い子すに座すわらされていた。

　錬金騎士団に捕ほ縛ばくされたのだ。

　これからどうなるのか。不安に身体を震ふるわせるチャイの前に姿を現あらわしたのは……。




ＧＭ：次はチャイのシーンです。

チャイ：チャイでーす。指名手配されてるらしいし、やっぱり逃にげ回まわってるのかな？

ＧＭ：いえ、捕つかまりました。

チャイ：もう捕まってる!?　うち、死にたくないっちゃ！

ＧＭ：安心してください。問答無用で殺されたりはしません。ただ、ロープでぐるぐる巻きにされた上で、軍の取調室まで連れてこられますけど。

チャイ：あう～、ぐるぐる巻きっちゃ。

ＧＭ：薄暗い取調室の中、自由を奪うばわれ、武ぶ装そう解かい除じよもされた上で椅子に縛られています。

チャイ：レディをこんな手て荒あらに扱あつかうなんて、失礼しちゃうっちゃ！

ファング：……レディ？（笑）

チャイ：身体は鋼はがねでも、心は乙女おとめ。立りつ派ぱなレディだっちゃ！（笑）

ＧＭ：でチャイが憤ふん慨がいしていると、部屋にゲオルグが入ってきます。

チャイ：あっ、ゲオルグだ！

ＧＭ：あと、彼の背はい後ごにはエクスマキナの女じよ性せい──イルゼが……。

ファング：いるぜ（一同笑）。

ＧＭ：お約束をありがとう（笑）。




イルゼ

　錬金騎士団所属の、エクスマキナの女性。ゲオルグの副官で、何気に無茶をすることが多い彼を、影からフォローしている。ちなみに「イルゼがいるぜ」というのは、『デスマーチ』で彼女が出た際によくかわされる、定番のネタである。
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ＧＭ：ゲオルグはチャイの対面側の椅子に座すわり、背後にイルゼが控ひかえます。ゲオルグがにこりと微笑みながら言う。「久ひさしぶりだね。半年ぶりになるかな、チャイ・ガーリー・ブレンド」

チャイ：ゲオルグ隊長！

ＧＭ：チャイの言葉に、背後に控えていたイルゼが鋭するどく告げます。「隊長ではない。ゲオルグ閣かつ下かは、亡なくなられたエイリン殿の後を継つぎ、錬金騎士団の将軍になられたのだ」

チャイ：将軍!?　ゲオルグ隊長、すごい出世したっちゃね！　あっ、ゲオルグ将軍って呼よんだ方がいいか。

ＧＭ：すると、ゲオルグは困った感じで笑って、「いやいや。流れで将軍にはなったけど、堅かた苦くるしいのは嫌きらいなんだ。ゲオルグでいいよ」と言います。

ファング：そこでイルゼが「閣下、それでは周囲に示しめしが──」とたしなめて、ゲオルグが「今は他に誰もいない。別にいいだろう」と答えたりすると。

ＧＭ：そうですね。そんなやりとりもあったりします（笑）。

チャイ：本人がいいって言うなら、うちは遠えん慮りよせずに、ゲオルグっちって呼ぶっちゃ！

ＧＭ：「それでかまわない。私もチャイと呼よばせてもらう」にこりとゲオルグは微笑みます。

チャイ：いいっちゃよ。……ところで、うちはこれからどうなるっちゃ？

ＧＭ：「このままだと銃じゆう殺さつかなぁ」

チャイ：ちゃちゃー!?

ファング：予想はしてたけど、改めて聞くと重いな……。

ＧＭ：「表向きは敵前逃亡で濁にごしてるけど、エイリン将軍暗殺の容よう疑ぎがかかってるからね。当然だろう？」

チャイ：だから、あれはうちらがやったんじゃないっちゃ！

ＧＭ：「でも、事じ件けん当時、殺害現げん場ばで目もく撃げきされているのは、キミとファング、ルナ……あと聖女だっけ？」（一同笑）

エメリー：聖女ですぅ（笑）。

ファング：（イルゼになり）「正しくはエメロード・ローリングスターです」

ＧＭ：「ああ、そんな名前だったっけか。まあ、その四人しかいなかったって話だけど？」

チャイ：だとしても、やってないものはやってないんだっちゃ！

ＧＭ：すると今度はイルゼが言います。「複ふく数すうの者が、お前たちが将軍のテントに向かったことを証しよう言げんしている。それに暗殺に使われた弾丸は、ゴルフォード軍のものだった」

ファング：そうなのか！

ルナ：なんだか、どんどん不利な情報が出てくるね。不自然なぐらい。

チャイ：一いつ生しよう懸けん命めい、違うって主張しますよ。だとしても、誤解っちゃ！　うちらは見たんだっちゃ。エクスマキナが将軍を殺すところを！

ＧＭ：「エクスマキナ？」チャイを見るゲオルグとイルゼの視線が鋭するどさを増まします。

チャイ：えっ……あっ、違う違う！　うちじゃないっちゃ！（一同爆笑）

ＧＭ：「しかし、今エクスマキナが将軍を殺したと……」と、イルゼ（笑）。

チャイ：うちじゃなくて、右腕が銃になってるエクスマキナだっちゃ！

ＧＭ：「錬金騎士団に、右腕を銃に換かん装そうしているエクスマキナの記録はありません」と、イルゼが答えます。

チャイ：おおっ……。どうして信じてくれないっちゃ！

ＧＭ：「証しよう拠こがないからね。その証言を裏うら付づけるものがなければ、信じろというのも難しい」ゲオルグの視線が鋭さを増していきます。

チャイ：あうあう！

ＧＭ：「キミはこのままだと軍事裁さい判ばんにかけられる。逃とう亡ぼう兵へいとして、エイリン将軍暗殺の容よう疑ぎ者しやとして。判はん決けつは厳きびしいものになるだろうね」

ファング：（イルゼになり）「敵前逃亡、上官殺害。有ゆう罪ざいになった場合、間ま違ちがいなく死し刑けいだ」

チャイ：死刑!?　そんなー、人型になる夢が！　死にたくないっちゃー！

ＧＭ：うろたえるチャイにゲオルグが問います。「そんなに死にたくない？」

チャイ：あたりまえっちゃ！

ＧＭ：「そうか。だったら、私と取引をしないか？　キミが私のためにこっそりと仕事を引き受けてくれるんだったら、働きによっては、濡ぬれ衣ぎぬを晴らして、騎士団へ復ふつ帰きさせてあげられるかもしれないよ」

チャイ：なんと!?

ＧＭ：「どうかな？」子こ供どもにお使いでも頼むような気楽さで、彼はチャイに返答を求めます。

チャイ：……胡う散さん臭くさいっちゃ（一同笑）。

ルナ：こんだけ犯はん罪ざい者しや扱あつかいしておいて、いきなり取引だもんね（笑）。

チャイ：うん（笑）。でも、他に手もなさそうだし……。ちなみに、その仕事に成功したら、ちょっとは人型にしてもらえたりするっちゃ？

ＧＭ：「それは結果によるな。立派な手て柄がらを立てれば、検けん討とうしてもいいよ」ゲオルグの言葉に、イルゼが非ひ難なんの視線を送りますが、彼はそれをさらりと受け流してしまいます。

ルナ：この人は……（笑）。

チャイ：そっか。がんばれば人型になれるかもかー。ゲオルグっち、いい人っちゃ！（笑）

エメリー：信用した!?（笑）

ファング：こんなに信じやすいと、ちょっとチャイの将しよう来らいが心配になってくるな（一同笑）。

ＧＭ：「どうだい、協力してくれないかな？」

チャイ：チャイ頑がん張ばるっちゃ！

ＧＭ：「ありがとう。じゃあ、イルゼ。拘こう束そくを解といてあげて」ゲオルグの指示に、文もん句くを言いながらも、イルゼはチャイを縛しばるロープを解いてくれます。

チャイ：はー、ようやく解かい放ほうされたっちゃ。

ＧＭ：「すまなかったね。じゃあ早速だけど、これを見てくれ」ゲオルグが懐ふところから小さな紙包みを取り出します。

チャイ：開けてもいいのかな。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶです。包みを開くと、中には赤い粉薬が入っています。「それは最近、錬金騎士団の兵士たちの間に広まりつつある薬だよ」

チャイ：どんな薬っちゃ？

ＧＭ：ある意味では、心が元気になる薬。使っている兵士たちの間では、恐きよう怖ふを取とり除のぞいて、精せい神しんの平へい常じようを保たもってくれると評ひよう判ばんになっているものです。

チャイ：兵士さんには、そんなのを飲んでる人もいるっちゃね。それで、この薬をどうすればいいっちゃか？

ＧＭ：「出所を探さぐって欲ほしい。確たしかにこの薬は恐怖を緩かん和わするんだが、副作用がいくつかあってね。まず常じよう用よう性せいがある。つまり、止められなくなってしまうんだな」

チャイ：ヤめられない、トまらないっちゃ（一同笑）。

ＧＭ：「それに人体に悪あく影えい響きようもあるらしくてね」

ファング：それって、心が元気になる薬じゃなくて……。

ＧＭ：「公式に服用禁きん止しの令を発したんだけど、効こう果かがなくて困ってるんだ」どうも、ゴルフォード領りよう内ないの主要な都市に売人がいて、兵士が勝手に買ってしまっているようです。

チャイ：ほあ～。都会は怖こわいところっちゃね～。

ＧＭ：「だから、この薬──〝レッドラウズ〟を流す組そ織しきを潰つぶそうって話になったんだ」

チャイ：〝レッドラウズ〟を作ってる犯罪組織……（メモを取ってる）。

ＧＭ：「チャイ、キミにはその犯罪組織の本ほん拠きよ地ちと思わしき場所のひとつを調ちよう査さしてもらう。カムロートとの国境近くにある、カームヒルという村だ」

エメリー：カームヒル！

ルナ：エルマがいた村じゃないか。

チャイ：なんか嫌な予感がするね……。ちなみに、カームヒルへはチャイひとりで行くの？

ＧＭ：「そうなるな。ゴルフォード王国もいろいろあってね。私は忙いそがしいし、仕事の性せい質しつ上、騎士団の人間を協力者として提てい供きようするのも無理だ」

チャイ：しょうがないっちゃね～。ひとりで頑がん張ばるしかないっちゃか。

ＧＭ：「そういうこと。……そうだな、がんばったらご褒ほう美びをあげようか？」

チャイ：ご褒美！　なら、お願いがあるっちゃよ。実は……うち、髪かみの毛けが欲ほしいっちゃ。

一同：髪の毛!?（笑）

チャイ：人型になるための第一歩ということで（笑）。よかったら検討してくれっちゃ。

ＧＭ：髪の毛……つけたら、怖こわくなっちゃわない？（笑）

チャイ：うち、朝シャンやってみたいっちゃ！（一同爆笑）

ＧＭ：「わかった。検討しておくよ」さすがのゲオルグも呆あつ気けに取られてしまいます（笑）。

チャイ：やったー！　じゃあ、早速カームヒルに向かうっちゃ！

ＧＭ：では、ここでシーンを切ります。







◆Opening 04◆母の頼み




　グラスウェルズの王都ベルクシーレ。

　ゴルフォードから脱出したルナは、古巣の王蛇会に身を寄よせていた。

　特に咎とがもなく、暇ひまを持もて余あますことになったルナだったが、ある日、オーレリーからの呼よび出だしを受けて──。




ＧＭ：次はルナのシーン。オーレリーから依い頼らいを受ける場面になります。

ルナ：あいよ。場所はベルクシーレにある王蛇会経けい営えいの酒場でいいかな。指名手配されてるなら、ゴルフォードを脱出してると思うし。

ＧＭ：分かりました。なら、錬金騎士団脱だつ走そう後、オーレリーを頼たよって戻ってきたことにしましょう。以後、待機を命じられていましたが、久しぶりに呼び出しを受けます。

ルナ：バツが悪そうにしながら酒場に顔を出す。いろいろあったけど、結果だけ見れば逃にげ帰かえってきたわけだし。

ＧＭ：ちなみに、オーレリーからのお咎めは今のところなし。彼女は身内には優やさしいので。

ルナ：その優しさが今は怖い……。

ファング：代わりに無茶振ぶりされてもおかしくはないな。

ルナ：やれやれ。

ＧＭ：酒場に着くと、王蛇会の人間だけが入れる奥の部屋に通され、オーレリーと対面することになります。

ルナ：邪魔するよ、マム。彼女はどんな様子？

ＧＭ：真っ赤なイブニングドレスに身を包み、高級そうなソファーに腰こし掛かけ、煙管きせるを燻くゆらせています。外見は小さな女の子ですが、身にまとう貫かん禄ろくはさすが王蛇会のボスといった感じ。

ファング：きっと、近くに用よう心じん棒ぼうとかいたりするんだろうな。

ＧＭ：いますね。オーレリーの背後に、身長二メートルを超こえるドゥアンとドラゴネットの大男がついています。

エメリー：ちゃんとマダムって感じがしますねぇ。

ＧＭ：オーレリーはルナの姿を見ると、ころころと笑って言います。「来たね、可愛かわいい娘むすめのルナ。ベルクシーレの生活はどうだい？　居い心ごこ地ちが良すぎて、腕が鈍にぶってないだろうね」

ルナ：おいおい、マム。あんたは自分の子供に、この程度の休きゆう暇かで腕が鈍るような鍛きたえ方かたをしないだろう。

ＧＭ：「子供がどうなるのかなんて、親の育て方とは無関係さ。息子むすこの方は、フェリタニアで出世しているようだが、あたしの言うことを聞きやしない」とため息をつきます。

ルナ：息子……ギィのことか。

ＧＭ：「そうさ。逆ぎやくに言うことを聞いてくれる娘は、しくじって帰ってきちまうし、世の中うまくいかないねえ」

ルナ：あ～、面目ない。肩かたをすくめるぐらいしかできないな。

ＧＭ：「すまない気持ちがあるなら、ひとつ仕事を受けておくれ」

ルナ：仕事？

ＧＭ：「ゴルフォードにいたあんた向きの仕事さ。少々危き険けんはあるが、なに、ルナなら問題ないよ」

ルナ：……分かった。他ならぬマムの頼みだ。何だって引き受けるよ。

ＧＭ：「あんたならそう言ってくれると思っていたよ。いい子だね、ルナ」オーレリーがにやりと笑う。

ルナ：それで、仕事の内容は？

ＧＭ：「ここのところ、挨あい拶さつもせずにシマを荒あらしてる連中がいてね。礼れい儀ぎ知らずをしつけて欲しいんだよ」

ルナ：うわっ、礼儀知らずというより命知らずだね。名前は？

ＧＭ：「胡こ狼ろう会かいだよ」グラスウェルズについ最近進出してきたばかりの新参ですね。王蛇会の調査で、ゴルフォードのカームヒル村に拠きよ点てんがあることまで判はん明めいしています。

エメリー：またまたカームヒル！

ファング：これは、エルマが何かに巻まき込こまれてる可か能のう性せい大だな。

エメリー：あうあう！

ルナ：ちなみに、私はその村のこと知ってていいのかな？

ＧＭ：かまいません。実じつ際さいにいったことはないですが、従じゆう軍ぐんしていた頃ころ、話に聞いたことはある、ということで。

ルナ：なら、首を傾かしげる。カームヒルだって？　ド田舎いなかじゃないか。あんな場所で、何を稼かせぐっていうんだい。

ＧＭ：「そいつらが都会に出てきて仁じん義ぎのない稼ぎをするから困こまるのさ」

ルナ：なるほどね。まあいいさ。とにかく胡狼会ってのを潰つぶしてくればいいんだね。匿かくまってもらった借りもあるし、きっちり仕事してくるよ。

ＧＭ：「借りだなんて、水くさいことを言わないでくれ。あたしたちは家族だろう？」

ルナ：……えっ？　オーレリーがそれを言うんですか？

ＧＭ：言うんです。

エメリー：ギィ相手には、貸かしいくつだってうるさいのにぃ。

ＧＭ：オーレリーはルナには貸し借りという言葉を使いませんね。それだけ可愛かわいがってるということです。

ファング：いい話……なのか？

チャイ：なんか怖いよ～（笑）。

ルナ：そうだね。裏うら切ぎったりしたら、どうなることか！（笑）

ＧＭ：裏切らなければいいんです（笑）。「問題なければ出発しておくれ。それとも助けが必要かい？　望むなら、誰か連れていってもいいよ」データ的にはエキストラなので、連れていっても演出以上にはならないですが。

ルナ：ですよねー。丁重に断ことわっておく。親心はありがたいけど、ひとりの方がうまくいく。みんなやり方が違うんだ。

チャイ：かっこいいー！

エメリー：アタシのオープニングとは随ずい分ぶんと違いますねぇ。

ファング：お前のが面白くなったのは、自業自得だろうが（一同笑）。

エメリー：ああっ、アタシの中の邪悪のせいで大変なことに！

ＧＭ：はいはい（笑）。ルナの返答にオーレリーは満足そうに笑みを深め、顔を近づけてささやきます。「あんたは、あたしの自じ慢まんの娘さ。頼りにしてるよ」

ファング：やっぱり怖いよ（笑）。

ＧＭ：「行ってきな、吉きつ報ぽうを待ってるよ」

ルナ：ああ、行ってくる。気負わず、近くに出かけるぐらいの気軽さで出て行こう。

ＧＭ：では、ルナが酒場を後にしたところでシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Opening 05◆復ふく讐しゆうの旅




　ファングは傭兵として糧かてを得ながら、各地を巡めぐり歩あるいていた。

　仇を探さがし求もとめて、東へ西へ。

　ゴルフォードの隣りん国ごくカムロート領内のとある街で、彼はついに手て掛がかりを見つけ出す。




ＧＭ：オープニング最後は、ファングのシーンになります。

ファング：おう。オレはたぶん、右腕が銃の男を追って各地を転々としてるだろうな。傭兵とかして稼ぎながら。

ＧＭ：分かりました。メルトランド戦役はすぐに終わりますが、小さな紛ふん争そうは各地で起こってるので、食べるのには困こまらないでしょう。

ファング：薄うす汚よごれたフード付きローブを羽は織おって、街から街へ流れていく。ゴルフォードはやばいから、周辺国を巡めぐる感じかな。

ＧＭ：では、隣国カムロートにある街の酒場を舞台にしましょう。情じよう報ほう屋やも兼かねた店です。

ファング：了りよう解かい。カウンターに座すわって、まず酒を二杯はい頼む。

ＧＭ：するとマスターが、「ひとりでいきなり二杯とは随分と強いんだね」とグラスを差し出します。

ファング：「一杯は死んだ師し匠しようの分だよ。儀ぎ式しきみたいなもんさ」と言って、親父殿のことを思い出しながら、片かた方ほうのグラスを隣の席に置く。

エメリー：おお～、いいですねぇ♪

ＧＭ：あなたの粋いきな行動にマスターも気をよくします。「なら、こっちは生きてるあんたに乾かん杯ぱいといこう。そいつはおごりだ」

ファング：それには皮肉な笑みを返す。（渋しぶい声で）生きてる、か……。




　ここで一同、大だい爆ばく笑しよう。




ファング：なんでだ!?

ルナ：いや、その……。

エメリー：なんといいますかぁ。

チャイ：ファングの格かつ好こいいことしか言えない病が出たと思って（笑）。

ファング：いいじゃないか、そういう役どころなんだから（笑）。

ＧＭ：そうですね。こちらとしても期待どおりです（笑）。

ルナ：ごめんごめん。こっちのことは気にしないで、続けてちょうだい。

ファング：へいへい。マスターのおごりはありがたく受け取って、右腕が銃の男の情報が入ってないか確認しよう。

ＧＭ：「右腕が銃のエクスマキナ……ああ、そいつなら話を聞いたことがあるぜ」とマスターは答えます。

ファング：本当かっ!?

ＧＭ：「確か名前は……パイソン。そいつも傭兵みたいでな。いろいろな戦場を渡わたり歩あるいてるって話だ」

ファング：パイソン……。

ＧＭ：「最近だと、ゴルフォード王国のカームヒルって場所に行ったらしい」

ファング：カームヒル……。

ＧＭ：「村の名前らしいんだが、聞いたことがねえ。あんたは知ってるか？」

ファング：ＧＭ、オレもカームヒルについて、知っていてもいいのか？

ＧＭ：はい。錬金騎士団時代に、話だけは聞いたことがあります。

ファング：なら、訝いぶかしげにつぶやく。……国境近くの小さな村さ。傭兵には不ふ釣つり合あいな場所だよ。

ＧＭ：「そうなのかい。なら、戦争のために行ったわけじゃなさそうだな」

ファング：じゃあ、何のために……。

ＧＭ：「さてね。オレはパイソンじゃないから分からんよ。知ってるのは、そいつがカームヒルに行ったらしいってことだけだ」

ファング：そうか……。

ＧＭ：「追うのかい？」

ファング：ああ。そこに奴やつ──パイソンがいるっていうのなら行くさ。そっと胸むな元もとに手をやって、服越ごしに、ペンダントとして吊つるしている形見の印章指輪に触ふれる。




　ようやく見つけた復讐の相手。

　オレの瞳ひとみに暗い炎ほのおが灯ともる。

　今度こそ──逃にがしはしない。




一同：わぁぁぁ！

チャイ：来たっ、モノローグ！

エメリー：かっこいい!!

ファング：な……なんか、やりにくいなぁ（笑）。

ルナ：はいはい、続けて続けて（笑）。

ファング：う……うん。一気に酒を煽あおって、情報代に金貨一いち枚まい、指で弾はじいて店を出よう。世話になったな、マスター。

ＧＭ：マスターは器用に片かた手てで金貨を受け取ると、「また来なよ」と言葉を投げかけます。

ファング：返事はせずに外へ。一気にカームヒルを目指す。待ってろよ、パイソン。お前の喉のど元もとに、オレの牙きばを食くい込こませてやる……！

ＧＭ：では、ファングはカームヒルへ向かうということで。ここでシーンを切りましょう。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆虚うつろな村




　右みぎ腕うでが銃じゆうの男──パイソンを追って、ファングはカームヒル村にやってきた。

　もうすぐ日が暮くれようかという時間。

　静せい寂じやくに包まれた村で、ファングが目にしたものは……。




ＧＭ：では、ミドルフェイズを始めましょう。シーンプレイヤーはファングで、カームヒルに到とう着ちやくしたところからになります。他の方々は、自由に登場してもらってかまいません。

ルナ：分かった。

ＧＭ：そろそろ日も暮れようかという頃ころ合あい。人通りはほとんどないです。

ファング：了りよう解かい。まずは寝ね床どこの確かく保ほと情じよう報ほう収しゆう集しゆうだな。宿屋は……なさそうな気がする。

ＧＭ：実じつ際さいないです。宿場町ではないですし、外の人間もあまりこないので。

ファング：酒場は？

ＧＭ：そちらは村の中央広場に面したところにあります。

ファング：酒場に行くか。

エメリー：そこで登場しますよぉ～。ファングさんが広場に出ると、夕陽をバックにぱたぱたと飛ぶアタシの姿すがたが！　キラキラ（何故なぜか光ってる）。

ファング：……あ～。

エメリー：……（すっごいイイ笑顔）。

ファング：スルーで。

エメリー：なぜっ!?（一同笑）　なら、こっちから話し掛けます。そこにいるのはまさか……ファングさん!?

ファング：げっ！

エメリー：無事だったんですねぇー！　びゅーんと飛んできて、嬉うれしさのあまりハグしますぅ！

ファング：げんなりした（笑）。

エメリー：失礼な！（一同爆ばく笑しよう）

ファング：抱だきつかれてると動きにくいし、まずはエメリーを剥はがそう。

エメリー：ああんっ！

ファング：……立ちっぱなしもなんだ。話をするなら酒場でしないか？

エメリー：いいですよぉ。アタシも村の人に聞きたいことがありますし！

ファング：それじゃあ、酒場に入る。

ＧＭ：酒場はかなり小さいです。カウンター席が五つに、テーブル席が三つ。カウンターの奥おくには店主の老ろう婆ばがいるだけで、他に店員はいません。あなたたち以外の客もいないです。

エメリー：誰だれもいませんねぇ。

ファング：村人がいると思ったんだが、あてが外れたな。

チャイ：そこでうちも登場っちゃ。テーブル席について、ローズヒップティーを飲んでる。あっ、ファングっちにエメっちだ。久しぶりっちゃ！

ＧＭ：あなたたち以外にも客がいました（笑）。見たことある人物です。

ファング：頭ず痛つうが強まります（笑）。

チャイ：なんでー！（一同爆笑）

エメリー：アタシはそんなことないですよ。嬉しくて、やっぱりハグします（笑）。チャイさーん！　あなたも無事だったんですねぇ！

チャイ：ハグし返すっちゃ。きゃ～、エメっち～！

エメリー：相変わらず丸いですぅ。

ファング：……オレ、カウンター席にいっていいかな？（笑）

エメリー：そんなぁ！　せっかく再さい会かいしたんですから、一いつ緒しよに話すですぅ！　服の裾すそを引っぱって、ファングさんを強ごう引いんにテーブル席に座すわらせますよ。

ファング：分かった分かった。やれやれ。盛もり上あがるふたりを、ため息混まじりに眺ながめてるか。
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ＧＭ：では、みなさんがテーブル席につくと、カウンター越ごしに老婆が言います。「あんたらよそ者だね……」

ファング：そうだが？

ＧＭ：「なんで来たのか知らないけど、この村には何もないよ。用が済すんだら、とっとと出て行っておくれ」

ファング：……いきなりだな。

チャイ：歓かん迎げいされてないっちゃ？

ＧＭ：そうですね。あからさまに、外から来たあなたたちを警けい戒かいしてます。

エメリー：あれぇ？　前はもっとフレンドリーだったような。やっぱり、何かあったんでしょうかねぇ。

ファング：ふむ……。婆ばあさんに言うぞ。こっちも長なが居いするつもりはない。用事が済すめば出て行くよ。ところで婆さん、聞きたいことがあるんだが。

ＧＭ：「……なんだい？」

ファング：この村に右腕が銃になってるエクスマキナはいるか？

ＧＭ：すると老婆はしばらく黙だまり込こんで。「鹿しか撃うちの銃を持ってる奴やつは何人かいるね。でも、右腕自体が銃なんて変なやつはいないよ」

ファング：パイソンの情報はなしか。

ＧＭ：ゴルフォード軍の本ほん陣じん、しかも将しよう軍ぐんのテントに入はいり込こめるスゴ腕うでの傭よう兵へいですからね。そう簡かん単たんに尻尾しつぽはつかませてくれません。

ファング：それもそうか。なら、礼を言って、酒も注文しよう。飲んで憂うさ晴ばらしだ。

ＧＭ：老婆は酒の入ったビンとグラスをテーブルに置くと、「飲んだら出て行っておくれ」と言って奥に引ひっ込こんでしまいます。

ファング：嫌きらわれたもんだ。グラスに酒をついで、ぐいぐい飲む。

チャイ：ファングっち～、ちょっとペース早くないっちゃか？

エメリー：飲み過すぎはよくないですぅ。酒ビンを取り上げちゃいましょう。

ファング：返してくれ～。酒がなくなったら、目の前のふたりと対たい峙じせざるを得なくなる（笑）。

ＧＭ：なんで酒に逃にげるダメ男になってるんですか（一同笑）。

ファング：だって、このふたりの前だとクールでいられないんだもん（笑）。ルナ、登場してくれ！　頼たのむから！

ルナ：しょうがないねえ（笑）。合流はしたいし、登場するよ。

ファング：よし！（ガッツポーズ）

ＧＭ：本当に嬉うれしそうだ（笑）。

ルナ：エメリーの背はい後ごに現あらわれて、酒ビンをひょいっと取り上げて、ファングに渡わたしてやる。ファングもガキじゃないんだ。酒ぐらい問題ないだろう。

エメリー：ルナさーん！　ハグを──。

ルナ：避さけて、席につく。

エメリー：ぎゃふんっ!?　勢いきおい余あまって転んで、しょんぼりしながら席に戻もどります（一同笑）。

ファング：ルナ、お前まで……。

チャイ：何で、この村に？

ルナ：ちょいと野や暮ぼ用ようでね。しかし、みんな悪運が強いね。あの泥どろ沼ぬまの戦場を、よくもまあ生き残れたもんだ。

ファング：まだ死ぬ訳わけにはいかなかったからな。苦労はそれなりにしたが。

エメリー：本当に。いつの間にか指名手配されて、錬れん金きん騎き士し団だんに追いかけられて、逃にげるだけで手て一いつ杯ぱいでした。

チャイ：ちなみに、チャイは捕つかまったっちゃ（笑）。

ファング：ちょ、ちょっと待て！

ルナ：それ、言っちゃうんだ!?

チャイ：……えへ♪（一同爆笑）

エメリー：よく無事でしたね？

ファング：まあ、うまく脱だつ走そうしたってことだろ。

チャイ：うーんうーん……。嘘うそはよくないから全部正直に話すっちゃ。別に逃げてきたんじゃなくて、ちょっと頼たのまれごとされて出てきたっちゃ！

ファング：……取り引きってことか？

チャイ：そんな感じっちゃ。うまくいけば、髪かみの毛けがもらえるかもしれないんだっちゃ～。

ＧＭ：無む罪ざい放ほう免めんじゃなくて、髪の毛の方が重要になってる？（笑）

チャイ：うちにとっては、人型になることが、重要なんだっちゃ！（一同笑）

ファング：……つまり仕事のために、この村に来たってことか？

チャイ：そうだっちゃ！

ルナ：私わたしも似にたようなもんだね。

エメリー：アタシは、みなさんと別れた後、この村の方に助けていただいたんですぅ。それで、近くにきたので、挨あい拶さつに来ましたぁ。

ルナ：この村の世話に？

エメリー：そうですよぉ。

ファング：そんな温かい村には見えないが……。よそ者には厳きびしそうだ。

エメリー：うーん、そこが変なんですよね。半年前は、親切にしてもらったんですよぉ。それにお世話になった司祭──エルマ様も姿が見えなくなってしまってますし。

ルナ：ふーん。変へん貌ぼうした村に、いなくなった司祭ね。きな臭くさい話だよ。

エメリー：そんなこと言わないでくださいよぉ。怖こわくなってきちゃうじゃないですかぁ～。

ファング：一いち応おう、エルマについても、店主の婆さんに聞いてみるか？

エメリー：はっ、そうですね！　お婆さーん！　少しお聞きしたいんですけど、エルマ様がどうしてらっしゃるか、ご存ぞんじないですか？

ＧＭ：エメリーが質しつ問もんすると一いつ瞬しゆんだけ、老婆の表ひよう情じようが硬かたくなり、眉み間けんに皺しわが寄よります。みなさん、難なん易い度ど13で【精せい神しん】判はん定ていをしてください。

ルナ：何かあるってことか。（ダイスを振ふる）ダメだ、達たつ成せい値ち10で失敗。

ファング：同じく、９で失敗。

エメリー：ギリギリ成功しました！

チャイ：うちも15で成功ー。

ＧＭ：するとエメリーとチャイは、老婆がエルマの名前を聞いた瞬しゆん間かん、恐きよう怖ふの感かん情じように縛しばられたのに気づきます。

チャイ：恐怖？　エルマ様って、怖こわい人っちゃ？

エメリー：すごく優やさしい人でしたよぉ。全然怖くないです！

ＧＭ：老婆はすぐにしかめっ面に戻り、「知らないね」と答えます。

エメリー：ええっ？　お婆ばあさん、村での生活も長そうですし、知らないってことはないんじゃ──。

ＧＭ：「知らないものは知らないね！　今日は店じまいだよ。帰っとくれ！」店主の老婆が、いきなりエメリーの言葉を遮さえぎって言います。

エメリー：えっ？　ちょっと待って！　エルマ様──。

ＧＭ：エメリーが何とか話を続けようとしても、老婆は耳を貸かしません。「ほら、出ていきな！」ぐいぐいと背せ中なかを押おして、強引に追い出そうとします。

エメリー：うゆぅ!?

チャイ：「わわっちゃ～!?」と、ゴロゴロ外に転がっていく。

ファング：騒さわぎにしたら、後々面めん倒どうなことになるかもしれない。ここは一度撤てつ退たいしよう。店の外に出るぞ。

ルナ：そうだね。

エメリー：うう、分かりましたぁ。

ＧＭ：みなさんが外に出ると、老婆は店の扉とびらに鍵かぎをかけてしまいます。

チャイ：むむむっ。お婆さん、エルマ様の話題を避さけたっちゃ？

ルナ：あからさまにね。ふむ……これは村の変貌とエルマの失しつ踪そうに、何か関係があるかもしれない。

エメリー：エルマ様、どこに行ってしまわれたんですかぁ？　よよよと涙なみだを流してしまいますよ～。

ＧＭ：では、みなさんが酒場の前で途と方ほうに暮れていると、ひとりの小さな女の子が現あらわれますよ。

チャイ：誰っちゃ？

エメリー：女の子……もしや、マリーさん!?

ＧＭ：そうです。彼かの女じよは瞳ひとみいっぱいに涙をためながら、エメリーに「お願い、エルマ様を助けて……！」と言います。

エメリー：すぐに駆かけ寄よります！　ど、どういうことですか？　いったい何があったんですか!?

ルナ：ちょっと待った。もし、村が厄やつ介かいなことになってるなら、これは目立ち過すぎだ。人気のないところに移い動どうした方がいい。

エメリー：わ、分かりました。でしたら、神しん殿でんに行きましょう。あそこは今、人がいないようですから。

ＧＭ：では、マリーを連れて、神殿に向かったところでシーンを切ります。







◆Middle 02◆助けを求める声




　再会を果たしたマリーを連れて、エメロードは神殿へと戻もどってきた。

　泣きじゃくる少女をなだめて、話を聞き出す。この村に、エルマに一体何があったのだろうか。




ＧＭ：と、いうわけで、マリーと一緒に神殿にやってきました。すでに日は暮れて、周囲は暗くなっています。

ファング：子こ供どもの相手は任まかせた。オレは火を熾おこして晩ばん飯めしの準じゆん備びをしてるよ。栄養重じゆう視しの携けい帯たい食しよくだけど。

ルナ：なにもないよりはいいさ。

チャイ：それじゃあ、うちはお茶を入れるっちゃ。

エメリー：アタシはマリーに付つき添そいますよぉ。泣いていましたしねぇ。

ルナ：私もマリーの方にいる。この娘むすめの話に興きよう味みがあるしね。

ＧＭ：分かりました。では、しばらくして落ち着いたマリーが、話をします。「エルマ様が……エルマ様が悪い奴らに連れて行かれちゃったの」

エメリー：エルマ様が!?

ルナ：悪い奴に？

ＧＭ：マリーが言うには、カームヒル村には悪い奴らが住み着いているようです。彼かれらはエルマを捕とらえて人ひと質じちとして利用し、村人たちを強引に働かせているらしい。

ルナ：ふむ……。女ひとりが人質にされたぐらいで、村全体が言いなりになるのかい。そのエルマって女、よほどの人物なんだね。

ＧＭ：村にとっては必要不ふ可か欠けつな人間ですね。小さな村だと、個こ人じんが複ふく数すうの役やく職しよくを担になうことがよくあるわけですが、エルマは村の司祭であり、医者であり、教きよう師しでもあったわけです。

ファング：福ふく祉し系けいの仕事を一手に引き受けてたって感じか。

チャイ：そんな人がいなくなったら、困こまっちゃうっちゃ。

ＧＭ：すごく困ります。だから村人は、マリーの言う悪い奴らの言うことを聞いているんですね。

エメリー：罪つみなき人々を苦しめるとは、何という非ひ道どう。許ゆるせないですぅ！

チャイ：酒場のお婆ばあちゃんが怖こわがってたのは、これが原げん因いんだったっちゃね。

ファング：オレたちを恐おそれてたんじゃなくて、自分たちを脅おどす悪人たちに恐きよう怖ふしてたわけか。

ＧＭ：事じ情じようをひととおり説明したマリーは、瞳に涙をためながらお願いします。「天使のお姉ちゃん。エルマ様を、村のみんなを助けて！」

エメリー：むむむっ、聖せい女じよとしては助けたいところですが……って、なんで、みなさん笑ってるんですか？

ファング：いや、だって……（笑）。

ルナ：お世話になったからじゃなくて、聖女だから助けるんだ（一同笑）。

エメリー：お世話になったのもありますけど、それ以前に、困っている人を助けるのは聖女の役目ですからぁ。

ＧＭ：エメリーらしい（笑）。

エメリー：それに、幼おさない子供が涙を流して助けを求めてるんです。アタシ的に絶ぜつ対たいに助けますよぉ。

ファング：そうだろうな。んで、他にマリーから聞けることはあるか？

ＧＭ：もうないです。時間も遅おそいので、彼女は一度家に帰ります。「そろそろ帰らないと、ママに怒おこられちゃう」

エメリー：じゃあ、帰る前に一個こだけマリーに忠ちゆう告こくしたいことが。

ＧＭ：なんでしょうか？

エメリー：しゃがんで視し線せんを合わせて言います。マリーさん、わたしたちがここにいること、他の人に言っちゃダメですよ。天使様との約束ですぅ。

ファング：ああ、口止めか。

ルナ：悪い奴らに私たちのことが知れたら面めん倒どうだもんな。

チャイ：エメっち、冴さえてる～！

エメリー：ふっふっふっ。

ＧＭ：エメリーの言葉に、マリーはこくりと頷うなずきます。「わかった、誰にも言わないよ。その代わり、エルマ様を助けてくれる？」

エメリー：約束します。その証あかしに指切りしましょう。

ＧＭ：では、指切りすると、ようやくマリーは笑顔を見せます。「ありがとう、天使様！」

エメリー：あら可愛かわいい（笑）。じゃあ、彼女を送っていきますかねぇ。

一同：ちょっと待て！

エメリー：うゆぅ？

ルナ：うゆぅ、じゃなくて（笑）。

チャイ：送っていって見つかったら、口止めした意味がないっちゃよ（笑）。

エメリー：……あっ。

ファング：おいおい、素すで気づいてなかったのか？

エメリー：てへ♪

ファング：やれやれ（笑）。

エメリー：でも危き険けんではないですか？

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶでしょう。今のところ、村人が〝悪い奴ら〟に襲おそわれたりすることはないと思われます。

エメリー：そうなんですか？

ルナ：マリーの話からすると、村人は労働力として利用されてるらしいしね。殺しても、敵てきに得はないってわけだ。

ＧＭ：そのとおり。

ファング：蹂じゆう躙りんするつもりなら、最初からそうしてるだろうしな。

エメリー：なるほど。じゃあ、「気をつけて帰ってくださいね」ってマリーを送り出すことにします。

ＧＭ：「うん。じゃあ、またくるね」ぶんぶんと手を振ふりながら、マリーは去りました。

ルナ：ここからは相談タイムだね。でだ、まずは互たがいの事情を確かく認にんしないか。途と中ちゆうで酒場から追い出されたから、微び妙みように情報が欠けてる。

エメリー：アタシの事情は先ほどので全部ですねぇ。恩おん人じんが村にいるので、挨拶にきたんですよぉ。何やら雲行きが怪あやしくなってますけども。

チャイ：チャイは……どうしよう。ゲオルグっちからは、秘ひ密みつだぞって言われてるっちゃ。

ファング：ゲオルグって百人隊長の？　なんで、あいつの名前がここで出てくるんだ？

チャイ：はうっ!?　ファングっち、どうしてうちがゲオルグと会ったって知ってるっちゃ!?

ファング：いや、今、名前を口にしたじゃないか（笑）。

チャイ：し、しまったっちゃ！（一同笑）

エメリー：これは、連れん鎖さ的てきに全部を話してしまうフラグ（笑）。

ルナ：ちなみに、私たちってゲオルグが将軍になったこと知ってる？

ＧＭ：そうですね……。なら、判定して決めましょうか。【知力】【精神】【幸運】のいずれかで判定してください。難なん易い度どは10で。

ファング：どれも苦手だ……一応、【幸運】で……（ダイスを振る）全然ダメ。パイソンのことばかり調べてて、世間に疎うとくなってしまった。

エメリー：アタシも失敗です。自分の世界に入っちゃってます（一同笑）。

ルナ：私は成功だ。

ＧＭ：では、ルナだけは、ゲオルグが将軍になったことを知っています。

ルナ：じゃあ、にやりと笑って、チャイの身体を抱だき寄よせます。また、大物が出てきたね。今をときめく、錬金騎士団の将軍様じゃないか。

チャイ：わわっ!?

ファング：ゲオルグ、将軍になったのか。さすが親父殿の見み込こんだ男だ。素す直なおに感心してる。

エメリー：ゲオルグさん、できる人でしたからねぇ～。

ファング：で、ゲオルグとチャイにどんな関係が？

チャイ：う、うち別にゲオルグから頼まれごととかされてないっちゃよ!?

ルナ：へー、頼まれごとをされたのか。

チャイ：ふわっ!?　ルナっち、何で分かるっちゃー!?（一同爆笑）

ルナ：ふふっ。指名手配されてる、あんたと取引するなんて、どんな内ない容ようか興味があるねえ。

チャイ：えーっと……喋しやべってもいい？　情報共有しておきたいし。

ＧＭ：うかつなキャラクターを演えんじつつ、ＰＣ間での情報共有を推すい進しんする、たいへん上じよう手ずなロールプレイです（笑）。いや、本当に。助かりますね。

ルナ：チャイに甘あまく囁ささやこうじゃないか。話したって大丈夫だよ。みんなが黙だまってればバレやしないさ。なあ、みんな。

エメリー：友人が不幸になるようなことはしませんよぉ～。

ファング：黙ってライフルのメンテナンスをしてる。無言の肯こう定ていだと思ってくれていい。

ルナ：ほらね。それに、事情が分かれば、私たちがあんたに協力できるかもしれないよ？

チャイ：おおっ、ルナっち手伝ってくれるっちゃ？

ルナ：内容によってはね。

チャイ：じゃあ、わーって全部話しちゃう。〝レッドラウズ〟のこととか、流通元がカームヒルらしいとか。

ルナ：ひととおり話を聞いたところで言います。その〝レッドラウズ〟っていう薬の流通元……もしかしたら胡こ狼ろう会かいかもしれないね。

エメリー：胡狼会？

ルナ：最近、グラスウェルズに足を伸のばしてる犯はん罪ざい組そ織しきさ。礼れい儀ぎのなってない連中でね。うちの怖こわいおっかさんが、怒おこってるんだ。

ファング：おっかさん？

ルナ：……もう錬金騎士団じゃないし、別に隠かくす必要もないか。おっかさんってのは、王おう蛇じや会かいのオーレリー・カルマンのことだよ。

チャイ：ほあっ!?　ルナっち、王蛇会の人だったっちゃか！

ルナ：ああ。騎士団を抜ぬけた後、国くに許もとに戻ったんだけどね。胡狼会がシマを荒あらしたんで、退たい治じしてこいって言われて来たんだ。

ファング：退治……殲せん滅めつしてこいってことか。武ぶ闘とう派はのオーレリー・カルマンらしいな。

ＧＭ：身内には優しいですが、敵てき対たい組織には容よう赦しやしない人ですから。

ファング：話には聞いてるぜ。王蛇会……身内の結束は固いが外の人間には厳きびしいってな。オレもせいぜい牙きばを突つき立たてられないようしないと。

ルナ：何を言ってるんだい、ファング。私にとっては、あんたも身内みたいなもんだよ。同じ釜かまの飯を食った仲じゃないか。

ファング：そんなこと言っちゃうか！　あ～……いや、まだ距きよ離りは縮ちぢめないでおこう。そっぽを向いて言う。……やめてくれ、オレの家族は殺されたエイリン将軍だけだ。

ルナ：おやおや、つれないねえ。まあ、あんたがそう言うなら、そういうことにしておこうか。ニヤニヤと笑いながら、ファングを見る。

ファング：ちっ！　舌した打うちして、愛銃ハウリングのメンテナンスを続ける。

チャイ：なんか、反はん抗こう期きの少年みたいだっちゃ（一同笑）。

ルナ：からかって悪かったよ。それで、あんたはどうしてここに？

ファング：無言で背中を向けて拒きよ絶ぜつするので、問とい詰つめてもらえるかな。

エメリー：分かりました。さあ、この聖女に悩なやみを打ち明けてください！　すべてを受け止めますよぉ！

ファング：ぐっ……うぉーっ！　い、言いたくねー！（笑）

エメリー：なぜ!?（一同爆笑）

ルナ：聖女とか言うからでしょ（笑）。やれやれと肩かたをすくめて言う。突つっ張ぱるのもいいけどね、こういう時は話した方がいい。あんたの目的を達成するのに役立つかもしれないんだから。

チャイ：それに、あんまり抱かかえ込こむと心の毒っちゃ。話すだけでも、気が楽になるっちゃよ。

ファング：……しょうがねえな。まあ、予想はついてるだろうが、親父殿の仇かたきを討うつためだ。右腕が銃の男……パイソンがこの村に来ているって話を聞いたんだよ。

ルナ：なるほどね。納なつ得とくだ。

チャイ：そっか……。ファングっちはずっと将軍さんの仇を追って……。

エメリー：なんという……！　それは、つらかったでしょうに！

ファング：別につらくはないさ。親父殿の仇が討てるなら、オレは地じ獄ごくだろうと行くだけだ。

ルナ：気負ってるねえ。でも、右腕が銃の男──パイソンには私も興味があるよ。

チャイ：ルナっちも？

ルナ：だって、あいつを捕つかまえて錬金騎士団に突つき出だせば、濡ぬれ衣ぎぬを晴はらせるかもしれないじゃないか。

チャイ：ぴこーん！　ファングっち、捕つかまえよう（一同爆笑）。

ＧＭ：今のぴこーんは何？（笑）

チャイ：いいこと閃ひらめいた時に、うちの中で鳴る効果音っちゃ。鳴る原理はよく分からないっちゃ。

エメリー：いったい、チャイの中には何が入ってるんだろう（笑）。

ルナ：さて、事情を話し合ったところで提てい案あんだ。この村にいる間、協力し合わないかい。どんな目的があるにせよ、村で情報収集とかするだろう。なら、人手は多い方がいい。

チャイ：ルナっち、いいこと言うっちゃ。うちはかまわないっちゃよ。

エメリー：アタシも協力します。エルマ様の調ちよう査さもですが、かつての仲間を助けるのも、聖女の務つとめですから！

チャイ：やっぱり、聖女だからなんだ。

エメリー：もちろん（笑）。

ルナ：ファングはどうする？

ファング：……別に。気分が乗れば手伝うこともあるかもな。

ルナ：やれやれ、本当に素直じゃないね。あんたらしいけどさ。じゃあ、しばらくの間、よろしく頼むよ。

チャイ：はーい！

エメリー：お任まかせくださいなぁ～。

ファング：騒さわがしくなりそうだな……。とりあえず、今日はもう遅い。とっとと休もう。

ルナ：そうだね。実際に動くのは明日からにしようか。

チャイ：ほいほーい。

エメリー：了解ですぅ。

ＧＭ：では、みなさんが協力することを決めて、休む準備を始めたところでシーンを切ります。







◆Middle 03◆カームヒル村の調査




　協力してカームヒル村を調べることになった一行は、夜明けを待って調査を開始する。

　この先どのように動くにしろ、情じよう報ほうは必要だ。




ＧＭ：夜が明けて翌よく日じつになりました。では、情報収集に行きましょう。

ファング：了解。あまり派は手でに動くのはやばそうだし、こっそり村の様子を探さぐるってとこか。

ＧＭ：村を調べれば、それなりの情報は入るでしょう。現げん状じようで情報収集できる項こう目もくは、こんな感じになります。




・村の様子を確認する　【感知】判定、難易度12

・胡狼会について探る　【幸運】判定、難易度10

・エルマの行方を調べる【精神】判定、難易度12




　誰だれが何を調べるか相談し、早速、情報収集を開始する一行。




ファング：んじゃ、まずはオレからだ。村の様子を調べる。

ＧＭ：では、【感知】判定で難易度12になります。

ファング：【感知】は６だし、普ふ通つうにいけるな。（ダイスを振る）……達成値14で成功した。

チャイ：ファングっち、ナイス！

ファング：任せておけ。村の近くの森に身を隠かくして、様子をうかがうぞ。

ＧＭ：そうすると、まず村には活気がないことがはっきりと分かります。

ファング：暗いのは酒場の婆ばあさんだけじゃなくて、村全体なんだな。

ＧＭ：はい。あと村の男手のほとんどが日中、村にいません。早朝、いかにも荒あらくれ者ものといった感じの男がやってきて、村人たちを外に連れて行ってしまうんですね。

ファング：どこに連れて行かれるかは分かるか？

ＧＭ：村人の行き先は別べつ途と、判定する必要があるので、分かりません。

ファング：了解。そっちも調べないとだな。あとでやろう。

ＧＭ：次は胡狼会について。難易度10の【幸運】判定になります。

チャイ：あうっ！　うち、【幸運】はあまり高くないっちゃ。

ルナ：私もだ。《ストリートワイズ》は有ゆう効こう？

ＧＭ：もちろん。

ルナ：それならダイスが増ふえるから、たぶんいけるかな。

チャイ：ルナ、頼たのむっちゃ！

ルナ：あいよ。スキルも合わせて、２＋３Ｄ……（ダイスを振る）よし出目12。達成値14で成功だよ。

ＧＭ：では、いかにもチンピラっぽい連中──胡狼会が村に住み着いているのを調べ上げました。彼らは村の中央広場に面した、一番大きな屋や敷しきを根ね城じろにしているようです。

ルナ：一番大きな屋敷って……村長の家とか？

ＧＭ：ですね。この村長の屋敷に住み着いてるチンピラが、朝に村人を連れて行ったりしているんですよ。彼らは槍やりやクロスボウなどで武ぶ装そうしていて、半ば脅おどすようにして、村人たちに言うことを聞かせています。

エメリー：むう、なんとひどい！

ＧＭ：あと屋敷の主ですが、でっぷりと太った、成金趣しゆ味み丸出しの男です。名前はバルテル。

ルナ：成金趣味ってことは、指輪とかいっぱい着けてたり？

ＧＭ：しますね（笑）。もう村人とは雰ふん囲い気きがまるで違ちがいます。姿すがた格かつ好こうが山間の村に住む人間のそれじゃない。

ルナ：胡狼会のボスってところかね。そいつも探さぐった方がよさそうだ。

ＧＭ：最後、エルマについては【精神】の難易度12になります。

エメリー：うゆぅ、【精神】は苦手ですぅ。判定にボーナスが入りそうなスキルもないなぁ。

チャイ：【精神】なら得意だっちゃ。まだ判定してないし、うちがやってもいいかな？

エメリー：助かりますぅ！

チャイ：困った時はお互たがい様っちゃ。（ダイスを振る）達成値16！

ＧＭ：エルマはカームヒル村の司祭です。彼女は胡狼会が村に来たのと同時に捕とらえられ、その後、村長の屋敷に連れて行かれたようです。

エメリー：屋敷のどこに囚とらわれているかは……。

ＧＭ：残念ながら、そこまでは分かりません。村長の屋敷には胡狼会の人間しか入れないので、中がどうなっているか分からないんですよ。

ファング：屋敷に潜せん入にゆうして直ちよく接せつ調べるしかないってことか。

ＧＭ：そうなります。さて、エメリーの分が余あまりましたね。

エメリー：他に調べられそうなのはと、村人の行き先、あと村長のバルテルですかねぇ。

ルナ：ちなみに使う能のう力りよく値ちは？

ＧＭ：村人の行方は【感知】、バルテルは【幸運】です。

エメリー：うっ、どっちも苦手ですぅ。能力値が２しかない……。

チャイ：やるだけやってみるっちゃよ。失敗しても、次のシーンでがんばればいいっちゃ！

ＧＭ：そうですね。引き続き情報収集は可か能のうです。

エメリー：じゃあ、村人の行方を調べてみますねぇ。難易度は？

ＧＭ：難易度は12。一いつ般ぱんスキルの《トラッキング》が有効です。

エメリー：うーん、10以上は厳しい。（ダイスを振る）うわっ、出目もダメダメー！　達成値５で失敗！

ＧＭ：そうすると、村を出るところまでは確認できるんですが、途中にある森で迷まよって見失ってしまいますね。

エメリー：残念ですぅ。

ＧＭ：では、全員が一回ずつ判定したので、このシーンでの情報収集はひとまず終わりになります。さて、次はどうしますか？

チャイ：そうっちゃね～。現状の情報だと何ができそうかな？

ファング：村人の後を追うとか、バルテルを調査するとか。

ＧＭ：あとは、村長の屋敷に行くこともできますね。

ルナ：村長の屋敷は後回しだ。敵の本丸に行く前に、調べられることは調べておきたい。

ＧＭ：では、誰が何を調べますか？

ファング：オレは村人の行き先を追う。【感知】は得意だしな。

チャイ：うちも村人を追うっちゃ！

ルナ：こっちはバルテルを調べるよ。《ストリートワイズ》がある私が有利だ。

エメリー：ルナさんとご一いつ緒しよしますね。いざという時はフォローしますよぉ。

ＧＭ：では、次の行動が決まったところで、一度シーンを切りましょう。







◆Middle 04◆赤い花




　村の外へと出て行った住民たち。

　彼らは一体どこへ行ったのか。

　ファングは森へ入ると、移動の痕こん跡せきを探さがし始めた。




ＧＭ：まずは村人を追つい跡せきするシーンをやりましょう。ファングとチャイは登場してください。

ファング：了解。

チャイ：ほいほーい。

ＧＭ：【感知】判定で、12の達成値で情報が手に入ります。あと、《トラッキング》があればダイスを増ふやしてもいいですよ。

ファング：ないな。

チャイ：うちもないっちゃ。

ファング：普通に判定するしかないか。残された足あし跡あととか調べて……（ダイスを振る）達成値13で成功。

チャイ：いえーい、うちが出るまでもなかったっちゃ（笑）。

ＧＭ：するとファングとチャイは、森を抜けた場所に拓ひらかれた大きな畑を見つけます。

チャイ：ファングっち、畑があるっちゃよ！　村人さんたち、ここにいるっちゃかね？

ファング：それも調べればいい。……しかし、今いま更さらだがオレは何をやってるんだろうな。親父殿の仇を追ってきたはずなのに（笑）。

チャイ：何のかんの言いつつ手伝ってくれるから、ファングっちのこと好きっちゃ（笑）。

ファング：やれやれ。まあいいさ、それで畑ってのは何なんだ？

ＧＭ：村の裏うら手てに広がる畑で、元々は麦とかの栽さい培ばいをしていた場所のようです。ただ、今は麦の代わりに真っ赤な花が畑一面に咲さき乱みだれています。

チャイ：赤い花……ゲオルグっちからもらった薬も赤いっちゃ！

ファング：もしかして、この花が薬の材料か？

ＧＭ：それは見ただけでは分かりません。調べてみないと。

チャイ：う～、残念。村人は？

ＧＭ：畑で農作業をやらされています。何もない畑を耕たがやしていたり、咲いた花を摘つんだり、摘んだ花を運んだり。

ルナ：それで、その周囲を胡狼会のチンピラたちが見み張はってるわけだ。

ＧＭ：そうです。

エメリー：……ちなみに摘んだ花はどうしてるんですか？　野ざらしにはしないですよね。

ＧＭ：いいところに気づきましたね。摘んだ花の行き先は、荷車に乗せられて畑から運び出されていっています。

チャイ：どこに運んでるっちゃ？

ＧＭ：畑からだと、畑とは別の場所としか分からないですね。花の運び先については、エメリーのシーンで追加の情報を出しましょう。

エメリー：やったー！

チャイ：それなら、うちらはこのまま畑の調査をするっちゃ。

ファング：じゃあ、オレはそんな畑の様子を、スコープで確認してる。

チャイ：そんなの覗のぞき込こまなくても見えるっちゃよ？（笑）

ファング：ちょっ！　そんな風に言われたら、オレがイタい人みたいじゃないか（笑）。

チャイ：えっ、違ちがうの？（一同笑）

ファング：もっと細かく観察しようと思っただけだ。監かん視しは何人とか、他にめぼしいものがないかとかさ。

チャイ：ふふっ、そういうことにしとくっちゃ（笑）。

ファング：ぐぐぐ……（笑）。

ＧＭ：まあ、他にめぼしいものはないです。監視は結けつ構こうな人数がいますね。ひとりひとりの戦力はみなさんに劣おとりますが、数が多いので四人集まっても、全員を相手にするのは難むずかしいです。

ファング：今すぐ村人を解かい放ほうするのは無理か。一度戻もどるか？

チャイ：そうっちゃねえ。んー、やっぱり赤い花が気になる～。持ってかえりたいっちゃ！

ＧＭ：でしたら、判定をしてください。【感知】で難易度14になります。

チャイ：14!?

ファング：厳きびしいな。

ＧＭ：情報収集ではないので、一度判定したファングも参加していいです。あと、採さい取しゆしないで、支し援えんもできます。

チャイ：支援？

ＧＭ：難易度10の【感知】判定に成功すれば、花を採取する判定の達成値に＋２のボーナスをつけられます。

エメリー：いいですねぇ。

ファング：片かた方ほうが支援して、もう片方が取りにいくか。それとも手数重視で両方とも花を採取しにいくか。

チャイ：うち、【感知】３しかないから、採取は難しいっちゃよ。だから、ファングっちを支援するっちゃ。

ファング：それが妥だ当とうか。

チャイ：この花を持って帰ればチャイの髪の毛が生えるかもしれないっちゃ。お願いするっちゃ（一同笑）。

ファング：髪の毛ねえ。まあ、やれるだけやってみるさ。

ＧＭ：じゃあ、まずは支援の判定からどうぞ。

チャイ：はーい。（ダイスを振る）がーん、失敗！

ＧＭ：では、チャイは注意を引こうとして、本当に見つかりそうになってしまいました。

チャイ：気合いが入りすぎて、勢いよく転がりすぎったっちゃ（笑）。

ファング：チャイが監視に見つかりそうなのに気づいて、慌あわてて連つれ戻すよ（笑）。チャイ、危あぶないからここでおとなしくしてろ。花はオレが取ってくるから。なっ？

チャイ：うー、わかったっちゃ。

ＧＭ：本番、花の採取になります。難易度14の【感知】判定で。

ファング：支援なしだと厳しい。ここはフェイト１点入れて……（ダイスを振る）よし、達成値19で成功！

チャイ：きゃー！　今日のファングっち、絶ぜつ好こう調ちようっちゃ！

ＧＭ：では、森の木や茂しげみに身を隠かくして畑に接せつ近きん。監視が目を離はなした隙すきに、赤い花を一本入手しました。これで赤い花を調べられるようになる。ちなみに【知力】判定です。

ファング：頭ず脳のう労働はてんでダメだ。ルナに頼むか。

チャイ：これ、錬れん金きん術じゆつとか関係してたりする？

ＧＭ：えーっと……してますね。《アルケミーノウリッジ》があれば、ボーナスを入れてもいいですよ。

チャイ：やった。《アルケミーノウリッジ》あるっちゃよ！

ルナ：いいね。

ＧＭ：ここだと近くに監視もいて危あぶないので、花の調査は後でするといいと思います。

チャイ：そうっちゃね。じゃあ、一回神しん殿でんに帰って、みんなが戻ってくるのを待つっちゃ。

ファング：了解。手に入れた花はチャイに渡しておく。ほら、やるよ。

チャイ：ファングっち、ありがとうっちゃ！　頼たよりになりまくりだし、何かしてあげたいっちゃ。

ファング：（にっこり笑って）じゃあ、静かにしてくれ（一同爆笑）。

ルナ：そんなすごくイイ笑顔で言われても（笑）。

チャイ：人間になったらデートしてあげてもいいっちゃよ？（笑）

ファング：勘かん弁べんしてくれ（笑）。礼はいい。それよりそろそろ戻るぞ。長居は危険だ。

チャイ：アイアイっちゃー！

ＧＭ：では、ふたりが畑を後にして、村へ戻ったところでシーンを切ります。







◆Middle 05◆胡狼会




　カームヒルを根ね城じろにしている胡狼会とそのボス、バルテル。

　自分に課せられた仕事を遂すい行こうするため、ルナは密ひそかに村を巡めぐり、情じよう報ほうを集めていく。




ＧＭ：次はルナとエメリーのシーン。

ルナ：村人とか胡狼会のチンピラたちの会話を盗ぬすみ聞ぎきしたりして、バルテルの情報を集めるよ。

ＧＭ：では、【幸運】判はん定ていを。難なん易い度どは10です。

ルナ：《ストリートワイズ》で判定。（ダイスを振ふる）……14で成功だ。

ＧＭ：やりますね。そうすると、胡狼会のチンピラたちの話を集めて、ルナがオーレリーから得ていた事前情報と統とう合ごうした結果、バルテルについて大まかなことが分かります。

エメリー：すばらしいですぅ！

ルナ：どんな感じなんだい？

ＧＭ：名前はバルテル・ボウマー。胡狼会のボスです。元々はちんけなチンピラで、ゴルフォードとグラスウェルズの間で密みつ輸ゆとかをしていました。

エメリー：密輸ですか……。どれぐらいの規き模ぼでやってたんですぅ？

ＧＭ：小型船でちびちび。王蛇会とかとは比くらべものにならないですね。大きな組そ織しきには上じよう納のう金きんも納おさめてたみたいで、いかにも小物って感じです。

ルナ：そんな連中が、なんでまた王蛇会の縄なわ張ばりにまで食くい込こんできてるんだい？

ＧＭ：半年前からすごく金回りがよくなって、飛ひ躍やく的てきに組織が巨きよ大だい化かしたんです。資し金きんの出所は不明。

エメリー：いかにも怪あやしいですよぉ。

ルナ：何にせよ、金の力にあかして部下を雇やとい、組織を大きくしたと。

ＧＭ：そうです。で、四～五ヶ月前に突とつ然ぜん、カームヒルにやってきて、村長に納おさまりました。

チャイ：前の村長は？

ＧＭ：酷ひどい目にあわせて、蹴け落おとしてしまったみたいです。

ルナ：趣しゆ味みだけじゃなく、やり方まで下品だね。前の村長を裏うらから操あやつった方が、よっぽどスマートだろうに。

エメリー：黒い！　黒いですよ、ルナさぁん！

ＧＭ：きっとバルテルは自じ己こ顕けん示じ欲よくが強くて、自分が村長にならないと我が慢まんならなかったんでしょう。

チャイ：なんか、バルテルがお馬ば鹿かさんに思えてきたっちゃ（笑）。

ＧＭ：まぁ、あまり頭はよくない印象です。欲よく望ぼうが強く直ちよく情じよう的。典型的な小物だと推すい測そくできます。

ルナ：……いくら金があるからって、そんな頭でよく組織が回ってるね。

ＧＭ：そこは副官がフォローしているようです。

エメリー：副官ですかぁ？

ＧＭ：はい。ボリスというヒューリンの男です。かなりの切れ者のようで、なにかと暴ぼう走そうしがちなバルテルを、彼かれがフォローしているのだと、集めたチンピラたちの会話から読み取れます。

ルナ：……ちなみに、ボリスって奴やつはいつから胡狼会に？

ＧＭ：半年前ぐらいですかね。

ファング：胡狼会が大きくなったのと同時期だな……。

チャイ：怪あやしすぎっちゃ（笑）。

エメリー：ですぅ。

ルナ：こりゃあ、バルテルは操あやつり人にん形ぎようにされてるかもしれないね。

ＧＭ：どうでしょうか（笑）。バルテルを調ちよう査さして手に入る情報は以上です。

ルナ：ふむ。じゃあ、神しん殿でんに戻もどろうか。今後の相談もしたいし、一度合流しよう。

エメリー：そうですねぇ。

ＧＭ：神殿に戻もどるなら、前のシーンでエメリーが気にしていた赤い花の行方について、情報を出しましょう。

エメリー：おおっ！

ＧＭ：神殿に帰る途と中ちゆう、エメリーが空をパタパタと飛んでいると、大量の赤い花が積まれた荷車を、村人と胡狼会のチンピラが運んでいるのを偶ぐう然ぜん見かけます。

エメリー：おや、あれは？

ＧＭ：荷車は森の中へ入っていきます。追つい跡せきするなら【感知】の判定をどうぞ。

エメリー：むむむ、【感知】は自信ない……。

ルナ：合流して、ファングに頼たのめば？

エメリー：分かりましたぁ。「怪しい、これは怪しいですよぉ！」キュピーンと目を光らせて、今見たことをみなさんに報ほう告こくです！

ＧＭ：では、ルナとエメリーが神殿へ向かったところで、シーン終しゆう了りようです。







◆Middle 06◆ファングの孤こ独どく




　調査を終えて、神殿へ戻もどった一行は情報を交こう換かんし、さらなる調査の計画を練る。

　赤い花、バルテル、そしてエルマの行方。まだまだ調べるべきことは多い。




ＧＭ：みなさん、神殿に戻ったということでいいですね？

ファング：ああ。集まって情報を交換したってことで。

ルナ：それじゃあ、次はどうする？

チャイ：畑から採とってきた、赤い花びらを調べちゃう？

ＧＭ：現げん状じようで調査するなら、【知力】判定で難易度20ですね。

一同：高っ!?

ルナ：そいつはフェイトを入れてもきついね。

ＧＭ：仕方ないです。まだ、情報が足りてませんから。赤い花を見つけても、それが〝レッドラウズ〟の材料という証しよう拠こはないですしね。

ファング：赤い花に関しては、畑とは別にも情報があるってことか。なら、一いつ旦たん保ほ留りゆうしておいた方がいいな。

エメリー：じゃあ、そろそろ村長の屋や敷しきに行きませんか。エルマ様が捕つかまってる場所を調べたいですぅ！

ルナ：ふむ……。私わたしもバルテルを探さぐりたいし、協力するよ。

チャイ：こっちは少し進しん展てんしたから、次はエメっちの手伝いするっちゃよ～。

エメリー：ありがとうございますぅ！

ルナ：ファング、あんたはどうする？

ファング：……ここがいいかな。ちょっとやりたいことがあるんだが。

チャイ：なにかな？

ファング：協力を拒きよ否ひするから、三人で説得してくれないかな。こう……触ふれれば切れるぜ～的なところを演えん出しゆつしておきたい！

一同：ああ～。

ルナ：いいんじゃない？（笑）

ＧＭ：いいですね。是ぜ非ひ、やってください（笑）。

エメリー：分かりました。アタシが完かん膚ぷなきまでに説得してみせますぅ！

チャイ：うちもがんばるっちゃ！

ファング：お許ゆるしが出たので、オレはそっぽを向いて言う。……悪いが、オレはここから別行動させてもらうぜ。

エメリー：（ざーとらしく）ええっ、そんなぁ！

チャイ：ファングっち？

ファング：そもそもオレは、親父殿の仇かたき……パイソンを追ってきたんだ。村の厄やつ介かい事に首を突つっ込こんでる暇ひまはないんだよ。

エメリー：ファングさん、なんでそんなこと言うんですかぁ！　ぶわぁっと、目に大おお粒つぶの涙なみだを溜ためますよぉ。

ファング：泣いてもダメだぞ。

エメリー：また離はなれ離ばなれは嫌いやですぅ！　このままだと一千万年前の悲ひ劇げきが繰くり返かえされてしまいますよぉ！

一同：……はいっ？

ファング：一千万年前って……お前は何を言ってるんだ？（笑）

エメリー：アタシたちは前世で、天界の戦士として戦う同どう志しだった、という設せつ定ていです。今思いつきました。

ファング：ただの妄もう想そうじゃねえか！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ひ、ひどい……（笑）。

ファング：げんなりしながら言うぜ。ともかく、オレにはやらなくちゃならないことがあるんだよ。

チャイ：そんなこと言っちゃって～。うちは知ってるっちゃよ。ファングが本当は優やさしい人だって！

ファング：オレは別に優しくない。変な勘違いすんな！

チャイ：またまた～！　それも本当は照てれ隠かくしなんだよね。うちは分かってるっちゃ！（笑）

ファング：だから、人の話を聞けってば！（一同爆笑）

ルナ：ぷっ（笑）。そこでファングの肩かたを叩たたいて言う。まあまあ、そんなに興こう奮ふんしなさんな。少し冷静になって考えてみようじゃないか。

ファング：ルナ……。

ルナ：いいかい。あんたが追ってるパイソンは、エイリン将しよう軍ぐんを暗殺した悪い奴だ。そんでもって、カームヒルの村を苦しめる胡狼会も悪い奴だ。

ファング：それで？

ルナ：悪い奴ら同士ってのは繋つながってるもんさ。胡狼会の連中から、もしかするとパイソンの情報が手に入るかもしれないよ？

ファング：むむっ……って、いやいや、ちょっと待て。パイソンは悪い奴じゃなくて傭よう兵へいだぞ。その理り論ろんで言うなら、繋がりうんぬんは成り立たない。

ルナ：よく考えてみな。カームヒルは普ふ通つうの田舎いなかだ。傭兵が来る理由なんて何にもない。だけど、もし胡狼会と何らかの繋がりがあったら？

ファング：それは……。

ルナ：実じつ際さい、この展てん開かいで両者が繋がってないってのもないだろうし（笑）。

ファング：むう……。いいところを突ついてくるなー。

ルナ：にやりと笑って「ここはひとつ協力してくれないかい。あんたに損そんはさせないよ」と続ける。

エメリー：ファングさん、一いつ緒しよにがんばりましょうよぉ。アタシたち、仲間じゃないですかぁ。

チャイ：うちは信じてるっちゃ。ファングは仲間を見み捨すてるような男じゃないって！

ファング：……分かった。どうやら、今はお前らと一緒に行動した方がよさそうだ。協力しよう。

ルナ：じゃあ、ファングの説得もできたところで、村長の屋敷に行こうか。

チャイ：どう潜せん入にゆうするっちゃ？

ファング：まずは屋敷を見てみようぜ。屋敷がどうなってるのか分からないと、作戦も立てられん。

エメリー：確たしかにそうですねぇ。

ＧＭ：では、全員で村長の屋敷に向かったところでシーンを切ります。







◆Middle 07◆村長の屋敷を調査せよ




　中央広場に面した村長の屋敷。

　胡狼会の根城にもなっている場所に、ファングたちはやって来た。

　さて、どう攻こう略りやくしたものか……。




ＧＭ：というわけで、村長の屋敷の近くに着きました。屋敷は元々、村長の住じゆう宅たく兼けん村むらの集会所として利用されていたものなので、かなり大きいです。

ルナ：屋敷の様子はどんなだい？

ＧＭ：まず、入り口に門番の大男がいます。あと敷地内ないにも警備のチンピラが大量にいます。ざっと数えただけでも、三〇人以上はいる。

ファング：多すぎだ……。

チャイ：これ、潜入できるっちゃ？

エメリー：敷地に入った瞬しゆん間かんに見つかりそうですねぇ。

ＧＭ：屋敷に潜もぐり込こむにはいくつか判定が必要ですが、現状だとかなり難易度が高いです。

ルナ：となると……陽動かな。

チャイ：ベタっちゃね（笑）。

ファング：だが有ゆう効こうだ。誰だれかが屋敷の人間の注意を引いて、その間に裏から潜入。

ＧＭ：胡狼会は外の人間を警けい戒かいしてるので、普通に訪ほう問もんするだけでも、かなり注意を引けます。うまくやれば、潜入は格かく段だんに楽になりますね。

エメリー：なら決まりねぇ。じゃあ、誰だれがどっちに行くか決めましょう。




　陽動と潜入。それぞれに必要な能のう力りよくなどを予よ測そくしつつ、一行は役やく割わり分ぶん担たんを決める。




ＧＭ：さて、どうなりました？

ルナ：私とエメリーは、旅の神官と護ご衛えいに扮ふんして正面から乗のり込こみ、陽動。

チャイ：うちとファングが裏に回ってこっそり潜入っちゃ！

ＧＭ：了りよう解かいしました。

エメリー：別々のシーンにします？

ＧＭ：いや、ひとつのシーンでやりましょう。まず陽動側から。エメリーとルナが正門に近づくと門番が立たち塞ふさがります。禿とく頭とうで筋きん肉にくむきむき、あちこちに刺青いれずみをしている大男です。

エメリー：ひぃ[image: ][image: ][image: ]!?（ぷるぷる）

ルナ：こら、びびるな。あんた聖せい女じよ様なんだろう？

エメリー：聖女でも天使でも怖こわいものは怖いんですよぉ。アタシはいつだってか弱い乙女おとめなんですぅ。キラーン☆

ルナ：イラッ（笑）。いいから陽動するよ。エルマって人を助けたいんだろ。

エメリー：そうでした。シャキーン！　門番さんに話し掛けますよぉ。あの、少々よろしいでしょうか？

ＧＭ：では、門番がじろりと睨にらみ返かえしてきます。「なんだ、お前らは？」

エメリー：怪あやしいものではありません。アタシたちは──って、ファングさん、なにを笑ってるんですか！

ファング：いや、ごめん。怪しいものじゃないってセリフが、ツボに入って……（笑）。

ルナ：ぷっ（笑）。

チャイ：あはは（笑）。

エメリー：むーっ！（一同笑）

ファング：すまなかった。もう笑わないから先を続けてくれ。

エメリー：では、旅の神官で村長さんに会いたいと伝えましょう。

ＧＭ：すると門番は少し考えたあと、あっさりと取り次が現われます。「ボスが会うそうだ」

ルナ：ボスって言っちゃうんだ（笑）。

エメリー：バルテルさん、正体隠かくせてないですよねぇ。これじゃあ（笑）。

ＧＭ：胡狼会の下したっ端ぱたちは、腕うでっ節ぷしはそこそこ立つんですが、お馬ば鹿かさんが多いんですよ（一同笑）。

ルナ：おかげで屋敷に入れるんだから、文もん句くはないさ。

エメリー：ですねぇ。じゃあ、屋敷の中に入っていきましょう。

ＧＭ：屋敷に入ってまず目につくのは、品のない、けばけばしい調度品の数々です。床ゆか一面、目に痛いたい真っ赤な絨じゆう毯たんが敷しかれていて、通路には鎧よろい甲かつ冑ちゆうとか鹿しかの剥はく製せいとか、とにかく目立つものが適てき当とうに置かれてます。

エメリー：うぇ～。

ルナ：服ふく装そうだけじゃなくて、屋敷の中まで成金趣味かい。

ＧＭ：ぶっちゃけセンスはないです。それで、ふたりは応おう接せつ室しつへ案内されるんですが、入いれ替かわるように部屋から旅たび装しよう束ぞく姿すがたの男が出てくる。

ルナ：むっ。

ＧＭ：綺き麗れいな口くち髭ひげを蓄たくわえた上品そうな男で、手に持っている大きな手持ち鞄かばんが目を惹ひきますね。旅商人とかが使う頑がん丈じようなものです。

エメリー：商人？

ＧＭ：そう見えます。男は応接室の中にいるバルテルとボリスに会え釈しやくすると、「では、よろしくお願いしましたよ」と言って部屋を後にします。

ルナ：……そいつ右みぎ腕うでは？

ＧＭ：普通です。右手で鞄を持ってるので見み間ま違ちがえはありません。

ルナ：一いち応おう、そいつを調べていい？

ＧＭ：なら、すれ違ちがいざまに観察したということで【感知】判定を。難易度は秘ひ密みつです。

エメリー：あらあら、怪しいですねぇ。

ルナ：【感知】は苦手だよ。フェイトは……どれだけ入れればいいか判はん断だんできないな。

ファング：無む駄だ撃うちしたらもったいないし、入れなくていいだろ。

ルナ：じゃあ、クリティカルが出ればぐらいの気持ちで（ダイスを振る）出目５で達成値８。

エメリー：アタシも一応判定しておきますねぇ。（ダイスを振る）うゆっ!?　で、出目３……達成値５！　これはダメっぽいですよぉ。トホホ。

ＧＭ：では、ふたりが観察した結果は次のようになります。ヒューリンの男で、武ぶ装そうもしてないですし、旅商人のようですね。彼はふたりに気づくと、ぺこりと会釈して、すたすたと去っていってしまいます。

エメリー：いい人っぽいですぅ（笑）。

ルナ：こんなゴロツキだらけの場所に出入りしてる時点で、その感想はないんじゃないかな（笑）。

エメリー：そうでした！（一同笑）

ＧＭ：旅商人が去った後、ふたりは応接室に通されます。そこではソファーに身を沈しずめるバルテルが待っている。あと、彼の背はい後ごに陰いん気きそうな、目つきの鋭するどいヒューリンの男が立っています。

ルナ：副官のボリスか。

ＧＭ：そうです。派は手でな服や装そう飾しよく品ひんで着き飾かざっているバルテルとは対照的に、動きやすさを重じゆう視しした服装で、無数の投げナイフを挿さしたベルトを肩や腰こしに巻まいてます。

エメリー：そんな堂々と!?

ＧＭ：ボリスは意図的にナイフを見せてるんですね。下手へたなことをしようとしたら刺さす、と威い圧あつしてるんです。

ルナ：護ご衛えいも兼かねてるってことか。

ＧＭ：さて、バルテルが話し掛けてきますよ。「ようこそカームヒルへ。村長のバルテルです」

エメリー：ご丁てい寧ねいにありがとうございますぅ。アタシはエメリー、旅の神官ですぅ。こちらは護衛のルナ。

ルナ：無言で会釈だけする。

ＧＭ：「こんな田舎で、お嬢じようさん方のような美人と会えるとは今日は運がいい。ぐふふ」バルテルが下品に笑う。

エメリー：ぐふふって（笑）。
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チャイ：小物っぽいっちゃ（笑）。

ＧＭ：実際、半年前までは小物だったので（一同笑）。挨あい拶さつをしたところで、場面を潜入組に移うつしましょう。




　エメリーとルナ──外からの来らい訪ほう者しやに、屋敷中の注意が引ひき寄よせられる。

　その頃ころ、ファングとチャイは、屋敷の裏うら手てに回り、潜入のタイミングを計っていた。




ファング：ふたりが注意を引いてくれてる間に潜入するぞ。

チャイ：こそこそ。

ＧＭ：では、警備が薄うすい場所を見極めるために【感知】判定を。難易度は10。

チャイ：難易度が低～い。それなら、うちでもいけるっちゃ！

ＧＭ：エメリーとルナの来らい訪ほうで、そちらに注意がいってるので、難易度は結けつ構こう下がってます。

ファング：ふたりが気を引いてくれてるうちに、潜入しよう。（ダイスを振る）14で成功。

チャイ：（ダイスを振る）うちも達成値13で成功っちゃ！

ファング：じゃあ、裏手に回って塀へいをひょいっと乗のり越こえた。




　こうして、ファングとチャイは、密ひそかに潜入を果たす。




ＧＭ：場面を陽動組に戻もどします。挨拶を終えたバルテルは、上じよう機き嫌げんでふたりを褒ほめそやします。「いやー、それにしてもお美しい。何というか、こう……オーラが感じられますよ」

エメリー：そうですかぁ!?　やっぱり分かる人には分かるんですねぇ！

ＧＭ：「それはもう。この神々しさ、まるで天使ですな！」（笑）

エメリー：そのとおりですぅー！

ルナ：おい！（一同笑）

エメリー：いや～、やっぱり分かる人には分かっちゃうんですねぇ。アタシの内に秘ひめられたオーラが！

ルナ：（にっこり笑って）こっそりエメリーのお尻しりをつねり上げるよ。

エメリー：ひうっ!?　表面上は平静を装よそおいながら「すみません！　調子乗ってすみません！」と、心の中で土ど下げ座ざします！（一同爆笑）

ルナ：じゃあ、心の中の土下座を読み取って、「適当に話を振ふって、情報を引き出せ」とアイコンタクト（笑）。

エメリー：分かりましたぁ！

ＧＭ：なら、ここらでバルテルから話を振りましょうか。「それで村にはどのようなご用よう件けんで？　我わが村ながら、ここには大した観光場所もなければ、参さん拝ぱいする寺院もないですぞ」

エメリー：キリッと表ひよう情じようを引ひき締しめて、言います。（スラスラと真ま面じ目めな声音で）実は我われ々われ、巡じゆん礼れいの旅をしているのですが、以前にエルマ・アレントさんにお世話になりまして。近くまできたのでご挨拶にうかがったのです。ところが神殿にいらっしゃらず……。村長ならば何かご存ぞんじではないかと思って、お訪たずねした次第です。

一同：おおー！

ファング：すごいな。スラスラとセリフが出てきてる。

エメリー：そんな、田中さんほどじゃないですよぉ。

チャイ：口が回るのは妄もう言げんだけじゃなかったっちゃね（笑）。

エメリー：ひどい!?（一同爆笑）

ＧＭ：（笑）じゃあ、今の言葉でバルテルを騙だませるか、判定をしましょう。【精せい神しん】判定で。達成値10で騙せます。13までいけば情報を引き出せます。

エメリー：キュピーン☆　これは私の《ブラフ》の力を見せるとき！

ＧＭ：はったりや人を騙す判定にボーナスが入る一いつ般ぱんスキルですか。確かに、この判定ならば有効です。

エメリー：やったぁ！　聖せい女じよモード解かい禁きん！　キラリーン☆（ダイスを振る）達成値16で大成功ですぅ！

チャイ：おお～。エメっち、ちゃんと聖女だったっちゃ（笑）。

ファング：いや、聖女モードなのに他人を騙すってどうなのよ？（笑）

エメリー：細かいことは気にしちゃダメですよぉ（一同笑）。バルテルさん、アタシの目を見てください。ミュインミュインミュイン。

一同：洗せん脳のうしてるー!?（爆笑）

ＧＭ：洗脳はともかく、判定には成功したのでバルテルは騙されます（笑）。「それは残念でしたな。だが、ご期待に添そえずに申もうし訳わけない。ワシらはそのエルマという人物を知らないのですよ。村にきた時には、すでにいなくなっておったのです」

エメリー：そうですか……。

ＧＭ：ちなみに、さっきの判定で達成値が高かったので、エメリーには彼の言っていることが嘘うそだと分かります。

エメリー：キュピピーン！

ＧＭ：バルテルの顔色や態たい度ど、口にする言葉の端はし々ばしから、彼がエルマを知っていると感じ取れます。警戒している様子から、エルマがまだ生きていることも推測できます。

エメリー：おお、よかったぁ。

ルナ：あとは居い場ば所しよか。そっちは潜入組に期待しよう。

チャイ：がんばるっちゃ！

ＧＭ：さて、エルマの話題が一段だん落らくしたところで、ボリスが話に割わり込こみます。「ご用件は以上ですかな？　ならば、お帰り願いましょう」

エメリー：うおあ、またこのパターンかよ、ちくしょう！　酒場のお婆ばあさんといい、もうちょっと愛想を！

ファング：エメリー、口調……（笑）。

エメリー：あっ、いけない！　てへ♪

ルナ：何やってんだい（笑）。ここで帰ることになりそうだけど、他に聞いておくことは？

エメリー：そうですねぇ……。

ルナ：悩なやましいラインだけど、右みぎ腕うでが銃じゆうのエクスマキナ……パイソンのことを聞くのはありかなと思うんだよね。

ファング：むっ、それは……こいつらに聞くのは危あぶなくないか？

ルナ：あんたには、いろいろ手伝ってもらってるからね。それにパイソンのことが分かるかもと言った手前、何か情報を手に入れたいんだよ。

チャイ：ファングにはお世話になりまくりだから、うちからもお願いするっちゃ！

ルナ：エメリー、どうだい？

エメリー：アタシはかまいませんよぉ。聖女として困こまっている人を助けるのは当然ですぅ！

ファング：お前ら……感かん謝しやする。

ルナ：じゃあ、去り際にバルテルたちに聞くよ。ちょっとよろしいか？

ＧＭ：「なんですかな？」バルテルが聞き返します。

ルナ：このあたりで右腕が銃の男が目もく撃げきされたという話を聞いたのですが、何かご存ぞんじないですか？

ＧＭ：「右腕が銃の男……ですか？」ボリスが目を細めて問い返します。

ルナ：かなりの危き険けん人物らしく、護ご衛えいとして気になるのです。もし、何かご存じならば、お教えいただきたい。

ＧＭ：えーっと……【精神】判定をしましょう。難易度は……12。

ルナ：（ダイスを振る）14で成功。

ＧＭ：バルテルは特に変化ありません。「知りませんな。あまり村から出ないもので、外の事じ情じようには疎うとくて」と肩をすくめながら答えます。

ルナ：ボリスは？

ＧＭ：こちらは変化があります。非ひ常じように警戒した表情で、ルナのことを睨にらみつけています。

ファング：おっ、これは──。

ルナ：当たりみたいだね。でも、これ以上追求するのはさすがにやばそうだ。マム仕じ込こみの面つらの皮の厚あつさで、シラを切りとおす。そうですか、ありがとうございました。

ＧＭ：ボリスは相変わらず警戒しています。ピリピリした空気が漂ただよう中、潜入組に場面を移しましょう。




　屋敷の人間の意い識しきは、エメリーたちに集中していた。

　隙すきのできた警けい備び網もうを潜くぐり抜ぬけ、ファングたちは調査を進めていく。




ＧＭ：敷地内に潜入したファングたちですが、陽動組がうまいことやってるので、かなり楽に調査できます。

チャイ：やったっちゃ（笑）。

ＧＭ：【感知】か【知力】で判定してください。難易度は10です。どちらか一方でも成功すればいいですよ。

ファング：【感知】で行く。（ダイスを振る）15で成功だ。

チャイ：うちも【感知】。（ダイスを振る）うっ、９で失敗っちゃ。

ＧＭ：ファングが成功しているので大だい丈じよう夫ぶです。ふたりは屋敷の中に潜入できました。

ファング：じゃあ、屋敷の二階に空いてる窓まどから侵しん入にゆうしよう。チャイ、あの窓から入れそうだ。手伝ってくれ。

チャイ：さすがファングっち！　でも、どうやって登るっちゃ？

ファング：お前が協力してくれれば、楽勝だ。

チャイ：それはどういう──。

ファング：こういうことさ。チャイにロープを結ぶ。

チャイ：えっ、いきなり何するっちゃ？

ファング：二階に登る準じゆん備びだよ。言うが早いか、ロープを結びつけたチャイを二階の窓めがけてぶん投げる！

チャイ：ちゃちゃーっ!?（笑）

ＧＭ：ひゅーとチャイが空を飛んで、窓からすとんと入りました（笑）。

チャイ：着地したっちゃ（笑）。

ファング：よし。適当なものにロープを結んでくれ。それで登るから。

チャイ：そ、そういうことっちゃか。でも、ひどいっちゃ！　花の乙女おとめをいきなり投げるなんて！

ファング：他に手て頃ごろなものがなかったんだ。こういう時、お前の球形ボディは便利でいいな（笑）。

チャイ：うちは、ボールじゃないっちゃ！（一同笑）

ファング：屋敷には入れたんだから許してくれ。ほら、エルマって女の居場所を調べようぜ。

チャイ：う～、確かにエルマっちのが優ゆう先せん度どが高いっちゃ。抗こう議ぎは後回しにするっちゃよ。

ファング：お手て柔やわらかに頼たのむよ。さて、人目につかないように、こっそり屋敷の中を調査して回るぜ。

ＧＭ：では、ふたりが屋敷を探たん索さくしていると、トレイに粗そ末まつな食事を乗せて移い動どうするゴロツキを発見します。

ファング：追つい跡せき。

チャイ：行き先はどこっちゃ？

ＧＭ：屋敷の奥おくにある、地下への階かい段だんですね。階段には見み張はりがついていて、ゴロツキとこんな会話を交わします。「司祭は？」「おとなしくしてるよ」

チャイ：司祭って、エルマっちのこと？

ＧＭ：たぶんそうでしょう。

ファング：目的達成だな。ここまでの移動ルートを確かく認にんしながら脱だつ出しゆつする。

チャイ：見つからないうちに、屋敷からおさらばっちゃね。

ＧＭ：了解です。では、警備状じよう況きようの確認ができたことにしていいです。夜間ならば、比ひ較かく的てき楽に救出できるでしょう。

ファング：そいつはいい情報だ。

ＧＭ：帰り道は特にトラブルもなく、脱出できたということで。最後に陽動組の演えん出しゆつをしましょう。




　一方、エメリーとルナは屋敷を出るところだった。




ＧＭ：応接室では、相変わらず緊きん迫ぱくした空気が流れています。

ルナ：ここらが潮しお時どきかね。

ファング：こっちの調査も済すんだし、もう帰っても大丈夫だ。

エメリー：それじゃあ、エルマ様のことも分からないようですし、お暇いとまいたしますねぇ。

ＧＭ：そうするとボリスが門番をしていた大男を呼よび出だし、「お帰りになるそうだ。外まで案内してさしあげろ」と指し示じを出します。

ルナ：こんな場所に長なが居いは無用。用も済んだし、さっさと出るよ。

エメリー：じゃあ最後にバルテルさんの手をそっと握にぎってですね。「あなたに神のご加か護ごのあらんことを」と。

ＧＭ：「うほーう！」バルテルは歓かん声せいを上げました（一同笑）。

エメリー：うほーうって（笑）。

ＧＭ：村に娯ご楽らくがないんで、飢うえてるんですよ。部屋を出る直前、「ボリス、いつになったらウォリックフォードに戻もどれるんだ？　酒も女もねえし、もう飽あき飽きだぜ」とかいうセリフが聞こえたりします。

ルナ：最後までお馬鹿さんだね（笑）。

ＧＭ：というわけで、みなさん屋敷を出ました。ここでシーンを終了します。







◆Middle 08◆秘ひ密みつの工こう房ぼう




　屋や敷しきの調ちよう査さを終えた一行は、その足で村はずれを目指した。

　赤い花を乗せた荷車の行き先を調査するためだ。




ＧＭ：次のシーン。みなさん、神しん殿でんに戻もどりますか？

チャイ：帰る途と中ちゆうで、エメっちが見たっていう、荷車の行き先を調べていけないっちゃ？

ＧＭ：いいですよ。

チャイ：やった！

ルナ：成功すれば、赤い花の調査が楽になるらしいしね。エメリー、あんたが荷車を見た場所まで案内してくれ。

エメリー：お任まかせくださいな～。はいはい、こっちですよぉ。

ＧＭ：では、村はずれにある、荷車を見失った森の前につきました。難なん易い度ど12で【感かん知ち】判はん定ていをしてください。《トラッキング》は有ゆう効こうです。

ファング：おう。（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ち15で成功。地面に残された、荷車の轍わだちを見つけ出したってことで。

ＧＭ：轍を追っていくと、村から山へ少し回ったところに、炭焼き小屋を発見します。改かい装そうされていて、ちょっとした工房みたくなってますね。

ファング：工房……。中の様子は確かく認にんできるか？

ＧＭ：できます。開け放たれた窓まどから中を覗のぞくと、そこでは村人が赤い花を加工しています。

ルナ：ビンゴ。

エメリー：中はどんな感じですかぁ？

ＧＭ：巨きよ大だいな釜かまで赤い花を煮にて、抽ちゆう出しゆつした液えき体たいを蒸じよう留りゆうし、乾かん燥そうさせて粉にしているようです。

チャイ：〝レッドラウズ〟を作ってるっちゃ！

ＧＭ：そのとおり。〝レッドラウズ〟の製せい造ぞう現げん場ばを見たので、採さい取しゆした花の調査の難易度が下がって13になります。

チャイ：ここで調べちゃってもいいっちゃか？

ＧＭ：かまいません。【知力】で判定をしてください。錬れん金きん術じゆつ関連の情じよう報ほうになるので、《アルケミーノウリッジ》があれば有効です。

チャイ：やった！　あるっちゃよ！

ファング：難易度が13だと、オレは役に立てそうもないな。

エメリー：アタシも【知力】は苦手なんですよねぇ。

チャイ：今回はうちに任せるっちゃ。《アルケミーノウリッジ》も入れて、３＋３Ｄ。（ダイスを振る）ＹＥＳ！　達成値15だっちゃ！

ＧＭ：では、小屋の中を観察した結果、ふたつの情報が手に入ります。

チャイ：なになに？

ＧＭ：ひとつめは、小屋で働いている村人の様子がおかしいということです。

エメリー：どういうことですかぁ？

ＧＭ：目が充じゆう血けつしていて、なかには異い様ように興こう奮ふんしている人がいたりもします。興奮のあまり暴あばれ出す者もいて、監かん視しがそういうのを見つけては殴なぐりつけて作業に戻もどらせているんですね。

チャイ：うわ～。

ファング：こいつは……。

ルナ：メチャクチャ悪あく影えい響きようが出てるじゃないか。

ＧＭ：ろくな装そう備びも渡わたされずに薬品の加工を強きよう制せいされてますから。〝レッドラウズ〟を摂せつ取しゆした時と同じような症しよう状じようが出てしまっているようです。

一同：なんだってー!?

エメリー：やばいじゃないですかぁ！

チャイ：た、助けられないっちゃ？

ＧＭ：いえ、まだ助けられます。症状は軽度のものなので。ただ、このまま放置し続けたらやばいですね。

ファング：早く解かい放ほうしないと手て遅おくれになるわけか。

エメリー：これは一いつ刻こくも早く村を解放しないとですよぉ！

ルナ：そのためには、胡狼会を何とかしないとだね。

ＧＭ：それから、赤い花に関する情報がもうひとつあります。

チャイ：おっ、なになに？

ＧＭ：赤い花は高熱に弱いようです。

ルナ：へえ、そいつは興きよう味み深ぶかい。もう少しくわしく教えて。

ＧＭ：熱湯程てい度どなら問題ないんですが、直ちよく接せつ火にくべたりすると、一いつ瞬しゆんで燃もえ尽つきてしまう。あと、花の持つ薬やつ効こうも失われるようです。

エメリー：無毒化するんですかぁ？

ＧＭ：そうです。うっかり村人が花を火に近づけると、すごい勢いきおいで監視のゴロツキが飛んできて、「馬ば鹿か、火に近づけるな！　もう使い物にならねえじゃねえか！」と嘆なげくことから、そのことが読み取れます。

ルナ：こいつは使えそうだね。

ＧＭ：ここで手に入る情報は以上です。

チャイ：なら、神しん殿でんに戻るっちゃ？

ルナ：そうだね。長なが居いは無用だよ。

ＧＭ：では、みなさんが炭焼き小屋を離はなれたところで、シーンを切ります。







◆Middle 09◆カームヒル村を救え




　村長の屋敷を探さぐり、赤い花の調査を終えたファングたちは、放置された神殿へと戻もどってきた。

　現げん状じようで手に入る情じよう報ほうは集まった。

　次は、村を取とり巻まく問題を解かい決けつする方法を考える時間だ。




ＧＭ：では、みなさんが神殿に戻って、情報を統とう合ごうするシーンです。

ファング：エルマが閉とじこめられてる場所を見つけたぜ。どうも屋敷の地下室に閉じこめられてるみたいだ。

チャイ：屋敷に入るときに、ひどい目にあったっちゃ。縛しばられたっちゃ～、投げられたっちゃ～！

ファング：悪かったって。怪け我がとかしたわけじゃないんだし、許ゆるしてくれ。

チャイ：乙おと女め心ごころが傷きずついた！（笑）

ファング：……こんなのがなんで錬れん金きん騎き士し団だんに入れたんだ（笑）。

ＧＭ：個こ性せいですかね。きっとエイリンは、人の個性を大事にする人だったんですよ。「はっはっはっ、キミ面白い。よし、採さい用よう！」みたいな（笑）。

エメリー：意外とユーモアのある方だったんですねぇ。

ルナ：なにせ、〝天使〟を雇やとうぐらいだからね（一同爆ばく笑しよう）。

ファング：親父おやじ殿どの……。個性が大事だっつっても、限げん度どがあるぜ。まあいいや。ルナたちの方はどうだった？

ルナ：ああ、ちょっとした土産みやげが手に入ったよ。あんたの追ってるパイソン、副官のボリスと何か関係があるね。

ファング：なに!?

ルナ：右みぎ腕うでが銃じゆうの男の話をしたら、あからさまに警けい戒かいしてきたんだ。どんな関係かまでは分からないが、何か知ってるのは間ま違ちがいないよ。

ファング：そうか……。そうとなれば、この村の問題、放り出すわけにはいかないな。最後まで付き合うぞ。ぐっと、ライフルを握にぎる手に力を入れる。

ルナ：まあまあ、焦あせるなよ。急いでもし損そんじるだけだ。これからどう動くか、ちゃんと考えようじゃないか。

ファング：……わかった。

ＧＭ：それで、どうしますか？

ルナ：それぞれのやりたいことを確認しようか。私わたしは胡狼会を潰つぶしたい。

ファング：オレはボリスからパイソンのことを聞き出す。

エメリー：エルマ様を助けますよぉ！

チャイ：赤い花を燃もやしたいっちゃ。花の調査はできたし、あとは処しよ理りできればオッケーなはずっちゃ。

ファング：オレのはボリスに会えれば、解決できる。

ルナ：エルマの救出も、監かん禁きん場所が判はん明めいしているから、あとは動くだけだね。

ファング：花の処理は……畑の広さはどれぐらいだ？

ＧＭ：かなり広く、四人で畑全体を燃もやすのは厳きびしいです。バラバラに四ヶ所同時に火をつけたとしても、すぐに警けい備びが来て、消されるでしょう。

ルナ：警備を全員潰つぶせば？

ＧＭ：それも難むずかしいですね。

ファング：畑を見つけた時、護ご衛えいを相手にするのは、四人全員いても難しいって言ってたっけ。

ＧＭ：時間をかければ、当然ですが村長の屋敷から援えん軍ぐんも来ます。

エメリー：ですよねぇ～。

チャイ：純じゆん粋すいに人手が足りない？

ＧＭ：そうです。

チャイ：なんか、いい方法がないっちゃかねえ。

ファング：胡狼会を潰した後なら、余よ裕ゆうだろうけどな。

エメリー：それはそれで大変なんじゃ……（笑）。

ルナ：胡狼会を潰すには……やっぱり、頭を仕し留とめるのが手っ取り早いかね。

ファング：そうだな。昔、オレたちもそれでやられた。親父殿のことを思い出して、ギリッと歯は噛がみする。

エメリー：ファングさん……。

ルナ：んで、みんなの意見を聞きたいんだけど、胡狼会の頭って、バルテルとボリスのどっちだと思う？　何となく察しはついてるけど訊きいてみる。

一同：ああー。

チャイ：そんなの決まってるっちゃ。ボスのバルテルっちゃ！

ファング：即そく答とうかよ（笑）。

チャイ：ここはボケるとこかな～と思ったので（一同笑）。

ＧＭ：お約束ですね。ありがとうございます（笑）。

ファング：まあ、普ふ通つうに考えれば、参さん謀ぼう格かくのボリスだよな。

ルナ：切れ者らしいし、強そうだったし、あいつが来てから組そ織しきが巨きよ大だい化かしたみたいだしね。

エメリー：（イイ笑顔で）まあ、いざとなったら両方とも潰せば、万事問題なしですよぉ！

チャイ：エメっち、天使聖せい女じよ（笑）。

エメリー：はっ、いけない！　アタシの中の闇やみが暴あばれてるぅ!?

ルナ：はいはい（一同爆笑）。

ファング：なんにせよ、胡狼会を潰すなら、先にエルマを救出した方がいいだろうな。追おい詰つめたはいいが、人ひと質じちに取られましたとか勘かん弁べんだぜ。

ＧＭ：バルテルなら、間ま違ちがいなくやりますね。エメリーがエルマの知り合いだと思っているでしょうし。

ルナ：じゃあ、まずはエルマの救出からやりますか。

チャイ：夜にいけば、楽に助けられるはずっちゃ！

ファング：また屋敷に潜せん入にゆうか。これはもうひと仕事することになりそうだな。

エメリー：頼たよりにしてますよぉ（笑）。

ファング：やれやれ、面めん倒どうな奴やつらと関わっちまったぜ……。

チャイ：あんなことを言ってるけど、ただの照れ隠かくしっちゃよね。調査の時も、がんばってたっちゃ（笑）。

エメリー：さすが！　尊そん敬けいの眼まな差ざしを向けます。キラキラキラ（笑）。

ファング：だから……いや、なんでもねえ。オレはオレの仕事をするだけだ。

エメリー：またまた～。照れなくてもいいんですよぉ？

ファング：照れてねえよ！（一同笑）

ＧＭ：ちなみに、ちょっと確認なんですが、エルマを救出した後は、みなさんどうしますか？

ルナ：できるなら、そのまま頭も取りたいけど……エルマを連れてはいけないだろうしねえ。

エメリー：敵てきの本ほん拠きよ地ちですし、一いつ緒しよに来てもらうのは危あぶないですよぉ。

ファング：そうだな。

チャイ：うちは一度脱だつ出しゆつした方がいいと思うっちゃ。

ルナ：それはそうなんだけど……エルマを救出すると、敵が警戒すると思うんだよね。

ＧＭ：人質を助けたら、そうなってもおかしくはないですね。

ファング：……これは、もうちょっと先のことも考えた方がいいな。




　再さい度ど作戦を考える一行。

　そして、三〇分後──。




チャイ：そうだ、村人に協力してもらうのはどうっちゃ!?

ファング：村人に？

チャイ：マリーっちが言ってたことを思いだすっちゃよ。村人はエルマを人質に取られてるから、言うことをきいてるって話だったっちゃ。

ルナ：エルマを救出すれば、村人の協力が得られるかもしれないか。

ファング：村人の助けがあれば、花畑を燃もやすための人手ができるな。

エメリー：おお！　……でも、村人さんたちが危き険けんじゃないですかねぇ。

ＧＭ：畑の花を燃やすだけならなんとかなるでしょう。監視はまず消火に向かうので、その隙すきに山へ逃にげれば、土と地ち勘かんのある村人なら逃げ切れます。

ルナ：畑を燃やせれば、当然、人手はそこに集まる。バルテルやボリスの首も狙ねらいやすくなりそうだね。

ファング：……決まりだな。まずエルマを救出。

エメリー：エルマ様に説得してもらって、村人の協力を確かく保ほ──。

チャイ：畑を燃やしちゃうっちゃ！

ルナ：そして最後に、その混こん乱らんを利用してバルテルたちを倒たおす、と。

ＧＭ：作戦は固まったようですね。

ルナ：ああ。まずはエルマの救出だ。村長の屋敷に向かうぞ。

ＧＭ：では、神殿を後にしたところで、シーン終しゆう了りようです。







◆Middle 10◆エルマ救出作戦




　誰だれもが寝ね静しずまる深夜。

　エルマを助けるため、一行は闇やみに乗じて村長の屋敷へと潜入する。

　そして、昼間に調べ上げたルートを通り、地下へ続く階かい段だんにたどり着いた。

　階段の先で、彼かれらを待ち受けていたのは……。




ＧＭ：では、屋敷の地下に侵しん入にゆうして、エルマを助けるシーンです。

一同：はーい。

ＧＭ：みなさんは、夜を待って、村長の屋敷に侵入しました。すでにルートと警けい備び網もうは押おさえているので、地下室までは何の問題もなく来られます。

エメリー：素す晴ばらしい！

ファング：じゃあ、昼間の記き憶おくをもとに、みんなを誘ゆう導どうしよう。階段からは警戒を強める。

ルナ：地下はどうなってる？

ＧＭ：地下室と言ってましたが、実は地ち下か牢ろうになってまして。牢ろう屋やの中にはエルダナーンの司祭、エルマが入れられてます。あと、当然ですが、牢の前には見み張はりがついてます。

ルナ：だろうねえ。

チャイ：ということは戦せん闘とう？　ねえ、戦闘？（ソワソワ）

エメリー：急にチャイさんが生き生きしはじめましたよぉ（笑）。

チャイ：うちの中に封ふうじられた何かが、熱く燃もえてるっちゃ（一同笑）。

ＧＭ：お手て柔やわらかに（笑）。見張りは、傭よう兵へい（モブ）が２グループとアーチャーがひとりついてます。まだみなさんに気づいてないので、うまくやれば奇き襲しゆうできますよ。

エメリー：おー。

チャイ：できれば先手は取っておきたいところっちゃね。

ＧＭ：ただし、２ラウンド目から敵の援えん軍ぐんがやってくるようになります。毎セットアッププロセスに敵が追加されるので、注意してください。

ファング：毎セットアップなのか!?

ＧＭ：援軍が来るのは２ラウンド目からなので、被ひ害がいを抑おさえたいなら、１ラウンドで決着を。

ルナ：速そつ攻こうで仕し留とめろってことかい。

チャイ：これは、ますます奇襲攻こう撃げきが重要っちゃ。

エメリー：気合い入れていきますよぉ！

ＧＭ：準じゆん備びは……いいみたいですね。では、戦闘を開始します。




▼戦闘開始

ＧＭ：では、ラウンド進行に入る前に、奇襲攻撃が成功するかどうかを決めたいと思います。

エメリー：がんばりますよぉ！

ＧＭ：奇襲攻撃が行なえるかどうかを決めるルールは状じよう況きようしだいなので、今回はみなさんと敵とで【敏びん捷しよう】の対決を行なってもらいます。そちらを能のう動どう側がわとしますので、先に振ふってください。敵てき側は一番能のう力りよく値ちが高い傭兵が代表して振ります。

ルナ：対決に勝利すれば、一回メインプロセスが行なえる？

ＧＭ：はい。メインプロセスが行なえるのは成功した人のみ。失敗した人は、タイミングを逸いつしてしまって行動できなかったということになります。

ファング：ふむ。ここは手数が欲ほしい。フェイト１点使って、ダイスを増ふやす。（ダイスを振る）達成値16。

チャイ：うちもフェイト１点使うっちゃ。（ダイスを振る）17！

ルナ：同じくフェイト１点。（ダイスを振る）出目が微び妙みよう……達たつ成せい値ち12。

エメリー：アタシは普ふ通つうにいきます。（ダイスを振る）絶ぜつ好こう調ちよう！　出目11で達成値14ですぅ。天使モード発動！　ピカーッ！

ＧＭ：ひ、光った!?

チャイ：まぶしいっちゃー！（笑）

ルナ：こら、潜入作戦中に光るんじゃない！（笑）

エメリー：いい結果だったので、いろいろと溢あふれちゃって（笑）。

ファング：お前はいつでも、どこでも、マイペースだなぁ……（笑）。

ＧＭ：敵も呆あつ気けに取られて、停止してしまいそうです（一同笑）。こちらは能力値５で判定。ルナは止められるかな……（ダイスを振る）わっ、出目６。達成値は11なので、そちらは全員奇襲攻撃が可か能のうとなります！

一同：よし！

エメリー：ここは一気に攻せめますよぉ。ゴーゴーゴー！

ＧＭ：全員、一回ずつメインプロセスできます。行動値順にどうぞ。




▼奇襲攻撃

行こう動どう値ち

ファング　　　　　８

チャイ　　　　　　８

ルナ　　　　　　　６

エメリー　　　　　５
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ファング：オレとチャイが同時だな。

チャイ：範はん囲い攻撃から行くのがいいと思うから、まずはファングがバーンとやっちゃうっちゃ！

ファング：了りよう解かい。《ワイドアタック》で傭兵を攻撃する。命中判定は（ダイスを振る）……19。傭兵２グループに向けて連れん射しや！　吼ほえろ、ハウリング！

ＧＭ：クリティカル以外は無理ですね。そして、奇襲攻撃中はリアクションのダイスが減へるので避さけられません。ダメージをください。

ファング：《ピアシングストライク》を使って12＋５Ｄ。（ダイスを振る）出目が悪いな。今日の相あい棒ぼうはご機き嫌げん斜ななめだ……。28点の物理ダメージ。

ＧＭ：６点止めて、22点のＨＰダメージを受けます。獣けものの咆ほう哮こうのような銃じゆう声せいが鳴なり響ひびき、弾だん丸がんが傭兵たちを見事に撃うち抜ぬきますが、倒すまでには至いたりません。

チャイ：なら、うちが追撃っちゃ。ムーブアクションで傭兵たちのエンゲージに移い動どう。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで傭兵Ａに攻撃。命中判定は……低いっちゃね。達成値12っちゃ。

ＧＭ：それでも、リアクションのダイスが減ってるので避けられない。

チャイ：ダメージロールは《スラッシュブロウ》を入れよう。これで22＋６Ｄ。おりゃー！（ダイスを振る）45点の物理ダメージだっちゃ。地面を勢いきおいよく転がって、その回転力を利用した高速体当たりー！

ＧＭ：「げぼぉおおおっ!?」体当たりを食らった傭兵Ａは、勢いよく後方に吹ふっ飛とんで壁かべに激げき突とつ。そのまま意い識しきを失います。ダメ、耐たえられません。

ファング：（傭兵Ｂになり）「なっ、なんて威い力りよくだ!?　こいつ、ヘンテコな外見の割わりに強い！」

チャイ：ふふっ、この程度で驚おどろいてもらっては困るっちゃ。まだ、うちは本気出してないっちゃよ！

エメリー：いくつかスキル抜ぬいてますからねぇ（笑）。

ＧＭ：うーむ、チャイ、強いですね。

ルナ：次は私の番だ。傭兵とアーチャー、どっちを攻撃しようか？

ファング：リソースを注つぎ込こむなら、ノーダメージのアーチャーかな。

ルナ：じゃあ、アーチャーを狙ねらおうか。一いち応おう、ムーブアクションでエンゲージを離はなして、メジャーアクションは《エアリアルスラッシュ》でアーチャーに攻撃。命中は……（ダイスを振る）18。

ＧＭ：もうタコ殴なぐり状じよう態たいです。避けられません。ダメージを。

ルナ：ダメージロールで《ファランクスアタック》を使っちゃう。鎧よろいの重量で身体を支ささえて、いつもより魔ま法ほうの出力を上げてぶっ放すよ。

ＧＭ：ルナを中心に魔ま力りよくが膨ふくれあがり、すさまじい突とつ風ぷうが吹ふき荒あれます。

ルナ：ダメージは28＋５Ｄ。（ダイスを振る）うわっ、出目がっ!?

エメリー：うゆぅ、出目１が三個も出てますよぉ。

ルナ：今日はダイス運が本当ひどい。38点の〈風〉の魔法ダメージ。うあー、マムのところでダラダラしてるうちに鈍にぶっちまったかな……。

ＧＭ：34点のＨＰダメージを食らいました。何とか耐えられた。出目が走ってたら、やばかったですね。

ルナ：くー、面目ない。

チャイ：どんまいっちゃ！

ＧＭ：奇襲攻撃のラスト。エメリー、行動してください。

エメリー：ムーブアクションで、傭兵のところに移動して、マイナーで《スマッシュ》。メジャーアクションで傭兵Ｂを殴ります。とりゃ！（ダイスを振る）達成値15ですぅ。

ＧＭ：リアクションのダイスさえ減っていなければ……。命中です。

エメリー：では、聖女アターック！

一同：聖女アタック!?

ルナ：なんだい、それ（笑）。

エメリー：身体の内からあふれ出る光で目つぶしして、その隙すきにヘビーメイスでポカッとね（笑）。ダメージロール行きますぅ。てい！（ダイスを振る）22点の物理ダメージです。

ＧＭ：16点食らいました。これなら、大だい丈じよう夫ぶ。傭兵Ｂは、ヘビーメイスを槍やりで受け止めて、何とか耐たえました。

エメリー：潰つぶれろー！（一同笑）




　エメリーの叫さけびと共に、奇襲攻撃は終了。そのまま気を抜ぬくことなく、続く第１ラウンドも敵を圧あつ倒とうし、すべての敵を戦せん闘とう不ふ能のうに追おい込こんだ。




ファング：終わったか。

ＧＭ：結局、こちらは攻撃を一回も当てられずですか。残念。

チャイ：ふふっ、うちらの相手をするには、ちょっと力不足だったみたいだっちゃね！

ファング：気を抜くのは早いぞ。まだ、敵の本拠地にいるんだ。一応、階段前に戻って、敵がこないか警戒しておく。

エメリー：アタシは牢屋に捕つかまってるエルマ様を助けにいきますよぉ。

ＧＭ：牢屋の中には、突とつ然ぜん起きた戦闘に警戒しているエルマがいます。彼かの女じよはエメリーに気づくと、「あなたは……エメロードさん!?」と驚おどろきます。

エメリー：エルマ様、助けに来ました！　もう大丈夫ですよぉ！

ルナ：さて、エルマを牢屋から出さないとね。鍵かぎはどこだ？

ＧＭ：気き絶ぜつしたアーチャーの腰こしにぶら下がっています。

ルナ：鍵を回かい収しゆう。牢屋を開けて、エルマを外に出すよ。

ＧＭ：問題なく解放できました。ただ、エルマは数ヶ月も地下に監かん禁きんされてたので、足元がふらふらしてます。

エメリー：でしたら、アタシが背せ負おっていきますよぉ。ささ、エルマ様！

ファング：この場所にもう用はないな。さっさと脱出しよう。

チャイ：とんずらっちゃー。

ＧＭ：では、みなさんがエルマを連れて、村長の屋敷を脱だつ出しゆつしたところで、シーン終了です。







◆Middle 11◆村人の説得




　無事にエルマ救出に成功したファングたちは神殿へと戻った。

　カームヒルを解放し、自分たちの目的を達成するためには、村人の協力が必要になる。エルマを救出した今なら、それができるはずだ。




ＧＭ：では次のシーン。

エメリー：エルマ様を連れて、神殿まで戻ってきたですぅ！　大丈夫ですか、エルマ様!?

ＧＭ：若じやつ干かん衰すい弱じやくしていますが、命に別べつ状じようはないです。エメリーの記憶に残る姿すがたと比くらべると、ちょっとやつれましたね。

ファング：牢屋に何ヶ月も監禁されてりゃ、弱りもするよな。

エメリー：おいたわしや……！

ＧＭ：エルマは丁てい寧ねいに頭を下げて、みなさんにお礼を言います。「助けていただき、ありがとうございました」

ルナ：礼ならいらないよ。こっちも下心あってのことだからね。

ＧＭ：「下心……ですか？」

エメリー：ルナさん、そういう言い方は……。

ルナ：事実なんだから、隠かくしたってしょうがないだろ。こういうのはすぱっと切りだした方がいいんだよ。

エメリー：あうあう。

ファング：説得は苦手だ。オレは横で見てるよ。

チャイ：ハラハラ。

ルナ：エルマっていったね。感かん謝しやしてるなら、ちょっと手伝って欲しいことがあるんだよ。

ＧＭ：「なんでしょうか？」

ルナ：この村を占せん拠きよしてるならず者たち……胡狼会ってんだが、そいつらを潰すのに、人手が必要でね。あんたから村人に口くち添ぞえしてほしいのさ。

ＧＭ：そうするとエルマは逡しゆん巡じゆんしますね。命の恩おん人じんに協力はしたいが、村人を危険にさらすのは、と。

チャイ：大丈夫っちゃ！　村人さんたちにやって欲しいのは、赤い花を燃やしてもらうだけ。危あぶなくなったら、すぐに逃にげてもらうっちゃよ！

ＧＭ：「赤い花……ですか？」エルマは怪け訝げんそうにします。胡狼会が来てからずっと監禁されてたため、彼女は村の状況をよく知らないので。

ルナ：なら、今まで調べたことをかいつまんで話す。胡狼会がやばい薬を作ってて、村人が危険な作業のためにこき使われてるってね。

ＧＭ：「そ、そんな……！」予想以上に危険な状態だと知り、エルマの顔が青ざめます。

ルナ：このままだと、村人からさらに犠ぎ牲せい者しやが出る。これはね、その前に何とかするチャンスでもあるんだ。
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ＧＭ：そう言われたら、エルマとしては協力するしかないです（笑）。

ファング：なかなかえげつない説得するなあ（笑）。

エメリー：ルナさん、黒い、黒すぎですよぉ！（笑）

ルナ：まあ、王蛇会の一員だからねえ。さて、エルマさん、どうする？

ＧＭ：「……分かりました。あなた方に協力します。村長を手にかけるだけでは飽あきたらず、村人にまで非ひ道どうな行ないに及およぶとは。その悪行、許ゆるすことはできません！」決然とした表ひよう情じようで、エルマは言います。

チャイ：えっ!?　村長さん、殺されてたっちゃか！

ＧＭ：エルマの話によると、バルテルに村長を交代しろと要求されたのを断ことわり、助けを呼よぶために、近くの街へ向かったようです。

ファング：だが、途中で捕まって殺されてしまったと。

ＧＭ：はい。

エメリー：なんという外道たち……！　あいつら、ケチョンケチョンにしてやりますよぉ！

チャイ：エメっちが吼ほえた！

エメリー：（エルマへ）ご安心を。この村はアタシたちが救いますから！

ＧＭ：「エメロードさん……」力強い言葉に、エルマの瞳ひとみに涙なみだが──。

エメリー：そう、あの時の二にの舞まいにはさせません！　かつて起こった、悲ひ劇げきを繰くり返かえすわけにはいかないんです！

ＧＭ：あの時ってなに!?（一同爆笑）

ルナ：あちゃー、始まったよ（笑）。

ファング：いい話になると思ったら、妄もう想そうオチかい（笑）。

チャイ：重い過か去こがあるっちゃね。でも、訊きかないっちゃ（笑）。

エメリー：うお、適てき当とうなあしらいだ。でも、めげないめげない。

ファング：ちょっとはめげろ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：感動的なシーンが一瞬で台無しに（笑）。エメリーの妄想癖へきを知らないエルマは感動しますけど。「ありがとうございます、エメロードさん。あなたはこの村に現あらわれた天使です！」

ルナ：ＧＭが火に油を注いだ!?

エメリー：（すごいイイ笑顔で）そう、わたしはみなさんに夢ゆめと希望を伝えるためにやってきた天使なんですぅ！　ピッカーン☆

ルナ：はいはい。

ファング：エメリーの妄もう言げんは置いておいて、村人を説得しに行こうぜ。

チャイ：そうっちゃね（笑）。




　この後、エルマを連れた一行は、密ひそかに村の有力者を集めて、彼らの説得を行なった。

　明日をも知れぬ状況の中、人質にされていたエルマが解放されたことで、村人たちは協力を決意する。




ＧＭ：エルマの口添えもあり、村人たちは、みなさんに協力して、胡狼会を追い出すことを決めました。

一同：よし！

ＧＭ：村の有力者のひとり、鍛か冶じ屋やのスミスが言います。「分かった、あんたらに協力する。このままでもじり貧ひんなんじゃ。なら、エルマ様を救ってくれた、あんたらに賭かけようじゃないか」

ファング：（村人になり）「猟りよう師し生活五〇年。山の中なら、ゴロツキなんぞに足で負けたりしねえだよ！　オラもやってやるだ！」

チャイ：（村人）「私もやるぞ！　あいつらに一ひと泡あわ吹ふかせてやる！」

ＧＭ：そうそう。そんな感じで、村人たちは次々と協力の意い志しを表明していきます。

ルナ：じゃあ、段だん取どりを説明するよ。あんたたちにやって欲しいのは、畑で栽さい培ばいされてる赤い花に火を放つことだ。

ファング：朝、畑についたら、タイミングを計って、一いつ斉せいに火をつけてくれ。

エメリー：戦う必要はないから、火をつけたら逃げちゃってくださいねぇ。

チャイ：胡狼会は、うちらが相手をするっちゃ！

ＧＭ：みなさんの説明を聞くと、村人たちは頷うなずきます。そして、ここにいない人たちに決起を伝えに去ります。

ルナ：これで仕し込こみは完了っと。あとは仕上げだ。

ファング：花を燃やした混乱に乗じて、バルテルとボリスの首を取る。みんな、準備はいいか？

一同：おう！

ＧＭ：というところでシーン終了です。







◆Middle 12◆逆ぎやく襲しゆうの刻とき




　ファングたちが村人の説得に成功した翌よく日じつの朝、村長の屋敷。

　血相を変えたバルテルが、ボリスの部屋に駆かけ込こむ。

　彼が慌あわてている理由は──。




ＧＭ：ここでマスターシーンが入ります。舞ぶ台たいは村長の屋敷。驚きや怒いかりで顔を歪ゆがめたバルテルが、ボリスの部屋へと駆け込む。

ルナ：エルマがいなくなったのに気づいたかな？

ＧＭ：はい。「司祭の婆ばばぁがいなくなってやがる！　やべえぞ！」とバルテルがボリスに言う。

チャイ：慌ててる、慌ててる（笑）。

ＧＭ：バルテルの話を聞いたボリスは、「ちっ、厄やつ介かいなことになったな……。恐おそらく、昨日きた女どもの仕業か」と舌した打うちします。




　人質がいなくなったことが知れれば、村人は騒さわぎ出すだろう。

　ボリスは対たい処しよを考えようとしたが、窓から見えた光景に目を見開く。

　遠く……赤い花が栽培されている畑の方で、無数の煙けむりが上り始めたからだ。




ＧＭ：「あのアマ、村人を抱だき込こんで、火をつけさせやがったな！」おおよその事じ情じようを察したボリスが叫びます。

ファング：ここ、バルテルはうろたえまくりだろうな。（バルテルになり）「ど、どうするんだ、ボリス!?　花が燃えちまったら、薬が……！」

ＧＭ：するとボリスはギリッと歯は噛がみして、「工房に向かうぞ！　今できている分だけでも薬を確保するんだ！」

エメリー：まあ、そう動きますよねぇ。薬のストックがあれば資し金きん稼かせぎできるから、再さい起きも可能でしょうし。

ルナ：そうだね。もっとも、そんなことさせるつもりはないけども（ニヤリと笑う）。

ファング：怖こわいねえ。敵に同どう情じようするよ。

ＧＭ：というわけで、バルテルとボリスが、急いで村はずれにある炭焼き小屋を改かい造ぞうした工房に向かったところで、シーン終了。クライマックスフェイズに移うつります。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆闇やみの片へん鱗りん




　村人が畑に火を放っている頃ころ。一行は村はずれの工こう房ぼうにいた。

　しばらくして、慌あわてた様子のバルテルとボリスが飛とび込こんでくる。

　今こそ決着をつけるときだ。




ＧＭ：クライマックスになります。舞ぶ台たいは村はずれの工房。

ルナ：先回りして待まち受けてることにしてもいいかい？

ＧＭ：ああ、いいですね。では、みなさんが工房の中で待ち構かまえていると、そこに血相を変えたバルテルとボリスが入ってきます。

ルナ：おやおや、ずいぶんと遅おそかったね。あんまり遅いから、待ちくたびれちまったよ。

ＧＭ：みなさんに気づいたボリスが、憤ふん怒ぬの表ひよう情じようで言います。「やはり貴き様さまらだったのか……！　よくもやってくれたな！」

チャイ：あなたたちの悪行もここまでっちゃ！

エメリー：神しん妙みようにするですぅ！

ＧＭ：すると、今度はバルテルが叫さけびます。「くそっ！　旅の神官ってのは嘘うそだったのか！　てめえら、いったい何者だ!?」

ファング：……そういえば、バルテルはエメリーの嘘、思いっきり信じてたんだっけか（笑）。

チャイ：馬ば鹿かっちゃー（一同笑）。

ＧＭ：バルテルの不ふ甲が斐いなさに、ボリスは忌いま々いましそうに言います。「だから言っただろう！　右みぎ腕うでが銃じゆうの男を探さぐってる時点で、ただの旅の神官なんかであるわけがないんだよ！」

エメリー：そのとおり！　アタシは旅の神官などではないのですぅ！

ＧＭ：「なんだと!?　なら、てめえはいったい？」バルテルが聞いてくる。

エメリー：アタシは……聖せい女じよ！（一同爆ばく笑しよう）

ファング：そんでもって、その愉ゆ快かいな仲間たちだ。

ルナ：愉快な仲間たちって（笑）。

ファング：もう、どうにでもなれって気分になってきたんでな（笑）。

ＧＭ：あまりにも予想外の答えにバルテルは目を白黒させます。そんな彼かれを無む視ししてボリスがルナに聞く。「女、なんで右腕が銃の男を捜さがしてる？」

ルナ：なら、ファングをちらっと見る。

ファング：用があるのはオレだ。右腕が銃の男には借りがあってな。そいつを返すために捜してるんだよ。

ＧＭ：「そうかい。なら、もったいねえことをしたな。せっかくパイソンと会えたのに、見み過すごすなんてよ」にやりと笑うボリス。

エメリー：会ってるって……まさか。

ＧＭ：「分からなかったか？　まあ、仕方ねえか。あの時は右腕が銃じゃなかったしなぁ」ここで、村長の屋や敷しきですれ違ちがった旅商人の男の姿すがたが、カットバックします。

ルナ：やっぱりかー！

エメリー：本当に目の前ですれ違ったのにぃ！

ルナ：すまん、ファング！　村長の屋敷ですれ違った男のことを教える。

ファング：こっちは顔が分かってなかったからな。右腕を銃以外に換かん装そうできるっていうなら、気づかなくてもしかたないさ。気にするな。

エメリー：ファングさーん！

ファング：容よう姿しを確かく認にんできただけでも、収しゆう穫かくとしては上出来さ。あとは……目の前の敵てきをぶちのめして追うだけだ。

ＧＭ：「そいつは無理な話だ。お前らはここで死ぬんだからな！」ボリスがベルトからナイフを抜ぬきます。

ルナ：言うじゃないか。ほえ面づらかかせてやるよ！　精せい神しんを集中して、魔ま法ほうを放つ準じゆん備びをする。

ＧＭ：「花を燃もやされたのは痛いた手でだが、十分な量の薬はできた。潮しお時どきってやつだな。次はもっとうまくやってやる」

チャイ：うわー。これ、バルテルの死し亡ぼうフラグ立ってるっちゃ（笑）。

ＧＭ：はい正せい解かい（笑）。「ボリス、何を言って──」と、バルテルの言葉が唐とう突とつに途と切ぎれます。気づくと彼の首くび筋すじには、ボリスの放ったナイフが突つき立っている。即そく死しですね。

ルナ：ああ、やっぱりか。

ファング：さらば、バルテル。

ＧＭ：「てめえはもう用よう済ずみだ。最後まで役立たずだったぜ」吐はき捨すてるように言うと、ボリスはみなさんへ向き直ります。

エメリー：うゆっ!?

ＧＭ：「お前たちも皆みな殺ごろしだ。オレたち、バルムンクの邪じや魔まをしたこと後こう悔かいしてくたばれ！」新しいナイフを抜き、構かまえます。さらに、胡狼会のチンピラとは雰ふん囲い気きの違ちがうフードつきのローブに身を包んだ男がふたり現あらわれます。ボリスの部下です。

チャイ：おっと、バルムンク！

ルナ：だけど、私わたしたちはまだバルムンクを知らないんだよね（笑）。

ファング：親父殿が残した言葉がそれかもって推すい察さつできる程てい度どだな。

エメリー：じゃあ、適てき当とうに言えますね。バルムンク!?　ま、まさか大陸崩ほう壊かいを狙ねらう、魔ま族ぞくの使いだというのですか!?

一同：ちょっ!?

ＧＭ：合ってますね。合ってるんですけど……（笑）。

チャイ：うちら知らないから、突つっ込こみしか返せないっちゃ（笑）。

ファング：魔族？　お前は何を言ってるんだ。

ルナ：そんなもん、このアルディオン大陸にはいないだろうが。

エメリー：うゆっ！　本当のことなのにぃーっ！（一同爆笑）

ＧＭ：これは……ひどい（笑）。

エメリー：とにかく、悪い奴やつを問答無用で潰つぶせばいいですよね！

ルナ：聖女聖女。

エメリー：聖女でーす♪（一同笑）

ファング：漫まん才ざいはそこまでにしとけ。敵を仕し留とめるぞ！

ルナ：あいよ。

エメリー：がんばりますぅ！

チャイ：うちらの濡ぬれ衣ぎぬを晴らすため、村の平和を守るため……そして、綺き麗れいな髪かみを手に入れるため、あなたたちを倒すっちゃ！

ＧＭ：「しゃらくせえ！」叫さけぶと同時、ボリスが部下と一いつ緒しよに襲おそい掛かかってきます。戦せん闘とうを開始しましょう。




▼第１ラウンド

行こう動どう値ち

ボリス　　　　　　　　　　10

ファング　　　　　　　　　８

チャイ　　　　　　　　　　８

バルムンク兵士Ａ、Ｂ　　　７

ルナ　　　　　　　　　　　６

エメリー　　　　　　　　　５
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ＧＭ：第１ラウンドのセットアッププロセス。まずはボリスからになります。オリジナルスキル《レッドアッパー》を使用。懐ふところから赤い粉末の入ったアンプルを取り出します。

チャイ：〝レッドラウズ〟っちゃ！

ＧＭ：そのとおり。ボリスがアンプルを地面に叩たたきつけて割わると、〝レッドラウズ〟が室内に広がっていき、それを彼自身と部下のバルムンク兵士が吸すい込こみます。

エメリー：これは……。

ＧＭ：すると血管が浮うき上あがり、目が充じゆう血けつ。身体能のう力りよくが飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようします。具体的には行動値＋10、ダメージ＋５されます。

ファング：うおっ!?

チャイ：パワーアップしたっちゃ！

ＧＭ：ちなみに打ち消します？

ファング：先手を取られるのはきついが……まあ、大だい丈じよう夫ぶだろ。

ルナ：《陣じん形けい》があるから、有利なポジションは取れるだろうしね。

チャイ：うんうん。

エメリー：というわけで、スルー！

ＧＭ：では、薬でハイになったボリスが叫びます。「〝レッドラウズ〟には、こういう使い方もあるのさ！　死と恐きよう怖ふを忘わすれた、無む敵てきの兵士を量産するっていうな！」




　狂きよう気きに歪ゆがんだ笑えみを浮うかべ、ボリスが哄こう笑しようする。

　そして、それに呼こ応おうするかのように、バルムンクの兵士たちが、血走った目でファングたちを睨にらみつける。




ファング：なにが無敵の兵士だ。薬をキメてラリってるだけじゃねえか！　そのふざけた思いこみ、吹ふっ飛とばしてやるよ！　ライフル──ハウリングを構かまえて叫ぶ。

ＧＭ：「できるもんならやってみな！」と叫さけんで、ボリスは終しゆう了りよう。次はそちらの番です。

チャイ：《ストロングスタイル》を使うっちゃ。シャキーンとボディからフリルが出てきて乙おと女め力りよくがアーップ！　戦せん闘とう力もぐーんとアーップ！

ＧＭ：ふ、フリルですか？

ファング：それに乙女力って？

チャイ：乙女力が上がると、敵が見とれて隙すきができる。それを突つくことで攻こう撃げきの威い力りよくが上がるっちゃ！

ファング：そ、そうなのか。すごいな、フリルの乙女力（一同笑）。




　この後、ＰＣたちは《陣形》を使用。

　脱だつ兎との如ごとくチャイとエメリーが走り出し、バルムンク兵士にエンゲージ。ライフルを持つファングはその場から動かず、ルナは横に一メートル移い動どうして、エンゲージから離はなれる。




ＧＭ：これでセットアッププロセスは終了。イニシアチブプロセス。行動値20になったボリスが先手を取ります。

チャイ：は、速いっちゃ!?

ＧＭ：ムーブアクションで《高こう速そく準じゆん備び》により《バッドステータス付ふ与よ：スタン》を使用。そして、マイナーアクションで《インベナム》、メジャーアクションで《ワイドアタック》を使って、チャイとエメリーに射しや撃げき攻撃。

ファング：短たん剣けんを投げてくるのかっ!!

ＧＭ：はい。さらに《ストライクスロー》でダメージも上がりますし、１点でもダメージが入ったら、［スタン］と［毒］が入ります。［毒］の効こう果か強度は２です。

ルナ：また渋しぶい攻撃を。

チャイ：敵全員が先に動いてくるし、［スタン］が厄やつ介かいっちゃね。

エメリー：［毒］も地味に痛いたいですぅ。

ＧＭ：「くははっ！　この〝ベノム〟のボリスの毒で、仲良くあの世に逝いくがいいぜ！」素す早ばやい動きでふたりに向かって、短剣を投げつけるボリス。命中判はん定ていは……（ダイスを振ふる）達成値17です。

チャイ：普ふ通つうに振って（ダイスを振る）……ダメっちゃー。

エメリー：アタシも達成値８で失敗。なので、チャイさんを《カバーリング》ですぅ。「仲間には手を出させませんよぉ！」と身体を張はって守る！

チャイ：ごめんっちゃ。

エメリー：これも聖女の役目！　さあ、ダメージ来なさい！

ＧＭ：毒で刀身が濡ぬれている短剣が、エメリーの脚あしに突つき刺ささります。ダメージロールは31＋４Ｄです。くらえ！（ダイスを振る）　うおー、出目が悪い！　４Ｄ振って８か！

ファング：これはひどい（笑）。

ＧＭ：39点の物理ダメージです。

ファング：それだと、がんばればノーダメージでいけるかも？

エメリー：そうですねぇ。……よし、《プロテクション》にフェイト２点を入れて６Ｄ軽けい減げんします。出目が走れば、十分ダメージ０を狙ねらえます！

チャイ：エメっち、がんば！

エメリー：もうあの時のようにはさせない！　（ダイスを振る）うゆっ、ダメダメだー!?　合計34点止めて５点通し。《カバーリング》したのでダメージ２倍の10点ダメージです。

ＧＭ：では、短剣が突き刺さった箇か所しよの肌はだが、どす黒く変色していきます。［スタン］と［毒］が入ります。

エメリー：あうあう[image: ][image: ]。

ファング：だが、これで奴は無手だ。次の武ぶ器きを準備するまで──。

ＧＭ：と、ボリスはニヤリと笑うと腕を素す早ばやく引きます。するとエメリーに刺さっていた短剣がひとりでに引ひき抜ぬかれ、紐ひもでも付いているのか再ふたたびボリスの手に戻もどっていきます。オリジナルのエネミースキルの《スピンショット》の効果で、再び装そう備びし直します。

ファング：なんだってっ！

ルナ：何回でも射撃できるってわけか。

チャイ：そ、それより、エメっちが！

エメリー：アタシのことは気になさらず。チャイさんの顔に傷きずがつかなくてよかったですぅ。

チャイ：それは嘘うそっちゃ（笑）。

エメリー：ちょっと、何故なぜそこで疑うたがうんですかー!?（一同爆笑）　聖女に妄もう想そうはあるけど、嘘はないですよぉ！

ファング：思いっきりバルテルのこと騙だましてたような……。

エメリー：悪人は騙してもいいんです（きっぱり）。

一同：おいっ！（笑）

ＧＭ：えーっと、先に進めてもいいですか？（笑）

エメリー：あっ、はい。

チャイ：どうぞどうぞ（笑）。

ＧＭ：〝レッドラウズ〟で超ちようハイテンションになったバルムンク兵士二体が動きます。シャキーンとミスリルバグナウを構えて、飛びかかってくる。

エメリー：はーい、おいでおいでー。

ＧＭ：まずバルムンク兵士Ａから。《脚あし止どめ》でエンゲージを封ふう鎖さして殴なぐり合あいだ。《連続攻撃》で……エメリーに攻撃します。［スタン］でリアクションのダイスが減へってるし。

エメリー：ああ、やはり運命から逃のがれられないのですねぇ！　さぁ、かかってきなさい！

ＧＭ：まず一発目。命中判定は（ダイスを振る）……達成値14。

エメリー：普通なら避さけられる可か能のう性せいもありますけど、［スタン］中だと無理ですよぉ！

ＧＭ：［スタン］ありがとう！（笑）ダメージは、28点の物理ダメージ。

エメリー：その程度なら《プロテクション》はなしで。そのまま受け止めて、８点ダメージ。残りＨＰ34点ですねぇ。まだまだ余よ裕ゆうですぅ！

ＧＭ：硬かたいなー。二発目もエメリーに。打つべし、打つべし！（ダイスを振る）おっ、クリティカルしました！

エメリー：ぎゃー!?

ファング：タコ殴なぐりだな。

ＧＭ：（ダイスを振る）でも、ダメージロールは出目が悪い。何故こんなに悪いのか。38点の物理ダメージ。左のジャブに続いて、右のストレートがエメリーにヒットします。バグナウの爪つめがエメリーの身体をうがつ！

エメリー：《プロテクション》ですぅ。（ダイスを振る）【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と合わせて35点止まります。ダメージは３点。「聖女バリアー！」と、魔ま力りよく障しよう壁へきを展てん開かいして攻撃を防ふせぎました！

ＧＭ：全然ダメージが通らない（笑）。

エメリー：まだ全然平気ですよぉ！　もうふんぞり返って、余よ裕ゆうをアピールしちゃいます。

ＧＭ：なら、バルムンク兵士Ｂもエメリーを殴りにいこう。メジャーアクションで《連続攻撃》！　まず一発目（ダイスを振る）……クリティカル！

エメリー：なんですとー!?

ファング：すごーい！

エメリー：ＧＭ、ルナには出目優やさしいのに、アタシにはすごく厳きびしい！

ＧＭ：エメリー相手だと、何か出目が走るんですよね。ダメージは39点の物理ダメージです。

エメリー：自分に《プロテクション》。（ダイスを振る）６点食らいました。

ＧＭ：本当に硬い！　二発目行きます！（ダイスを振る）あー、しょぼい。達成値11。

エメリー：でも、ふらふらなので当たっちゃう。［スタン］さえなければ！　きーっ！

ＧＭ：［スタン］入れておいてよかったです（笑）。ダメージはさすがに下がって、30点の物理ダメージ。

エメリー：10点受けますけど、残りＨＰ15点で耐たえました！




　ボリスと部下たちの攻撃のすべてを、エメリーは受け止めきった。

　傷きずつきながらも一歩も退ひかない彼かの女じよの姿すがたに、敵が気け圧おされる。




ＧＭ：「こいつ、なんてタフさだ！」集中攻撃したのに倒たおれないエメリーに、ボリスがびびります。

エメリー：残念。この程度でアタシに膝ひざをつかせることはできませんよ！　痛いたみに耐たえて、その場で仁に王おう立だち！

ファング：やるな。オレだったら、２発目ぐらいでグロッキーしてるぜ。

チャイ：エメっちはいい壁かべ役やくっちゃ。

エメリー：ふふっ、お任まかせあれぇ！

ＧＭ：四回殴なぐって二回も命中判定でクリティカルという、アリアンロッド人生で最高の出目だったのに、ひとりも倒せずとは。残念、こちらの攻撃はこれで終わりです。

ファング：よし、今度はこっちの番だ。チャイ、先に行く。

チャイ：はいはーい。

ファング：メジャーアクションで《ワイドアタック》。錬れん魔ま弾だんを装そう填てんして、バルムンク兵士Ａ、Ｂに攻撃。演えん出しゆつは……外れたら悲しいので後で（一同笑）。

ルナ：おいおい。最初の勢いきおいはどうしたんだよ（笑）。

ファング：いきなりクリティカル連発されて、ビビッちゃって（笑）。命中判定は（ダイスを振る）……20。

ＧＭ：クリティカル出ろ！（ダイスを振る）　うーん、全然ダメですね。Ａ、Ｂ両方とも命中しました。

ファング：ここで一気にいく。《ピアシングストライク》に、フェイト３点も乗せる！

チャイ：ファングが本気っちゃ！

エメリー：選ばれた戦士であるあなたなら、やれますよ！

ファング：悪いが、オレは運命とか信じてないんだ（笑）。

ＧＭ：〝運命のフエ精霊王のイ加護ト〟を使ってるのに（一同爆笑）。

ファング：細かいことは気にしない！　ダメージロール！（ダイスを振る）　41点の物理ダメージだ。オレの相あい棒ぼうハウリングが、うなって吼ほえる！
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ＧＭ：放たれた弾だん丸がんが次々とバルムンク兵士を射い貫ぬきます。こいつら、【物理防御力】はそこそこあるんですよね。24点のＨＰダメージが入りました。

ファング：意外と硬かたかったな。これでオレは出がらしだ。あとは任まかせた！

チャイ：次はうちだけど、ここは待機して、ルナの範はん囲い魔ま法ほうを待ちで。

エメリー：では、ルナ先生お願いしますぅ。

ルナ：任せな。こいつらはここで完かん膚ぷなきまでに潰つぶす。王蛇会に喧けん嘩か売ったらどうなるか、教えてやるよ！

ＧＭ：ルナが叫ぶとボリスが、「王蛇会だ？　ちんけな犯はん罪ざい組そ織しきが粋いきがるんじゃねえよ。あの世でお前の母ちゃんに詫わびるがいいさ！」と返します。

エメリー：おおー、なんという挑ちよう発はつ！

ルナ：残念だけど、ここで死ぬつもりはないんだ。それにマムはそう簡かん単たんには死なないよ。

ＧＭ：「はっ！　いつまでその余裕が続くか楽しみだぜ！」

ルナ：そんなのずっとさ！　まずは邪じや魔まな部下ふたりを潰す。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《エアリアルスラッシュ》。命中判定は……（ダイスを振る）やっぱり出目が微び妙みようだね。でも、達成値21だ。

ＧＭ：回かい避ひはクリティカルのみですね。てい（ダイスを振る）。両方とも当たりました。

ルナ：《ファランクスアタック》使用。フェイトも２点注つぎ込こんどくか。これで28＋７Ｄ。うら！（ダイスを振る）

ファング：おっ、これは結けつ構こう、出目がいいんじゃないか。

ルナ：とりあえず及きゆう第だい点てんって感じだね。51点の〈風〉属ぞく性せい、魔法ダメージ。

ＧＭ：【魔法防御力】は５点しかないんですよね。46点入りました。手負いだし、耐たえられない。




　ルナの魔力が膨ふくれあがり、風の刃やいばが嵐あらしのごとく荒あれ狂くるう。

　あまりの威力にルナ自身も吹ふき飛とぶかに思われたが、鎧よろいの重量を巧たくみに利用して身体を安定させる彼女は、微み塵じんも揺ゆらがない。




ＧＭ：ルナの放った〈風〉の魔法によって、バルムンク兵士は二体とも戦闘不能になりました。

チャイ：ルナっち、やるー！

ルナ：ざっとこんなもんさ。

ＧＭ：「まったく使えない部下共だぜ。やっぱり信用できるのは自分だけってことか」

ルナ：言うねー。部下を大事にしない上司は出世しないよ？

ＧＭ：「説教するんじゃねえよ！」と、彼は怒ど鳴なり散ちらして、素早く動き出します。部下が全ぜん滅めつしたので、《アデンダム》で追加行動を得ます。

エメリー：おっと。

ファング：……こいつだな。その《アデンダム》を《インタラプト》だ。ボリスの動きを射撃で牽けん制せいするぜ。




　ボリスが動き出す直前、獣けものの咆ほう哮こうのような銃じゆう声せいが鳴なり響ひびき、彼の足元を弾丸が抉えぐった。

　突とつ然ぜんの射撃にボリスの動きが止まる。




ＧＭ：「くそっ！　俺おれの動きを封ふうじるとはこしゃくな……！」

ファング：残念だったな。お前はすでに、オレの咆哮に捕とらわれてるぜ！

ＧＭ：ファングの言葉に、ボリスはギリギリッと歯は噛がみします。次は──。

エメリー：はーい、アタシですよぉ。ムーブアクションで、ボリスのエンゲージに移動しておきます。マイナーアクションは毒消しをごくごくと飲んで、［毒］を回かい復ふく。

ＧＭ：毒消し持ってるのか！　がーん、戦・術・崩・壊！（一同笑）

エメリー：残念でしたねぇ（笑）。メジャーアクションで《ヒール》を自分に。発動は……あぶなっ!?　出目３、危あやうく失敗するところだった！

ＧＭ：失敗してもいいんですよ？

エメリー：お断ことわりですぅ！（ダイスを振る）29点回復しました。

ＧＭ：これはきつい。ボリスが思わずしかめっ面になりました。「ちっ、用意のいい奴だぜ」次は待機していたチャイの行動です。

チャイ：フリルがついた《ストロングスタイル》のスーパーチャイの力を見せるっちゃ！　ムーブでボリスに接せつ敵てき。マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《ペネトレイトブロウ》。

エメリー：おおっ！　ついにチャイさんの本気が!?

チャイ：本気も本気。《ボルテクスアタック》も使うっちゃ！

ＧＭ：チャイも切きり札ふだを使いますか。かなりのダメージがきそうです。

チャイ：命中判定にフェイト１点入れて……（ダイスを振る）命中の達成値19だっちゃ！

ＧＭ：ここでクリティカルすると、一気に有利になるんだけど……（ダイスを振る）まあ、しません（笑）。

エメリー：チャイさん、やっちゃって！

チャイ：イエス！　ダメージロールで、《スラッシュブロウ》にフェイト２点も入れて52＋10Ｄ点。さらに防ぼう御ぎよ力りよく無視っちゃ！

ＧＭ：なんだか、すごいことになってるんですけど（笑）。

チャイ：これがうちの必殺ガーリースペシャル！（ダイスを振る）88点の物理ダメージ！

一同：おおー！




　チャイは素早くボリスとの間合いを詰つめると、高速回転。

　通つう常じようの三倍の速度で、全身を使って強きよう烈れつな体当たりをぶちかます！




チャイ：これでどうだっちゃ！

ＧＭ：せめて【物理防御力】が効きいていれば……。ごっそりＨＰを削けずられました。痛つう烈れつな一いち撃げきを受け、ボリスは思わずたたらを踏ふみます。「なんて馬ば鹿か力ぢからだ！　見た目はヘンテコだが、こいつ、強い!?」

ファング：耐たえたか。まあ、さすがに一発では倒たおれないよな。

チャイ：うちもまだまだ、乙女力が足りないっちゃね。




▼第２ラウンド

行動値

ボリス　　　　　　10

ファング　　　　　８

チャイ　　　　　　８

ルナ　　　　　　　６

エメリー　　　　　５
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ＧＭ：２ラウンド目のセットアッププロセスになります。ボリスは《レッドアッパー》を使用。部下はいなくなったけど、自じ己こ強化のために使います。「くっ、まさか二本目を使うことになるとはな」

ファング：はっ！　薬に頼たよらないとなにもできないのかよ？

ＧＭ：「うるせぇっ！　ガキどもが粋いきがるんじゃねぇぞ！」

チャイ：じゃあ、そのガキの力を見せてあげるっちゃ。《ストロングスタイル》！　フリルに続いて、今度は背せ中なかから妖よう精せいの羽根を模もした飾かざりがシャキーン！

エメリー：どんどん豪ごう華かに（笑）。

ＧＭ：「へっ、そんなもので俺は惑まどわされたりしねぇ！」ボリスが吼ほえます。とはいえ、［毒］は回復されちゃったんですよね。とほほ。

エメリー：むふふ（笑）。

ＧＭ：仕方ないから戦法を切きり替かえましょう。ムーブアクションで《高速準備》から《ベノムマジック》。

ファング：何だ、それ？

ＧＭ：そのメインプロセス中に与あたえるダメージを、〈無〉属性の魔法ダメージに変へん更こうするオリジナルスキルです。シナリオ中に一回しか使えないけど、使っちゃいます。

エメリー：魔法ダメージは、その……止めませんか？（一同笑）

ＧＭ：却きやつ下か（笑）。マイナーアクションで《インベナム》、メジャーアクションで《ワイドアタック》を使って、エメリーとチャイを攻撃します。

ファング：ふっ。だが、エンゲージされては自じ慢まんの投とう射しやも使えまい。《ストライクスロー》も効果がないはずだ。

ＧＭ：残念でした。ボリスが舞まうように身体を翻ひるがえすと、手から離はなれた短剣が円を描えがくように飛んできます。というわけで《零ぜろ距きよ離り射撃》の効果で、エンゲージにも射撃攻撃です。

ファング：なんだってっ！

ＧＭ：「死にやがれぇえええ！」命中の達成値は21！

エメリー：クリティカルのみですぅ。（ダイスを振る）11で回避失敗。

チャイ：12で失敗だっちゃ。

エメリー：うーん……チャイさん、《カバーリング》しましょうか？

チャイ：んー、大丈夫。ここは自分で受けておくっちゃ。ＨＰもまだ減ってないしね。

エメリー：はーい。

ＧＭ：ダメージ行きます。それ！（ダイスを振る）　そこそこか。44点の〈無〉属性、魔法ダメージです。

エメリー：自分に《プロテクション》。合計23点軽減して、ダメージは21点。倒れはしませんが、また［毒］ですね。

チャイ：うちは36ダメージ＋［毒］。残りＨＰ15で耐たえたから、ここで《ソウルバスター》！

ＧＭ：くはっ!?

チャイ：乙女のほっぺにナイフを刺さすなんてひどいっちゃ！　お返しにパンチをお見み舞まいするっちゃ！

ＧＭ：「ほっぺ……どこだ？」

チャイ：うるせー！（一同爆笑）　傷きずついた乙おと女め心ごころの痛みを知るといいっちゃパーンチ！

ＧＭ：「がふっ!?」勢いきおいよく放たれたチャイのアッパーカットが、ボリスの顎あごにクリーンヒット。大きくつんのめりました。36点のＨＰロス……痛い。

ファング：もう一ひと押おしってとこか。錬魔弾を使って撃うつ！




　チャイの思わぬ反はん撃げきに怯ひるんだところに、ファングの放った弾丸がボリスの身体を抉えぐる。

　だが──。




ＧＭ：「どうした、この程度か？　こんなんじゃあ、俺は倒たおせねえぜ！」傷だらけ、血まみれになりながらも、ボリスは凄せい絶ぜつな表情で叫びます。

ファング：その執しゆう念ねんだけは認みとめてやる。だが、もうそろそろ眠ねむれ！

ＧＭ：「まだまだ！」傷つきながらも、ボリスの目はギラギラとしたままです。次はチャイの行動。

チャイ：［毒］のＨＰロスを受ける覚かく悟ごで全力全開っちゃ！　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》。命中にフェイト１点入れて……（ダイスを振る）おおっ、クリティカル！

ルナ：チャイ、絶ぜつ好こう調ちようだね（笑）。

ＧＭ：勘かん弁べんしてくれー（一同笑）。




　チャイの拳こぶし、ルナの魔法と立て続けの攻撃がボリスを襲おそう！

　次第にボリスの表情に焦あせりが見え始める。




ＧＭ：「く、くそっ！　この俺が押おされているだと!?　ありえねえ……こんなことはあっちゃならねえことだぜ！」

ルナ：余裕が続かなかったのはあんたの方だったね。王蛇会のシマを荒あらしたこと、後こう悔かいして地じ獄ごくに落ちな！

ＧＭ：「くそったれがー！」憤ふん怒ぬと焦しよう燥そうに顔を歪ゆがめて、ボリスが叫びます。

エメリー：次はアタシですねぇ。マイナーで二本目の毒消しを飲みますよぉ。

ＧＭ：やめてー！（笑）

エメリー：いやー、毒消しを買っておいてよかったですぅ（笑）。

ルナ：なかったら、結構やばかったかもね。口ぶりからするに、［毒］前ぜん提ていのスキルも持ってるみたいだし。

エメリー：ですね。メジャーアクションは、チャイさんに《ヒール》です。発動判定は（ダイスを振る）……えっ、ファンブル!?（一同笑）

ＧＭ：これはおいしい（笑）。

エメリー：いやいやっ！　フェイトを使って振ふり直しますよぉ！　（ダイスを振る）はい、今度は普通に成功です。ＨＰ22点回復ですね。

チャイ：エメっち、ありがとー！

エメリー：どういたしましてー。ふう、危あぶなかった。一いつ瞬しゆん、アタシの中の邪じや悪あくが邪魔してきましたよ。

ファング：さて、次行こうか。

エメリー：だから、スルーはやめてくださーい！（一同爆笑）

ＧＭ：第２ラウンド終了です。クリンナッププロセスになるので、［毒］を受けている人は、10点のＨＰロスを受けてください。

チャイ：あいたたっ。う～、《インデュア》取っておけばよかったっちゃ。




▼第３ラウンド

行動値

ボリス　　　　　　10

ファング　　　　　８

チャイ　　　　　　８

ルナ　　　　　　　６

エメリー　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：３ラウンド目のセットアップです。ボリスはやはり《レッドアッパー》。

チャイ：《ストロングスタイル》！　第三形けい態たいは、頭から王おう冠かんがシャキーン！（笑）

ＧＭ：フリルに妖よう精せいの羽根飾り、さらに王冠まで……（笑）。

ファング：もう訳わけわかんないな（笑）。

チャイ：チャイ自身もよく分からなくなってるっちゃ（一同笑）。

ＧＭ：では、ボリスのメインプロセス。ようやくこれが使える。ムーブアクションで《高速準備》＋《インベナム》。マイナーアクションでオリジナルスキルの《ベノムブースト》。メジャーアクションは《ワイドアタック》です。

エメリー：うゆ？　新しいスキルが出てきましたね。

ＧＭ：ボリスのオリジナルスキルで、すでに対象が受けている［毒］の効果強度を＋２する効果があります。ちなみに、この効果は累るい積せきしますよ。

チャイ：ということは、うちがその攻撃を受けたら［毒］の効果強度が４に！

ルナ：そうなるとクリンナップのＨＰロスが20点になるわけか。それ、長期戦になるほどきついね。

ファング：〝ベノム〟のふたつ名は伊達だてじゃないってことか。

エメリー：うんうん。いやー、毒消し持っててよかったですねぇ。

ＧＭ：くそー。えーい、とにかく少しでも足あ掻がいてみせますよ！　ボリスの攻撃。対象はエメリーとチャイ。命中判定行きます。たぁっ！　（ダイスを振る）び、微妙……達成値19。

エメリー＆チャイ：回避失敗！

エメリー：チャイさんを《カバーリング》。「あぶなーい！」と、攻撃の軌き道どう上に盾たてを割わり込こませましたぁ。

ＧＭ：では、ダメージ。んー、はっ！（ダイスを振る）

一同：おお───っ!?

チャイ：社長、すっごい優しい！

ファング：これは今回最悪の出目だな。１、１、１、１、２（一同笑）。

ＧＭ：な、なんという。37点の物理ダメージです。これは、通らないかもしれませんね……。

エメリー：《プロテクション》です！　せや！（ダイスを振る）ああ、惜おしい。16点軽減＋【物理防御力】20点で36点止め。１点だけ通っちゃいました。




　だが、エメリーは［毒］を受けていなかった。

　よって、［毒］の効果強度は２のままである。




ＧＭ：［毒］の効果強度は上がらないし、ＨＰダメージも１点だけか……（一同笑）。

エメリー：でも、もう毒消しはないですよ？

ＧＭ：やっとスタート地点に立った気分です。次は、ファングとチャイですね。

ファング：おう。錬魔弾でズキューンと射撃。命中判定は21だ。

ＧＭ：一回ぐらいクリティカルで回避を……（ダイスを振る）……ダメでしたー！

ファング：《ピアシングストライク》して、38点の物理ダメージ！

ＧＭ：23点食らいました。これは……やばい！　かなりやばい！

ファング：そろそろ限げん界かいみたいだな。一発撃つごとに、オレの怨おん念ねんがお前を絡からめ取とるぜ！

エメリー：恥はずかしいセリフですねぇ。

ファング：お前にだけは言われたくないぞ!?（一同爆笑）

エメリー：おほほ（笑）。

チャイ：次はチャイっちゃ！　いつもの《スマッシュ》＋《ペネトレイトブロウ》で攻撃。えい！（ダイスを振る）命中は低いなー。14っちゃ。

ＧＭ：おっ、それだったらいける!?（ダイスを振る）　達成値13！　１点足りないっ!!

チャイ：輝かがやけ、うちの乙女心！　35点、物理ダメージ！　【物理防御力】は無視するっちゃ！

ＧＭ：うぐっ！　素す抜ぬけだと……ダメ。耐えられません。戦闘不能です！

一同：やったー！

ＧＭ：チャイの放ったパンチは、ボリスの顎あごを綺き麗れいに捉とらえて、彼の意い識しきを刈かりとります。ゆっくりと──まるでコマ送りのように、ボリスの身体は崩くずれ落おちます。というわけで、戦闘終了です。

ルナ：ふう。毒消しがあったから楽にやれたけど、なかったらと思うとゾッとするね。

ＧＭ：毒消しさえなければ！

チャイ：ご愁しゆう傷しよう様さまっちゃ（笑）。

ファング：さて、戦闘が終わったなら、尋じん問もんタイムだ。ボリスをたたき起こして、胸むなぐらをつかんで言う。右腕が銃の男……パイソンについて知っていることを洗あらいざらい話してもらうぜ！

ＧＭ：すると、ボリスはにやりと笑い、「残念だが、それはできねえな。地じ獄ごくで先に待ってるぜ」と告げ、奥おく歯ばに仕し込こんでいた毒のカプセルを噛かみ割わって自殺してしまいます。

エメリー：うわっ!?

ファング：おい、待て！　お前にはまだ聞きたいことが──。

ルナ：やめな！　もう死んでる。

ファング：くそ！　ようやくつかんだ手て掛がかりだったってのに！

エメリー：うゆぅ……。

チャイ：ファングっち……。

ルナ：まさか、自分で命を絶たって秘ひ密みつを守るとは……。バルムンクって連中、かなり厄介そうだね。

ＧＭ：ボリスが死に、何とも言えない沈ちん黙もくが降おりたところでシーン終了です。エンディングに移うつりましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆再びそれぞれの道へ




　村はずれの工房。

　室内を満たしていた静せい寂じやくが、突とつ然ぜんの銃じゆう声せいによって破やぶられた。

　続いて聞こえてきたのは蹄ひづめの音。

　カームヒルに、錬れん金きん騎き士し団だんの部隊が突とつ入にゆうしてきたのだ。

　見知らぬ騎士の指し揮きの下、彼らは胡こ狼ろう会かいの残ざん党とうを打うち倒たおしていく。




ＧＭ：では、エンディングです。全員登場になります。ボリスが死亡して、静寂が降りた直後。外から銃声と馬の蹄の音、さらに怒ど号ごうや悲鳴が聞こえてきます。

ファング：なんだ？　適当な窓まどから外の様子をうかがう。

ＧＭ：すると、外で錬金馬に乗った銃騎兵が、胡狼会のゴロツキたちを駆く逐ちくしている光景を目もく撃げきします。

ルナ：錬金騎士団！

ＧＭ：そうです。

エメリー：ゴロツキたちが逃にげながら叫さけんだりしてるわけですね。「れ、錬金騎士団だ、逃にげろー!?」

ファング：それで、銃騎兵がそれを追いかけてると。「抵てい抗こうする者は容よう赦しやなく撃うて！　ひとりも逃がすな！」

ＧＭ：ゴロツキたちの反はん応のうはさまざまですが、抵抗する者は容赦なく倒たおされ、投とう降こうした者は拘こう束そくされていきます。

ルナ：戦力が違ちがいすぎる。こりゃ、胡狼会は終わりだね。

エメリー：でも、どうしてここに錬金騎士団が？

ファング：……可能性があるとすれば、ゲオルグだろうな。

エメリー：チャイさんを送おくり込こむのと同時に、外に部隊を待機させてた？

ＧＭ：そうです。村人に畑にある赤い花を燃もやしてもらったじゃないですか。その煙けむりで異い常じようを察して、突入してきたんですよ。

チャイ：そういうことっちゃか！

ＧＭ：錬金騎士団の銃騎兵たちは、瞬またたく間まに胡狼会を殲せん滅めつすると、みなさんのいる工房までやってきて、正面の出入口を封鎖します。

ファング：手て際ぎわがよすぎだよ。

エメリー：このままだと、アタシたち捕つかまっちゃいます？

ＧＭ：捕まるでしょうね。チャイもゲオルグが秘ひ密みつ裏りに依い頼らいしているだけで、まだ一いつ般ぱんに無む罪ざいの通達がされているわけではないので、このままだと捕まります。

チャイ：がーんっ！

ＧＭ：わざと捕まって、ゲオルグに連れん絡らくを付けてもらえるように頼たのむって手はありますが、どうします？

チャイ：いやいや！　逃げる！　今すぐ逃げるっちゃ！

エメリー：そうですね。捕まって死し刑けいになるわけにはいきません！

ファング：オレもここで捕まるわけにはいかねえ。

ルナ：よし、とっととずらかるよ。表が塞ふさがってるなら裏うらからだ。山の中を突つっ切きれば、馬じゃ追ってこられないだろう。

ＧＭ：では、みなさんが裏うら口ぐちへ向かおうとすると、銃騎兵たちが工房の中に入ってこようとします。

ファング：させるかよ！　ハウリングで入り口の梁はりをぶっ壊こわして、瓦が礫れきで埋うめていいか？

ＧＭ：分かりました。では、特とく徴ちよう的てきな銃声が鳴なり響ひびき、弾丸は狙ねらいどおりに命中。工房の入り口が崩くずれて、瓦礫で埋まりました。撤てつ去きよに時間がかかるので、脱だつ出しゆつの時間稼かせぎにはなりますよ。

ファング：よし。ハウリングを担かつぎ直して、みんなに言うぞ。……とっとと逃げるぞ。

エメリー：ああ、アタシの中の邪じや悪あくな存そん在ざいが過か酷こくな運命を呼よぶのね！

チャイ：髪かみの毛けがもらえると思ったのにー！

ルナ：無む駄だ口ぐちたたいてないで、急ぐんだよっ！（笑）




　工房を脱出した一行は、そのまま森の中へと姿すがたを消す。

　明日をも知れぬ逃とう亡ぼう者しやたちは、それぞれの目的を胸むねに走る。

　彼らの明日に待っているのは、光か、それとも闇やみか。

　その答えを知る者はいない──。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』

第一話「悪あく魔まの赤き雫しずく」

─了─
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◆Preplay 01◆〝Ｊ〟の逆襲！




　第一話を終えて。

　カッコよくハードボイルドなリプレイにしようという思おも惑わくは、乙女おとめの心を持ったボール型エクスマキナと、天使を自じ称しようするドゥアンの少女によって打うち砕くだかれたかに見えた。

　だが、そんなことでくじけるわたしではない！

　───まぁ、結果としてセッションは実に楽しいものになった。ＧＭの思惑がいつも完かん璧ぺきに実じつ現げんするとは限かぎらない。そこが、ＴＲＰＧのいいところである。

　単行本化の計画が早々に決まったため、続いて第二話を収しゆう録ろくすることとなったわけだが、やはりカッコよくハードボイルドなセッションを目指していこうと思う。

　クールなＰＣと愉ゆ快かいなＰＣがうまく組み合わさって、楽しいリプレイになるはず！

　というわけでシナリオを準じゆん備びすること数日、セッション当日はやって来た。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室に集まったのは、わたしを含ふくめた五人である。




ＧＭ：みなさん、おはようございます。

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：本日は、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』の第二話を収録したいと思います。

大おお竹たけ：わー、ぱちぱち。

緑りよく谷や：エメリーをまた使えるなんて嬉うれしいです。

大竹：わたしもチャイをまた使えるんで楽しみにしてきましたー。

かわたな：……また、このおもしろ面子めんつで収録するんですか？

ＧＭ：仕方ないだろう、二話目なんだから。

大竹：今日もハードボイルドなんですか？

ＧＭ：ええ、クールでハードでシビアなリプレイを今回も目指していこうと思ってます。

大竹：大だい丈じよう夫ぶかなぁ？（笑）

緑谷：部長がそんなこと言っちゃだめですよぅ。

かわたな：いや、あんたもだ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：まぁ、プレイヤーのみなさんは、肩かたの力を抜ぬいて好きにやっていただいて結けつ構こうですよ。

一同：はーい。

ＧＭ：では、さっそく今回予告を読んでいきましょう。




●今回予告

　帝てい紀き八一三年九月、

　グラスウェルズで内ない乱らんが勃ぼつ発ぱつ。

　ゴルフォード国内でも、戦争の予感に緊きん張ちようが漂ただよう。

　うごめく陰いん謀ぼうの影かげ、消えた兵士と赤い魔ま薬やく。

　そしてそれは、大陸を巻まき込こむ戦争の序じよ章しようにすぎなかった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』

　第二話「赤き死の花」

　───すべては、竜の石の導みちびきの下に。




藤井：今回はグラスウェルズ内乱の裏うらで事じ件けんが起きてたって話なんですか？

ＧＭ：裏というよりは、その直後の話ですね。グラスウェルズ内乱をきっかけに、この後アルディオン大陸全土を巻まき込こんだ大きな戦いが始まるんですよ。

緑谷：竜輝石戦争ですね。

ＧＭ：戦争が終わった後で、そう呼よばれるようになります。セッションの時期は竜輝石を巡めぐる大きな戦争になると思われてなかったので、竜輝石戦争という呼こ称しようはまだないんです。

かわたな：歴史家が後に、竜輝石戦争と名づけたってことですな。第一次世界大戦も、第二次世界大戦が始まった後に名前がつきましたし、そういうことはありますよね。

ＧＭ：シナリオはその大戦前夜の緊張したゴルフォードでのひとつの事件を扱あつかいます。内乱勃発が九月一九日なので、その直後ぐらいに始まります。

藤井：分かりました。

ＧＭ：前回の事件は帝紀八一三年五月頃ごろでした。みなさんはカームヒルという村で悪事を働いていた胡狼会を倒たおしたあと、村に突とつ入にゆうしてきた錬金騎き士し団だんから逃のがれるため、バラバラに脱だつ出しゆつしています。

藤井：また、散り散りばらばらに。

ＧＭ：はい。オープニングでそれぞれのその後を軽く演えん出しゆつして、ミドルで再さい会かいするという流れです。

緑谷：それが九月下げ旬じゆんというわけですね？

ＧＭ：その通りです。では、ハンドアウトを配ります。




●ハンドアウト

ＧＭ：まずはＰＣ①のファング。

かわたな：はいはい。




▼ファング用ハンドアウト

コネクション：デイン・ベルハルト　　　　関係：取引

　まったくツイてなかった。錬れん金きん騎き士し団だんの腕うでききに、あっという間に包囲され、キミは拘こう束そくされた。もうおしまいだ。

　しかし、現われたベルハルトはキミの話を聞いてくれた。

　彼かれは錬金騎士団の百人隊長で、ナンバー２といっても過か言ごんではない実力者だ。彼はキミに取引を持ちかけるのだった。




かわたな（以下、ファング）：いきなり捕つかまってる!?（一同笑）

藤井：早いなー（笑）。

ファング：くそー、離はなせー！　オレは無実だー！（一同笑）

大竹：拘束されたところで、取り引きを持ちかけられるんだ？

ＧＭ：そうです。昔の上司から助けてやる代わりに、取り引きを持ちかけられます。

ファング：フッ───、




　オレは生きる

　泥どろ水みずをすすっても。

　そう……ヤツを倒して、

　親父殿の仇かたきを討うつまでは、

　死ぬことはできない──。




大竹：モノローグ来たっ！

緑谷：かっこいいー。

ファング：……やっぱり……やりにくいかも（笑）。

ＧＭ：負けるなっ！　ハードボイルド最後の砦っ!!

ファング：は……はい……（一同笑）。

藤井：ちなみに、ベルハルトはどんな人物なんですか？

ＧＭ：錬金騎士団のナンバー２で、ファングとは旧きゆう知ちの間あいだ柄がらです。種族はネヴァーフ、錬金騎士団の中では珍めずらしい魔ま法ほう使つかいタイプですね。

ファング：エライ人？

ＧＭ：はい。ゴルフォードの貴き族ぞくで、新兵だったキミは直ちよく接せつ話をしたことはなかったかもしれませんが、顔は知っています。

ファング：そんな人物が、なんでオレなんかの話を聞く？

ＧＭ：詳くわしいことはオープニング始まってからということで。では次、ＰＣ②のエメロード・ローリングスター。

緑谷（以下、エメリー）：はーい……って、なんで笑うんですか！（一同笑）

大竹：だってー。

ファング：その存そん在ざいだけで笑ってしまう（笑）。

ＧＭ：でも、ＰＣ②はヒロイン枠わくなんですよ。

エメリー：マジですかー！

大竹：明あき澄すみちゃん、がんばって！（笑）

エメリー：でも、ワタシ、一いつ瞬しゆんでヒロインからスピンアウトしますよ？

藤井：自分で言っちゃった（笑）。

大竹：見た目は大だい丈じよう夫ぶだから、黙だまってれば問題ないよ！

エメリー：そうか！　黙っていれば問題ない！

ファング：問題ありまくりだろう（一同笑）。

ＧＭ：えーっと、そろそろいいですか？　じゃあ、読みますよ───。




▼エメロード・ローリングスター用ハンドアウト

コネクション：ジャック・グリフィン　　　関係：懐かい旧きゆう

　ジャックは錬金騎士団に所しよ属ぞくする優ゆう秀しゆうな兵士だった。

　今では除じよ隊たいし、故こ郷きようで親おや孝こう行こうの毎日だ。

　しかし、戦せん乱らんの影はそんな平和な親子をそっとはしてくれず、ジャックは徴ちよう兵へいされる。

　故郷を離はなれ旅立つジャック。ふとしたことから、キミは彼を追うことになる。




大竹：親孝行なジャックさんの身に何が？

エメリー：ジャックさーん！

ＧＭ：くわしいことは、ゲームが始まってのお楽しみということで。

エメリー：なんかやばそうな雰ふん囲い気きがしますね。これは見み過すごせません！　追いますよ！

ファング：ジャックはどんなヤツなんだ？

ＧＭ：錬金騎士団にいた時は、みなさんは新兵でしたから、先せん輩ぱいにあたるのかな。

エメリー：先輩!?

ＧＭ：まぁ、そんな堅かた苦くるしい人物ではないです。何かと気の利きく男で、エメリーとかの面めん倒どうも見ていた感じです。

藤井：なんか、気のいい先輩っぽい感じがしますね。

エメリー：では、いろいろお世話になった先輩ということで！

ＧＭ：次は、ＰＣ③のルナ・チャンドラ。

藤井（以下、ルナ）：はい。




▼ルナ・チャンドラ用ハンドアウト

コネクション：ギィ　　　関係：兄妹きようだい

　新しん興こうの犯はん罪ざい結社〝胡こ狼ろう会かい〟を壊かい滅めつさせたキミは、マムにほめられる。

　しかし、キミの報ほう告こくを受けたマムは、精せい製せいされたレッドラウズがまだ残っていると判はん断だん。引き続きゴルフォードでの情じよう報ほう収しゆう集しゆうを命じるのであった。

　キミはふたたびゴルフォードへと向かう。




ルナ：き、来た───っ!?（笑）

エメリー：おおっ、ギィさんだ！

大竹：藤井さんが喜んでる（笑）。

ルナ：だって、兄きよう弟だい弟で子しっていう設せつ定ていにしたから。

ＧＭ：関係は兄妹と決めてはいますが、感かん情じようは好きに決めていいですよ。

ルナ：このままで大だい丈じよう夫ぶです、はい。

ＧＭ：ちなみに、ギィはシナリオ本ほん編ぺんにはほとんど出てきません（笑）。

ルナ：あれー（笑）。

エメリー：残念！

ファング：登場しないのに、コネクションなんだ？（笑）

ＧＭ：オープニングには登場しますけどね。ちょっとしたしかけを用意したのであえてコネクションにしました。

ルナ：まあ、それならいいや。

ＧＭ：王おう蛇じや会かいから依い頼らいを受けるというのは、前と変わりません。コネクションが毎回同じ人物──オーレリーだと、つまらないでしょ？（笑）

ルナ：はい、わかりました。

ＧＭ：『イェーガー』の唯ゆい一いつのまともな女じよ性せいＰＣなので、がんばってください（笑）。

ファング：妄もう想そう天使と球体ロボだもんなー。

ルナ：がんばります（笑）。

ＧＭ：で、ＰＣ④。チャイ・ガーリー・ブレンドのハンドアウト。

大竹（以下、チャイ）：ひ、ヒロイン枠になれなかったっちゃ！（笑）

ファング：出オチ枠？

チャイ：出オチ枠～!?（一同笑）

エメリー：ヒロイン枠でもスピンアウトすると思うよっ、思うよ！

ＧＭ：出オチではなく、ヒーローっぽい感じになってます。

チャイ：おお、じゃあ期待！

ＧＭ：では、ハンドアウトを読みます───。




▼チャイ・ガーリー・ブレンド用ハンドアウト

コネクション：謎なぞの医者　　　関係：探たん索さく

　キミは旅の道中、ふとしたことから死にかけた女性を助ける。

　その女性は、あるものを「謎の医者」に届とどけてくれと言う。

　死しに際ぎわの頼たのみだ、聞いてやるしかあるまい。

　キミは、その医者がいるというデントンの町へと向かった。




ＧＭ：という、巻まき込こまれ型のハンドアウトでした。

チャイ：本当だー、女のひと助けるしね。

ファング：でも、チャイに最後の願いを託たくすのか（笑）。

チャイ：こう見えて、ちゃんと役に立つっちゃよ！

エメリー：そうですよ。一番ダメージ出ますよ。

ルナ：窓まどに投げ入れて、潜せん入にゆうしたりね。

チャイ：振ふり返かえると結構ボール扱いされてた！（一同笑）

エメリー：でも、ボール型のボディには乙女の夢ゆめいっぱいなんですよ！

ＧＭ：ああ、早く人型になりたーいっていう夢ですね。

チャイ：そうそう。




●キャラクターの成長

ＧＭ：さて、次はキャラクターの成長を行ないましょう。




▼ファング（４レベル）の場合

ＧＭ：では、ファングから成長報告をお願いします。

ファング：はい。シーフ／アルケミストは変わらず。４レベルになった。ＨＰ49、ＭＰは47、フェイトは５点のまま。スキルは、《コンバージョン：ライフル》を３レベルに、《オプションパーツ》を２レベルに上げた。あと、新たに《ビースティング》を取得。

エメリー：おおー。

ＧＭ：命中を上げてきましたか。

ファング：単体を攻こう撃げきするときに《ビースティング》で、命中判はん定ていに＋２Ｄできます。

ＧＭ：範はん囲い攻撃の《ワイドアタック》、単体攻撃の《ビースティング》で切きり替かえができると。

ファング：そんなところです。あと所持してる錬れん魔ま弾だんの数を八発に増ふやしました。矢や筒づつに入れてますが、イメージはガンベルトですね。

チャイ：かっこいいー！

ファング：成長は以上です。




▼エメロード・ローリングスター（４レベル）の場合

ＧＭ：では、次はエメリー、成長報告を。

エメリー：エメロード・ローリングスターです。精せい神しん的てきには成長していません（一同爆笑）。

ファング：訊きいてないよ、そんなこと！

ルナ：まあ、治りそうもないしね（笑）。

ＧＭ：ですねー。

エメリー：４レベルになって、ＨＰ62、ＭＰ57に。フェイトは５点のままです。スキルは《オートガード》《プロテクション》のレベルを上げて防ぼう御ぎよ能のう力りよくを強化。あと、《クイックヒール》を新しく取りました。

ＧＭ：《クイックヒール》はいいですね。

エメリー：これでイニシアチブプロセスに回かい復ふくが可か能のうに！　シーン一回だけどっ！

チャイ：重要重要！

エメリー：で、《プロテクション》のレベルが上がったので、５Ｄ振ふれるようになりました。ちなみに【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は変わらず24点。

ルナ：硬っ！

エメリー：装そう備びは変わりません。成長は以上です。

ＧＭ：はい。じゃあ次、行きましょう。




▼ルナ・チャンドラ（４レベル）の場合

ルナ：はい、ルナ・チャンドラです。キャラクターレベルが４になりました。ＨＰ42、ＭＰ57、フェイトは５点。スキルは《マジシャンズマイト》と《エアリアルセイバー》を両方４レベルに上げて、あとは《リゼントメント》を取りました。

ＧＭ：シナリオに一回だけ、魔ま法ほうダメージに＋40できるようになったと。

エメリー：すばらしーい！（拍はく手しゆ）

チャイ：つよーい！

ＧＭ：あと、装備が結構変わってるみたいですが。

ルナ：はい、装そう身しん具ぐ以外は全部取とり替かえました。武ぶ器きが赫き斜陽のレツドサンセツト剣ソード、防ぼう具ぐは全身で装備するスーツアーマーに、補ほ助じよ防具のファインポイントアーマーです。

エメリー：赤き斜陽の剣は魔法ダメージが上がりますし、いいですね～。

ルナ：うん。【物理防御力】も15点あるから。

チャイ：メイジなのに【物理防御力】が高ーい。

ルナ：攻こう防ぼうともに、そこそこいけるようになったんじゃないかな。あとは一いつ般ぱんスキルで《ビジランテ》を取得しました。隠おん密みつ状じよう態たいのアクションとリアクションのときに【感知】判定が＋１Ｄされます。

ＧＭ：裏社会にいたって感じがするスキルですね。わかりました。
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▼チャイ・ガーリー・ブレンド（４レベル）の場合

ＧＭ：最後はチャイです。

チャイ：はーい！　４レベルになりました。ＨＰ59、ＭＰ54。フェイトは５点。スキルは《ストロングスタイル》と《スラッシュブロウ》が３レベルに。

エメリー：《ストロングスタイル》でダメージ＋３Ｄ、《スラッシュブロウ》で＋６Ｄ。合わせて＋９Ｄ……これは強い！

チャイ：で、三つめは《ワンツーブロウ》を取りました！　いつか《トリプルブロウ》を取れればいいなと思って！

ＧＭ：ああ、そこまで考えてあるんだ。

チャイ：三回攻撃はモンクの夢ゆめなので！

ファング：モンクの夢というより、大竹さんの夢では？（笑）

チャイ：あとは《トレーニング：精せい神しん》と《ホーム：ゴルフォード》も取りました。装備は変わってないです。

ＧＭ：じゃあ、成長報告は以上ですね。ギルドレベルは変わりません。持っていくギルドサポートは《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》で変わらずでいいですか？

一同：はーい。

ＧＭ：では、オープニングに移うつりましょう。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆蛇の流りゆう儀ぎ




　胡こ狼ろう会かいを壊滅させてから、ひと月が流れた───。

　ルナは事件の報告のため、ベルクシーレにある地下酒場に顔を出す。

　マムへの報告を思うと、少し胃が痛いたんだ。




ＧＭ：それでは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』第二話、始めたいと思います！

チャイ：わーい！　イェーガー！

ルナ：ぱちぱちぱち～。

ＧＭ：まず、シーンプレイヤーはルナ。前回の事件から一ヶ月後の帝てい紀き八一三年六月。胡狼会の報告をマムにするために、ベルクシーレにある王おう蛇じや会かいのアジトのひとつ、地下酒場にやって来たところだと思ってください。

ルナ：うわ、ちょっと胃が痛いたい、マムに合うだけで緊張する（笑）。

ＧＭ：ルナが酒場に着くのと同時、出入口の扉とびらがぱーんと開いて、すれ違ちがいで出て行く人がいます。

ルナ：おお？　誰だれだろうね？

ＧＭ：緑色の服を着た男です。

ルナ：ぶっ!?（笑）

エメリー：おおーっと、いきなり登場!?（笑）

ＧＭ：背せはかなり高く、弓ゆみを抱かかえてます。左ひだり眼めには───。

ルナ：眼がん帯たいをしてる？（笑）

ＧＭ：はい、そうです。ぶっちゃけ、ギィですね。

ルナ：くぅ……うおお、声かけたーいっ！（一同笑）

ファング：かけりゃいいじゃないか（笑）。

ルナ：いや、その……まだ複ふく雑ざつな思いを抱いだいているので、話し掛けにくいっていうか……。

ＧＭ：ちなみに、ギィは店内に向かって「じゃあな」と軽く挨あい拶さつをして、酒場を去ろうとしているところのようです。

ルナ：ああっ、このままだと行っちゃう!?　……どうやって声かけよう？　とりあえず普ふ通つうに挨拶するかな。きっと久ひさしぶりだよね？

ＧＭ：すごく久しぶりですね。何年かぶりに再会です。

ルナ：じゃあ、ギィの服の裾すそを乱らん暴ぼうにつかんで、「ちょっと待ちな」と声をかける。

ファング：それ……普通に挨拶？（一同笑）

ルナ：え？　う、うん。ルナにとっては普通……かな（笑）。

ＧＭ：わかりました。では、ギィは「あ？」と言って、あなたの方をちらりと見る。

ルナ：妹弟子の顔ぐらい、覚えてないのかい？

ＧＭ：ギィの顔には「覚えてないです」って書いてあります（一同笑）。

ルナ：うーっ、くっそー！

チャイ：ひどーい！（笑）

ＧＭ：ぽかーんとしたまま、「んー……うん……？」と、ルナを見ている（笑）。

ルナ：こ、この男はぁ～っ!!（一同笑）

エメリー：もう、こういう展てん開かい大好き♪

ルナ：昔からあんたはそういう男だったよ!!　がくんがくん揺ゆさぶる！（笑）

ＧＭ：そう言われると、ギィは「あ、ああー！　そんなことないさ、もちろん覚えてるぜ！」と返します（一同笑）。

ルナ：じゃあ、私わたしの名前を言ってみな！（笑）

ＧＭ：「えっと、えーっと、何だっけなあ、ほら、あれだ……ル……ルナ？　そうそう、ルナ！　ルナだろ！」（一同爆笑）

チャイ：すごく調子いいっちゃ。

ルナ：思い出すのに時間かかりすぎだよ！

ＧＭ：「いやあ、すっかり見み違ちがえたぞ！　綺き麗れいになったなぁ！　ぱっと見ただけじゃわからなかったぜ！」（一同笑）

ルナ：相変わらず、口のうまさだけは人一倍だねぇ？

ＧＭ：「ははっ。しかし、無ぶ骨こつな鎧よろいなんか着ちまって、お前、戦士だったっけ？」

ルナ：新クラスだよ！

ＧＭ：向こうは、当時ファーストエディションのキャラなので（一同爆笑）。

エメリー：そうか、ファランクスを知らないんだ！（笑）

ファング：会話がメタすぎる（笑）。

ＧＭ：ちなみに『デスマーチ』三巻かんでギィがマムの許もとに連れてこられた後ですね。

ファング：（←その時のＧＭ）はいはい、社長がみずからピンチに陥おちいっていったやつだ。

ルナ：ああ！　すごい緊張してたやつですね！

エメリー：王蛇会の構こう成せい員いんに「ついてこないとバラす」とか言われたり、オーレリーから「どう処しよ分ぶんしようか」と告げられたりしてましたよねぇ。

ＧＭ：オーレリーの許を去ったあとの演出は特になかったので、ここでルナと会ったことにしました。

ルナ：なるほど。

ＧＭ：というわけで、ギィは、「いやあ、すっかり女らしくなったじゃねぇか。こんなに綺麗になるんだったら、唾つばつけておくんだったな」と、調子のいいことを言います。

ルナ：そんな気なんてないくせに。（ポソッと）今からだって遅おそくはないのにさ……。

ＧＭ：「あん？　今、何か言ったか？」

ルナ：な、なんでもない！　そっぽを向いてむくれよう。

エメリー：ルナさん、可愛かわいい……（笑）。

ルナ：私のことはいいさ。それより、王蛇会を去ったはずのあんたが、どうしてここにいるんだい？

ＧＭ：「ちょっと仕事でベルクシーレに立たち寄よったもんだから、マムに挨拶しとこうと思ってな」

ルナ：「マムと仲直りしたのか？」と内心で思って、怪け訝げんそうな顔になる。

ＧＭ：疑ぎ念ねんの視し線せんを向けると、彼は話題を流そうとします。「ああ、詳しいことはマムに聞くといい。今はゆっくり話をしてる暇ひまがねえんだ」

ルナ：そうだね……って、この後ギィはどうするんでしたっけ？

ＧＭ：グラスウェルズの任にん務むを終えて、フェリタニアに帰ります。

ルナ：え？　なんで急いでるの？

ＧＭ：一いつ刻こくも早くここを去りたいのでしょう。

ルナ：ほんとに……こいつは……（笑）。

ＧＭ：「んじゃ、オレはそろそろ行くぜ。また縁えんがあったらな」手をひらひらさせながら、ギィは階かい段だんを上がって外に去ります。

ルナ：姿すがたが見えなくなるまで見送ってから、マムに会いに行こう。やれやれ、次に緊張しなきゃいけないのは、私の方だね……。扉とびらを叩たたく。

ＧＭ：そうすると中から「お入り」と、オーレリーの声が聞こえて来ます。

ルナ：深しん呼こ吸きゆうをひとつ。……よし、入るよ。

ＧＭ：酒場に入ると、テーブルの上には結構な数のグラスが載のっていて、どうやら酒しゆ宴えんがあったと推すい測そくできます。

ルナ：マムと仲直りしたってのは本当のようだね。

ＧＭ：王蛇会の幹かん部ぶがそろっていたようですが、今はもういません。

ルナ：マムは？

ＧＭ：部屋の隅すみにボディガードが立っていて、その近くのソファにひとりで座すわっています。煙管きせるを片かた手てに、紫し煙えんを燻くゆらせています。

ルナ：ふむ……。ちなみに、マムの機き嫌げんは？

ＧＭ：よさそうです。

ルナ：マム、ご機き嫌げんじゃないか。

ＧＭ：「久ひさ々びさに、親おや不ふ孝こうな息子むすこが帰ってきたからねえ。ちょうど今出て行ったところだ」

ルナ：ギィだね。さっきすれ違ちがったよ。

ＧＭ：「そうかい。出来の悪い兄あに貴きだ。手間かもしれないが、面倒を見てやっておくれ」

ルナ：あいよ。いつかは、こっちが面倒見てもらえるといいんだけどねぇ。

ＧＭ：「もしかしたら、そんな日も来るかもしれないね。あいつ、フェリタニアで出世して、親孝行してくれるそうだよ？」

ルナ：へぇ。そいつはまた、大きく出たもん、だ。……くっ、さ、先がわかってるからいろいろとつらい……（一同笑）。

エメリー：中の人が葛かつ藤とうしてますよぉ（笑）。

ＧＭ：「ところで、あんたの方はどうだった？」オーレリーが報告をうながします。

ルナ：ことの顛てん末まつを話して、「命令どおりの仕事はしたつもりだよ」と答えよう。

ＧＭ：すると、マムは胡狼会について自分が手に入れた情報を教えてくれます。

ルナ：どうなったんですか？

ＧＭ：錬金騎士団に捕まった残ざん党とうは処しよ刑けいされたとのこと。危き険けんな魔ま法ほう薬やくを無む許きよ可かで製せい造ぞう、販はん売ばいという重じゆう罪ざいを犯おかしていたので、容よう赦しやのない裁さい決けつが下ったようです。逃のがれた者もいるようですが、組そ織しきとしては実じつ質しつの壊かい滅めつになります。

ルナ：なるほどね。

ＧＭ：胡狼会の末路を語り終えると、マムはさらに機嫌よく言います。「あんたが頭を潰つぶしたからさ。よくやったね、兄貴と違ちがって妹は出来がいい」（一同笑）

ルナ：そいつはどうも。とはいえ、その兄貴はフェリタニアで出世するみたいだし……。

ＧＭ：「そんなことは期待してないさ」（一同笑）

エメリー：期待されてなかったんですかぁ？（笑）

ＧＭ：そうですね（笑）。オーレリーは煙管を口に運んで、一服つきながら言います。「……ただ、フェリタニアに手のものが入るのは、悪いことじゃあない」

ルナ：それは確たしかに。

ＧＭ：「あそこは、きっとこれから大きくなる」

ファング：大きくした人がここに……。

チャイ：大きくなるよ！　ぽーんって！

エメリー：ぽーんって（笑）。

ＧＭ：そう、大きくなるんだけど、大きくなったあと……（笑）。

チャイ：ぱーん！（一同笑）




　ぽーんと大きくなってぱーんと〝大グレート崩壊デイストラクシヨン〟が起こる。

　それは、まだ未来の話である。




ルナ：まあ、フェリタニアはギィ兄さんに任まかせとくさ。ところで、何か新しい仕事はあるかい？

ＧＭ：「緊きん急きゆうの用よう件けんはないね。長旅で疲つかれただろう。しばらくはゆっくりするといい」と、ねぎらってくれます。

ルナ：そうかい。なら、休ませてもらうよ。




＊　＊　＊




ＧＭ：ということがあってから数日後、ルナは再ふたたびマムに呼よび出だされます。場所は同じく王蛇会の地下酒場です。

ルナ：身なりをきっちりして行く。

ＧＭ：酒場に入ると、さっそくオーレリーの許もとへ案内されます。「すまないね。あんたの報告と、そのほかの報告をいくつか聞いたんだが……あの胡狼会が扱あつかっていたレッドラウズって魔法薬、まだ精製された分が残っているらしいんだよ」

ルナ：未み回かい収しゆう分ぶんがあるってことだね？

ＧＭ：「そうさ。まだ何ケースかあるに違ちがいない。あんたが畑も焼いて工場も壊こわしたから、この先作られることはないだろう。でも、未回収のレッドラウズは、錬金騎士団でも押おさえていないらしいんだ」

ルナ：そりゃよくない話だね。

ＧＭ：「そうさ。それに残党が何かするのもよくない」

ルナ：後あと腐くされがないようにやっておけってことかい？

ＧＭ：「そうだね。それと、あんたにはしばらく、ゴルフォードにいてもらう」

ルナ：というと？

ＧＭ：「ここ最近、きな臭くさい噂うわさがいろいろなところから聞こえるんでね。あちこちの国の情報が手に入るようにしとくのは、悪いことじゃないだろう」

ルナ：じゃあ、ギィがフェリタニアに潜もぐり込こんだみたいに、私にゴルフォードへ入れってことかい？

ＧＭ：「そのとおりだ。気になる情報があったら教えておくれ。場合によっちゃあ、人をあとから送ることも考えてる」

ルナ：あいよ。

ＧＭ：「それと、こいつを持っていくといい」と言って、オーレリーは転てん送そう石せきとアニマルメッセンジャーをくれます。

ルナ：おおー。アニマルメッセンジャーはなんの動物にしようかな。

ファング：（ぼそっと）アナコンダとか。

一同：なぜ!?（笑）

ファング：王蛇会なら、アナコンダかなって。

ルナ：連れ歩くにはでかすぎだよ（笑）。

ファング：言ってみただけだ。気にせず、好きなのにしてくれ。

ルナ：んー……まあ、いいや。じゃあアナコンダで（笑）。

ＧＭ：では、アナコンダのアニマルメッセンジャーがあなたに懐なつきます（笑）。

ルナ：うわぁ（笑）。

ＧＭ：ただ、あらかじめ言っておきますが、シナリオ中で使う場面を明めい確かくに想定しているものではありません。ただ、使いたいときに使ってもらってかまいません。王蛇会との連れん絡らく以外の別な目的でも、使えると思ったら利用してＯＫです。

ルナ：了りよう解かい。

ＧＭ：この転送石を使うと、ゴルフォードとの国こつ境きよう近くの王蛇会の拠きよ点てんへ飛べます。グラスウェルズの王都ベルクシーレまで、途と中ちゆうに酒場や宿しゆく場ば街まちの宿屋に偽ぎ装そうした王蛇会の施し設せつがいくつもあって、次々と転送石を使うとあっという間にベルクシーレへ帰ってこれるわけです。

ファング：王蛇会ネットワークが構こう築ちくされているわけか。

ＧＭ：はい。マムは周囲から「手が長い」と言われてるんですが、このネットワークの力によるものなんですね。

チャイ：そうだったんだ！

エメリー：オーレリーさん、神しん出しゆつ鬼き没ぼつですからねぇ。

ファング：フェリタニアにもひょっこり現あらわれるしな。

ルナ：そんなネットワークの恩おん恵けいを借りられるわけか。じゃあ、転送石とアニマルメッセンジャーはありがたく受け取っておくよ。

ＧＭ：「せっかくだ、近くの宿場街まで送ろうじゃないか。ちょっと野や暮ぼ用ようができてねぇ。出かけるついでだ」

ルナ：ついでとはいえ、送ってくれるなんて。そんなことされたら、期待に応こたえないわけにはいかないか。

ＧＭ：やる気を見せるルナにオーレリーの機き嫌げんが、さらによくなります。「いい子だ。あんたは本当に出来のいい娘むすめだよ」

チャイ：褒ほめられてるっちゃ！

ルナ：そう言ってもらえると嬉しいな。

ＧＭ：「それに比くらべて息子の方は何をやってるんだか」と、彼かの女じよは一いち枚まいの貼はり紙がみを取り出して見せてくれます。そこには凶きよう悪あくな顔をしたエンジェルファイヤーの絵が（一同爆笑）。

エメリー：「ＷＡＮＴＥＤ」って書いてあるんですね！

ＧＭ：はい。ひと目で指名手配書だと分かります。ギィのほかに、アキナ、マルセル、ドランの姿すがたが描えがかれています。

ファング：『デスマーチ』三巻の第五話か！

チャイ：そういえば指名手配されてた（笑）。

ルナ：事じ情じようは知らないから、頭を抱かかえるしかない。……ギィ、何やってんだ？（一同笑）

ＧＭ：「さあ、行こうか」と転送の準じゆん備びに取りかかります。ベルクシーレから北と南に分かれる宿場街があるんですが、そこまで一いつ緒しよに行ってくれます。

チャイ：わー、お母さんと一緒だっちゃ♪

ＧＭ：転送石を使えば、一瞬で行っちゃうんですけどね。で、そこからルナは南の道をたどってゴルフォードに進むことになります。マムがその宿場街に何をしに行ったのかは、具体的な話はルナには教えてもらえません。まあ、マムはそのあとギィに会いに行くのはプレイヤーならわかるでしょうが。

ルナ：うんうん。何だかんだで、マムは兄貴には甘あまいから。だから、私が一いつ生しよう懸けん命めいがんばって、できるだけマムの手を煩わずらわせないようにしなきゃなぁ（笑）。

ＧＭ：では、ルナがゴルフォードに向かったところで、シーン終しゆう了りようです。







◆Opening 02◆ジャックは戦場へ行った




　そこは、静かな村だった。

　アルディオンの戦乱とは無む縁えんで、代かわり映ばえのしない毎日が続く小さくて何もない村。

　エメリーは、ジャックとその母親とともに、慎つつましやかな生活を送っていた。




ＧＭ：では、次はエメリーのシーンです。

エメリー：はーい！

ＧＭ：時期は帝紀八一三年九月。前回の舞ぶ台たい、カームヒル村を脱だつ出しゆつしたあと、エメリーはウォリックフォード周辺にある村のひとつを訪おとずれ、そこでジャック・グリフィンと再会しました。

エメリー：ふむふむ、なるほどぉ。

ＧＭ：村は森の近くにある小さなもので、ジャックの家があります。エメリーは今、彼のところで世話になっていると思ってください。

エメリー：ほほう。

ＧＭ：ジャックは年とし老おいたお母さんとふたり暮ぐらしなのですが、彼女がエメリーの話を聞いて、「行くところがないなら、しばらく泊とまっておいき」と言ってくれたんですね。

エメリー：おおー！　助かりますぅ！

チャイ：優やさしいおばあちゃん～。

ＧＭ：ちなみにジャックの母は、種族はヒューリンで、普ふ通つうのおばあさんです。家族は息子のジャックだけなので、エメリーのことを娘のように可愛かわいがってくれます。

エメリー：では、お礼も込こめて、適てき度どに家のお手伝いなどをしつつ、話し相手になったりとかして過すごしましょう。

ＧＭ：家事を手伝うエメリーを見ながら、「あたしにも娘がいたらよかったのにねぇ」とジャックの母は言います。

ルナ：こんな娘が欲ほしいの!?（笑）

エメリー：〝こんな〟とか言っちゃだめ！

チャイ：自分では言うのに（笑）。

エメリー：自分で言うのはいいんですよぉ。

ＧＭ：ともかく、エメリーはそんな小さな家で、のんびり暮くらしています。そして数ヶ月が経たち、九月になります。

エメリー：了解です。ジャックは何してるんでしょう？

ＧＭ：ジャックは兵隊の頃ころの特とく技ぎを生かして、村の近くにある森で狩人かりゆうどなどをしています。軍を辞した今は、静かに親孝行をしながら生活している感じです。

エメリー：親孝行、すばらしいことですぅ。

ＧＭ：かつては錬金騎士団の前線を支ささえる兵士でしたが、前回のカームヒル事件が起きた時にはすでに除隊していました。「戦場は、もうたくさんだ」と、戦いからは離れて故郷に帰ったんですね。

エメリー：うんうん、なるほど。

ＧＭ：年ねん齢れいは三〇近い、二〇代後半ぐらい。

エメリー：ちょっと年上のお兄さんですぅ。

ＧＭ：この世界だと、そろそろお嫁よめさんもらわなきゃなって年齢ですかね。ジャックの母親は「エメロードさんとはどうなんだい？」と聞いたりしています。

エメリー：お嫁さんですかぁ。ジャックのお母さんに好意を持っていただけてるのは嬉うれしいですけど、アタシには使命がありますからねぇ。

ルナ：使命……ね（一同笑）。

ＧＭ：ジャックはエメリーは普通に元もと同どう僚りようだと思ってますから、のらりくらりと母の追及をかわしてます。「いや、母さん。あの人は違ちがうんだよ……」

ファング：まあ、違うよな。

エメリー：頭の中身が違います（笑）。

ＧＭ：「あの人には、とても大切な使命があるんだよ」（一同笑）

エメリー：そうそう、そうなんですよぉ。

チャイ：遠まわしに振ふられてるっちゃ（笑）。

ルナ：あしらい方がうまいね。

ＧＭ：「あの人は、こんな田舎いなかで埋うもれているような人じゃない。大事な仕事があるから、そのうち出て行かなきゃならんのさ」というジャックに、母は残念そうにしたり。

ルナ：なんか平和だ。

エメリー：う～ん、こんなのんびりするのは久しぶりな気がしますよぉ。




　静かで、平へい穏おんな日々であった。

　特別な使命を帯びている（という設定の）エメリーも、こんな暮らしも悪くないかもしれないと思い始めたとき。

　訪ほう問もん者しやはやって来た。




ＧＭ：そんなある日、ゴルフォードの紋もん章しようのある鎧よろいを着た兵士がひとり、ジャックの家にやってきます。

エメリー：おや？

ＧＭ：「ジャック・グリフィン殿どのはご在ざい宅たくか」と兵士が訊たずねると、母が出てきて、「息子むすこにどのようなご用でしょうか？」と不安そうに答えます。すると兵士は一通の手紙を取り出して、「ジャック・グリフィンにこれをお渡わたしください」と差し出します。

エメリー：誰だれからの手紙でしょう？

ＧＭ：ジャックが「いったい何だい、母さん？」と顔を出すと、兵士は「おお、ご在宅だったか」と手紙を改めて彼に手渡します。「ジャック・グリフィン。召しよう集しゆうの命令が来た。至し急きゆう、ウォリックフォードに向かってくれ」

エメリー：徴兵って、ゴルフォードからですかぁ。……あれ、彼は除隊したんじゃ？

ＧＭ：ジャックも戸と惑まどってます。「俺おれは除隊したんだ。なのに徴兵とはどういうことですか？」質しつ問もんに兵士は「グラスウェルズで内乱が始まったのだ」と答えます。

エメリー：ああ、ここで内乱のことがわかるんですね！

ＧＭ：「緊急事じ態たいゆえ、予よ備び役えきにまで召集がかかっている」

ファング：ジャックは予備役なのか。

チャイ：予備役？

ファング：軍隊から離れてもいいけど、いざというときは呼よび出だすっていう軍人のことだ。

エメリー：おお、なるほどぉ。

ＧＭ：「この国にも、どんな火の粉が飛んでくるかわからない。国のために働くときだ。早々に準備をし、ウォリックフォードへと向かうように」兵士は事じ務む的てきに告げると、敬けい礼れいをして去っていきます。

エメリー：じゃあ、様子をそっと物もの陰かげからのぞいていますぅ。

ＧＭ：お母さんはとても悲しげです。

エメリー：やっぱり、アタシがいるから、災わざわいを呼よんでしまったのね……。

ルナ：違うから！（一同笑）

ファング：ほ、本当に関係ないから！

エメリー：この呪のろわれた黒い翼つばさのせいで！

チャイ：染そめてるだけじゃん！（一同爆笑）

エメリー：もっと早く出て行くべきでした……。

ルナ：聞いてないし（笑）。

ファング：それにしても、すごい自家発電だ！　ギュンギュン発電してる。

チャイ：出力高すぎるっちゃ（笑）。

エメリー：ユーノスお兄様の中の人にそんなこと言われるなんて……！（爆笑）

ＧＭ：尊そん敬けいするお兄さんの魂たましいが、太たい鼓こ判ばんを押おしてくれましたよ。

エメリー：やったぁ！




　そこ……喜ぶところなんでしょうか？




ＧＭ：召集令れい状じようを受け取ったジャックは軍隊に戻もどる支し度たくを始めます。手入れだけは欠かさなかった錬れん金きん銃じゆうをがしゃっとつかむ。狩かりには別の武器を使っていたため、軍隊用の錬金銃を使うのは久しぶりになります。

チャイ：おおっ。

ＧＭ：「また、こいつを使うことになろうとはな……」とつぶやいてから、銃を運うん搬ぱん用ようのケースにしまうと、彼は軍服に着き替かえて、でかい背負しよい子こを背せ負おいます。

エメリー：そこで姿を見せましょう。ジャックさん、戦争に行かれるんですかぁ？

ＧＭ：「グラスウェルズで大変な戦争が始まったらしいんです。ゴルフォードもこれからどうなるかはわからない。自分も、この国のために働かないといけません」

エメリー：そうですかぁ。

ＧＭ：「エメロードさん、あんたが家にいてくれるんだったら安心だ。母さんのこと、よろしく頼みますよ」

エメリー：はい……。

ＧＭ：「それでは、行ってきます」

エメリー：引ひき留とめはしません。でも、あなたのために祈いのらせてください。どうか、神のご加か護ごがありますように。

ファング：おお、聖せい女じよの祈りが。

エメリー：祈る対象はアタシのオリジナル神様ですけど！（一同笑）

ＧＭ：「ありがとう、エメロードさん。大丈夫、母さんがいるんだ。どんなことがあっても死なないで帰ってくるさ」

ルナ：（ぼそっと）そ、それフラグ……！（笑）

エメリー：だめっ、死し亡ぼうフラグがぁ！

ＧＭ：「じゃあ、母さん。元気でね」にこりと笑顔を残して、ジャックは出発します。

エメリー：お母さんの様子はどうですかぁ？

ＧＭ：本当は行ってほしくないと思っているでしょうけど、「国のためじゃあ仕方がないねえ。死なないでおくれ、ジャック……」と息子むすこを送り出します。

エメリー：うわわっ、死ぬぅ!!（笑）

チャイ：死んじゃうっちゃーっ！（笑）

エメリー：では、ジャックさんの後うしろ姿すがたに、ぽつりと心の中でつぶやきましょう。「そう言って、ワタシを守ってくれていた戦士たちは、みな散っていきました……」（一同笑）

ファング：散っていったのか。それ、実じつ在ざいの戦士なの？

エメリー：壮そう大だいな設定があるんですぅ！

ＧＭ：さて、ジャックが出発してしまったため、家にはエメリーとお母さんのふたりだけになって、しーんとしてしまいます。食事の時間になっても、彼女はため息ばかり。

エメリー：ああ……。

ＧＭ：静かな食事が終わると、突とつ然ぜんジャックのお母さんが「はっ！」と言います。

エメリー：うゆっ!?　な、なんですぅ!?

ＧＭ：「ジャックったら、忘わすれていっちまったんだよ！　お守まもりを……」おろおろとしながら、ジャックの母は、グリフィン家に伝わるお守りを見せてくれます。

エメリー：ほほう、家か宝ほうでしょうか。

ＧＭ：「前の戦争のときも、このお守りのおかげで生きて帰ってこられたのに……」

エメリー：……お母様。もしよろしければ、アタシが届けてきましょうか？

一同：おおっ！

エメリー：この翼つばさでひとっ飛びです。

ＧＭ：「エメロードさん、それは本当かい？　こんなことを頼たのんで悪いねぇ。あの子が言うには、とても大切な使命があるそうだけど……大だい丈じよう夫ぶかい？」（一同笑）

エメリー：大丈夫ですぅ！　困こまっている人を助けるのも聖女の役目ですからぁ！

ＧＭ：「ありがたいねぇ。あんたは神様が遣つかわした天使に違いないよ」（一同爆笑）

エメリー：ぱあぁぁぁっ！（←喜びの輝かがやきらしい）

ルナ：だめだーっ！　病気をこれ以上こじらせたらどうするんだいっ！

ＧＭ：まぁ、これ以上はないくらいこじれてますから、すでに（笑）。

エメリー：うゆぅ……。でも、アタシは負けません！　お守りを受け取って、ジャックさんに渡しに行きますねぇ。

ＧＭ：「ありがとうねえ。どうかこれを、ジャックに届けておくれ」

エメリー：大事に握にぎり締しめます。必ずや！　それじゃあ、早速出発しましょう！

ＧＭ：では、あなたはジャックを追いかけて、出発しました。

エメリー：ジャックさーん！

ＧＭ：では、小さな村を旅立ったエメリーは、ウォリックフォードにやってきました。

エメリー：はやっ、この呪のろわれた黒い翼でも、役に立つときがあるのですねぇ。

ルナ：……くっ！（笑いを堪こらえている）

ファング：もう、突つっ込こまないぞ！

エメリー：さて、ジャックさんがいるとしたら、錬金騎士団の施し設せつとかですかねぇ。あまり近づきたくない場所ですが、これもお母様のため！　何とか様子を探さぐりましょう！

ＧＭ：ところが、あなたははジャックを見つけられませんでした。

エメリー：おや？

ＧＭ：どうやら、ジャックを含めた予備役の兵は、西に下った森の近くにあるデントンという町に集められているようです。

エメリー：デントン……ですかぁ。

ＧＭ：軍隊としての正式な召集はまだで、声がかかった予備役は、デントンに集まるようにと指し示じが出ているらしいです。

エメリー：ふーむ、胸むな騒さわぎがしますぅ。はっ!?　これは、まさか……！

チャイ：意味深な反はん応のうだっちゃ（笑）。

エメリー：ただの妄もう想そうなんですけどね（一同笑）。

ファング：妄想かよっ!!

ＧＭ：だが、その不ふ吉きつな予感は現げん実じつとなるのであった……。

エメリー：なんですって、やはりっ！

ルナ：だめぇ、燃ねん料りよう投下しちゃ、だめぇ!!（一同爆笑）

ＧＭ：では、このシーンは終了です。
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◆Opening 03◆逃とう亡ぼう兵へいファング




　夜よる闇やみの中を、ファングは駆かけていた。逃亡兵に安息の日々はない。

　追っ手の足音が、いくつも追ってくる。

　簡かん単たんに捕つかまってやるわけにはいかない。彼には、やるべきことがあった。




ＧＭ：では、次のシーンはファング。ハンドアウトにもありましたが、錬金騎士団に拘束されるところから始まります。

ファング：なら、ちょっと演出させてもらいたい。

ＧＭ：どうぞ。

ファング：オレは追っ手から逃のがれようと、暗がりの中をタタタッと駆けている。

ＧＭ：走るファングを、突とつ然ぜんまばゆいサーチライトがパッと照らし出します。照明によって、あなたの姿が浮うかび上あがりました。

ファング：くっ!?　あまりのまぶしさに目をしかめて、手で光をさえぎる。

ＧＭ：するとその直後、光が差さし込こむ方向から、「ファング！　そこにいるのはわかっているぞ！」と、野太い声が響ひびいてきます。

ファング：ちっ、しつこい連中だ。

ＧＭ：「武器を捨すて、投とう降こうするのだ！」と続けて警けい告こくが。錬れん金きん術じゆつ製の拡かく声せい器きでも使っているのでしょう。異い様ように大きな声です。

ファング：やかましい声だ。かまわず走り出す。

ＧＭ：すると銃じゆう声せいが響ひびき、威い嚇かくで放たれた弾だん丸がんがファングの足元に着ちやく弾だんします。

ファング：それをかわしながら、懐ふところから玉を投げると煙えん幕まくが出る！（一同笑）

エメリー：（追っ手になって）「野や郎ろう、煙幕を張はりやがったぞ！」

ファング：俺はここで捕つかまるわけにはいかないんだよ！　いや、ハンドアウト的には捕まるんだけど！（笑）

ＧＭ：そのとおり。いつの間にか、逃とう走そう経けい路ろの先に錬金銃を構かまえた兵士がずらりと並ならんで、行く手を塞ふさぎます。「逃亡兵ファング！　観念しろ！」

ファング：では、ひと暴あばれしたところで、ゴンッと殴なぐられて気き絶ぜつして捕まるという方向で。

ＧＭ：分かりました。では、ひと暴れをどうぞ（一同笑）。

ファング：さっとライフルを抜いて、進路を妨ぼう害がいする兵士がいる方角を撃うつ！

ＧＭ：おお、兵士を撃つんですか？

ファング：いや、銃じゆう弾だんは兵士をかすめて後ろに飛んでいく。外れたと思ってそいつが安心すると……背はい後ごに積まれていた荷物の山がガラッと崩くずれるんだ。

ＧＭ：では、バリケードとして積まれていた土ど嚢のうが崩れ、目の前にいた兵士たちが「うわぁー!!」と下した敷じきになりました。

ファング：そして、オレはマシラのように崩れた山を飛とび越こえていく。

エメリー：わー、かっこいいですぅ！

ファング：ひらりと兵士たちをかわしたところで、一度振ふり返かえろう。そろそろ撃たれてもいいかな（一同笑）。

エメリー：（兵士になり）「逃にがすな！　撃て、撃てぇー!!」

ＧＭ：では、号令と同時にまだ無事な兵士たちが一いつ斉せいに発はつ砲ぽうします。何発もの弾丸が身体をかすめ、うち一発が逃げるファングの足に命中。鋭するどい痛いたみが走ります。

ファング：ぐわっ!?　オレとしたことがっ！　衝しよう撃げきに体たい勢せいを崩くずして、地面に転がる。

チャイ：きゃっ、ファングっち！

ＧＭ：倒たおれたファングが立ち上がるよりも早く、錬金騎士団の面々がずらりと回りを取り囲みます。「観念しろ！　武器を捨すてるんだ！」「もう逃げられないぞ！」

ファング：何とか逃げる算さん段だんを立てようとするが、銃じゆう撃げきを受けた痛みで意い識しきが薄うすれていく。

ＧＭ：「運のいいやつだ。全部急所から外れているぜ」という声がかすかに聞こえます。

ファング：で、そのまま連行されるわけか。

ＧＭ：そうです。




　意識を失ったファングは、そのまま兵士たちに連行される。

　次に気がつくのは、冷たく暗い部屋の中であった。

　───そうとも、まだ死ぬわけにはいかない。




ＧＭ：ファングは連行先で意識を取とり戻もどします。身体からだのあちこちに包帯が巻まかれていたりと、逃走中に受けた傷きずは治ち療りようされていますね。窓もない部屋は、どうやら地下室のようです。

ファング：うっすらと目を開けてみる。

ＧＭ：するとすぐ側そばに、取とり調しらべ官かんらしい人物がいます。「お目覚めかね、ファング君」

ファング：あまりいい目覚めとはいえないな。

ＧＭ：「減へらず口ぐちを叩たたく元気があるならば問題あるまい。さあ、楽しい尋じん問もんの時間だ」

ファング：それには答えない。「こいつの目を盗ぬすんで、脱だつ出しゆつしなければ」と思いながら、護ご衛えいや室内をチェックする。

ＧＭ：今いるのは尋問室です。殺風景な灰はい色いろの部屋で、机つくえがひとつ、椅い子すがふたつあるだけ。ファングは椅子のひとつに座すわらされ、両手は鎖くさりで椅子の後ろに固定されています。

ファング：取調官は？

ＧＭ：椅子には座らず、立ってあなたを見下ろしています。あと、背後には別の気配が。後ろに視線を移うつせば、体たい格かくのいい警けい備び兵へいが黙って彫ちよう像ぞうのように立っているのが見えます。

ファング：なるほど。オレ自身はどんなだ？

ＧＭ：武ぶ装そう解かい除じよされてますね。ファングの武器や鎧よろいはこの部屋にはありません。別の場所に保ほ管かんされていると思われます。

ファング：まあ、そうだろうな。

ＧＭ：あくまで冷静なファングが気に食わないのか、取調官は険けわしい表ひよう情じようで追つい及きゆうしてきます。「正直に言うがいい。お前がエイリン将しよう軍ぐんを殺したのだろう？　テントに入っていくのを目もく撃げきした者が多数おるのだ」

ファング：黙だまって脱出の算段を立ててる。




　この場で動くには早すぎる。

　時間を稼かせがねば───。

　おそらく、チャンスは独どく房ぼうに行ったときだ。




エメリー：モノローグだ（笑）。

ＧＭ：「話せと言っている！」と、取調官があなたの横面をバーンと殴なぐります。

ファング：……信じてくれはしないだろうが、オレがテントに入ったとき、エイリン将軍は撃たれていたんだ。

ＧＭ：「あの時、テントにいた人間で銃じゆうが撃うてるのはお前だけなんだ！　お前じゃないとすると、いったい誰がやったと言うんだ」

ファング：それはこっちが聞きたい！　ここは空とぼけよう。右みぎ腕うでが銃の男……パイソンをやるのはオレだ。

チャイ：おお～。

ＧＭ：「ちっ、強ごう情じようなやつだ！」あくまで容よう疑ぎを否ひ定ていするファングに、取調官は苛いら立だち、舌した打うちをします。

ファング：それで、しばらく殴なぐったり蹴けったりされるんですよね？（一同笑）

ＧＭ：じゃあ、そういうことで（笑）。

エメリー：（取調官になり）「おら、吐はけ！　お前がやったんだろう!?」（笑）

ファング：ち、違う！

ＧＭ：「ちっ、本当に強情なやつだ！」と言いい捨すてて彼は出ていきます。そして、そんな状態が何日か続きます。

ファング：何日も続いた!?（一同笑）

ＧＭ：だって、認みとめないんですよね？

ファング：もちろん。

ＧＭ：取調官の方は、認めるまでやるつもりなので。

エメリー：げしげし、どかどかっ。

ルナ：容よう赦しやないなぁ（笑）。

ＧＭ：そんな厳きびしい日々が過すぎていく中、キミが軍で見たことのある男がやってきます。ベルハルトですね。

ファング：……ベルハルト？　こんな場所になぜ、と怪け訝げんな顔になるな。

ＧＭ：年としの頃ころは四〇代で、ネヴァーフの男。髭ひげや髪かみは綺き麗れいにそろえていて、上品で頭がよさそうな雰囲気があります。将軍の中でも知ち性せい派はと言われている人物です。
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ルナ：ほうほう。

ＧＭ：ベルハルトはボロボロになったあなたに問います。「ファング君、私のことを覚えているかね？」

ファング：覚えていていいんだよな？

ＧＭ：もちろん。というか、錬金騎士団にいて彼を知らない者はいないでしょう。デイン・ベルハルトは、騎士団のナンバー２ですからね。

ファング：だったら、親父殿とよく話していたのを見たことがあることにしよう。……覚えている。百人隊長のベルハルト。錬金騎士団のナンバー２だ。

ＧＭ：「エイリンからキミのことはよく聞いていたよ。キミには大変期待をかけていたのに。それが、こんなことになってしまい、とても残念だ」

ファング：そうかい……。

ＧＭ：「エイリン将軍が騎士団内部の者によって暗殺されたのは間ま違ちがいない。弾丸が錬金騎士団で配給されたものだったからな」

ファング：ふむ。

チャイ：そういえば、ゲオルグっちがそんなこと言ってたっちゃ。

ＧＭ：「そして、その場にいたのはキミと他、三名の新兵のみ。ゆえに事情を知る者は、キミたちが犯はん人にんだと思っている」

ファング：……違ちがう。オレじゃない。もちろん、一いつ緒しよにいた連中もシロだ。

ＧＭ：「ならば犯人は……右腕うでに銃のある男、かね？」

ファング：なぜそれを……!?

ＧＭ：「だが、残念ながら右腕に銃をつけたエクスマキナが錬金騎士団に従じゆう軍ぐんしていたという記録はない」

エメリー：それは前回も言ってましたね。

ＧＭ：「さらに言えば、キミたち第七伝令小隊以外に、その男を見たという証しよう言げんもない。……その男の顔は見たのか？」

ファング：黙だまって首を振ふります。だが、犯人はそいつだ。

ＧＭ：「わかった。ファング、キミの言うことを信じよう」

一同：おおっ!?

ファング：……こうもあっさりと信じられると、逆ぎやくに勘かんぐってしまうな。

ＧＭ：「キミが父親同然のエイリンを殺すなど、ありえない話だ。そうだろう？」

ファング：当たり前だ。

ＧＭ：「だが、それだけではキミの身の潔けつ白ぱくを証しよう明めいする証しよう拠こにはならん」

ファング：そんなことはわかっている。だから、オレは奴やつを……！

ＧＭ：「このままでは、キミは死し刑けいを免まぬがれないだろう。しかし、私ならキミを救える。原隊に復ふつ帰きさせることも可能だ」

ファング：……どういうつもりだ？

ＧＭ：「キミのような優秀な兵がつまらん冤えん罪ざいで失われるのは惜おしくてね。しかし、キミを助ける前に、やってもらわなければならないことがある」

チャイ：おっ？

ファング：……取り引きか。オレに、何をしろというんだ？

ＧＭ：「エイリン将軍を暗殺したのが右腕が銃の男だというのならば、そいつを手引きした者が内部にいるはずだ」

ファング：納なつ得とくがいく話だな。でなければ、やすやすと本ほん陣じんの、しかも将軍の天てん幕まくまでたどり着けるわけがない。

ＧＭ：「その手引きをした者だが、ある程てい度どまで掴つかんでいる」

エメリー：おお、調ちよう査さはすでに進められてたんですねぇ。

ファング：そこまで手を打っているのか。さすがは騎士団のナンバー２だ。

ＧＭ：「だが、肝かん心じんの証拠がそろわなくてね。かといって、このまま軍内の問題を見み過すごすわけにはいかん。ゆえに、そやつをひそかに始末してもらいたい」

一同：おおっ!?

チャイ：暗殺の依頼だっちゃ！

ファング：……とりあえず黙って聞いていよう。

ＧＭ：「この仕事をこなしてくれれば、キミの身の潔白は私が証明しよう。そして、錬金騎士団に相そう応おうの立場をもって迎むかえ入いれる。どうかね？　悪い取り引きではないだろう」

ファング：それで、誰だれを始末するんだ？

ＧＭ：「エイリン将軍が死んで、一番得をした男……ゲオルグだ」

ファング：ゲオルグ・ゲルリッツのことか？

ＧＭ：「ヤツは、エイリン将軍の後あと釜がまとして錬金騎士団の団だん長ちようになった。暗殺事件が起きて得をしたのは、ヤツだけだ」

ファング：なるほどな。

ＧＭ：「引き受けてくれるね、ファング君」

ファング：でも、まじめに考えるとヘンな話だよな。いきなり暗殺しろとか。

チャイ：ゲオルグっちが黒くろ幕まくなの？

ファング：いや、むしろベルハルトの方がはるかに怪あやしい（笑）。

ルナ：そもそも、ゲオルグをそう簡単に暗殺できるのかねぇ。

ＧＭ：（ニコニコ）。

ファング：まぁ、でもここから出るには取引に乗るしかないってわけだし。

ＧＭ：はい、そうですね。

ファング：……そのときのオレに、他の選せん択たく肢しはなかった。

エメリー：モノローグが来た！

ファング：ベルハルトに答える。「……わかった。その仕事、引き受けよう」

ＧＭ：「では、取り引きは成立だ。やつは今デントンの町にいる」

ファング：ふむ。

エメリー：おや、デントンはアタシの目的地でもありますよ。

ファング：むっ……、




　……その時のオレに、他の選択肢はなかった。

　しかし、デントンと聞いたその瞬しゆん間かん、

　なぜか背せ筋すじに悪お寒かんが走る。

　出会ってはならないモノが、待まち構かまえているような……。

　そんなイヤな予感がした。




エメリー：〝出会ってはならないモノ〟ってアタシのこと？

チャイ：決まってるっちゃ（笑）。

エメリー：ひどい!?（一同笑）

ルナ：もうハードボイルドなんだか、ギャグなんだか、よく分からない（笑）。

ＧＭ：はいはい、進めますよ。ファングが取引を受け入れたので、拘束が解除されます。奪うばわれた装備一式も返へん却きやくされますし、デントンまでの通つう行こう証しようもくれます。

ファング：助かるな。通行証を受け取って、いつもの装備を身につけて、ひととおり確かく認にんしつつ、デントンへ出発しよう。

ＧＭ：では、ファングが旅立ったところでシーン終了です。







◆Opening 04◆微睡まどろみの中で




　将軍暗殺の濡ぬれ衣ぎぬを晴らすため、人型になる夢を叶かなえるため。

　チャイは、取引相手であるゲオルグを捜さがす。

　しかし、王都ウォリックフォードにも彼の姿すがたはなかった。

　明日は見つかるといいなと考えながら、眠ねむりについたチャイが見る夢は───。




ＧＭ：では、オープニングの最後はチャイのシーンとなります。

チャイ：チャイだっちゃ！（笑）

ＧＭ：チャイは、前回の報告をしようとウォリックフォードへ戻ったのですが、なかなかゲオルグがつかまりません。

チャイ：はうっ!?　ゲオルグっちがいないっちゃ！

エメリー：偉えらい人ですからねぇ。

ＧＭ：現げん在ざい、グラスウェルズの内乱の影えい響きようで、隣りん国ごくであるゴルフォードも緊きん迫ぱくしていますからね。あと、ゲオルグはひとりで隠密行動を取ることが多いタイプですから、なおさら接せつ触しよくするのが難むずかしいんですよ。

エメリー：ああ、そういえばそうでしたぁ（笑）。

チャイ：そんな風に捜していた、ある日の朝、うちは夢を見たっちゃ。

ＧＭ：はい？

エメリー：ちゃんと夢を見れるんですねぇ。

ルナ：ボールなのに（笑）。

チャイ：うち、人型になる夢を見たっちゃ！　とっても幸せだったっちゃ♪

エメリー：おおっ（笑）。

チャイ：起きてみたら……うちの頭に髪かみの毛けが一本生えてたっちゃ～！（一同笑）

ファング：マジで!?

チャイ：これっちゃ～！（イラストを見せる）

ＧＭ：これは……触しよつ覚かくみたいなのが、ぴょっこりとありますね（笑）。

チャイ：今日はとーってもいい日だっちゃ♪　アイロンでカールもさせるっちゃ！（笑）

ルナ：か、かわいいなぁ（笑）。

チャイ：ゲオルグはいないけど、とってもいい日になってるっちゃ。上じよう機き嫌げんでゲオルグっちを捜しに行くっちゃよ。るんるるん♪　スキップスキップ♪

ファング：スキップって……転がってるんだろ？（笑）

チャイ：でも、心はスキップしてるっちゃ！　ゲオルグっち、どこっちゃか～。

ＧＭ：残念ながらゲオルグには会えないんですが、代わりにイルゼに会うことができます。

ファング：イルゼなら、ここにいるぜ。

ＧＭ：はい、いつものフレーズありがとう（笑）。

チャイ：おお、イルゼっち。

ＧＭ：イルゼは、ゲオルグがデントンという町にいることを教えてくれます。

ルナ：前回はチャイと取引するのをずいぶん渋しぶっていたのに（笑）！

ＧＭ：この人はマジメなんで、チャイが約束を果たしたことを知っているので、無下にできないんですね。ちゃんと釘くぎはさされますよ。「ゲオルグ閣かつ下かが身分を隠かくしている場合、空気の読めない話しかけ方をしないよう、気をつけてくれ」

チャイ：はうっ！　う、うち、がんばるっちゃ！

ＧＭ：「ちなみに、ゲオルグ閣下はお忍しのびの際さいは〝ジョージ〟という偽ぎ名めいを使われる」

チャイ：ジョージさん？

ファング：ゲオルグを英語風に読むとジョージ。

エメリー：バレバレですよー（笑）。

チャイ：わかったっちゃ！　ジョージ……っちゃね！　メモメモ。

ＧＭ：「では、私も任務があるので出かけなければならない。つまり、ウォリックフォードには、お前を知っている者がいなくなる。気をつけろよ」

チャイ：はうっ!?　そうだっちゃね。うん、気をつけるっちゃ！　イルゼさんも、気をつけるっちゃよ？




　この後、イルゼも大変なことに巻き込まれるのだが、それはまた別の話である。




チャイ：さっさとデントンへ向かうっちゃよ。デントン……どういう町だっちゃ？

ＧＭ：地図には載のらない小さな町です。ゴルフォードの王都ウォリックフォードから西側、元アヴェルシア地方に向けて伸のびる街道を進むと森があるんですが、その手前に拓ひらかれた宿場町になります。

チャイ：ふむふむ。

ＧＭ：森林警けい備び隊たいの支し部ぶがありますが、それ以外は何もありません。町の人々は宿場を訪おとずれる人々を相手にした商売と、森で採とれた木材や産物をウォリックフォードに送ることで得られる収しゆう入にゆうで生活しています。

エメリー：王都と近いみたいですけど、田舎いなかっぽいですねぇ。

ＧＭ：そんなデントンへの道中、街道を歩いていると向こうから懸けん命めいに走ってくる女性が見えます。

チャイ：おおっ、どんな人だっちゃ？

ＧＭ：年齢は二十代後半で、服ふく装そうはどこにでもある旅りよ装そう。容よう姿しに特とく徴ちようはないです。

チャイ：でも、女の人はどんな人でも綺き麗れいだっちゃ。足もあるし。はぁ……。

ＧＭ：彼女の後ろからは、きらりと光るものを持った男が三人ほど、「待ちやがれぇ！」と追いかけてきています。

チャイ：追われているっちゃ！

ＧＭ：そりゃあもう。先頭の男がびゅんっと腕を振ふるうと、女性の肩からぱっと赤いものがしぶきます。「きゃあっ！」と短い悲鳴を上げて転びそうになりますが、それでも必死で走り、「た、助けて！」とチャイの目の前で倒たおれてしまいます。

チャイ：何と！　これは助けなきゃいけないっちゃ！　必ひつ殺さつ技わざを使うっちゃ！　チャイ・ボーリング玉ーっ!!

一同：ボーリング玉っ!?

チャイ：ごろごろごろ、ぱーんっ！

ＧＭ：……えっと、追いかけてくる男連中はエキストラなので……、じゃあ、チャイが勢いきおいよく転がると、ボーリングのピンのようにバーンッと弾はじけ飛とびます。

チャイ：すとらーいっく！（一同爆笑）

ルナ：……（声もなく笑っている）。

エメリー：……（キラキラした顔で笑っている）。

ファング：……しゃ、しゃちょう……ハードボイルドは？

ＧＭ：クールでハードでシビアで愉快なリプレイってことで！　ほら、プレイヤーの演出は尊そん重ちようしたいでしょ!?（笑）

ファング：ＧＭが……いいなら……いいんです。

ＧＭ：では、吹ふき飛とばされた男たちが起き上がってきて言います。「てめえ、邪じや魔まするのか！」

チャイ：やるっちゃか？　か弱い乙女おとめに剣を突きつけるっちゃか!?

ＧＭ：「乙女だ？　わけわかんねえこと言うな、このボール！」（一同笑）

チャイ：ボールじゃないっちゃー！（笑）

一同：怒おこったー！（笑）

ＧＭ：盗とう賊ぞくとおぼしき男たちは「邪魔すると痛い目に遭あうぞ！」と、ショートソードを振ふって襲おそってきます。

ルナ：エキストラなんですよね？

ＧＭ：はい、好きなようにぶっ飛ばしてけっこうです。

チャイ：もう怒ったっちゃ～！　チャイ・パーンチ!!

ＧＭ：すると、左のジャブ、右のストレートが綺麗に決まって、男たちは次々と倒たおされていきます。「つ、強いぞこいつ！」

チャイ：夢ゆめ見みる乙女は強いっちゃ！

ＧＭ：「く、く、くそう、とりあえず退たい却きやくだ！」三人組は逃げていきます。

チャイ：じゃあ、うしろのお姉さんに「大丈夫っちゃか？」って声をかけます。

ＧＭ：実は、お姉さんはかなり斬きりつけられていて、もう瀕ひん死しの状態です。逃げてる時は気づきませんでしたが、よく見れば、背せ中なかに深い傷きずがいくつかあります。

チャイ：ああっ！　やばーい！　回復できるもの何も持ってないっちゃ！

エメリー：ウォーリアですしねぇ（笑）。

チャイ：うう～、こんなときに絆ばん創そう膏こうがないなんて。女子力が低かったっちゃ～！

ファング：女子力って（笑）。

ＧＭ：もう絆創膏じゃ駄だ目めそうな怪け我がです。それでも最後の力を振ふり絞しぼって、必死で逃げてきたんですね。

チャイ：そっか……。

ＧＭ：女性は、チャイの手をがしっと握にぎると「これはきっと神のお導きに違いありません」と、細長い袋ふくろを握にぎらせます。二〇センチくらいですかね。

ルナ：割わりと大きいね。

ＧＭ：「これをデントンの、タニシ横丁の医者に、とどけてください」

ファング：た、タニシ横丁？

チャイ：タニシ横丁のお医者さんっちゃか？

ＧＭ：「どうか、お願いします」その言葉を最後に、彼女はがくりと息を引き取ります。

チャイ：ああっ、この人どうすればいいっちゃ？　放っておくのも悪いし……。

ルナ：何か形見の品になりそうなものを預あずかって、埋うめてあげればいいんじゃない？

チャイ：そうっちゃね……。

ルナ：あとで神しん殿でんに報告すればちゃんと葬ほうむってくれるよ。

チャイ：うん、じゃあそうするっちゃ。

ＧＭ：ちなみに、通行証や身分がわかりそうなものは持っていません。

チャイ：それじゃあ、お墓はかを立ててお花を供そなえて。ごめんっちゃ……。お名前も聞けなかったっちゃ……。

エメリー：えらいですぅ。

チャイ：でも、お医者さんのところに行けばわかるかもしれない。うち、がんばるっちゃ！　袋を持って旅を続けます。

ＧＭ：ちなみに、袋の中には笛ふえが入ってます。縦笛ですね、現げん代だいだとリコーダーと呼ばれるような笛です。

チャイ：笛？　吹ふいてみたいけど我が慢まんするっちゃ！　デントンに向かいます！

ＧＭ：では、チャイがデントンに向かったところで、シーン終了です。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆四人の再さい会かい




　街道沿ぞいの宿場町、デントン。

　取り立てて何かあるわけでもない、本当に小さな町だ。

　この場所で、四人は再会を果たすことになる。




ＧＭ：では、ミドルフェイズの最初のシーン。シーンプレイヤーはファング。デントンで、みんなが偶ぐう然ぜん出会うシーンです。ファングは暗あん殺さつ任にん務むのため、エメリーもジャックを追ってやって来ました。チャイはお医者さんに会うためですね。

ルナ：私わたしは？

ＧＭ：ルナは、レッドラウズを追ってやって来たことになります。どうやらこの町に運はこび込こまれたらしいという情じよう報ほうをつかみました。細かい描びよう写しやは省しよう略りやくしますが、けっこう時間が経たってますから、細い糸をていねいにたぐって来たのでしょう。

ルナ：あいよ。

ＧＭ：デントンはさっきも言ったとおり、さほど大きくなく、ちょっと寂さびれた雰ふん囲い気きの町です。そこにファングはやって来ました。さあ、モノローグを語りたまえ（一同笑）。

ファング：───ここがデントン。




　俺おれはこの町にやってきてしまった。

　生いき延のびるために、望みもしない仕事をするために。

　だが、その裏うらに何が待っているのか、

　調べないわけにはいかなかった……。




エメリー：モノローグ入りましたー（笑）。

チャイ：じゃあ、そこで登場っちゃ。こっそり背はい後ごに現あらわれて。ファングっち、思ってることが口に出てるっちゃよ？（一同笑）

ファング：はっと振ふり返かえる。なっ!?　お、お前はっ！

チャイ：偶然っちゃね～。

ファング：無事だったのか。まさかまた会うことになるとはな。

チャイ：ファングも無事でよかったっちゃ！　そして見てみて♪

ファング：な、なんだ？

チャイ：もう、せっかく髪かみの毛けが一本生えたのに～！

ファング：……そうか。よ、よかったな？

エメリー：リアクションに困こまってますよぉ。

チャイ：目をそらされたっちゃ！（笑）

エメリー：じゃあ、そこに登場しますぅ！　おふたりの頭上でばさっと羽音がして、ひらりと漆しつ黒こくの羽根が舞まい落おちる！

ファング：はっ!?　この黒いけど本来は白い羽根は!?

ルナ：染そめてるからね（笑）。

エメリー：もしかして……ファングさんとチャイさんですか～？

チャイ：この、見た目だけ素す敵てきな人は……エメっち！（一同笑）

エメリー：見た目だけじゃないですよぉ。中身だってすごいんですぅ。聖せい女じよにして、光こう輝きなる姫ひめですからね！（笑）

ファング：エメリー、妄もう想そうはいい。それよりも、俺の頭上を取るな！（一同爆ばく笑しよう）

エメリー：しょうがないですよぉ。天使は飛ぶものなんですぅ。

ルナ：自じ称しようだけどね（笑）。

エメリー：とにかく、おふたりともお久ひさしぶりですぅ！

ファング：あ、ああ。まさかこんなところで出会うとは思わなかったが。

エメリー：運命のお導みちびきです。……あっ、チャイさん！

チャイ：おっ、エメっちは気づいたっちゃか？（もじもじ）

エメリー：おめでとうございます、チャイさんに髪の毛が……！

チャイ：わあーいっ！　気づいてもらえたっちゃ！

ルナ：くそー、やっぱりかわいいな（笑）。

エメリー：とってもキュートですぅ～！　ぎゅ～！（←抱だきしめた）

チャイ：ファングっち、ぜんぜん気づいてくれなかったっちゃ！（笑）

ファング：い、いや……。

チャイ：乙おと女め心ごころがわからない男は最低だっちゃ！

エメリー：ファングさん、それでもあなたは光の戦士ですかぁ？

ファング：知らねえよ!?（一同笑）

ルナ：前ぜん世せで光の戦士───という設せつ定てい（笑）。

ファング：……前世、そんな昔のことは覚えていない。

エメリー：うまく切り返された！

ＧＭ：うまいのかな？（笑）

エメリー：ところでおふたりとも、どうしてこんなところに？

チャイ：生足をもらいに来たっちゃ！

一同：……生足？

チャイ：そう！　ジョージさんにもらうっちゃ！　髪の毛の次は足だっちゃ！　さっき決めたっちゃ!!

ルナ：そう決めたんだ（笑）。

エメリー：ジョージさん、ですかぁ？　まだゲオルグさんの偽ぎ名めいだって知らないので、誰だれだろうって首を傾かしげます。

チャイ：エメっちも知ってる人っちゃよ。でも、ここで言うと、うちの首が飛ぶっちゃ。

ルナ：（ぼそっと）首、どこ……？

チャイ：本当だ!!　うちの首どこー!?（一同爆笑）

ファング：どこからどこまでが首なんだ？（笑）

ＧＭ：胴どうしかないのか頭しかないのか……。

ルナ：物もの陰かげから思わず突つっ込こみを入れつつ、私も登場する（笑）。

チャイ：あ！　その声は、ルナっちゃね！

ルナ：元気そうで何よりだよ。よしよし（←チャイを撫なで回まわしてる）。

チャイ：ごろごろごろ～（一同笑）。

ルナ：聞いてれば、髪が生えたらしいね。リボンでもつけてあげよう。

チャイ：リボンついたーっ！　よし、完・成!!

エメリー：うゆぅ、ルナさんお久しぶりですぅ～！

ルナ：ああ、アンタは相変わらず地に足がついてないねぇ（一同笑）。

エメリー：天使は地に足をつけちゃいけないって、お兄様たちが言ってたんですぅ！

ファング：（←お兄様のプレイヤー）……確たしかに、そんなことを言った気がする。

ＧＭ：ということで、とりあえず四人そろいました。

ファング：（モノローグ風に）……この町ではなるべく目立ちたくはなかった。だが、もう無理だった（一同笑）。




　もはや、モノローグではなく単なる心の叫さけびである。




エメリー：あ、そういえばみなさん！

チャイ：どうしたっちゃ？

エメリー：ジャック・グリフィンという人をご存ぞん知じないですかぁ？　その人を捜しているんですが……って、みなさん、今しがた着いたばっかりって感じですよねぇ。

チャイ：うちが捜してるのはジョージだっちゃ。だから〝ジ〟しか合ってないっちゃね。

ルナ：みんな捜し人を求めてきてんのかい。

チャイ：ジョージがゲオルグだってことは、今のところは黙だまっておくっちゃ。イルゼさんにも念ねん押おしされたし。

ルナ：なら、どっちも聞き覚えがないから、首を横に振ふるね。ジャックにジョージね……。どっちも聞いたことがないな。

ファング：右に同じだ。

エメリー：うゆぅ～。そうですか、困こまりましたねぇ。

チャイ：あっ！　あと、うちはお医者さんを探してるっちゃよ。

エメリー：お医者さんですかぁ？

チャイ：そうっちゃ。タニシ横丁ってところにいるらしいっちゃ！

ルナ：それについては、町の人に話を聞けばわかるかもね。ところで、ファングは何の用事でデントンに？　アンタも人捜しかい？

ファング：ああ、人捜しというか……厄やつ介かいな任務を引き受けることになった。

エメリー：厄介な任務？

ファング：説明はするが、こんな往おう来らいで話すわけにはいかない。

エメリー：うゆぅ～？　ばっさばっさ（←羽ばたいている）。

ファング：羽ばたくな、鬱うつ陶とうしい！（笑）

ルナ：どこか話ができるところにでも移うつろうかね？　私たち、無む駄だに目立つから、往来で立ち話は確かに微び妙みようだ。

エメリー：そうですよねぇ。ここにいたら目立ちますよねぇ。アタシ、聖女ですし。

ルナ：ああ、うん。そうだねぇ。

エメリー：ああっ、生なま暖あたたかい眼まな差ざしがっ！（一同笑）

ルナ：まあ、疲つかれただろうから、とりあえず座すわってゆっくりしような？（笑）

チャイ：じゃあ、宿屋か酒場あたりに移い動どうするっちゃかね。

ＧＭ：場ば所しよ柄がら、宿屋兼けん酒場みたいな店はいくらでもあります。

ファング：適てき当とうな店を見み繕つくろって、テーブルを確かく保ほしよう。

ＧＭ：では、みんなで店に行って、再会の祝しゆく杯はいを挙げることになりました。

ファング：ちなみにテーブルは、部屋の奥おくにあるやつだ。オレは壁かべを背せにしたポジションの席に座る。

ＧＭ：入り口を監かん視ししながら飲食できる場所ですか。

ファング：そうだ。でも……これだけ目立つと意味ないかもな（笑）。

ルナ：羽根を黒く染そめたドゥアンとボールが座ってるからね。

エメリー：きらーん☆

チャイ：ぼよーんぼよーん（←跳はねてるらしい）。

ＧＭ：ちなみに、店に他の客はいません。今は昼間で、町の人たちはそれぞれの仕事をこなしているので。

エメリー：店主さんがいらっしゃるだけなんですねぇ。

ＧＭ：そうです。店主は注文された飲み物と食べ物を出したあと、カウンターの奥で煙草たばこを吸すっています。特にみなさんの方に注意を払はらってはいません。

ファング：なるほど。それなら、話の続きといこうか。まずはいきさつを簡かん単たんに話そう。……俺は、自由の身になるために仕事をひとつ引き受けた。契けい約やく相手はベルハルトだ。

チャイ：うちらも知ってる人っちゃ？

ＧＭ：元上官ですから、全員知っていてかまいません。

ルナ：へぇ。

エメリー：なるほど。

ファング：ベルハルトが言うには、エイリン将しよう軍ぐんを殺した男を手引きした奴やつがいるらしい。しかも、そいつはゲオルグらしい。

チャイ：え、ええっ!?　そ、そうだっちゃか～？

ファング：チャイ、声を抑おさえろ。

チャイ：……ご、ごめん。

ファング：オレに課せられた任務は、ゲオルグの暗殺だ。エイリン将軍の殺さつ害がい犯はんのひとりとして、奴を殺すように言われてきた。

チャイ：ええー!?　……実はうち、ここにゲオルグを捜しに来たっちゃよ。

エメリー：あれ？　ジョージさんって言ってませんでしたっけ？

チャイ：それは、ゲオルグっちの偽名だっちゃ。

エメリー：な、何ですってぇ～!?（笑）

チャイ：すぐわかっちゃう偽名だっちゃ！

エメリー：将軍みずからお出かけしてるんですか？

チャイ：らしいっちゃ！

ルナ：わざわざご苦労なことだよ。

ＧＭ：問題解かい決けつのために自分自身が動くのが、彼かれの性しよう分ぶんなんです。グラスウェルズの内ない乱らんもありますし、人手が足りてないのもありますけどね。

ルナ：そういや、もう内乱が起こってるんだったか。マムは無事かな？

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶです。内乱が起きた直後、アニマルメッセンジャーで「マムは無事」という情報が入ってきてます。

ルナ：よかった。なら、私は自分の仕事をするだけだ。とはいえ、レッドラウズの情報はまだないし、とりあえず、ゲオルグについてどうするか相談しとくかね。

チャイ：ファングっち、ゲオルグを殺すっちゃ？

ファング：本当にあいつが親父おやじ殿どのを殺す片かた棒ぼうを担かついでいたならな。

ルナ：アンタから見て、ゲオルグより、取り引きしたベルハルトの方が信じられるってことかい？

ファング：いや、そうではないが……。

ＧＭ：「エイリンが死んで一番得をした人間だから」というのが疑ぎ惑わくのポイントですね。

エメリー：一番出世した人ですもんねぇ。

ファング：その点だけ見れば、ベルハルトのいうことに説得力はある。

ルナ：将軍を暗殺する動機があるってことか。

ファング：暗い表ひよう情じようでこう言うよ。「もし、ベルハルトの言っていたことが本当なら、ゲオルグは右みぎ腕うでが銃じゆうの男を手引きした、親父の仇かたきにも等しいということだ」

エメリー：（真しん剣けんな声音で）まるで、あのときと同じですね……。

ファング：何か知っているのか？

エメリー：前世の話ですぅ♪

ファング：う、うぉおおおお～！（一同爆笑）

チャイ：ファング、しっかりするっちゃ（笑）。

ルナ：（笑いをこらえつつ）まぁ真ま面じ目めな話、ファングはどうするつもりなんだい？

ファング：む、むう……。もしゲオルグが本当に手引きをしたなら、オレ自身の決着をつけねばならない。それは絶ぜつ対たいの条じよう件けんだ。

ルナ：大切な親父殿の仇だからだね。

ファング：ああ。だが、ベルハルトを完全に信用してるわけじゃない。奴の言葉が真実かは、まだわからん。オレに言えるのは、そんなところだ。

ルナ：あんたは真面目だし忠ちゆう義ぎ者ものだけど、血けつ気き盛さかんなわけじゃない。状じよう況きようは見極めてくれると思ってるよ。裏は取るんだろう？

ファング：そのつもりだ。

ルナ：それに、やるにしても相手が大きすぎる。

ファング：４レベルのオレたちに倒たおせるのか？　とは思うね（笑）。

ＧＭ：もしＰＣがゲオルグと戦うという決定をしたなら、このシナリオのスケールに合うようなデータは用意してあります。

ファング：マジか!?

ＧＭ：結果があとの歴史と矛む盾じゆんするようなことになれば、なんとかつなげる言いい訳わけも考えてはあります。ただ、ルナの言うとおり、ちゃんと裏をとって、判はん断だんしてくださいね。

ファング：分かった。

ルナ：確かに、動機があるんだからゲオルグが犯はん人にんの可か能のう性せいはある。だけど、アンタにそういう取引を持ちかけてきている時点で、ベルハルトも結けつ構こうおかしな気がするよ。何か裏がありそうで嫌いやだねえ。

ファング：裏のないやつなどいない。

ルナ：まあね。

ファング：だが、俺は踊おどらされるのはもう勘かん弁べんだ。とにかく、真実を見極めたい。

チャイ：なら、まずはゲオルグっちを一いつ緒しよに捜して会ってみるっちゃ。

ファング：それは願ってもないことだ。だが、気をつけろ。もしゲオルグがやったと確かく信しんを得たら、オレは自分を止める自信がない。

チャイ：う、うん……（笑）。

ルナ：とりあえず、状況を整理しよう。今やらなきゃいけないことは、エイリン将軍の仇をとりたい、それと医者に届け物をするんだよね？

チャイ：そうそう。お医者さんを捜してるっちゃ。

ルナ：それから、ジャック・グリフィンという人を捜す。

エメリー：ですぅ。

ファング：ルナはレッドラウズを探すんだったか。

ルナ：そうだ、私はまだ情報を提てい示じしてないのか。

チャイ：じゃあ、うちが訊きくよ。ルナは何をしに来たっちゃ？

ルナ：この町に、前の事じ件けんの薬が残ってるかもしれないって話を聞いたんでね。

エメリー：まあ、それはいけませんよぉ！

ルナ：あれがあったら困るだろう？　この間、ひどい目にあったわけだし。

チャイ：た、大変だったっちゃ～（笑）。

ルナ：だから、後始末に来ただけだよ。

エメリー：なるほどぉ。

ルナ：まあ、アタシもできる範はん囲いでみんなの手伝いはするさ。仲間だしね。

エメリー：うんうん、あたしもできる限かぎりお手伝いしますぅ。

ＧＭ：一いち応おうギルドですしね。

チャイ：そういえばそうだ！（笑）

ＧＭ：ということで、ギルド集結です。ここからはギルド〝Ｊ〟として活動できるようになりますよ。

一同：はーい。

ＧＭ：会話も一段だん落らくしたようなので、情じよう報ほう収しゆう集しゆうをするシーンに移うつりましょう。







◆Middle 02◆デントンでの情報収集




　再会した四人は、それぞれの事じ情じようを抱かかえてデントンの町へやって来ていた。

　それまでに集めた情報を元に、調ちよう査さを開始する。

　お互たがいに有ゆう益えきな情報があるかもしれない。




ＧＭ：舞ぶ台たいは引き続きデントンの町で、シーンプレイヤーはルナ。全員登場してください。情報収集を行なうシーンになります。この情報収集はデントンで調べたことだけに限かぎらず、町に着くまでの道中で手に入れた情報も含ふくみます。

ファング：ここに来るまで、何もしてないってわけじゃないしな。

ＧＭ：では、まず判はん定ていで調べられる項こう目もくを挙げます。ある程てい度どの基き礎そ情報がないと、動きようがないでしょうからね。

エメリー：はーい。




▼情報収集の項目

・ベルハルトについて

・ゲオルグについて

・レッドラウズについて

・ジャック・グリフィンについて




チャイ：お医者さんについてはないっちゃか？

ＧＭ：ああ、タニシ横丁の医者について調べるには判定はいりません。場所は聞けば分かるので、訪たずねて行くことができますよ。

チャイ：おおー。じゃあ、後で行くっちゃ。

ＧＭ：判定は【精せい神しん】【幸運】【知力】のいずれかで。あとレッドラウズについては、錬れん金きん術じゆつに関する知ち識しきが使えます。

チャイ：錬金術なら、けっこう得意だっちゃ。




　しばし、誰がどの項目を調べるか相談するＰＣたち。




ＧＭ：それでは、まずは……チャイからやっていきましょうか。レッドラウズについて。

チャイ：《アルケミーノウリッジ》を使って、３＋３Ｄ！　（ダイスを振る）ダイス目が13だから、16だっちゃ！

エメリー：おお～、出目が高いですぅ。

ＧＭ：十分です。では、レッドラウズについて。前回の事件けんの後、レッドラウズの流通はパッタリなくなりました。

チャイ：なくなった？

ＧＭ：はい、胡狼会が壊かい滅めつした後、売人とかも捕つかまったか逃にげ出だしたか、とにかく消えてしまい、レッドラウズはまったく手に入らなくなりました。

ルナ：でも、この町に運び込まれたという情報を追って、私はここへ来たんだよ。それは確たしかなんだよね？

ＧＭ：はい、ルナはこの町にそれなりの量のレッドラウズらしき荷物が運び込まれたという情報を得ています。しかし、その後の動きはまったくありません。

ルナ：ここで取引が行なわれるとかではないんだ……。

ＧＭ：そういう様子はまったくないですね。

ファング：そもそも、売りさばくつもりなら、こんな人のいないところへ持って来るってのはヘンな話だ。

ルナ：売って利り益えきにする以外の目的があって、この町に運びこんだ？

ＧＭ：いいとこついてますね（ニヤリ）。

ルナ：別な目的……。

ＧＭ：あと、達たつ成せい値ちが高かったので、チャイにはもうひとつ分かることがあります。

チャイ：おっ。

ＧＭ：あの赤い花は非ひ常じように特とく殊しゆなもので、どこでも栽さい培ばいできるってものではないのです。前回、花畑を焼いて工場を潰つぶしましたから、追加でレッドラウズを生産するのは非常に難むずかしい。

チャイ：じゃあ、この町にある薬を処しよ分ぶんすれば、終わりってこと？

ＧＭ：そうなりますね。

チャイ：よーし、探し出して燃もやしてしまうっちゃ。

ＧＭ：次はエメリーにしましょう。ジャックについて。

エメリー：アタシは【精神】で挑ちよう戦せんしますぅ。よっ！（ダイスを振る）　ダイス目が９だから、達成値14！

ＧＭ：成功です。ジャックを捜すため軍の駐ちゆう屯とん所じよに行き、話を聞いてみたところ、「ここで予よ備び役えきを集めているということはない」という答えが返ってきます。

エメリー：ええっ!?　あ、あれぇ？

ＧＭ：多数の兵士がやってくれば、あちこちの酒場でそれらしい人たちを見かけるはずですが、まったく見かけません。

エメリー：そ、そんなぁ！

ＧＭ：ゴルフォードには、森林警けい備び隊たいである翠すい緑りよく騎士団という部隊が存そん在ざいして、この町にも駐ちゆう留りゆうしているんですが、彼らに聞いてもジャック・グリフィンどころか、予備役の兵士が来たという話は確かく認にんできません。どうやら、嘘うそみたいですね。

エメリー：えぇ～!?　嘘なんですか!?

チャイ：だまされたっちゃ！

エメリー：わなわな……。はぁ、なんということでしょう。ジャックさん、いったいどこに行ってしまわれたのかぁ。

ルナ：おかしいね。運び込まれたレッドラウズも、来ているはずのジャックも、煙けむりのように消えてしまうなんて。

ファング：この町になにかあるってことか……。

ＧＭ：では、次。

ルナ：私がいかせてもらうよ。ゲオルグについて調べる。《ストリートワイズ》を使って、【幸運】の情報収集判定に＋１Ｄ。これで３＋３Ｄで判定できる。うりゃっ！（ダイスを振る）　……おっ、ダイス目は11。達成値は14だ。

エメリー：いい感じですねぇ。

ＧＭ：みなさん、出目がいいですね。ゲオルグ・ゲルリッツは、錬金騎士団でありながら、非常にフットワークの軽い仕事をしており、偽名を使ってあちこちで直ちよく接せつ諜ちよう報ほう活動を行なうような人物です。まぁ、みなさんよくご存ぞんじだと思いますが（笑）。

ルナ：ふむ。

ＧＭ：今回はある目的で国外に情報収集をしに行こうと思っているらしいです。デントンに向かったのも、そのためのようですね。

ルナ：ふーむ。『デスマーチ』の裏うら側がわと考えると納なつ得とくがいくなぁ。

ＧＭ：あと、どこかに錬金騎士団を召しよう集しゆうしているという噂うわさが流れています。

エメリー：うゆぅ？

ＧＭ：隣りん国ごくでの事件に警けい備びを強化しているはずの錬金騎士団の数が、普ふ段だんよりも少ないんですよ。そのうえゲオルグ自身もいなくなっているので、人員をどこぞに召集しているんではないか、という噂になっています。

ルナ：なるほどね。数が減へってるなら、その分どっかに回してるってことか。

ＧＭ：ついでに、現げん在ざい、ジョージという商人がこの町の酒場にいることもわかります。

ファング：普ふ通つうに見つかったぞ（笑）。

チャイ：会いに行かないと（笑）。

ＧＭ：じゃあ、最後はベルハルトの情報収集をどうぞ。

ファング：オレだな。ただ、使える能のう力りよく値ちはどれも低いんだよな。

チャイ：がんばるっちゃ！

ファング：【幸運】で判定しよう。はっ！（ダイスを振る）　ダイス目は５、達成値８！

ＧＭ：では、次のような情報をつかみました。ベルハルトは貴き族ぞくの出で、ゴルフォードの中では大変由ゆい緒しよ正しい軍人であることがわかります。

ファング：それはすでに知ってる（笑）。

ＧＭ：錬金騎士団の百人隊長としても尊そん敬けいを集めており、有ゆう能のうです。何事もなければ、エイリンの後を継つぐのは彼だったろうと言われているぐらい。以上です。

ファング：達成値８でわかるのは、こんなところか。

ＧＭ：このシーンでの情報収集は以上となります。

チャイ：じゃあ、次はうちがお医者さんに会いに行くだっちゃ。

エメリー：行く前に女の人に渡わたされた物を調べた方がいいのでは？

チャイ：そうだっちゃ！　渡された笛を調べないと……。できる？

ＧＭ：はい、それじゃシーンは変えましょうか。







◆Middle 03◆笛ふえに秘ひめられた謎なぞ




　宿屋の部屋で、それぞれ知っている情報を交こう換かんした四人。

　その中でも、チャイが背せ負おっている笛に皆みなの疑ぎ問もんが集まった。

　さっそく、手にとって調べてみると……。




ＧＭ：では、シーンを開始しましょう。町を歩き回ったりして、情報収集を終えた後、宿屋の部屋に集まったというところかな。全員登場で、シーンプレイヤーはチャイとします。

エメリー：はーい。

ファング：じゃあ、さっそくチャイが背負っている笛を調べよう。

チャイ：やだ～。うちの背せ中なか見るなんて、えっちだっちゃ！（一同笑）

ファング：その反はん応のうは華か麗れいにスルーしつつ……笛を調べよう。

ＧＭ：笛を調べるのは、トラップ探たん知ちになります。

チャイ：トラップ探知!?　この笛にいったいなにがあるっちゃか!?

ルナ：何か仕し掛かけでもあるのかもしれないね。

ファング：ここは俺が調べよう。得意分野だ。

ＧＭ：ではトラップ探知をどうぞ。難なん易い度どは15です。

ファング：よっ！（ダイスを振る）……出目10で、達成値は16。

ＧＭ：成功です。まず判定する以前に、この笛は吹ふいても音が出ません。

チャイ：そうなの!?　吹いてみればよかった（笑）。

ＧＭ：さらに、くわしく調べていくと、ある方向にひねるとパカッと開きます。

エメリー：おおっ？

チャイ：何か入ってるのかな？

ＧＭ：小さな小こ瓶びんが入ってます。中身は赤い粉薬です。

一同：ぎゃあーっ!?

ルナ：レッドラウズ!?

ＧＭ：そのとおりです。

チャイ：なんで、こんなものが入ってるっちゃーっ!?

ルナ：探してたものが意外なところから出てきたね。

ファング：これをどうやって手に入れた？

チャイ：うう、えっと生足の綺き麗れいなお姉さんが……（一同笑）。

ファング：いや、生足はいいだろ（笑）。

チャイ：とにかく、旅の途と中ちゆうで会った女の人が、死ぬ間ま際ぎわにうちに託たくしたんだっちゃ！　この町に住むお医者さんに渡わたせって！

ルナ：タニシ横丁に住んでる医者だっけ？

チャイ：そうだっちゃ。タニシ横丁のお医者さんって言ってたっちゃ。

エメリー：その人に会う必要がありそうですねぇ。

ファング：だな。あと、一応確認するが、笛の中身は小瓶だけか？

ＧＭ：いえ、何か紙が入ってます。

エメリー：なんですと？

ファング：さっそく目を通してみるぞ。

ＧＭ：なにやら不ふ可か思し議ぎな文字が書かれています。ぱっと見ても、あなたたちには理り解かいできません。
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ルナ：暗号文ってやつか。笛を託したって旅の女、いったい何者なんだ？

チャイ：わからないっちゃ……。でも、その女の人は誰だれかに襲おそわれてたっちゃ。とっても怖こわい、乙女おとめにも刃やいばを向けるような男たちだったっちゃ！

ファング：ふむ……。

ルナ：こんなもんを運んでるんじゃ、そういう目にもあうだろうねぇ。

チャイ：うち、ガクブルだったっちゃ～！

ルナ：よかったな、生きてて。

ファング：こいつは、そこらへんの雑魚ざこにやられるほど柔やわじゃないさ。

チャイ：ふふん、チャイ・ボーリング玉で蹴け散ちらしてやったっちゃ！　こんな感じで！　ごろごろごろごろー。

エメリー：転がってるぅ（笑）。

ルナ：ほらほら、戻もどっておいで～（笑）。

ファング：こうしてると、本当にただのボールだな。

チャイ：そんなことないっちゃ！　うち女の子だっちゃ！　ちょっと傷きずつくっちゃ！

エメリー：そうですよ、チャイさんは女の子ですぅ。

ルナ：やれやれ。あんた、女心のわかんないやつだね。

ファング：す、すまなかった……（一同笑）。

チャイ：もう～、胸むねがちょっと錆さびちゃったっちゃ！（笑）

ルナ：錆びるんだ（笑）。

チャイ：……あっ！（←何かに気づいた）

ルナ：どうした？

チャイ：うちの胸……どこ？（一同爆笑）

エメリー：また悩なやみ始めたっ!?

ルナ：（チャイを撫なでつつ）よしよし。

チャイ：ありがとう～。でも、このメモどうしたらいいっちゃかねぇ？

ルナ：暗号文みたいだけど、解かい読どくできないかな？

ＧＭ：しかるべき知識がないと無理ですね。判定してもわかりません。

ルナ：うーん、なんだろうね。

ファング：悩んでも仕方ない。とりあえず、笛をどうするか決めよう。

チャイ：なら、うちが届とどけに行って、お医者さんが怪あやしいかどうかを調べるっちゃ。

ルナ：私もそれでいいと思う。

ファング：前回の事件が終わっていないということか。これは協力しないわけにはいかないな。レッドラウズを見つけてしまった以上、医者を探ることに異い存ぞんはない。

エメリー：人を惑まどわせる薬なんて、あっちゃいけないですぅ！　もし、これを悪用しようとしてる人がまだいるなら、けっちょんけっちょんですよぉ！

ＧＭ：ちなみに、医者のところにはチャイひとりで行きますか？

チャイ：うちひとりじゃ怖こわいっちゃ。誰だれか一いつ緒しよに来てほしいっちゃ～！

ファング：チャイなら大だい丈じよう夫ぶな気もするが……用心するに越こしたことはないな。

チャイ：ちょっと！　ファングっち、さっきからひどいこと言ってるっちゃね！（笑）

エメリー：乙女心がわからない殿との方がたですねぇ。

ファング：うっ……す、すまん。いや、頼りになるって言ってるだけで、悪気はないんだ。

ルナ：ええと……暗号文は写しを取ってもいいかな？

ＧＭ：かまいません。

ルナ：今のところ解読はできないけど、もしかしたら役に立つかもしれないしね。

ファング：いいね。抜ぬけ目めなくて、いかにも裏社会に生きてる感じ。

エメリー：ルナさん、さすがですぅ！

ルナ：あと小瓶と暗号文は、ちゃんと笛の中に戻もどしておいたってことで。

チャイ：出しっぱなしで渡わたしたら、いろいろとめんどうなことになりそうだしね（笑）。

ＧＭ：では、元の通りにしまいました。

エメリー：お医者さんを調べるのもいいですけど、ゲオルグさんのことも調べておきたいですよねぇ。今、酒場にいらっしゃるらしいですし。

ファング：そうだな。オレはゲオルグを調べたいな。

ルナ：なら、二手に分かれるかい。

チャイ：うち、ルナと一緒がいいっちゃ。

ルナ：おやおや、ご指名だ。レッドラウズが関わってる以上、元からそっちについていくつもりだったんだ。問題ないよ。

ファング：じゃあ、俺はゲオルグの方に向かおう。

ルナ：あまり先走ったことはしないでおくれよ？

ファング：努力はしよう。

ルナ：やれやれ。どうにも心配だねえ。

エメリー：大丈夫ですぅ！　あたしも一緒に行きますぅ！

ファング：お前も来る気かよ!?（一同笑）

ルナ：まあ、二手に分かれるんならそうなるよねぇ。

ファング：盲もう点てんだった……。

ルナ：エメリーがついて行くなら、大丈夫かな（笑）。

ファング：……本当に大丈夫だと思うか？

エメリー：もちろんですよぉ。

ルナ：心配する気持ちは理解できるけど、こう見えて、なかなかやるもんだよ。前にバルテルのところを訪たずねた時は、うまく猫ねこを被かぶって見せたしね。

ファング：そうか。なら、一緒に行くか？

エメリー：はーい。あたしがいる限り、ファングさんには神の加か護ごがついてますぅ！　どんなピンチもへっちゃらですよ！　キュピーン☆

ファング：……そうか。まあ、今回はしょうがないとあきらめよう。

エメリー：ぱあぁぁぁぁっ（←輝かがやいているアピール）。

ＧＭ：では、ルナとチャイが医者のところへ、ファングとエメリーがゲオルグに会いに行くということで、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 04◆医者を捜して




　ふた手に分かれた、ギルド〝Ｊ〟の面々。

　ルナとチャイは、医者を訪たずねるためにタニシ横町へ足を踏ふみ入いれる。

　典型的な裏うら路ろ地じで、治安はよろしくないようだ。




ＧＭ：では、まずは医者組から演えん出しゆつしていきます。シーンプレイヤーはルナ。チャイも登場してください。

ルナ＆チャイ：はーい。

ＧＭ：タニシ横丁は町の裏側にある治安が悪い場所です。どことなく荒すさんだ雰ふん囲い気きがありますね。都会ではないので、強力な犯はん罪ざい組そ織しきはありません。地元のチンピラがたむろしていたりする程てい度どです。

ルナ：私から見たら、まだまだケツの青いやつらだね。

エメリー：ルナさん、まだ一五歳さいなのに！（笑）

ＧＭ：一五歳でも、ルナは踏ふんできた場数が違ちがいますよ。そこいらのチンピラは相手になりません。

チャイ：さすがっちゃね！

ルナ：おだてても何も出ないよ。さあ、厄やつ介かい事ごとに巻まき込こまれる前に、とっとと医者を捜しちまおう。

チャイ：あいあーい。

ＧＭ：さて、狭せまい路地を奥に進んでいくと、どんどんと雰囲気は悪くなっていきます。地面にぺたっと座って水みず煙草たばこをくわえてる奴とか、ゴロツキとかがいて、怪け訝げんそうにふたりを警けい戒かいしています。

チャイ：あやや。こんなところに、お医者さんがいるっちゃか？

ルナ：こんなところだからこそ、怪け我が人にんには事欠かないんだろ。

チャイ：おおっ！　なるほどだっちゃ。

ルナ：もっとも、こんなところにいる医者はまっとうじゃないだろうけどね。

チャイ：うん、気をつけて行くっちゃ。

ルナ：とはいえ、何の情報もなしじゃ、見つけられるはずもないか。ちょっと医者について近くにいる奴に聞いてみよう。

ＧＭ：すると、水煙草吸ってる奴が「そこの曲がり角を右だよ」と教えてくれます。

ルナ：んじゃ、そっちに行く。




　言われたとおり、曲がり角を曲がると、そこにはオンボロな建物があった。

　一応、「医者」と書かれた看かん板ばんが掛かかっているが、傾かたむいていて今にも外れそうだ。

　さらに、看板をよく見ると、但ただし書がきでこう付け加えてある。

「命のいらぬものは入りたまえ」と───。




ルナ：……胡う散さん臭くさすぎるだろう。

チャイ：ともかく、こんこんっとノックしてみるっちゃ。

ＧＭ：すると、中から「どうぞー」と若わかい男の声が返ってきます。

ルナ：おや？

チャイ：まずは中に入るっちゃよ。お届とどけものを持ってきたっちゃ～。

ＧＭ：ドアがガチャっと開く。すると、意外にこぎれいな二枚目の男が現われます。

チャイ：おおっ!?　二枚目だっちゃ！

ルナ：なんか……予想とだいぶ違ちがう。

ＧＭ：彼はパッとあなたがたを見た瞬しゆん間かん、まずルナに「これは綺き麗れいなお嬢じようさん！　あなたのようなかたがお客としていらっしゃるとは！　どうぞどうぞ！」と告げ、急に上じよう機き嫌げんになります。

チャイ：そんなぁ、いきなり褒めちゃだめっちゃよ～！

エメリー：ああ、また……（笑）。

ファング：あきらかにルナに言っているのに。

ＧＭ：二枚目はふたりを中に招き入れると、ソファをぱぱぱぱん、とたたいて勧めます。「どうぞ～」

チャイ：せっかく綺麗にしてくれたんだから座すわらせてもらうっちゃ。ドスン！

ファング：ほんと、このボールは……。

ルナ：まあまあ。私もチャイの隣となりに腰こしを下ろそうか。

ＧＭ：「いやいやいや、こんなところにお訪ねくださるとは！　まさに掃はき溜だめに鶴つるだ。お美しい……（チャイの方を見て）おふたり！」

チャイ：ちゃ、ちゃんとうちのこと、女の子だってわかるっちゃか？

ＧＭ：「もちろんですとも」

チャイ：あのー、ＧＭ。「まるで花と肉まんみたい」とか言って欲ほしいんですが……。

ＧＭ：え？　わかりました。「まるで花と肉まんのような取り合わせ！」

チャイ：そんなぁ～、ルナのこと肉まんだなんて言っちゃだめっちゃよぉ～！

一同：いやいやいやっ！（大だい爆ばく笑しよう）

エメリー：め、めちゃくちゃ勘かん違ちがいしてる……！

ファング：どう見ても肉まんはチャイだろっ!?

チャイ：うち、嬉うれしくて気づかないっちゃ！（笑）

ＧＭ：「もちろん、丸くて、すべすべで、おいしそうという意味の、ほめ言葉ですよ」

ルナ：あー……うん。とりあえず、その……なんだ。なにはともあれ、こいつはチャイを女の子と認にん識しきしたのね。

エメリー：みたいですねぇ。二枚目さん、一発でチャイさんの性せい別べつを見み抜ぬくなんて、ただ者ではないですね。

ファング：でも、こいつは医者っぽくはないぞ。それにこの性せい格かく、どっかで見たような気がするんだよな。

ルナ：ほらチャイ、用事があったんだろう？

チャイ：そうだっちゃ。お医者さんを捜してやって来たっちゃ。

ＧＭ：「そうでしたか。私がこのクリニックの主あるじ、サイラ……いえいえ、サイリーと申します」

ルナ：サイリー？（笑）

ファング：ああ、こいつは……（ピンときた）。

チャイ：やっぱりお医者さんだったっちゃね！　この笛を、あなたに届とどけるように言われたっちゃ。綺麗な女の人だったっちゃ。

ＧＭ：そうすると、サイリーは突とつ然ぜん顔色が変わって、真しん剣けんな表情になります。「その女じよ性せいは？　どうなりました？」

チャイ：えっと……その女の人、悪い人たちに追われてたっちゃ。

ＧＭ：「追われていた？」

チャイ：そこにうちが通りかかったっちゃ。でも、怪け我がをしていて、最後にこの笛をうちに託して息を引き取ったっちゃ……。

ＧＭ：「そう、ですか……」とひどく落らく胆たんした様子でがくりと座ります。そして、「キミの犠ぎ牲せいは……必ず……」とつぶやく。

ルナ：気になるけど、まだ突つっ込まないでおこう。

チャイ：力を落とさないでほしいっちゃ。

ＧＭ：「ああ、失礼しました。大丈夫ですよ。それで、女性はそのあとどうしました？」

チャイ：残念ながら、道みち端ばたに埋うめることしかできなかったっちゃ……。

ＧＭ：彼はにこりと笑って「いえ、十分です。彼かの女じよの供く養ようはあとで私がしっかりとやっておきますから」と答えます。

チャイ：ああ、それが聞きたかったんだっちゃ。

ＧＭ：「あなたのおかげで彼女の犠牲は無む駄だにはならなかった。ありがとうございます」

チャイ：こういうことを聞いていいのかどうかわからないんだけど、ご関係を教えてもらってもいいっちゃか？

ＧＭ：すると、先ほどとは雰囲気が変わって、「……綺麗なお嬢さんがた。あなたがたのために言いますが、この件には関わり合いにならない方がいい」と言います。

ルナ：ふうん。なるほど。

チャイ：な、何か、危あぶないっちゃか？　ブルブル（笑）。

ルナ：本人がそう言うんだから、そうなんだろうさ。ほら、踏ふみ込めないものってのは、誰にでもあるじゃないか。

チャイ：あっ、うん。そうっちゃね……。

ルナ：……ていうか、中身見ちゃったから、内心、気まずく思っている（笑）。

ＧＭ：なるほど。ちなみに、レッドラウズと暗号はもとに戻して返しちゃうんですよね？

ルナ：うん。

ＧＭ：了りよう解かいしました。では、笛を渡したところで、チャイとルナは【感知】か【精神】の好きな方で判定してください。

チャイ：おっ？

ＧＭ：【感知】だと観察、【精神】だと相手の印象を読み取る感じです。判定をどうぞ。

チャイ：【精神】が10あるっちゃ。いくよー。（ダイスを振る）達成値21！

エメリー：すごーい！

ＧＭ：本当に今日はいい目が出ますね！

ルナ：私が振るまでもなさそうだけど一応やるか。（ダイスを振る）【精神】で達成値11。

ＧＭ：ルナもなかなかですね。では、サイリーがアコライト───神官、もしくはそれに近しい職しよくに就ついていると感じ取れます。

ルナ＆チャイ：おおーっ。

ＧＭ：しかも、レベルが非常に高い。神官が医学知識を治めていることもありますから、それで彼は医者だと名乗っているのでしょう。

チャイ：ふむふむ。

ＧＭ：印象としては、こんな場所で医者をやっているような人物ではないですね。所しよ作さが洗せん練れんされていますし、ちゃんとした教育を受けているのだと分かります。

ルナ：ふうん？　身分を隠かくしているのかもしれないってことか。

ＧＭ：それから、ゴルフォードの人間でもない。

チャイ：ゴルフォード人じゃない？

ルナ：訛なまりがあるのかな？

ＧＭ：そうですね。そして、ルナにはわかるんですが、犯罪結社に属ぞくしているようにも見えません。犯はん罪ざい者しや特有の気配とか臭いといったものが一切ないので。

ルナ：訳わけありだね。

ＧＭ：あなたがたが今まで会ったことのないタイプです。……まあ、プレイヤーはそろそろ誰だかわかっていると思うんですが（笑）。

ルナ：そうだね。たとえば、髪の色は金で、かなり長かったり？

ＧＭ：そうです（笑）。

チャイ：まあ、あの人だよね（一同笑）。

ＧＭ：まあ、キャラクターは接せつ触しよくしたことがないので、さすがに正体はわかりませんが。

ルナ：別にいいさ。渡わたすものは渡したし、様子を見ることにするよ。

チャイ：うちは褒ほめられたから、「いい人っちゃね♪」って思ってる。

エメリー：無む邪じや気きですねぇ（笑）。

ＧＭ：では、しばらく談話した後、サイリーが用事があると告げたことで、場はお開きになります。ルナとチャイが病院を後にしたところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle 05◆意外な訪ほう問もん者しや




　ファングとエメリーは、ジョージという商人を訪たずねることに。

　その正体は、ゲオルグの可か能のう性せいが高い。

　もしかしたら、新たな情じよう報ほうを得られるかもしれない。




ＧＭ：次は商人のジョージを捜すシーンとなります。シーンプレイヤーはファング。エメリーも登場してください。

エメリー：はーい。らんららーん♪

ファング：なんで、そんなに楽しそうなんだ？

エメリー：だって、こうして行動を共にすることによって、ファングさんも前世の記き憶おくを取とり戻もどすかもしれないじゃないですかぁ。

ファング：もともとねえよ！（一同笑）

エメリー：最初はそう言っていても、必ずアタシを信じるようになりますよぉ。アタシの周りの人は、みんなそうですからぁ♪

ファング：それはお前の毒どく電でん波ぱに汚お染せんされただけだっ！（一同爆ばく笑しよう）

ルナ：ど、毒電波……（笑）。

ファング：……まあいい。がちゃり、とライフルを担かついで部屋を出るぞ。

エメリー：うゆぅ、危あぶないですよ、そんなの置いていってください～。

ファング：何があるのかわからんからな。相あい棒ぼうのハウリングは連れて行く。

ＧＭ：まあ、ライフルを持って歩くことを止められることはないです。町にも、狩しゆ猟りようの銃じゆうを持ってる者はいますし。錬れん金きん騎き士し団だんの兵士だと勘かん違ちがいされるかもしれませんが。

ファング：まあ、布ぬのか何かをかけてはおく。さあ、酒場に行こう。

エメリー：ファングさんについていきますよぉ。




　ジョージという商人が逗とう留りゆうする酒場兼けん宿屋に、ふたりは向かう。

　小さな町にしては、それなりに上等な宿だ。




ファング：カウンターの親父おやじに聞いてみよう。ジョージという商人がここに泊とまっているはずだが、今いるかい？　彼かれとちょっと商談がしたいんだ。

ＧＭ：すると「一番奥おくの部屋ですよ」と教えてもらえます。ちなみに宿の主人は、ファングはともかくとして、エメリーがいるので警けい戒かいしません（笑）。

エメリー：ありがとうございますぅ。

ファング：まあ、見た目はまともだからな。染そめている翼つばさ以外は。

ＧＭ：「なんなら、お呼よび出だししましょうか？」

ファング：いや、いい。自分で訪ねる。

エメリー：待ってくださ～い。あっ！　は、羽が突つっかかった！（笑）

ファング：……たためよ（笑）。

エメリー：天使は地に足をつけたら終わるんですぅ！（一同笑）

ファング：そ、そうか……。

チャイ：目をそらした!?

ファング：……昔自分が言った発言だと思うと突っ込こめなくて（笑）。




　これが因いん果が応おう報ほうというものか。




ＧＭ：では、部屋の前にきました。

ファング：ノックをしよう。

ＧＭ：すると「開いているよ」と扉とびら越ごしに声がかかります。

ファング：では失礼しよう。中にずいっと入っていく。

エメリー：お邪じや魔ましますぅ。

ＧＭ：そうすると、中でお茶を淹いれていたジョージことゲオルグが、びっくりしつつも「これはこれは、予想外のお客さんだな？」と招まねき入いれてくれます。

エメリー：やっぱりゲオルグさんですぅ。

ファング：動じてないようだな。

ＧＭ：「まあ、入りたまえよ。せっかくだ、キミたちの分のお茶も淹れよう」

ファング：いただこう。

ＧＭ：「それにしても、よく無事だったね」

エメリー：聖せい女じよですからぁ！

ＧＭ：「ああ……あ？　た、確たしかそうだったな」（一同爆笑）

エメリー：ぱああぁぁぁぁっ（←聖女の光を発しているらしい）。

ファング：（さらりと流し）ゲオルグ、一別以来だな。俺おれは地じ獄ごくを見て帰ってきた。

ＧＭ：「カームヒルの件けんは、キミたちの仕業だな」

ファング：否ひ定ていはしない。縁えんがあってあんたの命を受けたチャイと一いつ緒しよに戦いもした。まっ、腐くされ縁というヤツだな。

ＧＭ：「そうかい。キミたちのおかげで、あのわけのわからない薬はゴルフォードからなくなった。胡狼会の件は一件落着だ。本当にありがたい」

ファング：おやおや。銀ぎん獅じ子し将しよう軍ぐんともあろうものが、錆さびたものだな。一件落着には程ほど遠とおいはずだが？　「何か知ってるぜ」的な意味ありげな表ひよう情じようをする。

チャイ：知ったかぶった！

ルナ：まあ、交こう渉しようの基き本ほんだよ。

ＧＭ：「……では、キミたちがこの町に来たのは、胡狼会の件と関係があるのかい？」

ファング：「そういうことだ」と、答える。本当はよく知らないけどな（笑）。

ＧＭ：「ふむ。キミはなぜ胡狼会の件に関わるのだ？」

ファング：オレが狙ねらっているのは胡狼会じゃない。右腕が銃の男さ。

ＧＭ：「エイリン将軍暗殺の犯はん人にんは、右腕が銃の男だと言っていたな」

ファング：お前は、その右腕が銃の男と何かつながりがあるのか？

ＧＭ：「いや、私わたしはその男の存そん在ざいには懐かい疑ぎ的てきだよ。キミたち以外に見たと証言する者がいないからね」

ルナ：ごもっとも。

エメリー：あら？　あらら～？（笑）

ＧＭ：「悪いが、私はエイリン将軍暗殺はキミたちが犯人だという線を捨すててはいない」

エメリー：聖女は暗殺なんてしませんよぉ！　きっぱり。

ＧＭ：「ああ、うん……。なかなか難むずかしい……命題だな」

ファング：エメリーに付き合うとはサービスがいいな（笑）。

エメリー：アタシ、《ブラフ》持ってますよ？　嘘うそついたり、はったりを言ったりするのにボーナスが入るスキルの。

ルナ：じゃあ、信じさせてみるってのはどうだい（笑）。

エメリー：えっ、マジで？

チャイ：エメリー、がんばれ！

ＧＭ：「エイリン将軍の暗殺が、みなさんのせいではない」ということは、嘘でもハッタリでもないので、《ブラフ》で信じさせることはできません。

一同：ほんとだー！（爆笑）

ファング：妄もう想そうを信じさせられるのに、真実はダメとは、エメリーらしい（笑）。

ＧＭ：正せい確かくに言うと、《ブラフ》というスキルが使えないというだけです。ただ、ここで判定に成功しても、この場で言い負かすだけです。証しよう拠こなりなんなりを見つけなければ、根本的な解かい決けつにはならないので、やめましょう。

エメリー：では、わたしが聖女で天使だということを信じてもらいましょう！

ファング：やめぃ！（爆笑）

ＧＭ：えっと、話をもどしましょう。ファングはどうしたいんですか？

ファング：裏うらをとりたい。ゲオルグが本当に右腕が銃の男を知らないのかどうか……。

ＧＭ：なるほど。

ファング：うーん、こちらから仕し掛かけてみるか。「この町にレッドラウズが運はこび込こまれたのは知っているのか？」

ＧＭ：じゃゲオルグは困こまった顔をして言います。「いや、キミたちが全部燃もやしたと思っていたよ。面めん倒どうなことだ、今はそれどころじゃないのに……」

ファング：それどころじゃないってのは、どういうことだ？

ＧＭ：ゲオルグはあきれたような顔をします。「グラスウェルズの内ない乱らんのことは知っているだろう。ことはグラスウェルズだけの問題じゃない。レイウォールはすでに出兵しているし、フェリタニアも動くかもしれん」

ファング：大きな戦争になるかもしれないな。

ＧＭ：「わが国だけが涼すずしい顔でいられるわけはないのだ。そんな時に、くだらん薬のことにいつまでもかまっているわけにはいかんだろう？」

エメリー：レッドラウズには興きよう味みないみたいですねぇ。

ファング：うーん。もうひと押おししてみるか……。「ゲオルグさんよ、あんた今はレッドラウズなんかにかまっていられないくらい忙いそがしいんだよな？」

ＧＭ：「その通りだ」

ファング：そりゃーそうだろうなぁ。錬金騎士団の大部隊を密ひそかにフェリタニア国こつ境きよう近くに駐ちゆう屯とんしてるんだから。

エメリー：ちょ、それは（笑）。




　ゲオルグが錬金騎士団をフェリタニア国境近くに駐屯させていることは事実である。彼がそれでなにをしようとしたかは、『デスマーチ』三巻かんで語られる。

　そして、ファングのプレイヤーかわたなは、その『デスマーチ』の著ちよ者しやなのだ。




ルナ：プレイヤーは知ってますけど……。

ファング：いやいや、「どこかに錬金騎士団を召しよう集しゆうしている」という噂うわさはつかんでいる。そして、ゲオルグ自身はフェリタニアへ向かう途と中ちゆうのデントンにいる。このくらいの推すい理りはできてもいいはず！

ＧＭ：よろしいんじゃないでしょうか（笑）。ゲオルグはさすがに無言であなたをにらみますね。顔には「正せい解かいです」って書いてあるようなものですが。

ファング：ふっ、グラスウェルズが大おお騒さわぎ、フェリタニアもそのうち動く。その背はい後ごを狙って、ゴルフォードを大きくしようって考えかい？

ＧＭ：いや、それは違ちがう。

ファング：そうだろう、そうだろう。本当の目的も知ってるんだけど（笑）、それはさすがにここで言い出せることじゃないな。「じゃあ、なぜ？」と聞こう。

ＧＭ：ゲオルグは困った顔をして「ゴルフォードは、カムロート侵しん攻こうの失敗から、まだ立ち直ってはいない。外へ兵を動かすのは早いと思っている。私はなるべく兵を動かさずにすませたいんだ」と、答えます。

エメリー：微妙にはぐらかされてますぅ（笑）。

ファング：いや、いい。「団だん長ちようのあんたが反対なのに、なぜ騎士団が招しよう集しゆうされるんだ？」

ＧＭ：「ベルハルトが積極的なんだよ」

ファング：なにっ!?

ルナ：いい情報を引き出したじゃないか。やっぱり、そっちが怪あやしいんだねぇ。

ファング：うむ。それじゃゲオルグにこう言う。「取引をしないか、ゲオルグ団長？　レッドラウズの件はオレたちで片かた付づける」

ＧＭ：「なるほど、それで見返りになにを望むんだね？」

ファング：オレたちの指名手配を取り消してくれ。

ＧＭ：ゲオルグはちょっと考えてから答えます。「いいだろう。なんなら騎士団への復ふつ帰きも考えてもいいが……」

ファング：そいつはごめんだ。……いや、オレの仲間がもし望んだら受け入れてやってくれ。あんたの仕事を引き受けて、報酬を受け取りたいヤツもいるだろう（笑）。

チャイ：ありがとう、っちゃ（笑）。

ファング：じゃあ、取引成立だな。用は済すんだ、帰るぞエメリー。

エメリー：あ、はい。

ファング：ＧＭ、宿屋を出たオレたちを尾び行こうする奴やつがいないかな？　必要なら判はん定ていするけど。

ＧＭ：判定の必要はありません、いませんよ。

ファング：そうか、じゃゲオルグは白だな。

エメリー：えぇー、よくわかんないですぅ。説明してください。

チャイ：うんうん。

ファング：〝右腕が銃の男〟パイソンとレッドラウズはつながってる。もし、ゲオルグがパイソンと関係あるなら、レッドラウズに興きよう味みがないってのは嘘だってことだ。

エメリー：そうですね。

ファング：もしそうなら、オレたちを始末しようとするか、少なくとも居い所どころをつきとめようとするはずだろ？

エメリー：ああ、なるほど。

チャイ：ファングっち、かしこい！

ＧＭ：まぁ、『デスマーチ』のＧＭでいろいろ鍛きたえられたもんね（笑）。

ルナ：ゲオルグじゃないとすると、黒くろ幕まくは……。

ファング：ベルハルトだな。

ＧＭ：では、そんなところでシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 06◆屋根の上の狙そ撃げき手しゆ




　それぞれの用よう件けんを済すませた四人は、宿へと戻もどろうとしていた。

　時は夕ゆう暮ぐれ。空は茜あかね色いろに染そまり、日は沈しずもうとしていた。

　そんな町中で、誰だれかが息を潜ひそめて獲え物ものを狙っていた。




ＧＭ：さて、ここでイベントが起きます。

一同：はーい。

ＧＭ：シーンは、ルナとチャイがサイリーの病院から宿に戻もどる途中、通りを歩いているところから始まります。シーンプレイヤーはチャイで。

チャイ：はーい。それにしても、サイリーっていい人だったっちゃねー。

ルナ：そうだねぇ。たぶん違うけど（笑）。

ＧＭ：ふたりがそうして通りを歩いていると、ちょうどファングとエメリーも帰ってくるところですね。

エメリー：ばったりですぅ。

ファング：おお、ちょうどよかった。

ＧＭ：そして、四人が出くわしたところで、どこからか殺気が放たれるのを感じます。

チャイ：殺っ！

ファング：反はん応のう早いな！（一同笑）

エメリー：殺意に反応するのは別のキャラだからっ！

チャイ：そ、そうだったっちゃ！

ルナ：で、その殺気はどこから？

ＧＭ：通りの向こう側にある、家の屋根の上から。よく見れば、キラリとスコープが太陽光を反はん射しやしているのが分かります。

ファング：狙撃か！

ＧＭ：全員、【感知】判定はしてください。難なん易い度どは教えません。




　全員、殺気を感じることができるかどうか判定のためにダイスを振ふる。

　その結果は───。




エメリー：アタシは９ですぅ。

チャイ：11っちゃ。

ルナ：12だよ。

ファング：ちっ、達たつ成せい値ちは９だ。

ＧＭ：９以下の人は、殺気を感じ取るにとどまります。10以上の人は、五〇メートル以上先の屋根から、錬れん金きん銃じゆうを持った男が狙ねらいをつけているのに気づきます。

ルナ：じゃあ、みんなに警けい告こくしよう。気をつけな、狙撃だよ！

チャイ：こっちを狙ってるっちゃ！

エメリー：狙っているのは、誰だれ!?

ＧＭ：エメリーなら気づきますね。狙撃手は───、




　錬金銃を構かまえていたのは、ジャック・グリフィン。

　母の元から離はなれ、予よ備び役えきへと向かった男。

　そんな彼が、スコープを通してエメリーたちを狙っていた。




エメリー：な、なんですとーっ!?　なぜ、ジャックさんが……。

ＧＭ：その問いに答える者はいません。というわけで、戦せん闘とうとなります。

ファング：この状じよう況きようで戦闘というと……。

ＧＭ：はい、ジャックは五〇メートル先から狙撃してきます。

チャイ：もう転がって近づくしかないっちゃ！

ＧＭ：さあ、戦闘を始めましょう。




▼第１ラウンド

ファング：敵てきは五〇メートル先か。近づくだけでも苦労しそうだ。

ＧＭ：ちなみに、ジャックは戦闘不ふ能のうにすれば捕ほ縛ばくすることができます。

ファング：わかった。聞きたいことはいろいろあるからな。

ＧＭ：しかし、ジャックはとどめを刺さしてきます。

ルナ：おいおい、マジかい。

ＧＭ：マジです。戦闘不能になった対象に、フリーアクションで「とどめの一いち撃げき」を宣せん言げんして、ダメージを与あたえれば死し亡ぼうします。だから気をつけてくださいね。

チャイ：これは油ゆ断だんできないっちゃ！

エメリー：戦闘不能にならなければ問題ありません！　アタシが守ってみせますよぉ！

ＧＭ：戦闘配置ですが、先さき程ほども言ったようにジャックが五〇メートル先にいます。ＰＣはひとつのエンゲージとします。では、【行動値】を確認します。




行こう動どう値ち

ジャック　　　　　15

チャイ　　　　　　８

ファング　　　　　８

ルナ　　　　　　　６

エメリー　　　　　５
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ＧＭ：では、セットアッププロセス。まずはジャックから。

エメリー：何をしてくるんだ？

ＧＭ：オリジナルスキルの《カムフラージュスタイル》を使います。効こう果かは隠おん密みつ状じよう態たいになるというもの。うまく背はい景けいに溶とけ込こんで、姿すがたが見えなくなります。

チャイ：どこに行ったっちゃー！

ルナ：こっちの攻こう撃げきはできない？

ＧＭ：できません。隠密状態の間、ジャックを対象にすることはできません。




　隠密状態の間、そのキャラクターを攻撃やスキルの対象にできない。ただし、マイナーアクション以外のスキルや行動をすると隠密状態は解かい除じよされる。

　また、隠密状態のキャラクターに対してメジャーアクションで【感知】の対決を行ない、勝利すると解除できる。




ファング：面倒だな。

ＧＭ：こっちはこれで終了です。

ファング：とにかく敵てきとの距きよ離りがネックだな……。ギルドサポートの《陣じん形けい》を使って、距離を詰つめるか？

エメリー：いいんじゃないでしょうかぁ。

チャイ：ともかく移い動どうしてみるっちゃよ。この距離じゃ、何もできないっちゃ。

ルナ：とりあえず近づいて、相手の出方を見るのはありだと思うよ。

ファング：じゃあ、《陣形》を使用して移動しよう。

ＧＭ：了りよう解かいです。みなさん、可か能のうな限かぎり前進でいいですか？

ルナ：いや……一番、距離の短いファングに合わせよう。エメリーの《カバーリング》ができなくなったところを狙撃されたらやばい気がする。

エメリー：確たしかに。では、七メートル前へ。

ＧＭ：これでジャックとの距離は残り四三メートルになりました。セットアッププロセスで何かスキルを使用する人はいますか？

ファング：《ランナップ》があるけど、ひとりで前に出るのは危き険けんか。やめておこう。

チャイ：うちもなしっちゃ。

ルナ：私もないよ。

エメリー：ないですぅ。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。まずはジャックですが待機します。

ルナ：待機って……そうか、動いたらバレるからか！

エメリー：あっ、そうですね。

ファング：こっちが全員、行動済ずみになったところを撃うつ気だな。

チャイ：隠かくれてる間は攻撃できないし、結けつ構こうまずいっちゃ！

ＧＭ：というわけで、次は【行動値】８のチャイとファングです。

ファング：狙撃し返したいけど、ジャックがどこにいるか分からん！

チャイ：ど、どうしよう？

ルナ：ふたりとも待機してくれ。私が隠密状態の解除を試みる。見つけられたら、ファングが撃つってことで。

ファング：了解。待機だ。

チャイ：うちも待機！

ＧＭ：では、ルナのメインプロセスになります。

ルナ：ムーブアクションで全力移動をして一二メートル接せつ近きん。そして、メジャーアクションでジャックの隠密状態を見み破やぶる。

ＧＭ：それでは【感知】で対決しましょう。

ルナ：《ビジランテ》があるので、４＋３Ｄで判定。（ダイスを振る）うっ、低い!?　ダイス目７だから、達成値11。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目９で達成値16。ジャックの勝利。隠密状態は継けい続ぞくになります。

ルナ：敵は【感知】７か。こっちのがダイス１個こ多いとはいえ、期き待たい値ちはほぼトントン。これはフェイトを入れないと厳きびしそうだよ。

ＧＭ：ジャックは優ゆう秀しゆうな狙撃手ですから。一度身を隠かくせば、そう簡かん単たんには見つかりません。さあ、次はエメリーです。

エメリー：ムーブアクションで戦闘移動して一二メートル前へ。ルナさんと同じエンゲージに移動します。

チャイ：《ウィング》で飛ばないっちゃか？（笑）

エメリー：飛びたいんですけど、《ウィング》はムーブアクションのスキルなので、使うと移動できなくなっちゃうんですよ。なので、走って近ちか寄よります。時には地に足をつけることも大切！（一同笑）

ルナ：天使は地に足をつけたら、ダメなんじゃなかったの？（笑）

エメリー：心は空を飛んでるからセーフで！（笑）　メジャーアクションでジャックさんを見つけてみましょう。ダメで元々！（ダイスを振る）　達成値９。ダメっぽい！

ＧＭ：ファンブル以外は大だい丈じよう夫ぶです。（ダイスを振る）　達成値17で、こちらの勝利。

エメリー：残念、全然わかりませーん。

ＧＭ：では、次は待機組。待機している者同士では、【行動値】の遅おそい方が先に動くので、ファングとチャイからどうぞ。同数なので、どちらから動いてもいいです。

チャイ：じゃあ、攻撃できないうちが先に動いて、隠密状態を見破ってみるっちゃ。ムーブアクションで全力移動して一二メートル先のルナっちたちと合流。メジャーアクションで【感知】対決するっちゃ。（ダイスを振る）よし、13っちゃ！

ＧＭ：なら、６以上出せば……（ダイスを振る）おっ、ダイス目３!?

エメリー：やったー！　勝ちましたよ、チャイさん！

チャイ：そこにいそうな気がするっちゃ！

ＧＭ：チャイに見つかってしまった。では、屋根の陰に隠かくれているジャックを発見します。隠密状態が解除されたので、対象に取れるようになりました。

ファング：よくやった、チャイ！

ＧＭ：ちなみに、ジャックの表情はエメリーが知っている普ふ段だんのものではなく、非ひ常じように凶きよう悪あくな顔つきになっています。

エメリー：ジャックさん、正気じゃないみたいですぅ。

ファング：戦闘不能にして止めないとだな。オレも続くぜ。全力移動で一二メートル前進。メジャーアクションは《ビースティング》で、さっそく見つけたジャックを撃つ。錬れん魔ま弾だんも使って、命中判定は……（ダイスを振る）28だ。

ＧＭ：回かい避ひ、えい！（ダイスを振る）　ダイス目は高かったが、回避は20。命中しました。

ファング：ダメージロールで《ピアシングストライク》を使用。これで22＋５Ｄ。その屋根の上から落ちてもらうぞ。（ダイスを振る）ダメージは39点の物理だ。

ＧＭ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は10点なので、29点入りました。さすがに一発で落ちるほどもろくはないです。それなりのダメージを受けましたが、ふんばって屋根の上に留とどまります。

ファング：俺の行動は終わりだ。

ＧＭ：では、待機していたジャックの行動。一九メートル詰つめられたので、ムーブアクションで一〇メートル後方に移動します。

ルナ：向こうが逃にげたから、これで互たがいの距離は四一メートルか。

ＧＭ：マイナーアクションで《フェイント》。リアクションのダイスがマイナス１Ｄ。メジャーアクションで《ダブルショット》。ターゲットは───チャイです。

チャイ：ちゃちゃーっ!!

ルナ：迷まよう素そ振ぶりも見せずに、チャイに狙いを定めたね。

ファング：何か目的があるのか？

ＧＭ：あります。チャイを狙ねらうのも理由があってのことです。

エメリー：どういうことでしょう？

ファング：さてな。とりあえず、範はん囲い攻撃じゃないだけマシと思っておこう。

ＧＭ：でも、チャイが戦闘不能になったらトドメ刺しちゃいますから、注意してくださいね。まず一発目。えい！（ダイスを振る）　うーん、出目が悪い。命中は20。ただし、リアクションの判定にマイナス１Ｄです。

チャイ：絶ぜつ対たいに無理っちゃ～。

ＧＭ：ダメージは（ダイスを振る）微び妙みような出目だ。23点の物理ダメージです。隠密していないとダメージでないんですよね。放たれた弾だん丸がんが、チャイを撃うち抜ぬきます。

エメリー：《プロテクション》いります？

チャイ：まだ大だい丈じよう夫ぶっちゃ。【物理防御力】で14点止めて、９点だけ食らったっちゃ。

ＧＭ：では二発目。（ダイスを振る）命中は21。

チャイ：無理っちゃ～。転がっても避さけられない～。

エメリー：チャイさんを《カバーリング》しますぅ。

ＧＭ：了解です。二発目のダメージは３Ｄ増ふえるので……おっ、いい感じ。ダイス目は21。合計38点！

エメリー：自分に《プロテクション》ですぅ！　（ダイスを振る）あっ、高い！

チャイ：無む駄だに高いっちゃ。

エメリー：ダイス目は22、合計46点弾はじくのでカキーンです。

ＧＭ：銃じゆう弾だんを受けても無む傷きずなエメリーを、スコープ越ごしに確かく認にんして、「このくらいじゃ効きかないか……」とジャックがつぶやきました。

エメリー：ジャックさん、やめてくださいよぉ！

ＧＭ：エメリーの叫さけびは聞こえているはずですが、ジャックが止まる気配はありません。では、クリンナッププロセス。何もないようなので、１ラウンド目は終了です。




▼第２ラウンド

行動値

ジャック　　　　　15

チャイ　　　　　　８

ファング　　　　　８

ルナ　　　　　　　６

エメリー　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：それでは２ラウンド目のセットアップ。ジャックは、四一メートル離れている状態で、再ふたたび《カモフラージュスタイル》によって隠密状態になります。

ルナ：また隠かくれたか。距離もあるし、なかなか厳きびしいね。

チャイ：もう一回、《陣じん形けい》を使うっちゃか？

ファング：ああ、二回目を使おう。距離を詰つめないと厳しいことにかわりはないんだ。

ルナ：だね。しかし、このままだと、三回分全部使い切りそうな勢いきおいだよ。

チャイ：んー、うちは一〇メートル下がってみるっちゃ。このまま走っていても間に合わないし、こちらを攻撃するために近づいてくれたら儲もうけものだし。

エメリー：アタシも、チャイさんにくっついて移動ですぅ。チャイさんはアタシが守ります。ファングさん、ルナさん！　ジャックさんのこと、お願いします！

ファング：わかった。あとは任まかせろ。七メートル前進して、三四メートルまで近づく。

ルナ：私は八メートル移動。残り三三メートルだよ。

ＧＭ：了解です。では、イニシアチブプロセス。ジャックから。

ファング：また待機するのか？

ＧＭ：いえ、待機しても発見されることが分かったので、ここはムーブアクションで六メートル前進します。

チャイ：やった！　射しや程ていから外れてたっちゃ！（笑）

ＧＭ：まぁ、ここでチャイに逃にげられると困こまりますからね。

ファング：でも、なんで六メートルなんだ？

ＧＭ：チャイが全力移動しても届とどくようにです。

チャイ：こ、細かいことにこだわる奴やつっちゃね（笑）。

ＧＭ：ちなみに、《シャドウストーク》を持っているのでジャックは隠密状態のままです。そして、マイナーアクションで《フェイント》、メジャーアクションでチャイに《ダブルショット》。ちなみに、《シャドウショット》と《コンシールアタック》を取得しているので、隠密状態で攻こう撃げきした場合、命中と攻撃力が共に上じよう昇しようします。

チャイ：さっきは本気じゃなかったっちゃか！

ＧＭ：そういうことです。さらに、命中判定の直前に《シャドウアイ》を使用。隠密状態の射しや撃げき攻撃にダメージ＋30します！

エメリー：つよーい！




　気配を殺し、姿を消したジャックの鋭するどい目がチャイを捉とらえる。

　正確に照しよう準じゆんし、引ひき鉄がねを絞しぼった。




ＧＭ：命中は９＋５Ｄ。うりゃー！　（ダイスを振る）達成値24！

チャイ：一個しか振れないから避けられないっちゃー。

エメリー：ダメージに＋30されてますし、ここで《カバーリング》しますぅ。

チャイ：待って、うちが食らうっちゃ！

エメリー：だ、大丈夫ですかぁ？

チャイ：ここで《ソウルバスター》に賭かけてみるっちゃ！

一同：《ソウルバスター》!?

エメリー：え？　《ソウルバスター》って五〇メートルも届とどきましたっけ？

ＧＭ：これが届くんですよ。対象は攻撃を行なってきたキャラクターなので（笑）。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]。

ファング：でも、どんな風にジャックに《ソウルバスター》するんだ？

チャイ：うちのパンチが、びよーんと伸のびるっちゃ！

ファング：まて、今敵との距離は四五メートルもあるんだぞ!?（一同笑）

チャイ：怒いかりのあまり伸びるっちゃ。

ファング：便利な腕だな（笑）。

ＧＭ：いや、伸びるのはいいんですけど、47＋５Ｄのダメージですよ？

チャイ：ちゃちゃーっ、それは倒たおれるかも（一同笑）。

エメリー：やばそうなら《プロテクション》しますよぉ！

ＧＭ：戦闘不能になったら、次で「とどめの一撃」ですからね。では、ダメージロールです。やっ！（ダイスを振る）　65点の物理ダメージ！

チャイ：……ということは、51点抜ぬけてくるっちゃ。今、うちの残りＨＰ50っちゃ！

エメリー：それは《プロテクション》ですぅ！　（ダイスを振る）16点軽けい減げん！

チャイ：じゃあ、35点食らうっちゃ。これを《ソウルバスター》！

ＧＭ：35点が返ってきた！

チャイ：よくも乙女おとめのボディに傷きずを！　えーい！




　チャイの腕が、信じられないほど伸びる。

　予想もしない一撃が、ジャックの腹はらに叩たたき込こまれた。




ＧＭ：ボディに一発食らって、ジャックが悶もん絶ぜつします。35点のＨＰロスを受けますが、まだ大丈夫。倒れません。

チャイ：倒たおれなかったっちゃ！

エメリー：二撃目がきますよぉ！

ＧＭ：その通り。ジャックはひるまず発はつ砲ぽう！　（ダイスを振る）クリティカルしました！

チャイ：ちゃちゃーっ!?

エメリー：ご安心を。《カバーリング》しますぅ！

ＧＭ：では、ダメージロール。てい！（ダイスを振る）　おおっ、６が三つも出てる。エメリーには容よう赦しやがない。実は、密かに消えてほしいと思っていたのかも（笑）。

エメリー：そんなぁ！

ファング：まあ、気持ちはわからんでもない（一同笑）。

エメリー：ひ、ひどいですぅ（笑）。

ファング：いやいや、冗じよう談だんだよ。

ＧＭ：そうそう、冗談です（笑）。ダメージは56点の物理になりました。

エメリー：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】で24点軽減して、32点受けました。まだまだ倒れませんよぉ。残り30点。銃じゆう弾だんに貫つらぬかれて、黒い羽がぱさぁっと舞まいますけど持もち堪こたえました。ジャックさーん！　あなたはそんなことをする人じゃないはずですぅ！

ＧＭ：一いつ瞬しゆんぴくっとジャックが眉まゆを動かしましたが、すぐに殺気立った顔に戻もどります。

エメリー：優やさしい人だったのにぃ！　田舎いなかのお母さんも泣いてますよぉ！

ファング：あきらめろ。あの男の目は殺しに酔よっている。お前の言葉は届かない。

ＧＭ：まあ、明らかに正せい常じようではないですからね。そもそも、有ゆう能のうな兵士とはいえ、ジャックは《ダブルショット》撃うてるようなレベルじゃないです。

ファング：となると、もしかしてレッドラウズの効果か？

ＧＭ：さて、どうでしょうか。今はまだ分かりません。では、そちらの行動をどうぞ。

ルナ：じゃあ、チャイとファングだね。

チャイ：うち、動かないでマイナーアクションでＨＰポーション飲んで回かい復ふくするっちゃ。（ダイスを振る）あ、低い!?　５点回復してＨＰ20点になったっちゃ。

ＧＭ：通つう常じよう攻こう撃げきなら耐たえられそうですね。でも、クリティカルした二撃目だと厳しいかもしれません。

チャイ：危ないっちゃね。メジャーアクションは放ほう棄きするっちゃ。

ファング：続いて俺だ。ムーブアクションで七メートル移動、マイナーアクションはなし。メジャーアクションは《ビースティング》でジャックを撃つ。

ＧＭ：ジャックの先ほどの行動で隠密状態は解とけてるので狙ねらえますね。

ファング：俺も銃の扱あつかいでは負けん。お前に恨うらみはないが、仲間をやらせるわけにはいかないんでな。錬れん魔ま弾だんを装そう填てんして撃つ！（ダイスを振る）　よし、クリティカルだ！

一同：おおっ！

ＧＭ：クリティカルで避よけないと……（ダイスを振る）避けなかった。ダイス目は６。

ファング：フッ、この距離では外さない。しょせんは薬による力。射撃の腕では俺の方が上というわけだ。《ピアシングストライク》も使う。これで、ダメージロールは22＋７Ｄ！

チャイ：ファング、いっけー！

ファング：これでとどめだ！（ダイスを振る）あぁ──────っ！

一同：えぇ──────っ!?

ルナ：こ、これは……。

エメリー：う～ん、ちょっとひどすぎますね。

ファング：ちょ、ちょっと待て！　クリティカルだぞ、クリティカルっ!!　なんで７Ｄ振ふって、ダイス目が22なんだよっ!!

チャイ：運の悪さも上じゃ仕方ないっちゃね（笑）。

ファング：い、いや。それでもダメージは44点だ。これで倒たおせる可能性が──。

ＧＭ：いえ、それじゃ倒れません。

ファング：な、なんだとっ!?

ルナ：あとは私に任まかせな。ムーブアクションで七メートル移動して、ファングと同一エンゲージになる。メジャーアクションは《エアリアルスラッシュ》でジャックに魔ま法ほう攻撃！　命中が９＋３Ｄ。（ダイスを振る）よし、クリティカル！

エメリー：おお、すごーい。

ＧＭ：今度こそクリティカルで避ける！　たあ！（ダイスを振る）　やはり、駄だ目めでした。ルナが魔法で生み出した風の刃やいばが、ジャックに命中します！

ルナ：ダメージロールの直前に《ファランクスアタック》を使用。（ダイスを振る）……62点の〈風〉属ぞく性せい、魔法ダメージ！

ＧＭ：おお、すごいですね！




　ルナが放った魔法の風は、研とぎ澄すまされた刃に等しい。

　屋や根ね瓦がわらを切せつ断だんしながら、ジャックに迫せまる。

　文字どおりの疾しつ風ぷうを、かわすことはできなかった。

　ずんっ───と、ジャックの体が沈しずんだ。




ＧＭ：……ＨＰダメージは54点。さすがにジャックは倒れます。

一同：やったー！

エメリー：さすがルナさんです！

チャイ：すごいっちゃ!!

ファング：お、俺の立場が……（一同笑）。

ＧＭ：と、呆ぼう然ぜんとしているファングの目の前で、屋根の上にいたジャックが倒れ、転がり落ちていきます。ダン、ガラガラガラ。

エメリー：危ない、受け止めますっ！　ばさぁっ、エメロード・ウイーング！

チャイ：飛んだ!?（笑）

ＧＭ：では、戦闘は終了。エメリーが飛び立って、落ちてくるジャックを受け止めたところで、シーンを切りましょう。







◆Middle 07◆蝕むしばむもの




　屋根から落ちていくジャックは、エメリーの飛ひ翔しようによって救出された。

　彼は、あきらかに正気を失っている。

　いったい、その身に何が起こったのだろうか？




ＧＭ：では、次のシーン。戦闘不能になって落ちてくるジャックを、エメリーが受け止めて助けた直後からです。シーンプレイヤーは、エメリーになります。

エメリー：まだ気を失っているなら、暴あばれないように縛しばっておきましょうかねぇ。きゅっきゅっと。

ルナ：暴れられても困こまるしね。

ＧＭ：では、ジャックは捕縛されました。あと、戦闘は終了しているので、ＨＰ１で戦闘不能から回復。目を覚まします。

エメリー：ああっ、ジャックさ～ん。様子はどんなでしょうか？

ＧＭ：敵てき意いに満ちた目で、あなたたちのことを睨にらみつけています。とても会話できそうな雰ふん囲い気きではありません。

ルナ：口がきけないってわけではない？

ＧＭ：何か話しかけてみますか？

ルナ：そうだね。エメリー、任まかせた。

エメリー：ジャックさん、アタシです！　覚えていないんですか、エメロードですよぅ！

ＧＭ：エメリーの呼よびかけに、ジャックはまともに反応しません。目の下に隈くまができていて、「殺してやる！」と返答するだけです。

エメリー：うゆぅ!?　ど、どうしましょう……。あっ、そうだ！　お守まもりを見せてみます！　お母様から預あずかってきたものですよ！

ＧＭ：お守りを見たジャックは一瞬だけ「うっ……！」と表情を変えますが、それ以上の反応はありません。敵意を向けてくるばかりです。

エメリー：どうして……。いったい何があったんでしょう……。

ファング：あきらかに正気じゃないな。

エメリー：もうこうなったら神しん罰ばつを下すしか！

ファング：なんで罰するんだ！　こいつは被ひ害がい者しやだぞ！（笑）

エメリー：はっ!?　いけない、アタシの中に封ふう印いんされた邪じや悪あくなものが！（一同笑）

チャイ：女の子は、邪悪なものを溢あふれさせては駄目っちゃ。

ルナ：とりあえず落ち着きな。あんまり騒さわがしくすると面倒なことになるよ。まだ、道の往おう来らいにいるんだからね。

エメリー：あっ、そうでしたぁ。いけない、いけない。

ファング：やれやれ。しかし、ジャックをどうしたものかね。とりあえず、叫さけばれたりすると大変だし、静かにさせておきたいが。

ルナ：口に何か詰つめとくかい？

ＧＭ：もしくは気き絶ぜつさせるのも手です。ＨＰ１なので、そんなに難むずかしくはありません。

ルナ：なら、気絶させておこうか。そっちの方が楽だ。

エメリー：ジャックさん、目を覚ましてくださいよぉ！　どすうっ！

一同：どすぅ!?（爆笑）

ファング：おい、それは逆ぎやくに目を覚まさなくなるだろう!?

チャイ：言ってることとやってることが違うっちゃ！（笑）

エメリー：アタシは今なんてことを。これも呪のろわれた力のせい……！

ファング：そうなんかい（笑）。

ＧＭ：えーっと、ジャックはエメリーの当て身をくらって気絶しました。

エメリー：ほら、これで静かになりましたよぉ！

ファング：まあ、おとなしくなったけどさ（笑）。

ＧＭ：さて、どこに連れていきます？

ルナ：当てはいくつかあるね。たとえば、ゲオルグのところとか。

ファング：いや、やめておこう。筋すじとして引ひき渡わたすのはありだが、ゲオルグはジャックの件に関しては何も知らないからな。

チャイ：じゃあ、あのお医者さんはどうっちゃ？

ルナ：うーん、信用していいのかねえ？　プレイヤーとしては中身がわかっているから、安心なんだけどさ。

チャイ：ルナは疑うたがってるかもしれないけど、うちは信用していいと思うっちゃ！（笑）

ルナ：やっぱり、女の子だってわかってくれたから？

チャイ：そうだっちゃ。

ＧＭ：肉まんとも言ってましたけどね（一同笑）。

チャイ：でも、悪い人じゃないと思うっちゃ！

ルナ：まあ、チャイが信じるって言うんだったら、それを信じようじゃないか。アンタの人を見る目に賭かけるよ。

チャイ：ありがとうっちゃ～！

エメリー：お医者様がいらっしゃるなら、そこに運びましょう。

チャイ：とてもいい人っちゃ！　うちをちゃんと女の子扱いしてくれたっちゃ！（笑）

エメリー：まあ！　素す晴ばらしい方なんですねぇ！（笑）

ＧＭ：では、サイラ……いや、サイリーのところに運ぶということで（一同笑）。

チャイ：もう、ＧＭがネタばらししちゃ駄目だっちゃ（笑）。

ＧＭ：いやあ、すみません。気をつけます、はい。




　読者の皆みなさまに解かい説せつすると、サイリーと名乗っている医者の正体は、エストネル王国の密みつ偵ていノーデンスのひとり、サイラスである。

　女好きで女じよ性せいであれば誰だれ彼かれかまわず口く説どく性せい格かくをしているため、プレイヤーはすぐに気づいているのだが、ＰＣはサイラスを知らないので、知らない振ふりをしてプレイを続けているのだ。
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エメリー：じゃあ、さっそくサイリーさんのところに行きましょう！

ＧＭ：では、特に問題もなく、サイリーの病院に着きました。あれから時間も経たち、今はすっかり暗くなってきましたね。

ルナ：聞きき込こみしたり戦闘したりしたからね。

チャイ：夜も更ふけてきたっちゃ。

ファング：とにかく病院に入ろう。ぼろい看かん板ばんが掛かかった扉をノックする。

ＧＭ：すると「どなたかな、こんな時間に」と返事があります。

チャイ：サイリー先生！

ＧＭ：「おう、これはこれは、先ほどの美しいお嬢じようさん方！」と言ってから、エメリーを見て、「美しいお嬢さんが増ふえましたね！　ぜひどうぞ！」と中に通してくれます。

エメリー：お、男のファングは超ちようスルーですか！（笑）

ＧＭ：「いや、まあ、キミも入っていいよ？」（一同笑）

エメリー：突とつ然ぜんぞんざいに（笑）。

ファング：別に気にせんぞ。すまんな。入らせてもらう。

エメリー：失礼いたしますぅ。

ＧＭ：サイリーはファングが抱かかえているジャックを見て、「怪け我が人にんかい？」と訊たずねてきます。

チャイ：そうだっちゃ！

ルナ：ドアを閉しめてから、話を切り出そう。……ちょっと、大事な話があるんだけど。

ＧＭ：「どうやら厄やつ介かいなことになってるようですね。しかし、まずは患かん者じやの治ち療りようをしましょう。そこのベッドに寝ねかせて」彼はジャックに手早く《ヒール》をかけてくれます。

チャイ：ぜひ範囲で！（一同笑）

ＧＭ：いいですよ。じゃあ、範囲で治してくれます。全員ＨＰを全ぜん快かいしてください。

ファング：本当に回復してくれた（笑）。

チャイ：わーい、ありがとうっちゃー！　うちのへこんだ身体が戻もどっていくっちゃー！

エメリー：よかったですぅ（笑）。

ＧＭ：治療を終えたサイリーは、次にジャックの身体をベルトでベッドにがしゃがしゃっと縛っていきます。作業を進める彼の顔つきは真しん剣けんなものに変わっていて、「彼はいったい？」と聞いてきます。

エメリー：アタシの知り合いですぅ。今までの経けい緯いを説明して、襲しゆう撃げきをされたことも話しちゃいましょう。

ＧＭ：「うーむ、そうか。あなたたちは、とんでもないことに巻まき込こまれたようだ」

エメリー：とんでもないこと？

ＧＭ：「どこまでお話ししていいものか。とりあえず、向こうの部屋へ」と椅い子すとテーブルがある部屋に案内してくれます。「さっ、掛かけてください」

ルナ：ありがとう。

ファング：では、改めて話をしよう。

チャイ：あのう。うち、見たっちゃよ。もう切り出すしかない～！

エメリー：チャイさんは嘘をつけませんからねぇ。

チャイ：せ、先生。実はうち、笛ふえの中身も知ってたっちゃ……。

ＧＭ：「ああ……」

チャイ：本当は見ちゃいけないと思ったっちゃが、気になって……。ごめんなさいっちゃ。

ＧＭ：「そうですか。では、仕方がないのでお話ししておきましょう。今まで話さなかったのは、あなたたちの命にも関わると思ったからです。私がずっと、あなたがたを守ってあげることもできませんから」

一同：うんうん。

ＧＭ：「私、サイリーと名乗りましたが、訂てい正せいさせていただきます。私の名は、サイラス」

チャイ：ぷぷぷっ（一同笑）。

ＧＭ：みんな知っているという反応（笑）。

ルナ：プレイヤーは知っているけど、ＰＣは驚おどろかなきゃ。なぜ、偽ぎ名めいを？

ＧＭ：サイラスは続けます。「みなさんは、ノーデンスというものをご存ぞん知じか？」

エメリー：きょとんとしていますぅ。

チャイ：うち、知らないっちゃね。

ＧＭ：ノーデンスについては、アルディオン大陸でそれなりに知られ、恐おそれられていますから知っていても構かまいません。といっても、伝説とかおとぎ話のレベルですが。

エメリー：アタシは、エリンディル大陸出身なので知らないですぅ。

ルナ：私は、マムから話ぐらいは聞かされたことがある。

ファング：まあ、名前ぐらいは知っている。

ＧＭ：「私はその一員なのです」

チャイ：ノーデンス、って……何だっちゃか？（笑）

ＧＭ：「では、ご説明しましょう。エストネル王国の使者として、ひそかに各国に伝令役を務つとめている密みつ使しがノーデンスです」

ファング：まさか、そんな連中が関わっていたとはな。

ルナ：だったら、ノーデンスの証あかしは見せてもらえるんですかね？

ＧＭ：そうですね。あなたがたを信用させるために、ノーデンスの証である銀の印章指輪をちゃんと見せてくれます。

ルナ：じゃあ、信用しようじゃないか。

ファング：その密使が、なぜレッドラウズのことを調べている？

ＧＭ：「お答えしましょう、私の仕事は伝令ではありません」

ファング：ほう。

ＧＭ：「ノーデンスのもうひとつの役やく割わりは、このアルディオン大陸の歴史の裏にうごめく、バルムンクと戦うことです」

チャイ：ば、ばる、む、んく……ガタガタガタガタ！（笑）

エメリー：お、落ち着いてくださいですぅ（笑）。

ファング：その名は、聞いたことがあるぞ。カームヒルにいたボリスという男がそう名乗っていた。そして、親父おやじ殿どのが最後に残そうとしていた言葉も恐おそらくは……。

ルナ：名前だけなら聞いたことがある。でも、くわしくは知らないんだよね。どんな組そ織しきなんだい？　もっと詳くわしく教えちゃくれないかい。

ＧＭ：「彼を見た以上、あなたたちには真実を知らせないといけない。それは、あなたがた自身の自じ己こ防ぼう衛えいのためには必要でしょう」

エメリー：ご迷めい惑わくをおかけしますぅ。

ＧＭ：「気にしないでください。ただ、これから話すことのほとんどは、大陸中の人々が知らないことなのです。ゆえに、自分の命を守るため以外のことで、このことを漏もらしてはなりません。たとえ相手が王族であろうと、家族であろうと。どんな立場の人であれ、その人を巻まき込こむことになります───」

チャイ：わ、わかったっちゃ、猫ねこにも言わないっちゃ！

ＧＭ：「そのほうがいいでしょう。その猫の命のことを考えてあげるならば」

エメリー：猫まで狙われるんですかぁ!?

ルナ：そのくらい、用心した方がいいってことだよ。

ＧＭ：「バルムンクの名を知っている人はいるかもしれません。だが、彼らはバルムンクをテロ組織だと思っている。各国に戦争を撒まき散ちらすようなことをしている犯はん罪ざい結社だ、とあるいは思っているかもしれない。だが、そんな生なま易やさしいものではないのです」

ルナ：ほほう？

エメリー：やはり、歴史の陰に蠢うごめいている邪悪な勢せい力りよくが……っ！　ぎゅんぎゅん！

ファング：しまった、エメリーのスイッチが入った!?（一同笑）

ルナ：今は真面目に聞くときだよ、そうだろ？

エメリー：もが、もごもご（←口を塞ふさいだ）。

ＧＭ：「いや……エメロードさんの言うことの方が正しいのかもしれない」

一同：なんだって───!?（爆笑）

エメリー：ついにアタシの設せつ定ていが真実になる日がっ！

チャイ：エメっちは正しいことなんか言わないっちゃよ！（大爆笑）

一同：（声が出ないほど笑っている）

エメリー：……ちょっ、ちょっ!?　そ、そのとおりなんですけどっ！




　だから、自分で言ってはいけない。




ファング：……ともかく、エメリーの話は置いておこう。はぁはぁっ。

エメリー：アタシも深しん呼こ吸きゆうして落ち着くですぅ。すーはー、すーはー。

ＧＭ：では、みなさんが落ち着いたところで、サイラスは話を続けます。「これから話すことは、おとぎ話にしか聞こえないかもしれません。でも、これは真実なのです」

ファング：真実、か……。

ＧＭ：「この大陸は、八〇〇年ほど前、統とう一いつ帝ていウルフリックによって人々の入植が進み、歴史が始まりました」

チャイ：おおー、なるほどー。

ＧＭ：「この世界には、人に害をなす妖よう魔まという存在がいます。その妖魔をまとめる魔族、その上に彼らが信しん奉ぽうする邪じや神しんが存在します。このアルディオン大陸には、邪神や妖魔はいないと信じられてきましたが、そうではありません。妖魔は、ひそかにアルディオン大陸の闇やみに潜ひそみ、我われ々われの平和な生活を脅おびやかそうとしています」

エメリー：アタシはエリンディルから来ましたけど、確かにアルディオンでは、あちらみたいに妖魔を見かけないですねぇ。

ＧＭ：「それは彼らが姿を隠かくしているだけにすぎません」

エメリー：ああっ、やはり……！

ＧＭ：「歴史の陰で、我々ノーデンスと妖魔たちは戦いを続けてきました。その妖魔の手先となっているのが、バルムンクなのです」

ルナ：ふうん。なるほど。

ＧＭ：「彼らの目的は、彼らが主と奉ほうずる邪神の御み子こを甦よみがえらせること。そして、この大陸全体を妖魔の手中に収おさめることなのです」

エメリー：な、なんということでしょう！

ＧＭ：「そして、あなたがたが見たあの赤い薬は……人を邪悪化させる薬なのです」

チャイ：邪・悪・化……！

ルナ：ああ、そうだったのか！

エメリー：邪悪化ですって!?　そんなことが……!!




　邪悪化───。

　邪神や魔族の放つ瘴しよう気きによって動物や植物などが、肉体や精せい神しんを汚染される現げん象しようのことである。むろん、人間もその影えい響きようを免まぬがれることはできない。

　正気を失うもの、肉体が変へん質しつするもの、邪神や魔族の手先に成り下がるものなど、どのような影響を受けるかは浴びた瘴気の程てい度どや性せい質しつによって異ことなる。

　妖魔や魔獣は人間、動物、霊れい獣じゆうなどが邪悪化したまま、種として定着してしまったなれの果てである。




ＧＭ：「チャイさん、あなたに助けられた女性はノーデンスのひとりだったのです」

チャイ：あ、あうう～……。

ルナ：あっ、だから笛なのか！　ノーデンスの証！

ＧＭ：そう。あの笛は、サイラスに知らせるためのものでした。「とんでもないことに巻まき込こんでしまって、大変申もうし訳わけありません」

チャイ：そんなことはないっちゃ。うちはもっと前から巻き込まれてたっちゃ。

ＧＭ：それを聞くと、サイラスは暗い顔をして。「……運命の導みちびきとしか言いようがありません。もし、巻き込まれていたのでしたら、あなたたちが彼らと対たい峙じするのは仕方のないことだったのです。ちなみに、レッドラウズは赤い花を精せい製せいして作るのです」

エメリー：それは知っていますぅ。

ファング：俺たちは、その栽さい培ばい畑ばたけを焼いたんだ。

ＧＭ：「そうですか。あの赤い花は、花だけでは何の意味もないのです」

ルナ：ん？

ファング：花だけじゃないのか？

ＧＭ：「歴史には残されていませんが、この大陸でも、妖魔と人間との間に、大きな戦いがあったのです。大地のいくつかは、その戦いによって、妖魔の瘴気を吸すっています」

ルナ：ははぁーん。なるほどねぇ。

ＧＭ：「その瘴気を吸い取って、花となるのがあの植物です」

エメリー：ああー！

ファング：だから、レッドラウズが育つ場所は限かぎられるのか。

エメリー：瘴気で汚けがれている大地で栽培しないと、育たないんですね。

ルナ：なるほど。合点がいったよ。

ＧＭ：瘴気に満ちた土地で栽培すると、赤い花ができる。そして、花に蓄たくわえられた妖魔の瘴気を抽ちゆう出しゆつして魔ま法ほう薬やくにしたのが、レッドラウズなんですね。

チャイ：凝ぎよう縮しゆくされてるんだ。

ＧＭ：「あの薬を飲めば、妖魔の手先に変わる代だい償しように、人間では到とう底てい得られない力を得ることもあります」

エメリー：妖魔のような力、ですね。

ＧＭ：「そう。その力に耐たえ切れずに死んでしまう者もいる。いずれにせよ、この薬を人々の口に入れるということは、人類に対する大いなる裏うら切ぎりです。ただ危険な薬を摂せつ取しゆするというものではないんです」

エメリー：それに対しては何も言えないです。恐おそろしくて、ガタガタ震ふるえてます。

チャイ：邪悪化した人間って、元に戻もどるっちゃか？

ＧＭ：「それはわかりません───」

ルナ：そうか、アルディオンだからわからないんだ。

ＧＭ：「我々ノーデンスの間に伝わる話では、邪悪化にも程度があるようです」

エメリー：その辺に関しては知ってて大丈夫ですか？　エリンディル出身なので……。

ＧＭ：はい、けっこうです。邪悪化にもいろいろあるんですが、エリンディルでときどき見られるのは、どちらかというと呪のろいに近いですね。基き本ほん的てきには、その原げん因いんの魔族や邪神を倒たおすと、もとに戻もどすことができます。

チャイ：なるほど。

ＧＭ：レッドラウズによる邪悪化は、抽出した瘴気によるものなので、もっと薬物中毒とかに近い感じです。摂取した瘴気の量によって、結果はまちまち。程度によっては、治ち療りようできるかもしれません。

エメリー：では、その可能性を指し摘てきしましょう。ジャックさん、元に戻せるかもしれませんよぉ。しかるべき処しよ置ちが行なえる人と施し設せつがあればですけども。

チャイ：おおっ！　よかったっちゃ！

ＧＭ：「我々の力で、彼を救う手配をすることはできるかもしれない」

ルナ：本当かい？

ＧＭ：「ただ、残念ながら、一朝一夕に元の体には戻らないでしょう。長い治療を施ほどこして元に戻すことはできるかもしれません。だが、場合によっては戻らないかもしれない。その場合には……」




「命を絶たつ以外に、救ってあげる方法はない───」

　サイラスは静かに、しかし強い覚かく悟ごを込めて言った。




エメリー：ああ……。

チャイ：そうっちゃか……。

ＧＭ：「完全に怪かい物ぶつ化かして、人ではないものに変身してしまうこともあるのです。治療が望めない場合、放置することはできません」ちょっとメタなことを言うと、大竹さんは目の前で邪悪化した例を知ってますね。

チャイ：そうだった、キンちゃん。

ＧＭ：そう、『無印』に登場したキンバリー。〝ひとつの石〟の力で元に戻りましたが。

[image: ]

エメリー：ジャックさんの場合はどうなんですか？

ＧＭ：「彼はまだ投とう与よされてから日が浅いようなので、治療できるかもしれません」

エメリー：おおっ！

ＧＭ：「もし許ゆるしてくれるのであれば、我々ノーデンスが預あずかりましょう。そこで、できるかぎりのことはします」

エメリー：あたしは何も言いません。うつむいて、泣きそうになります。

ＧＭ：「私は、残ったレッドラウズを探すためにこの町に来ました。そして、あなたから笛をもらい、彼かの女じよの伝言を受け取ったのです」

ルナ：伝言……暗号文のことか。何が書かれてたんだい？

ＧＭ：森の中に森林警けい備び隊たいの駐ちゆう屯とん所じよがあって、その場所が書かれていました。

ファング：そういえば、そんな話もあったな。

ＧＭ：「くわしい経けい緯いは書いていないですが、そこに例の薬が隠かくされているようです」

ルナ：なら、話は早い。とっとと焼いちまおう。放っておいたら、どうせロクなことにならないだろうからね。

ＧＭ：ルナの意見に、サイラスはこくりと頷うなずきます。

エメリー：もしかしたら、ほかの予備役の人もそこにいるかもしれませんね。

ファング：そうだな。予備役として集められたジャックがレッドラウズを投与されてやってきた。なら、薬が隠されてる場所に、他の兵士がいてもおかしくない。

ＧＭ：「薬を投与されていれば、妖魔にしたがう兵士になっているかもしれません」

エメリー：そんなぁ！

ルナ：だから、さっさと薬を押おさえないといけないんだよ。このままじゃ、何ともよろしくないからね。

エメリー：確かに、そのとおりですぅ。

ファング：駐屯所に隠されたレッドラウズを処しよ分ぶんする必要があるのは分かった。ただ、そこへ向かう前に、ベルハルトについて調べておきたい。あいつは、きっとこの件に関係があるはずだ。サイラスに確認しておく。

ＧＭ：ちなみに、サイラスはあくまでバルムンクを追っているので、ゴルフォード国内の問題には着手してません。なので、ベルハルトの情じよう報ほうは持ってないです。

ルナ：なら、別ルートで調ちよう査さすればいいさ。そうそう、ファング。右腕が銃の男についてなら、話が聞けるんじゃないか？

ファング：ああ、そうだな。サイラスに言う。わかった、レッドラウズは俺たちが潰つぶす。

ＧＭ：「おお、あなたたちがやるというのですか」

ファング：そのかわり、知っている情報を話してもらおう。俺が真に望むものは、ひとりの男の消息だ。聞いたことはないか？　右腕が錬れん金きん銃じゆうになっている男の噂を。

ＧＭ：「バルムンクに、そんなエクスマキナがいるという話を聞いたことがあります」

エメリー：おおっ、バルムンクだったんですね！

ファング：親父殿を殺した男は、そのバルムンクの影響下にあったってことか。

エメリー：では、ジャックさんのことは、お願いします。彼には、帰りを待つお母様がいらっしゃいます。できることなら、お母様の許もとへ戻してあげたいんですぅ。

ＧＭ：「ええ、努力はします」

エメリー：アタシはエリンディルから来ました。妖魔や邪悪化した者を見ています。このアルディオンが、あんな恐おそろしいものであふれかえるなんて想そう像ぞうもしたくありません。だからこそ、人を妖魔の手先にするようなものは、許ゆるすことはできないのですぅ！

ＧＭ：そうすると、サイラスはエメリーの手をがしっと握にぎって。

エメリー：へっ!?

ＧＭ：「その通りです、美しいお嬢じようさんっ！」（一同笑）
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エメリー：真ま面じ目めな話をしてるのにっ！

ＧＭ：サイラスもいたって真面目です。

ルナ：ああ、真面目に口く説どいてるんだ（笑）。

エメリー：では、サイラスさんににこっと笑って言います。「あなたも、ずっと誰にも知られることなく、妖魔と戦い続けてきたんですね。大変だったでしょう」

ルナ：おいおい、上から目線になってるぞ（笑）。

エメリー：天使で聖女で姫ひめだから！（一同爆笑）

ＧＭ：「あなたのことは、エル・ウォーデン陛へい下かにもご報告しておきます」

エメリー：マジですかっ!?（笑）

ＧＭ：「エリンディルから聖女がやってきて、我らの味方をしてくれると！」

ファング：待て待てっ！　それはただの〝設定〟だろうが!?

ルナ：すごいなー。エル・ウォーデンが認みとめたら、アルディオンでもエメリーが本当の聖女として語られるよ。この大陸でもすごい権けん威いある人だし。

チャイ：聖女伝説が生まれたっちゃ！

エメリー：ぱあぁぁぁぁぁっ！（←激はげしく発光しているらしい）

ＧＭ：妄想から伝説へ（一同爆笑）。

エメリー：では、みなさんはかつてアタシを守り続け、世界を救った光の戦士として！

ファング：誰が光の戦士だ！（笑）

エメリー：サイラスさん、アタシたちにも協力をさせてください。ジャックさんのような人をこれ以上増ふやすわけにはいきません。悲しみを広げるわけにはいかないのです。

ファング：だ、だめだ。シリアスなセリフに見えない……！

チャイ：すごくいいこと言ってるはずなのに、なんでだろう（笑）。

ルナ：積み重ねかな（笑）。

エメリー：むう……！

ルナ：チャイは何か言いたいこととかあるかい？

チャイ：うちは、エメっちが「美しいお嬢さん」って言われてるのを、自分のことだと勘違いして、「そんなぁ、サイラス先生～！　ここじゃ恥はずかしいっちゃ～！」って勝手に言ってるっちゃ（一同爆笑）。

エメリー：勘違いですか!?

チャイ：うちのこと好きだからって、そんな積極的にならなくても～！（一同笑）

エメリー：あ、あの、サイラスさん、チャイさんが……。

ＧＭ：「ああっ、失礼しました、お嬢さん」と言ってチャイの方を見ます。

チャイ：きゃっ♪（一同笑）

ＧＭ：サイラスは真剣な顔にもどって言います。「今、大陸のあちこちで大きな問題が持ち上がっているのです。そのため、私は応おう援えんを頼たのむことができないでいる」

ルナ：ま、レッドラウズはアタシたちが何とかするさ。

ＧＭ：「おおっ、美しいお嬢さん！　ありがとうっ！　ならばレッドラウズはお任せします。ただし、くれぐれもお気をつけください。妖魔は大変に恐おそろしいものですから」

ルナ：妖魔ってのは確かに恐ろしそうだけど、私ゃそれ以上に怖こわい相手がいるんでね。命を取られるよりも、マムに怒おこられたほうが怖いのさ（笑）。

エメリー：闇の妖魔に、光の戦士たちは負けません！

ファング：レベル４の光の戦士だけどな！（一同笑）

ＧＭ：というわけで、ジャックはサイラスが責せき任にんを持って預かってくれます。

エメリー：じゃあ、最後にやりたいことが。ジャックさんは気絶しているんですよね？

ＧＭ：はい。今は意い識しきを失っています。

エメリー：ジャックさんの手に、お母様から預かっていたお守りをそっと握にぎらせます。

ＧＭ：そうすると、ジャックはうわごとのように「母さん……母さん……」と言います。

エメリー：ううっ、せめて夢ゆめの中でお母様と会えますように。

ファング：じゃあ、俺たちは行こうか。

ＧＭ：では、みなさんが立ち去る前に、念を押おすようにサイラスは言います。「くれぐれも、私がノーデンスであることや、妖魔に関することは口外なさらないように」

ルナ：約束するよ。まあ、私が言っても誰もアンタのことを信じやしないだろうけど。

ファング：世話になったな。

ＧＭ：「いえ、これからは今までとは比くらべ物ものにならない敵が襲おそってくるでしょう。だから気をつけてください。私も可能な限りお助けしますので」

チャイ：きゃっ、プロポーズされたっちゃ♪（一同爆笑）

ルナ：ああ、うん、そうね（笑）。

エメリー：なんというポジティブシンキング！

チャイ：ああ～、でも憧あこがれの人がいるから。うーん、揺ゆれる乙おと女め心ごころだっちゃ。

エメリー：なら、来世で結ばれればいいんですよぅ。

チャイ：あっ、そっか！

ファング：（モノローグ風に）そのとき、俺は思った。もう限げん界かいだ、と──（一同笑）。

ＧＭ：じゃあ、シーンを終了しましょう。







◆Middle 08◆赤い薬を撲ぼく滅めつせよ




　人を邪悪化させる、赤い薬レッドラウズ。

　それが、この町にまだ残っているらしい。

　宿に戻ってきた四人は、さっそくその対たい策さくに乗り出した。




ＧＭ：では、次はベルハルトについて調査するシーンになります。シーンプレイヤーは、ファング。宿に戻って来たところで、夜はまだ続いています。

ルナ：早速、情じよう報ほう収しゆう集しゆうといこうか。

ＧＭ：ちなみに回復するなら、このタイミングでどうぞ。




　ＨＰはすでに全快のＰＣたちは、ポーションでＭＰを回復した。




ＧＭ：さて、回復は終わりましたか？

ファング：ああ。改めて、ベルハルトのことを調べようか。前は達成値８だったからな。

ＧＭ：では【幸運】判定になります。

ルナ：私が調べるよ。《ストリートワイズ》で３Ｄで振ふろう。（ダイスを振る）達成値は15。

ＧＭ：成功です。ベルハルトですが、王族のひとりがバックアップについています。

ルナ：王族が？

ＧＭ：ドワーディン王の弟ドワリムです。ベルハルトは彼の護ご衛えいを務つとめたことがあり、懇こん意いにしています。

ファング：ドワリムか……。

ＧＭ：ベルハルトはゲオルグに対して含ふくむところがあったようです。エイリンが死んだとき、次は自分だと思っていた。ところが、ゲオルグの戦場での功こう績せきが大きかったため、急きゆう遽きよ団長に抜ばつ擢てきされてしまったんです。

エメリー：順当に行けば団長になる予定が横からさらわれた、とか思ってるんですかねぇ。

ＧＭ：恐らくは。

ルナ：じゃあ、ファングにこの情報は伝えておこう。どう判はん断だんするかはあんた次第だよ。あんたが一番親父さんを殺されて怨うらみを持っているんだから。一いち応おう、ゲオルグについては、ほぼシロだと分かっちゃいるけど。

ファング：ありがとう、ルナ。

エメリー：今の話が本当なら、実はベルハルトさんにエイリン団長を殺す動機があるということになりますねぇ。

ファング：確かにな。親父殿を殺して、自分が団長になろうとした。だが、そうはならなかった。だから、オレにゲオルグ暗殺を依い頼らいした。あいつがクロの可能性は高い。

ルナ：どうするつもりだい？

ファング：やることは変わらない。右腕が銃の男を捜さがし出だし、しかるべき報むくいを与あたえる。

エメリー：ゲオルグさんの淹れた紅こう茶ちやはおいしいのですぅ（笑）。

チャイ：はっ、うちはゲオルグっちに会ってないっちゃ。

エメリー：これが終われば会いにいけるかもしれないですぅ。

ファング：安心しろ。チャイは頑がん張ばってるって言っておいた。

チャイ：ほんとほんとに？　名前言っておいてくれたっちゃか？

エメリー：言いましたよぉ。

チャイ：よかったー。それだけが心残りだったっちゃ。

エメリー：こっちを解決すればゲオルグさんもきっと喜ぶと思うんですよぉ。

チャイ：よーし、うち、がんばるっちゃ！

ファング：情報も入ったし、そろそろ森林警備隊の駐ちゆう屯とん所じよとやらに行ってみるか。

エメリー：はい！　聖女として、薬を大陸にばらまかせるわけにはいかないのです。絶対に処分してみせますよぉ！

ＧＭ：では、みなさんが宿を出て行ったところでシーンを終了します。さあ、クライマックスフェイズに移うつりましょう。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆許ゆるされざる者に裁さばきを




　夜、デントンの町外れ。翠すい緑りよく騎き士し団だんの駐ちゆう屯とん所じよ。

　あたりを監かん視しする兵士の目をかいくぐり、敷しき地ち内ないの倉庫へと四人は忍しのび込こんでいた。

　ここに、あの赤い魔ま法ほう薬やく───レッドラウズが集められているはずだ。




ＧＭ：それではクライマックスフェイズとなります。全員登場。シーンプレイヤーはファング。みなさんは町外れの駐屯地にやってきています。兵士たちが警けい戒かいしていますが、その監視をかいくぐって、倉庫までやって来たところから始まります。

ルナ：倉庫の中には例の薬があるのかい？

ＧＭ：ええ、木箱に入ったレッドラウズが積まれています。

ファング：やはりか……。

ＧＭ：そして、あなたたちがそれを確かく認にんしたとき、ひとりの男が現あらわれます。

エメリー：見つかっちゃいましたよぉ！

ファング：ネヴァーフ？

ＧＭ：はい、そうです。ベルハルトですね。あなたたち───特にファングを見るとベルハルトは怪け訝げんな顔をします。「なぜ、キミがここにいる？」

ファング：親父おやじを殺した犯はん人にんを追ってきたら、こんなとこに来てしまっただけだ。

ＧＭ：「ゲオルグはここにはいないが？」

ファング：犯人はゲオルグではない。

エメリー：それより、ここで何をされているんですかぁ？

ＧＭ：「答える必要はないな」

ルナ：むしろ、言えないようなことをしてるんじゃないのかい？

チャイ：そうっちゃ！　ここに積まれてる薬が証しよう拠こっちゃ！

ＧＭ：すると、ベルハルトはチャイを見て、「キミたちは仲間だったのか」と言います。

チャイ：ん？

ファング：つまり、ジャックにチャイを狙ねらわせたのはこいつだってことだろう。

ＧＭ：「特とく徴ちようのあるエクスマキナだと聞いていたが……キミのことを思いだすべきだった」

ファング：自分の軍隊に所しよ属ぞくしていた兵士のことぐらい覚えておけ。

チャイ：そうだっちゃ。うちもいたっちゃ（笑）。

ＧＭ：「末まつ端たんの兵士の顔など覚えているものか。しょせん、駒こまではないか」

ファング：そんなだから、ゲオルグに出だし抜ぬかれるんだ。

ＧＭ：「何を言う！　ヤツは身分も低く、両親は流れ者ではないか！　そんな男がなぜ錬れん金きん騎き士し団だんの団だん長ちようになっているのだ！」と怒いかりを露あらわにします。

エメリー：見苦しいですよぉっ！

ルナ：せっかく右みぎ腕うでが銃じゆうの男を手引きしてエイリンを殺したのに、その後あと釜がまに座すわれなくて残念だったねぇ。

ＧＭ：「うっ、なんでそれを……？」

ルナ：どうやら図星のようだね。

ＧＭ：「くそっ、私わたしのような人間こそが、このゴルフォードを導みちびいていくのにふさわしいのだ。エイリンもゲオルグも邪じや魔ま者ものはすべて排はい除じよするのだっ」

ファング：それが親父殿を殺した理由か。見下げた男だ。

チャイ：こ、小物だっちゃ（笑）。

ＧＭ：「なんだと！　私には王族のバックもいるのだぞ」

ファング：ドワリムのことか……。

エメリー：残念な人ですよね、たしか……。

ルナ：バックに王族がついてるってことだし、クーデターでも企たくらんでるんじゃないか？

ファング：まぁ、そういうことだろうなぁ。

ＧＭ：ベルハルトは真しん剣けんな顔で続けますよ。「私の計画が進行すれば、錬金騎士団だけでなく、このゴルフォードを支し配はいする日も遠くない。お前たちも私に従したがった方が得だぞ。犬のようにな、ハッハッハッハ」

一同：…………。

エメリー：返事に困こまる……、あまりに小物すぎて（一同爆ばく笑しよう）。

ルナ：私が答えるよ。「おいしい話なんだけどさ。残念ながら、親の教えでね……負ける方には賭かけないことにしてるんだ」

チャイ：ルナっち、かっこいいー！

ルナ：勝つのはどう考えてもあんたじゃなくて、ゲオルグの方だ。だから私は、あっちに尻尾しつぽを振ふることにしておくよ。犬らしくね。

エメリー：きゃー、ルナさーん！　がばっ（←抱だきついた）。

ルナ：な、なに？（笑）

ファング：気になるんで聞いておこう。「この薬は何に使うつもりだった？」

ＧＭ：「フッフッフ、集合させている錬金騎士団一万に与あたえるのだよ」

ファング：なんだと？

ＧＭ：「このレッドラウズを投とう与よされたものは最強の戦士となるのだ。恐おそれを知らず、命令には忠ちゆう実じつで、肉体的にも技ぎ術じゆつ的てきにも、桁けた外はずれの能のう力りよくを発はつ揮きする。その無む敵てきの錬金騎士団一万を率ひきいれば、ゴルフォードが大陸を制せい覇はし、ふたたび統とう一いつ帝ていの座ざにつくことも可か能のう！」

チャイ：強くなるかもしれないけど、人間でなくなるっちゃ。

エメリー：あなたはまちがっています！　このレッドラウズがどんなもんか知っているのですか？　これは人を邪じや悪あくな怪かい物ぶつに変えてしまう、魔まの薬なのに!!

ファング：お前は、権けん力りよくをエサにバルムンクに踊おどらされている、哀あわれな操あやつり人にん形ぎようだ。お前のような男に従したがう兵士はいやしない。そのくだらない薬と共に、ここで散っていくがいい。

ＧＭ：すると、かっかっかっとベルハルトは笑います。「薬さえ飲めばそんなことは言わなくなるさ。蛆うじ虫むしどもめ。ここで散っていくのはお前らの方だ！」

エメリー：そうはさせません！　あなたはアタシたち光の戦士に敗れるさだめ！（一同笑）

ファング：おいぃぃっ、ここまでカッコよかったのに、なんという台無しなセリフだ！

ＧＭ：「光の……戦士？」ベルハルトも当とう惑わくしております（笑）。

エメリー：そう！　聖せいなる使命を果たすため、現げん在ざいに転生してきた光の戦士！

ルナ：あ、うん。この子の言うことは聞き流していいよ（笑）。

エメリー：掲けい示じ板ばんに『前ぜん世せの記き憶おくを持つ光の戦士の方、一いつ緒しよに冒ぼう険けんしませんか』って書いておくと、たま～に集まってくる人もいるから本当なんですぅ！（一同笑）

チャイ：意外にいるっちゃね、光の戦士（笑）。

ファング：それは電波な人たちが集まってきてるだけだっ!?

ＧＭ：「……やれやれ、キミたちのような連中に計画を知られるとは思いもしなかったよ。だが、いなくなってもらえば支し障しようはない。やれ、デーヴ───」と言うと、ベルハルトは指をパチンと鳴らします。すると、それを合図に、ドゥアンの巨きよ漢かんが、のそのそと出てきてみなさんの前に立ちはだかります。

チャイ：でっかいっちゃー。

ファング：そいつに、俺おれたちを片かたづけさせようというのか。

ＧＭ：ドゥアンの巨漢───デーヴは、あなたたちの前に立たち塞ふさがると、「オオオオオッ！」と叫さけび、みるみる身体を変化させていきます。

チャイ：やっちゃったー！

ＧＭ：角が伸のび、鱗うろこが身体を覆おおい、爪つめも鋭するどく伸び、目つきも変わっていく。

ファング：邪じや悪あく化かか……。

ＧＭ：さらに、ベルハルトは「お前たちは私に触ふれることすらできん」と言って、ポケットから何かのスイッチをかちっと押おします。すると、小さな飛行型ゴーレムが出しゆつ現げんし、彼かれの周りを護まもるようにぐるぐると飛び始めます。

チャイ：新兵器っぽいっちゃ！

ＧＭ：セイフシステムというエネミーです。というわけで、戦せん闘とうとなります。




▼第１ラウンド

ＧＭ：それでは、戦闘を開始します。あなたたちのエンゲージの五メートル前にデーヴ。こいつは、腕うでに格かく闘とう武ぶ器きをつけています。もはや、身体が変へん異いしていますが。その背はい後ご一〇メートルに、二グループのセイフシステムに護られたベルハルトがいます。ただ、デーヴが行く手を塞ふさいでいるので、横をすり抜ぬけていくことはできません。

ルナ：最低でも、デーヴに一回エンゲージしないといけないわけか。

ＧＭ：ちなみに、ベルハルトを先に倒たおしても戦闘は終しゆう了りようしません。デーヴは敵はみんな殺すという衝しよう動どうに取とり憑つかれていて、上官がいなくなっても暴あばれるのを止めないからです。

ファング：もう、倒して止めるしかないんだな。了りよう解かいだ。

ＧＭ：それでは【行動値】を申告してください。こちらは、ベルハルトが【行動値】８、デーヴは15。セイフシステムが10です。




行こう動どう値ち

デーヴ　　　　　　　　　　15

セイフシステムＡ、Ｂ　　　10

ファング　　　　　　　　　８

チャイ　　　　　　　　　　８

ベルハルト　　　　　　　　８

ルナ　　　　　　　　　　　６

エメリー　　　　　　　　　５
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ＧＭ：では、セットアッププロセス。まずデーヴが《ランナップ》を使用。「うぉおおおおおっ！」と、雄お叫たけびを上げてみなさんのエンゲージに移い動どうしてきます。

エメリー：おっ、きた！

ＧＭ：さらに移動終了後に、《脚あし止どめ》によってエンゲージを封ふう鎖さします。

ルナ：封鎖だと【行動値】で対決しないと離り脱だつできない。こりゃあ、厄やつ介かいだ。

チャイ：【行動値】は向こうが、こっちの倍ぐらいあるっちゃ！

ファング：無理に抜ぬけるより、倒した方がよさそうだな。

ＧＭ：では、次はセイフシステム。《召しよう喚かん：セイフシステム》を使用。

エメリー：なんと！

チャイ：増ふえた!?

ＧＭ：ちなみに、《召喚：セイフシステム》のスキルレベルは１なので、シナリオ一回しか使えません。二グループが一グループずつ召喚して、合計で四グループになります。

ルナ：これ、呼よばれたヤツが、次のラウンドでまた使ってくるよね……。

ファング：範はん囲い攻こう撃げきでまとめて焼き尽つくすしかないな。

ＧＭ：次は【行動値】８組。どうぞ。

チャイ：うちは《ストロングスタイル》を使うっちゃ！　キラキラ、へんしーん。これでダメージ＋３Ｄ！

ＧＭ：では、スーパーチャイに変身するバンクシーンが入りました（笑）。

チャイ：しゃらーんとフリルがついたっちゃ（笑）。

ファング：封鎖されているから《ランナップ》で離脱はできないか。俺はなしで。

ＧＭ：では、ベルハルトの番。《タクティカルプレイ》＋《ストラテジウム》で、このラウンドの間、セイフシステム四グループが与あたえるダメージに＋20して、行動済ずみになります。「アルファ隊とブラボー隊は牽けん制せいしつつ、左右に展てん開かい。チャーリー隊とデルタ隊は背後に回まわり込こめ」ベルハルトはセイフシステムに指し示じを出して、的てき確かくな位置に展開します。

ファング：それはやばい！　《タクティカルプレイ》を《インタラプト》だ！　ハウリングを乱らん射しやして動きを阻そ害がいする！

ＧＭ：「むっ！　全隊そのまま！」指示を中止するベルハルト。というわけで、《タクティカルプレイ》は打ち消されました。くっ、行動済になっただけかー！

ルナ：私は特になし。これでセットアッププロセスは終わりだね。

ＧＭ：イニシアチブプロセスに移うつります。

ファング：【行動値】15のデーヴからだな。

ＧＭ：デーヴの行動。「むんっ！」という気合いとともに、身体中の筋きん肉にくに力を入れます。マイナーアクションで《ディフェンダー》を使用。《マジックディフェンダー》も取得しているので、シーンの間、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔法防御力】の両方が＋15されます。その代わりダメージロールはマイナス１Ｄ。

チャイ：あや～、硬かたくなったっちゃ！

ＧＭ：まだまだです。メジャーアクションで《アースステップ》。両りよう脚あしを大地にぐっと踏ふん張ばる演えん出しゆつで、さらに【物理防御力】と【魔法防御力】が＋９。合わせて＋24されました。

エメリー：うゆぅっ!?　メチャクチャ硬くなりましたよぉ！

ルナ：これは、そう簡かん単たんに抜ぬけないね。

ＧＭ：続いてセイフシステムの行動です。四グループいるので、みなさんにそれぞれ一回ずつ攻撃しましょう。マイナーは《バッドステータス付ふ与よ：放心》を使用。１点でもＨＰダメージを与あたえた場合、バッドステータスの［放心］が与えられます。

ルナ：うわ、嫌いやらしいのがきたね

ＧＭ：ふっふっふっ。この［放心］を受けると、メジャーアクションの判はん定ていのダイスがマイマス１Ｄされます。

ファング：デーヴが足止めで、さらにセイフシステムで攪かく乱らんすると。敵ながらやるな。

ＧＭ：では、セイフシステムの攻撃いきます。まずはチャイから。えい！（ダイスを振る）命中は17。機き銃じゆうから弾だん丸がんがバラバラと飛んでいきます。

チャイ：じゃあ、華か麗れいに転がって（ダイスを振る）……あれー!?　ファンブルッ！（笑）

エメリー：《カバーリング》しますぅ！

ＧＭ：了解です。では、ダメージロールいきますよ。（ダイスを振る）。あっ、１、１、６で、23点の物理ダメージ。

エメリー：え？　カキーンですけど。

ＧＭ：くっ、《タクティカルプレイ》が乗らなかったから！

ルナ：あったらやばかったね。

ＧＭ：ダメージ０では［放心］も入りません。次はエメリーを攻撃！　（ダイスを振る）命中判定の達成値は14。

エメリー：逃にげも隠かくれもしません！　もう、あの時のようなことは繰くり返かえさない！

ＧＭ：あの時っていつ……と突つっ込こむのはやめておきます（笑）。

エメリー：（ダイスを振る）14ぴったりで回かい避ひ！

ＧＭ：おっ、避よけた！　エメリー絶ぜつ好こう調ちようですね。

エメリー：聖せい女じよですからぁ。ひらり。

ＧＭ：次、ルナを攻撃。（ダイスを振る）命中は19です。

ルナ：（ダイスを振る）うーん、クリティカルしない。回避失敗。

エメリー：《カバーリング》ですぅ！

ＧＭ：今度こそ！　（ダイスを振る）おお、今度はいいです、28点。

エメリー：それだと４点抜けちゃいますねぇ。だから、《プロテクション》で（ダイスを振る）20点軽けい減げん。カーンですぅ。

ＧＭ：「ええい、このセイフシステムは役に立たん！」（一同笑）

ファング：お前のスキルが消されたからだな。

ＧＭ：では、最後のセイフシステムがファングに攻撃。（ダイスを振る）命中は16。

ファング：こっちの回避は５だから11以上が出れば。（ダイスを振る）残念、達成値13で当たってしまった。

エメリー：はい、《カバーリング》！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは24点です！

エメリー：カキーン（一同笑）。

ＧＭ：うおー、駄だ目めだ！　エメリーにみんな弾はじかれてしまう！

エメリー：ぱあぁぁぁぁっ！　これが神のご加か護ごですぅ！

ＧＭ：「そんなもの、誰だれが信じるか！」ベルハルトが怒ど声せいを上げます。

ファング：……オレはそのとき思った。正直、同感だった（一同笑）

ルナ：そうだね（笑）。

エメリー：そんなぁ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、次はファングとチャイの行動になります。

ファング：先に行くぞ。ムーブアクションもマイナーアクションもなし。メジャーで《ワイドアタック》、さらに命中判定の直前に錬れん魔ま弾だんを使用し、ベルハルトとセイフシステムのエンゲージに範囲攻撃！　（ダイスを振る）命中は22。続けざまに引ひき鉄がねを引く！

ＧＭ：回避はクリティカルのみ。（ダイスを振る）……ちっ、ベルハルトも、セイフシステムも回避できませんでした。

ファング：ダメージロールいくぜ！

ＧＭ：待ってください。その直前に、ベルハルトが《セイフシステムのバリア》というオリジナルスキルを使用します。セイフシステムがバリアを張はり、ベルハルトが受けるダメージを［セイフシステムの数×20］点止めます。「障しよう壁へき、展開！」

ファング：なに!?　ということは……ベルハルトは80点止めるのか!?

ＧＭ：「これこそがこの新兵器の真しん髄ずいなのだ！」

ルナ：つまり、セイフシステムを倒たおさないといけないってことだね。

ファング：そのとおりだな。今回は仕方ない。ベルハルトへのダメージが止まることを覚かく悟ごで、《ピアシングストライク》を使おう。さらにフェイト３点を叩たたき込こむ！

ＧＭ：セイフシステムを一気に削けずるつもりですか。

ファング：この初手で裸はだかにしとかないと後がきついからな。てやっ！　（ダイスを振る）くっ！　ダメだ。ダイス目が悪すぎる！　今回はほんとにダメダメだな。合計で42点だ！

ＧＭ：「ふっ！　その程てい度どの攻撃で、このセイフシシテムが倒せるとでも思っているのか。愚おろか者ものが」

ファング：ちっ！

ルナ：なに、多少でもＨＰを削ってもらえれば、あとはこっちで何とかするさ。

ファング：すまん、頼たのんだ！　って、今回俺まったくいいとこなしなんだけど（一同笑）。

チャイ：そういうこともあるっちゃ（笑）。次はうちの行動っちゃ。

ＧＭ：ふっふふふふ。ちなみに、デーヴは強いですよ。

チャイ：ああ、ほんと？（←嬉うれしそう）　じゃあ、遠えん慮りよなくいくっちゃ！　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》！

エメリー：きゃー、きましたよぉ！

チャイ：《ボルテクスアタック》を使って、命中判定の直前に新しく取った《ワンツーブロウ》も入れちゃうっちゃ！　（ダイスを振る）命中判定の達成値は21！

ＧＭ：回避するのは無理そうですね。なので、デーヴは《ストライクバック》します！　（ダイスを振る）……ぴったり21で成功！　チャイのパンチが鍛きたえた筋肉にめり込こみますが、同時にデーヴも打ち返してきます。40点のＨＰロスを受けてください。

チャイ：やるっちゃね！　でも、うちは生きてるっちゃよ。こっちはダメージロールに《スラッシュブロウ》とフェイト２点を入れてるっちゃ。これで67＋13Ｄ！

エメリー：すばらしいっ！

チャイ：えーい！（ダイスを振る）

ルナ：ダイス目はかなり高いな！

ＧＭ：な、なんか３以下がほとんどないんですけど（笑）。

チャイ：合計、[image: ]点の物理ダメージ！　しかも【物理防御力】無む視しっちゃ！

ＧＭ：ひゃ、[image: ]点っ!?　だめだ！　それだと一いち撃げきで吹ふき飛とびます！

一同：おお───────っ！




　相手の反はん撃げきにも構かまわず、渾こん身しんの一撃を見み舞まうチャイ。

　邪じや悪あく化かにより変へん異いした身体でも、その威い力りよくに耐たえることはできなかった。

　デーヴの巨きよ体たいが派は手でに吹き飛び、地べたに崩くずれ落おちる。

　彼はそれっきり、立ち上がっては来なかった。




ＧＭ：デーヴを一発で倒されて、ベルハルトも言葉を失ってますね。「馬ば鹿かな!?　デーヴを一撃で……！」

チャイ：恋こいする乙女おとめは強いっちゃ。キラン☆

ＧＭ：では、次はルナですね。

エメリー：あっ、ルナさんのメインプロセスの前、イニシアチブプロセスに《クイックヒール》でチャイさんに《ヒール》をかけますよぉ。魔ま術じゆつ判定は（ダイスを振る）成功しました。回かい復ふくは……20点。うゆぅ、あまり高くないですぅ。

チャイ：いやいや、十分っちゃよ。ＨＰ39点まで回復したっちゃ。

ルナ：じゃあ、改めて私の番。ムーブアクションで七メートル前に移動して、マイナーアクションで《マジックブラスト》を使って魔術を範囲化。メジャーアクションは《エアリアルスラッシュ》でベルハルトとセイフシステムに魔法攻撃を仕し掛かけるよ。

ＧＭ：「だが、まだ私に攻撃は通用しないぞ」

ルナ：いいさ。先に厄やつ介かいな飛行型ゴーレムから片かたづける。命中判定が９＋４Ｄ。いくよ。（ダイスを振る）命中は26！

ＧＭ：回避はクリティカルのみ。（ダイスを振る）……ベルハルトもセイフシステム四グループも、回避できませんでした。まとめて、ルナの放った風の刃やいばをくらいます。ただし、ベルハルトはやはり《セイフシステムのバリア》を使用。ダメージ80点を軽減します。

ルナ：かまわない。ダメージロールの直前に《ファランクスアタック》を使用。（ダイスを振る）63点、〈風〉属ぞく性せいの魔法ダメージだよ。

チャイ：ルナのダイス目もすばらしいっちゃ！

ＧＭ：くっ！　なんでファング以外、そんなにダメージの時のダイス目がいいんですか。

ファング：ほっといてくれ（一同笑）。

ＧＭ：ルナの魔法を《セイフシステムのバリア》で打ち消したベルハルトは無む傷きずですが、ファングから受けたダメージと合わせて、セイフシステムのＨＰは０！　一気に弾はじけ飛とびました。風の刃が機械を切きり刻きざんでいきます。

エメリー：やったー！　ルナさん、すごいですぅ！

ルナ：いや、大したことないさ。なんにせよ、これでポコポコ敵が増ふえることはなくなった。あとはベルハルトを倒たおすだけさね。

ＧＭ：むむむっ、丸まる裸はだかにされてしまいました（笑）。

エメリー：次はアタシです。ムーブアクションで全力移動。ベルハルトにエンゲージします。そして、メジャーアクションでチャイさんに《ヒール》。（ダイスを振る）魔術判定は成功。おりゃ！　今度は26点回復ですぅ。聖せいなる光ー。ぱあぁぁぁっ！

チャイ：エメっち、ありがとう！　これで全ぜん快かいしたっちゃ！

エメリー：どういたしましてぇ。これでアタシは行動終了ですよぉ。

ＧＭ：全員が行動済になったところで、ベルハルトが《二回行動》を使い未行動になります。

ルナ：おっ、何かしてくる？

ＧＭ：「あまり私を舐なめない方がいい。私ひとりになろうと、お前たちを始末することなど造ぞう作さもないのだからな！」

ファング：やれるものなら、やってみるがいい！

ＧＭ：マイナーアクションで《マジックサークル》。メジャーアクションで《サモン・フェンリル》。対象はチャイとファングです！

チャイ：うきゃー、こっちを狙ねらってきたっちゃ！

ＧＭ：命中判定……えい！（ダイスを振る）命中は21。チャイとファングは回避してください。

チャイ：（ダイスを振る）ファンブル!?（笑）

ファング：（ダイスを振る）９で回避失敗。

ＧＭ：では、いきますよ？　ダメージロールは10Ｄになります。

エメリー：うわー、いっぱいダイスを振ってますぅ！

ＧＭ：（ダイスを振る）〈無〉属性の魔法ダメージ、46点になりました。

ファング：俺は44点くらう。残り５点！　あ、あぶねぇー。

チャイ：うちは36点受けるっちゃ。

エメリー：では、《プロテクション》をチャイさんに。フェイト２点を入れて、１＋７Ｄ点軽減ですねぇ。（ダイスを振る）27点軽減しましたぁ。

チャイ：なら９点受けただけっちゃ！　残念、０にはならなかったから、［威い圧あつ］は受けちゃった。

ファング：［威圧］は───マイナーアクションで回復するまで、メジャーアクションが行なえなくなるのか。まあ、何とかなるだろう。

ＧＭ：これで全員の行動が終了しました。クリンナッププロセスは特に処しよ理りすることはないので、このままラウンド終了です。




▼第２ラウンド

行動値

ファング　　　　　８

チャイ　　　　　　８

ベルハルト　　　　８

ルナ　　　　　　　６

エメリー　　　　　５
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ＧＭ：では、２ラウンド目のセットアッププロセス。

ルナ：デーヴとセイフシステムが落ちたから、今回はこっちからだね。

ファング：おう。ここで《陣じん形けい》最後の一回を使ってしまおう。

チャイ：ほいほーい。一〇メートル前進で、ベルハルトに近づくっちゃ。あと五メートル！

ファング：オレは七メートル前進しておく。

ルナ：《カバーリング》してもらえるように、私もベルハルトのエンゲージに移動するよ。

ＧＭ：これで移動は終わりですね。引き続きセットアッププロセスの処理をどうぞ。

ファング：《陣形》で移動できたし、《ランナップ》は使わなくていいな。

チャイ：うちは《ストロングスタイル》。今度はスーパーチャイＲっちゃ。

エメリー：きらきらー、Ｒがついた（笑）。

ＧＭ：ベルハルトは味方がいなくなってしまったので、自分に《インクリーズデバイス》を使用！　彼の周囲に無数の球体がふわふわと浮うかび上あがります。これで、このラウンドの攻撃のダメージに＋10！

ファング：まだ、そんな隠かくし球だまを持っていたのか。

ＧＭ：「切きり札ふだは最後まで取っておくものだよ」

ファング：けっ、この状じよう況きようでまだ減へらず口ぐちが叩たたけるとはな。

チャイ：でも、ファングさんも今回はいいとこなしだっちゃ（笑）。

ファング：ぐっ！　同じセリフでも人に言われると堪こたえるのはなぜだ！（一同笑）

ＧＭ：で、ルナとエメリーは特になしですね。では、イニシアチブプロセスになります。

ルナ：【行動値】順で、チャイとファングからだね。

ＧＭ：マイナーアクションで［威圧］を解かい除じよしなければ、メジャーアクションを行なうことはできませんよ。

チャイ：そうだっちゃ。じゃあムーブアクションで戦闘移動してベルハルトにエンゲージ。マイナーアクションで［威圧］を解除してから、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》しちゃうっちゃ。

ＧＭ：むう、【物理防御力】無視は厄介だなー。

チャイ：命中判定にフェイトを１点入れて（ダイスを振る）クリティカルしたー！

エメリー：さすがですぅ！

ＧＭ：こっちもクリティカルすれば問題なし。（ダイスを振る）出目１、３。全然ダメでした。「は、速いっ！」（一同笑）

チャイ：ここでフェイトを使い切ってしまうっちゃ。ダメージロールに残りのフェイト２点を入れて21＋９Ｄ。（ダイスを振る）やった、大きいっちゃ！

ルナ：すごい、６が五個こも出てる？

チャイ：マイナーアクションがなくったってやれるっちゃ！　ダイス目41で、62点の物理ダメージ。【物理防御力】は無視っちゃ！

ＧＭ：なかなかの威力ですが、これが初ダメージ。まだまだ倒れません。「ゴルフォードの軍人は、そんなものではやられん！」次はファングです。

ファング：マイナーアクションで［威圧］を解除。どうせ、最初から使うものはない。

ＧＭ：そうか、マイナーアクションがいらない構こう成せいか。ちょっと寂さびしいですね（笑）。

ファング：ふっ、残念だったな。メジャーアクションで《ビースティング》、命中判定で錬魔弾を使用し、ベルハルトを撃うつ。これでクリティカルが出れば……（ダイスを振る）ダメだ、出ない。命中は27だ。

ＧＭ：それでも、クリティカルしないと避よけられないですね。（ダイスを振る）あら、６が一個は出たけど、クリティカルはせず。回避できませんでした。

ファング：残りフェイト２点を注つぎ込こむ。（ダイスを振る）ダメージは46点の物理だ。

ＧＭ：【物理防御力】で10点減へらして、36点入りました。「ふっ、その程度のダメージどうということはない。さぁ、次は私の番だ！」ベルハルトの反撃開始。マイナーアクションで《アニマルパクト》を使って、メインプロセス中に行なうサモナーのスキル対象をシーン全体に拡かく大だいできるようにします。

エメリー：これはシーン攻撃がきますよぉ！

ＧＭ：そのとおり。全員に［威圧］を与えてやります。メジャーアクションは《サモン・フェンリル》！　えい！（ダイスを振る）よしきた！

一同：うわ、クリティカル～！

ＧＭ：「私を怒おこらせたことを後こう悔かいしろ！」

ファング：はっ！（ダイスを振る）クリティカルは出ない！

チャイ：（ダイスを振る）わー、ファンブルっちゃ!?

ＧＭ：チャイ、ダイス目が極きよく端たんすぎです（笑）。

ルナ：ダイス目は５と５。クリティカルしないから避けられない。

エメリー：アタシもあたっちゃいましたぁ。

ＧＭ：ならば、ダメージロールいきましょう。クリティカルしたので、ダメージは10＋９Ｄの〈無〉属性の魔法ダメージです。さらに１点でも通れば［威圧］！

ルナ：私、マイナーアクションは使わないよ。

エメリー：あたしも攻撃しなければ、別にいらないですかねぇ。

チャイ：このギルドでマイナーが重要なのって、うちだけっちゃ？

ＧＭ：なんだってー!?（一同笑）

エメリー：なら、チャイさんを《カバーリング》します。あぶなーい！

ＧＭ：くっ、《タクティカルプレイ》を《インタラプト》で止められたのが分かれ道でしたか！　おのれ、ファング！

ファング：はっはっはっ！

ＧＭ：では、ダメージ行きます。（ダイスを振る）45点！

ファング：さすがにそのダメージは耐えきれないな。すでに傷ついてるオレはこのままだと倒れてしまう。

ルナ：じゃあ《蘇そ生せい》を使おう。そうすれば助かる。

ファング：そうだな。《蘇生》を使用。

ＧＭ：では、みなさん、ＨＰを最さい大だい値ちまで回復したあと、ダメージを受けてください。

ファング：43点食らったが、それなら大だい丈じよう夫ぶだ。

ルナ：私は40点入った。残りＨＰは２点！

チャイ：エメっちが守ってくれたから、ダメージはなしっちゃ。

エメリー：そして、アタシは自分へのダメージを《アフェクション》で０にしますよぉ。

チャイ：エメっちが魔法を止めたっちゃ！

エメリー：こんな力がアタシの中に!?　……ああ、思い出したわ！　失われた力をっ！

チャイ：思い出してるー!?

エメリー：今、時を超こえて、聖せい天てん使し、覚かく・醒せい───!!

一同：覚醒した!?

ファング：しなくていいから！（一同爆笑）

ＧＭ：（遠い目で）《アフェクション》を使った演出が覚醒なのは初めてだなー。

ルナ：派手さなら、お兄さん超えてるかもね（笑）。




　超えないでいただきたい。




ＧＭ：ともかく、ルナとファングがダメージを受けて［威圧］が入りました。次はルナ。

ルナ：マイナーアクションで［威圧］を解除。メジャーアクションで《エアリアルスラッシュ》でベルハルトに魔法攻撃。《リゼントメント》も入れてしまおう。さらに、命中にフェイト２点使用。これで、６Ｄ振れるからクリティカルが期待できる。

ＧＭ：どのみち、クリティカルで避さけてしまえば……。

[image: ]

ルナ：さあ、いくよ！　（ダイスを振る）残念、クリティカルはしない。命中は31。

ＧＭ：「なんの、ゴルフォード軍人は最後まで諦あきらめん！」（ダイスを振る）……おっ！　これは───。




　ダイスはころころと転がり、ひとつは６の目を。

　もうひとつは、５の目を出した。




一同：あぶなーいっ!?

ＧＭ：惜おしい、なんてことだ！（笑）

ルナ：危あぶなかった。ダメージロールにもフェイトを３点注ぎ込んで……（ダイスを振る）94点の〈風〉属性魔法ダメージ！

ＧＭ：【魔法防御力】は15と高めですが、それでも79点抜けてしまいます。これは耐えきれません。ルナの放った風の刃にばっさりと切られて、ベルハルトが倒れます。

エメリー：やりましたですぅ！

ファング：実力のなさをバックに頼り、統とう率そつ力りよくのなさを薬に頼り、ゲオルグの追い落としを暗殺に頼る……お前が敗やぶれるのは、必然だったのさ。

ＧＭ：いや、いくらかっこつけても、ファングは《インタラプト》以外で活かつ躍やくしてないぞ（笑）。

ファング：ぐっ！

ＧＭ：「ふん、実力のなさを演出に頼り、統率力のなさをセリフに頼り、敵を倒すのを仲間に頼る……お前は私と同じ穴あなのムジナということだ」

ファング：メ、メタなことを言うなっ！（一同爆笑）

ＧＭ：「その調子じゃ、いつ仇かたきが討うてることやら。まぁ、せいぜいがんばるんだな。はっはっはっはっはっ────ぐはっ！」




　嘲ちよう笑しようが止むと同時に大量に喀かつ血けつするベルハルト。そのまま、カッと目を見開き、息いき絶たえる。




ファング：くそっ、最後まで嫌いやな野や郎ろうだったぜ。

ルナ：まっ、奴やつにバカにされないくらいには、もう少し腕を磨みがくんだな。ファングの肩かたにぽんと手を乗せます。

ファング：悔くやしいが今回は言い返せない。本当にダイス目が悪すぎた（笑）。

チャイ：気を落とさずにがんばるっちゃよ。

ファング：う～ん。ベルハルトにバカにされるよりも、チャイに励はげまされる方が精せい神しん的てきに堪えるのは何故なぜだろう。

チャイ：それはどういう意味っちゃっ！（一同笑）

ルナ：さぁさぁ、お仕事終了だ。あとはゲオルグに任まかせりゃいいだろ。

エメリー：ですねぇ。

チャイ：うちらの勝利っちゃ！

ＧＭ：それでは、エンディングに移りましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆悪あく夢むの終わり




　こうして、悪夢のような企くわだては阻そ止しされた。

　レッドラウズは、この世にあってはいけないもの。

　すべて燃もやして、悪い夢ゆめから覚めなければならない。




ＧＭ：では、エンディングとなります。ベルハルトを倒した直後の倉庫から。彼の後ろには木箱が積まれていて、その中には赤い魔薬が詰つまっています。胡こ狼ろう会かいが流したものは、ここにあるので全部のようです。

ルナ：じゃあ、火をかけるか。

チャイ：熱には弱いはずだっちゃ。燃やしてしまうっちゃ。

エメリー：この大陸に、こんなものを出回らせるわけにはいきません！

ＧＭ：まぁ、油とか布とか小枝とか、火がつきそうなものなら、いっぱいあります。

ファング：じゃ、そのへんにある油とかかけて、松明を放り入れる。

ＧＭ：そうすると、すぐに火が回り、赤々と燃もえ上あがります。




　レッドラウズを、炎ほのおが包む。

　人を妖よう魔まの手先に変えてしまう恐おそるべき麻ま薬やくは、灰はいと化していく。

　もう、二度とその犠ぎ牲せい者しやが出ることはないだろう。




ファング：これでいい……。

ＧＭ：火の手が上がると「おおい、警けい備び所が火事だぞ！」と兵が駆かけつけて来るようです。

ファング：さて、皆みながキャンプファイヤーに集まってくる前に逃にげるとするか。

ＧＭ：では、ここでシーンを切りましょう。







◆Ending 02◆人が人であるために




　事じ件けんは終わり、朝日が昇のぼる。

　四人は、デントンの町を離はなれて街道を歩いていた。また新しい一歩の始まり。

　チャイは、ふと思うことがあった。




ＧＭ：それでは、ここからはＰＣ個こ別べつのエンディングとなります。ひとりひとり演出していきましょう。誰から行きますかね？

チャイ：はい。うち、みんなと別れるシーンをやりたいっちゃ。

ＧＭ：おっ、そうですか。では、街道で別れるシーンにしましょう。警備所から離れた街道にいて、ちょうど朝日が昇ってきたところです。

チャイ：じゃあ、みんなに言います。うちはここでお別れするっちゃ。

エメリー：チャイさん？

ファング：ウォリックフォードに戻もどらないのか。帰れば、ゲオルグから人間の身体をもらえるかもしれないのに。指名手配も撤てつ回かいされるだろうしな。

チャイ：戻らないっちゃ。うち、旅に出るっちゃ。

ルナ：へえ、旅にかい？

エメリー：あんなに生足を欲ほしがってましたのに。

チャイ：そのことだっちゃ。うち、今回のことで学んだっちゃ。人の心の汚きたなさとか、薄うす汚よごれる人間の姿すがたとか。

ルナ：ああ。

ファング：ベルハルトは、おのれの権力のために、人間を化け物に変えてしまうようなヤツだったからな。

チャイ：うちは自分の身体ほしさに、大切なことが見えてなかった気がするっちゃ。

ＧＭ：なんか、チャイが成長してますね。

チャイ：やっぱり人に頼たよって人間の姿を手に入れたって、純じゆん粋すいな心は得られないっちゃ。夢は自分の力で手に入れるものだっちゃ。この髪かみの毛けが教えてくれた気がするっちゃ。

ルナ：そうだね。願いがかなって生えてきた自前のものだからね。

チャイ：人間になりたいって夢を見て、その日の朝に生えてきたっちゃ。これを信じて、やってみるっちゃ。うちは自分探さがしの旅に出てみるっちゃ。

エメリー：うゆぅ～、チャイさん素す敵てきですぅ～。

ＧＭ：では、街道の分かれ道に差さし掛かかります。

チャイ：じゃあ、ここでお別れだっちゃ。

ファング：そうか。達たつ者しやでな。

ルナ：グラスウェルズに来たときは、ベルクシーレに寄よりなよ。多分。私に会えるからさ。いつでも遊びにおいで。

チャイ：うん！　素敵なレディになって会いにいくっちゃ。

ルナ：せっかくだから、可愛かわいい服かなんか用意して待ってるから。

チャイ：ありがとうっちゃ！




　人間の姿に憧あこがれた、ボール姿のエクスマキナ。

　彼かの女じよは、人間の姿をしている人でなしをその目で見た。

　そして、なにが大切なのかを学んだ。

　大切なのは姿ではない。心だと───。




ルナ：チャイは成長したらしい。

エメリー：あなたに神様の加か護ごがありますように！

チャイ：ゴロゴロゴロゴロ（笑）。

エメリー：転がっていく（笑）。

ファング：軽く、敬けい礼れいを送ろう。

ＧＭ：では、チャイが転がって旅に出たところで、シーンを終了します。







◆Ending 03◆母のために




　事じ件けんを終えて、エメリーはジャックの母のところへと戻もどる。

　お守まもりを渡わたすことができたが、ジャックは大変なことに巻まき込こまれていた。

　聖なる天使として、どうするべきだろう？




ＧＭ：次は、エメリーのエンディングとしましょう。希望があればどうぞ。

エメリー：はい、ジャックさんのお母さんのところに行きます。

ルナ：ああ、それがいいね。

ファング：息子むすこは、しばらく帰ってこれない状じよう態たいだからな。

ＧＭ：では、ジャックの故こ郷きように戻って、家で待っているお母さんと再さい会かいするシーンにしましょう。

エメリー：はい。

ＧＭ：では、エメリーが戻ると、ジャックのお母さんが「おお、お帰り。エメロードさん。息子に、お守りは渡してくれたかい？」と心配そうに聞いてきます。

エメリー：はい、渡してきました。うゆぅ、嘘うそは言ってないけど……。

ルナ：ジャックのこと、どう伝える？

エメリー：難むずかしいところですぅ……。

ＧＭ：まあ、嘘をつくというのもありだと思いますよ。

エメリー：そうだ、アタシには《ブラフ》がある！

ルナ：まあ、傷きずつけないための天使の嘘だからね。

エメリー：ちょっと悲しいですけど……。

ＧＭ：すると、お母さんは「それで、息子は元気でやっていたかね」と訊きいてきます。

エメリー：大だい丈じよう夫ぶですぅ。ただ、ちょっと軍の秘ひ密みつに関わる任にん務むに就ついているらしく、お母さんとはしばらく連れん絡らく取れないかもしれないんです。

ＧＭ：「へえ、息子がそんな大変な任務に。無事に帰ってくるといいねえ」

エメリー：大丈夫ですぅ。お守り渡したから。

ＧＭ：「ああ、それなら安心だよ」お母さんも、安心したようです。

エメリー：ほっ、よかった。

ＧＭ：では、これからどうします？

エメリー：このアルディオン大陸にも妖よう魔まの影かげが潜ひそんでいることがわかりました。そんな闇やみの勢せい力りよくから、人々を守りたいと思います。

一同：おおっ。

チャイ：エメリーがまともだっちゃ！

ファング：妄もう想そうが現げん実じつと重なったからな（笑）。

エメリー：お母さん。アタシには使命があるので、旅立たねばなりません。

ＧＭ：「そうなのかい？　ゆっくりしていけばいいのに」

エメリー：いえ、多くの人たちがアタシの助けを待っていますから。

ＧＭ：「わかったよ、行ってらっしゃい。気をつけて」

エメリー：はいですぅ。お母さんも、お達者で。

ＧＭ：「あんたも元気でね～」と見送ってくれます。

エメリー：じゃあ、すっかり白くなった翼つばさで飛び立ちます。

チャイ：白くなったっちゃか!?

エメリー：……そのうち染そめるけど。

ルナ：また、染めるんだ（笑）。

ＧＭ：エメリーは、夕ゆう陽ひに向かって白い翼を羽ばたかせて飛んでいく。ジャックの母親は「本当に天使みたいな子だったね」とつぶやきます。

エメリー：ついに天使と認みとめられる日がっ！

一同：おめでと────っ！（爆笑）

エメリー：わあい♪

ＧＭ：そして、エメリーは夕陽の中に消えていくのであった。シーン終了。







◆Ending 04◆王おう蛇じや会かいの娘むすめとして




　ルナは、ファングと共に街道を進む。

　これで、マムとの約束をひとつ果たすことができた。

　さあ、その後は……。




ＧＭ：残るは、ルナとファングですが、どういうシーンにしましょう？

ルナ：私は、ファングと話がしたいな。

ファング：じゃあ、登場しよう。

ＧＭ：それでは、ルナのエンディングから。ウォリックフォードに戻る途と中ちゆうの街道で、ふたりが話しているシーンにしましょうか。

ルナ：じゃあ、それでお願いします。

ＧＭ：はい、わかりました。この先を右へ行けばウォリックフォード、左はフェリタニアというところまで来ます。

ルナ：ところで、ファングはこのあとどうすんだい？

ファング：俺は、右みぎ腕うでが銃じゆうの男を探さがし続ける。まだヤツの尻尾しつぽは掴つかめていない。ちょっと予感がするんで（笑）、フェリタニアの方へ向かおうと思う。

ルナ：そうか、見つかるといいね。

ファング：ああ、お前はどうするんだ？

ルナ：私は……ゴルフォードに潜もぐりこむんでしたっけ？

ＧＭ：マムの命令はそうですね。

ルナ：じゃあ、「私はウォリックフォードに行く」と、言ってちょっと含ふくみのある笑みを浮うかべる。

ファング：そうか。

ルナ：じゃあ、この辺でさよならかね。

ファング：そうだな。お前には世話になった。

ルナ：いいさ、お互たがい様さまだよ。

ファング：すまんな。

ルナ：……私はアンタもご存ぞん知じのとおり王蛇会の女さ。まだしばらくゴルフォードで裏うらを探さぐるつもり。だから、いい情じよう報ほうが入ったら連絡するよ。

ファング：ああ、そいつは助かるね。あんたは腕は確たしかだし、情報は信しん頼らいできる。時には、戦友の好意に甘あまえさせてもらおう。

ルナ：おやおや、あんなに孤こ独どくが好きだったのにねぇ。

ファング：「オレも成長したってことさ」と言うと、軽く手を振ってフェリタニアの方へ向かおうかな。

ルナ：じゃあ、その後うしろ姿すがたをしばらく眺ながめている。

ＧＭ：そんなところでよいですか？

ルナ：あ、あとマムに報ほう告こくだけはしなくちゃね。

ＧＭ：マムへの報告はアニマルメッセンジャーでできます。

エメリー：あのアナコンダが（笑）。

ルナ：そうだね。それを使ってマムに今回の件は報告しよう。

ＧＭ：そうするとですね、ここでちょっとカットが挟はさまれるんですよ。

ルナ：おっ？




　王蛇会のアジトでは、オーレリー・カルマンがルナからの報告を受けていた。

　娘がもたらした一いつ報ぽうに、ニヤリと笑って彼女は呟つぶやく。

「さて、さっそく不出来な兄の方に伝えてやるかねえ」

　ゴルフォードがフェリタニア国こつ境きよう付近に兵を集結させるという情報は、のちに兄あに弟で子しのギィを大変驚おどろかせることになる。




ＧＭ：……と、マムがフェリタニア国境にゴルフォードの軍が集結したことをギィに伝えに行き、『デスマーチ』三巻かん、第六話に繋つながります。

一同：おおっ！

ルナ：そっか、あのシーンに繋がるんだ。

ＧＭ：そういうことです。『デスマーチ』にプレイヤーで参加していた時には、「グラスウェルズの犯罪結社が、なんでそんなゴルフォードの情報を教えてくれるんだよっ！」って言い返したい気持ちでいっぱいだったので（笑）。

ファング：（←その時のＧＭ）まぁ、マムは手が長いので（笑）。

ＧＭ：マムの長い手のひとつが、こうしてゴルフォードに伸びているって話ですね。つながってよかった。

ルナ：じゃあ、これでギィに貸しひとつですねっ!?

ＧＭ：うぉ、これは一本とられたな（笑）。

ルナ：（笑）。では、私はウォリックフォードへ向かいます。

ＧＭ：そこでシーンを終了しましょう。







◆Ending 05◆明日に続く今日




　仲間たちと別れ、ひとりになったファング。

　果たすべき復ふく讐しゆうは、まだ終わっていない。しかし、その心には束つかの間の安息があった。

　戦いのすえに許された短い安息に、逃とう亡ぼう兵へいはしばし浸ひたっていた。




ＧＭ：それでは、最後はファングのシーン。チャイは旅立ち、エメリーも去った。ルナとも別れた。そんなところから。

ファング：……オレは、ひとりあてもなく歩いている。

エメリー：モノローグが始まった！




　……オレは、ひとりあてもなく歩いている。

　結局、ベルハルトも右腕が銃の男に踊らされただけだった。

　オレは、まだその尻尾も掴めないでいる───。




チャイ：最後はハードボイルドっぽいっちゃ（笑）。

ファング：ここで、ゲオルグにも登場してもらいたい。

ＧＭ：ああ、わかりました。では、商人に扮ふんしたゲオルグが追ってきたというところで。

ファング：俺は、気配を感じて振ふり返かえった。

ＧＭ：そこに、ゲオルグの姿があります。

ファング：あんたか。そろそろ来る頃ころだと思っていたさ。

ＧＭ：「ファング、レッドラウズはどうした？」

ファング：ああ、すべて灰になったよ。綺き麗れいなキャンプファイヤーが見えなかったかい？

ＧＭ：「なるほど、仕事はやり遂とげたんだな」

ファング：それとひとつおまけがある。キャンプファイヤーの焼やけ跡あとを探してみな。哀れなベルハルトを見つけるだろうよ。

ＧＭ：では、それで悟さとったようです。「ベルハルトがレッドラウズを使っていたのか」

ファング：ヤツはレッドラウズを使って、錬金騎士団を思い通りにしようと狙っていた。もちろん、お前さんの命もな。

ＧＭ：「わかった。その功こう績せきにも報いてやりたいが、残念だがこいつは表にできん。キミたちのしたことは誰にも知られることはないだろう」

ファング：いいさ。それに、もっと表にできないあんたの仕事があるぜ。

ＧＭ：「というと？」

ファング：信用するしないはあんたに任まかせるが、ドワリムって王族を洗あらってみな。ベルハルトとつるんで軍を勝手に動かそうとしたこともわかるだろうぜ。

ＧＭ：「ヤツひとりではなかったのか」ちなみに、これ『デスマーチ』三巻でゲオルグがドワリムの動きをつかむきっかけとなります。

一同：おおー。

ＧＭ：「ドワリム様は、こんな陰いん謀ぼうができるお人じゃないぞ」

ファング：バルムンクって組そ織しきが黒くろ幕まくだ。右腕が銃の男もその一味だったと聞く。

ＧＭ：「バルムンクか……」

ファング：あとは好きにしな。

ＧＭ：「そうさせてもらおう。私は、イルゼとメルトランドで落ち合う予定だ。そして連合王国に行かなければならない。どうだ、一いつ緒しよに来ないか？」

ファング：悪いが断ことわらせてもらう。オレにはやるべきことがある。

ＧＭ：「右腕が銃の男のことか？」

ファング：そうだ、あの男をどこまでも追おい詰つめる。それが終わったらもしかしたら、また会うこともあるかもな。

ＧＭ：「そいつには私も興きよう味みがある。エイリン殿どのの仇かたきを討うちたいのは私も一緒だよ。だが、ファング。その件はお前に任まかせよう」

ファング：じゃあ、また会うこともあるだろう。そういって、踵きびすを返そう。

ＧＭ：「ああ、待ってくれ。チャイは一緒じゃないのか？　彼女の望み通り、なるべく人間に近い足パーツを用意したんだが……」

チャイ：ちゃんと用意してくれてたっちゃね。惜おしかったかな～。

ファング：じゃあ、ゲオルグにはこう伝えよう。「いらないそうだ、これから彼女は自分の足で歩くだろう」

一同：おおっ！

チャイ：うち、かっこいい！（笑）

ＧＭ：意外なことを言われたので、ゲオルグはぽかーんとしてます。

ファング：ひゅうと肩をすくめて、その場を去っていきます。

ＧＭ：わかりました。

ファング：で、最後にモノローグが（笑）。

ＧＭ：ああ、それがないとね。

一同：わぁ～（パチパチパチ）。




　あの三人と別れ、またひとりになった。

　だがオレは、いつかまた再会すると感じていた。

　……馬鹿な、

　かしましいだけの連中だというのに、

　オレはそれをどこかで期待していた───。




エメリー：ひとりモノローグツンデレを！（一同爆笑）

ＧＭ：そんなことを想いつつ、ファングは歩いていく。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』、これで終しゆう了りようとなります。お疲つかれ様さまでしたー。

一同：お疲れ様でしたー。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』

第二話「赤き死の花」

─了─
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あとがき




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー　赤き死の花』、いかがだったでしょうか？　著ちよ者しやの鈴吹太郎すずふき・たろうです。

　突とつ然ぜん担たん当とうすることに決まった『イェーガー』ですが、その物語を考えた際さいにまず思ったのは、『アリアンロッド・サガ』の歴史の空白に新しいネタを増ふやしたいということでした。

　そのために、本書では進行中の『無印』や『デスマーチ』、『ゲッタウェイ』シリーズと同じ時代ではなく、過か去この事じ件けんを扱あつかっています。今まで主しゆ舞ぶ台たいにされることの少なかったゴルフォードをピックアップしたのも、新しいネタを提てい供きようするためです。

　本書で語られた歴史の裏うら側がわが、ユーザーのみなさんが持っている、それぞれのアルディオン大陸への刺し激げきとなれば、幸いです。

　この先は、ＧＭとして少し各話の解かい説せつをしていきましょう。本ほん編ぺんをまだお読みになっていない方は、この先を読む前に、本編をお読みになることをお勧すすめいたします。




▼第一話「悪あく魔まの赤き雫しずく」

　第一話は、わたしが一番得意としている犯はん罪ざい組そ織しきと戦うシナリオをモチーフに、バルムンクという『アリアンロッド・サガ』としての要よう素そを組くみ込こんだものです。

　物語はＰＣが濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、表立って歩けない立場になるところから始まります。

　ＰＣがいきなり表社会に出られなくなるのは、その後のＰＣの動きや展てん開かいについて考える必要があるため扱あつかいが難むずかしいのですが、うまく進行するとＰＣの動機の設せつ定ていが強力になり、また緊きん張ちよう感のあるセッションを演えん出しゆつすることができます。

　ハードでシビアな展開になるはずだったのですが……、ＧＭの想定の遙はるかに上を行くＰＣたちによって、ゴルフォードの陰いん謀ぼうは粉ふん砕さいされたのでした（笑）。

　ややもすれば暗い陰いん惨さんな雰ふん囲い気きに陥おちいってしまう題材と、ＰＣたちの──特にふたりですが──突つき抜ぬけた明るさのミスマッチが楽しく、予想以上におもしろいセッションになりました。その雰囲気が少しでも伝われば幸いです。




▼第二話「赤き死の花」

　第二話のテーマはふたつあります。

　ひとつは、第一話で登場した魔ま法ほう薬やく〝レッドラウズ〟についての真実です。

　邪じや神しんや妖よう魔まの存そん在ざいが秘ひ匿とくされてきたアルディオン大陸に、密ひそかにその要素をシナリオに入いれ込こむためには、〝邪じや悪あく化かする薬〟として具体的なアイテムにするのが扱いやすいと思い、登場させました。これは第一話のシナリオを作っているときから考えていたネタです。

　もし気に入りましたら、みなさんのシナリオにも登場させてください。〝赤き死の花〟は、アルディオン大陸のあちこちに咲さいているはずですから。

　もうひとつのテーマは、歴史として結果の定まった題材をどうシナリオで扱あつかうのか、ということです。

　第二話は、すでに語られたアルディオン大陸の歴史に深くかかわったシナリオです。特に『デスマーチ』第三巻かんの裏うらともいうべき物語が展開していき、プレイヤーは全員が結末を容よう易いに予想できる状じよう況きようでした。

　ゲオルグが黒幕じゃないだろう、と全員が確信していたと思います。

　結果の決まった物語はつまらないでしょうか？　わたしはそうは思いません。最初に犯はん人にんが誰だれか分かる推すい理り小説があるように、事件の行く末を知っていても、それまでにどのように展開していくかを参加者で作り上げるのは、とても楽しいことだと思います。

　そういう意味ではファングは、戦せん闘とうでは活かつ躍やくできませんでしたが（笑）、十分ＰＣ①として素す晴ばらしいロールプレイをしてくれたと思っています。

　さて、みなさん。最後までおつき合いいただき、ありがとうございました。本書が、楽しい時間を過すごす手助けとなったならば、こんなにうれしいことはありません。




二〇一二年四月吉きち日じつ　鈴吹太郎
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